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はじめに 本書について viii
はじめに

はじめに スターリ ング コマースの Windows オペレーティング システム用電子データ  イン

ターチェンジ (EDI) ソフ ト ウェア、 Gentran:Server® for Windows® をご購入いただ

きあ りがと う ございます。

Gentran:Server には、 ト レーディング パートナーとの電子データ交換に必要とな

る以下のツールが用意されています。

◗ データ  ト ランスレーシ ョ ン

◗ プロセス管理

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンズ システム

このソフ ト ウェアおよびサポート  ツールは使いやすく、 業務にすぐ役立てるこ

とができます。
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本書について 本書の構成  ix
本書の構成

はじめに このマニュアルでは、 オンライン  ヘルプを補完するこ とを目的に、 Gentran:Server 
で実行できる各種タスクについて、 その実行手順を含め詳し く解説しています。
タスクの手順を解説しているこのマニュアルは、 ステップバイステップ方式で 
Gentran:Server のインス トールに関するあらゆる質問に答えるこ とを目的と して

います。

本書の対象読者 このマニュアルは、 以下の業務の担当者を対象と しています。

◗ EDI の導入

◗ ト レーディング パートナー関係の設定

◗ EDI ドキュ メン トの作成および使用

◗ ドキュ メン トの送受信

◗ ドキュ メン トの受信確認

◗ ドキュ メン トの ト ラ ッキング

◗ 自動処理の構成および使用

前提知識 このマニュアルの前提知識と して、 PC の使用および Microsoft® Windows または 
Windows 2000 の機能に関する知識が必要です。

( 次のページへ続く )
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本書の構成 本書について x
本書の内容 この 『ユーザー ガイ ド』 は、 以下の章から構成されています。 各章の概要を説

明します。

◗ 第 1 章 「はじめに」 では、 このマニュアルの内容、 構成、 および表記につい
て説明します。 また、 カスタマ サポートの情報、 および Gentran:Server for 
Windows の概要についても説明します。

◗ 第 2 章 「 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方」 では、 ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト を登録 ( インス トール )、 削除、 表示する方法について
説明します。

◗ 第 3 章 「パートナーの使い方」 では、 パートナー プロファ イルを設定する方
法について説明します。 パートナー プロファ イルやパートナー テーブルの
インポートやエクスポート、 およびパートナー プロファ イルをコピーする
方法についても説明します。

◗ 第 4 章 「ドキュ メン トの使い方」 では、 ドキュ メン ト を操作する方法につい
て説明します。

◗ 第 5 章 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの使い方」 では、 ドキュ メン トの送信、 受
信、 再送の方法、 および送信キューの表示方法について説明します。

◗ 第 6 章 「インターチェンジの使い方」 では、 インターチェンジおよびイン
ターチェンジ内のドキュ メン ト を表示する方法、 インターチェンジの表示に
フ ィルタをかける方法、 インターチェンジをパートナーに添付 ( 結合 ) する
方法、 インターチェンジを再送する方法について説明します。

◗ 第 7 章 「外部データの使い方」 では、 外部データ  ファ イルの表示および印刷
の方法について説明します。

◗ 第 8 章 「受信確認の使い方」 では、 ドキュ メン ト 、 グループ、 またはイン
ターチェンジの受信確認を手動で設定する方法、 ドキュ メン トの整合性をと
るためのインバウンドおよびアウ トバウンド受信確認の基準を定義する方
法、 時間切れ受信確認をチェッ クする方法について説明します。

◗ 第 9 章 「 ト ラ ッキングの使い方」 では、 ト ラ ッ ク情報の表示および印刷の方
法について説明します。

◗ 第 10 章 「アーカイブと復元の使い方」 では、 データをアーカイブする方法、
およびアーカイブしたデータを復元する方法について説明します。

◗ 第 11 章 「プロセス管理の使い方」 では、 自動プロセス管理イベン トの作成、
編集、 削除、 活性化、 一時停止の方法について説明します。 また、 セッシ ョ
ンおよびカレンダの使い方についても説明します。

◗ 「用語集」 では、 EDI や Gentran:Server の用語や概念について解説します。

オンライン ヘルプ 
システム

このマニュアルの内容の大半がオンライン  ヘルプ システム (GENTRAN.HLP) に
も記載されています。 このマニュアルに記載されている全ダイアログ ボッ クス

要素の定義、 処理の詳細情報、 操作手順の説明は、 すべてオンライン ヘルプに

も含まれています。
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本書について サポート情報  xi
サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メモ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server 、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 ただし、他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに連絡する
前に

迅速なサポート を提供するため、 以下の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた最近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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サポート情報 本書について xii
スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する以下の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 最新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows マニュアル セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リか

ら製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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第 章1
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Gentran:Server for Windows について 基本操作1 - 2
Gentran:Server for Windows について

概要 Gentran:Server for Windows は、 Microsoft Windows 環境で動作するデータ  ト ラン

スレーシ ョ ン、 プロセス管理、 およびコ ミ ュニケーシ ョ ン  システムの機能をま

とめたソフ ト ウェアです。 この製品は、 EDI およびその他の同様のデータ  タイ

プの ト ランスレーシ ョ ンと コ ミ ュニケーシ ョ ン用に設計されています。

プロセス管理システムによ り、 扱いにくいアドオンではなくアプ リ ケーシ ョ ン
のエクステンシ ョ ンと して、 Gentran:Server を多様な業務アプリ ケーシ ョ ンと統

合するこ とができます。

システム 
コンポーネン ト

Gentran:Server システムは、 複数の論理コンポーネン トからな り ます。

Gentran:Server は、 データベース、 システム  データ  ス ト ア、 プロセス  コン ト

ローラ、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラ、 ユーザー インターフェイス  ク ラ イ

アン ト などを組み合わせ、 多様な方法で配備するこ とができます。

必須コンポーネン ト
各システムには、 " プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラ "、 " システム 
データ  ス ト ア "、 および " データベース " が必要です。

データベース " データベース " は、 Gentran:Server がシステム  データを格納するために使用す

る リ レーシ ョナル データベースです。 このデータベースを使用する と、 複数の

ユーザーが同じデータにアクセスできます。 この製品のほかのコンポーネン ト
は、 データベース  コン ト ローラでさまざまなデータベース管理システムを使用

できるよ うにする  ODBC (Open Database Connectivity) を使用してこのデータベー

ス と対話します。

参照
Gentran:Server との使用が認証されているデータベース管理システムを確認する
には、 『サポート情報』 カードを参照して ください。

( 次のページへ続く )
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基本操作 Gentran:Server for Windows について 1 - 3
システム データ  
ストア

" システム  データ  ス ト ア " は、 すべての共有 Gentran:Server データの保管場所と

して使用されます。 通常、 システム データ  ス ト アは、 Gentran:Server システム内

の各コンピュータのファ イルサーバーとなるコンピュータに置かれます。
Gentran:Server システムに置く こ とができるシステム  データ  ス ト アは 1 つのみで

すが、 必要に応じて、 関連付けられたフォルダおよびファ イルを複数のコン
ピュータに分散させるこ とができます。

メモ
システム データ  ス ト アが置かれるコンピュータは、 Gentran:Server システム内の
すべてのコンピュータからアクセス可能でなければなり ません。

コン ト ローラ Gentran:Server システムの " コン ト ローラ " には、 以下の 2 つの種類があ り ます。

◗ 1 つのプライマ リ  システム  コン ト ローラ

◗ 1 つまたは複数のセカンダ リ  コン ト ローラ  ( 必要に応じて )

プライマリ  システム 
コン ト ローラ

" プライマ リ  システム  コン ト ローラ " は、 システム内での処理要求の管理と発

送、 オーディ ッ ト機能の管理、 およびその他すべてのシステム  コンポーネン ト

の制御に使用します。

セカンダリ  
コン ト ローラ

分散ライセンスを購入した場合は、 Windows ネッ ト ワーク内に追加のコン ト

ローラ  (" セカンダ リ  コン ト ローラ ") を配置できます。 これによ り、 プロセスの

負荷を分散でき、 よ り効率的なスループッ ト を実現できます。 セカンダ リ  コン

ト ローラは、 以下のいずれかにな り ます。

◗ プロセス  コン ト ローラ

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラ

◗ プロセス  コン ト ローラ、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラ兼用

プロセス コン ト ローラ
" プロセス  コン ト ローラ " は、 プライマ リ  システム  コン ト ローラに似た機能を
装備しています。 プライマ リ  システム コン ト ローラによって制御され、
Windows ネッ ト ワークの複数のコンピュータにプロセスを分散するために使用
するコン ト ローラです。

コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラ
" コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラ " は、 Gentran:Server とデータを交換する組
織 ( 付加価値ネッ ト ワーク  (VAN) または ト レーディング パートナー ) とのコ ミ ュ
ニケーシ ョ ンを統制するために使用します。 コ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラ
では、 専用線接続やダイヤルアップ接続だけでなく、 サード  パーティー製のコ
ミ ュニケーシ ョ ン パッケージとの相互作用もサポート されています。

コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラは、 コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ゲート ウェイ経由

でインス トールします。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server for Windows について 基本操作1 - 4
ユーザー 
インターフェイス 
クライアン ト

" ユーザー インターフェイス  ク ラ イアン ト " は、 システムの監視および制御に必

要な機能を提供します。 メ インとなるデータ管理コンポーネン トによって、 次
にアクセスするためのグラフ ィカル ユーザー インターフェイスが提供されます。

◗ ドキュ メン トの場所

◗ パートナー プロファ イル

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンのセッ ト アップおよびログ

◗ システムのオーディ ッ ト  ログ

◗ プロセス管理のセッ ト アップおよび管理

ユーザー インターフ ェ イス クライアン トのコンポーネン ト
Gentran:Server のユーザー インターフェイス  ク ラ イアン トは、 次の 5 つの主なコ
ンポーネン トから構成されています。

◗ [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] ウ ィ ンド ウは、 ハイレベルのナビゲーシ ョ ン  
ツールと ドキュ メン ト管理ツールを装備しているデータ管理コンポーネン ト
です。 [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] から、 [ パートナー エディ タ ]、 [ ド
キュ メン ト  エディ タ ]、 [ アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ]、 および 
[ フォーム インテグレーシ ョ ン ] にアクセスするこ と もできます。

◗ [ パートナー エディ タ ] を使用する と、 自社およびト レーディング パート
ナーのパートナー情報を定義、 編集、 削除するこ とができます。

◗ [ ドキュ メン ト  エディ タ ] は、 データを入力するためのツールです。 このエ
ディ タを使用して、 ドキュ メン トの作成、 修正、 表示を行う こ とができます。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用する と、 イン
ポート  オブジェク ト 、 エクスポート  オブジェク ト 、 およびドキュ メン ト  
ターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を生成できます。

◗ フォーム インテグレーシ ョ ン サブシステムを使用する と、 画面入力オブ
ジェク トおよび印刷ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を生成できます。

論理コンポーネン ト これまでに説明したユーザー インターフェイス  ク ラ イアン トおよびコン ト ロー

ラ  コンポーネン トはシステムの論理コンポーネン トです。 これらのコンポーネ

ン トは、 ニーズに合わせて 1 つのコンピュータにま とめて配置するこ と も、 複数

のコンピュータに分けて配置するこ と もできます。

一般的なシステム
通常、 Gentran:Server ユーザー インターフェイス  ク ライアン ト と して動作させる
コンピュータに比べ、 プライマ リ  システム コン ト ローラ、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  
コン ト ローラ、 プロセス  コン ト ローラをま とめて動作させるコンピュータに、
よ り高い性能が求められます。

アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンを使用して、 必要となる ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク トのインス トールを完了したら、 必要に応じてプロセス  コン

ト ローラやコ ミ ュニケーシ ョ ン  コン ト ローラを追加し、 プロセスの負荷を分散

できます。

( 次のページへ続く )
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基本操作 Gentran:Server for Windows について 1 - 5
論理コンポーネン ト  
( 続き )

システム コンポーネン トの相互作用図
次の図に、 Gentran:Server システムの論理コンポーネン ト間の相互作用を示し
ます。
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Gentran:Server の操作方法 基本操作1 - 6
Gentran:Server の操作方法

概要 [Gentran:Server 電子商取引 (EC) マネージャ ] ウ ィ ンド ウでは、 次の 5 通りの方法

で各種機能にアクセスできます。

◗ メ イン  メニュー バーから メニュー オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

◗ [ メ イン ツールバー ] の適切なボタンをク リ ッ ク します。

◗ [ ブラウザ ツールバー ] の適切なボタンをク リ ッ ク します。

◗ [ デスク ] の適切な部分をク リ ッ ク します。

◗ 選択したブラウザ ウ ィ ンド ウ内の適切なボタンをク リ ッ ク します。

メモ
F5 を押すか、 または [ リ フレッシュ ] ( ほとんどのブラウザで使用可能 ) をク
リ ッ クする と、 [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] の表示がリ フレッシュされます。

[ 電子商取引 (EC) 
マネージャ ] 
ウィンドウ

次の図に、 [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] ウ ィ ンド ウを示します。

( 次のページへ続く )

コン ト ロール メニュー タイ トル バー 最小化 / 最大化ボタン

メイン メニュー バー
メイン ツールバー

ステータス バー デスク

ブラウザ ツールバー
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基本操作 Gentran:Server の操作方法 1 - 7
コンポーネン ト Gentran:Server のメ イン  ウ ィンド ウは、 次のコンポーネン トから構成されてい

ます。

◗ コン ト ロール メニュー

◗ タイ トル バー

◗ 最小化 / 最大化ボタン

◗ メ イン  メニュー バー

◗ メ イン  ツールバー

◗ ブラウザ ツールバー

◗ デスク

◗ ステータス  バー 

コン ト ロール メニュー
" コン ト ロール メニュー " では、 次のコマンドが選択できます。 [ 復元 ]、 [ 移動 ]、
[ サイズ ]、 [ 最小化 ]、 [ 最大化 ]、 [ 閉じる ]。

タ イ トル バー
Gentran:Server のデスク ト ップ上の " タイ トル バー " には、 アプリ ケーシ ョ ンの
名前、 およびログインしているシステムの名前が表示されます。 タイ トル バー
をド ラ ッグするこ とによ り、 デスク ト ップ上の [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] 
ウ ィンド ウを移動するこ とができます。

メモ
タイ トル バーには、 現在ログインしているシステムの名前が表示されます。

最小化 / 最大化ボタン
" 最小化 " ボタンをク リ ッ クする と、 ウ ィンド ウが縮小されてアイコンと して表
示されます。 " 最大化 " ボタンをク リ ッ クする と、 ウ ィ ンド ウが拡大されて最大
サイズで表示されます。

メ イン  メニュー バー
" メ イン メニュー バー " には、 以下のド ロ ップダウン  メニューが表示されます 
( これらのメニューに表示されるコマンドの詳細については、 オンライン  ヘルプ
を参照して ください )。 使用できないアイテムはグレー表示になっています。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server の操作方法 基本操作1 - 8
コンポーネン ト  
( 続き )

メ イン  ツールバー
" メ イン ツールバー " からは、 Gentran:Server で頻繁に使用するブラウザおよび
機能にアクセスできます。 使用できないアイテムはグレー表示になっています。
メ イン  ツールバーはド ッキング可能なツールバーなので、 [ 電子商取引 (EC) マ
ネージャ ] ウ ィンド ウの端に配置するこ とができます。 次の図に、 メ イン  ツー
ルバーを示します。

ブラウザ ツールバー
" ブラウザ ツールバー " から、 Gentran:Server のブラウザに備えられている機能
を実行できます。 使用できないアイテムはグレー表示になっています。 [ ブラウ
ザ ツールバー ] はド ッキング可能なツールバーなので、 [ 電子商取引 (EC) マ
ネージャ ] ウ ィンド ウの端に配置するこ とができます。 次の図に、 ブラウザ 
ツールバーを示します。

( 次のページへ続く )
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基本操作 Gentran:Server の操作方法 1 - 9
コンポーネン ト  
( 続き )

デスク
" デスク " は、 Gentran:Server コンポーネン ト と ドキュ メン トの場所をグラフ ィカ
ルに表したものです。 デスクを使用する と、 Gentran:Server で頻繁に使用するブ
ラウザ、 機能、 およびサブシステムに、 素早く簡単にアクセスするこ とができ
ます。 ブラウザ、 機能、 またはサブシステムにアクセスするには、 それを表す 
[ デスク ] 上の適切な領域をク リ ッ ク します。

ブラウザ アイコンには、 ドキュ メン トの場所にドキュ メン トが存在する場合に、

ドキュ メン トの絵と して表示されるものもあ り ます。 また、 パートナー エディ

タ  サブシステム、 ヘルプ システム、 " プロセス管理 " 機能 ( 時計のアイコン )、
および " 送受信 " 機能 ( 電話のアイコン ) にデスクからアクセスできます。 さ ら

に、 [ デスク ] を使用して、 Gentran:Server を終了するこ と もできます ( 出口 / ド
アのアイコン )。

ステータス バー
" ステータス  バー " には、 選択、 コマンド、 および処理の状態情報が表示されま
す。 また、 メニューで反転表示したアイテムの定義、 現在のキーボードの入力
モード  ( たとえば、 "Caps Lock" キーは CAP、 "Num Lock" キーは NUM) も表示さ
れます。
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Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 基本操作1 - 10
Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理

インバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン

次の図に、 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理を示します。

( 次のページへ続く )
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基本操作 Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 1 - 11
インバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン処理

インバウンド  データの ト ランスレーシ ョ ンは、 以下の手順で処理されます。

段階 説明

1 コ ミ ュニケータは、 ネッ ト ワーク経由で、 ト レーディング パート

ナーからのインターチェンジを受信します。

2 コ ミ ュニケータがインターチェンジを ト ランスレータに渡します。

3 ト ランスレータは、 インターチェンジ エンベロープを開封し、 各

グループを一時記憶領域に分けるために、 システム  インターチェ

ンジ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用します。

4 ト ランスレータは、 グループ エンベロープを開封し、 各ト ランザ

クシ ョ ン セッ ト を一時記憶領域に分けるために、 システム  グルー

プ ブレーク  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用します。

5 ト ランスレータは、 システム ト ランザクシ ョ ン ブレーク  ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 以下を行います。

◗ ト ランザクシ ョ ン エンベロープを開封する

◗ 各ドキュ メン ト を、 システム  データ  ス ト アの別々のファイル
に分ける

◗ ドキュ メン トに関する参照情報と と もに、 レコードをデータ
ベースに書き込む

6 ト ランスレータが、 各ドキュ メン トの取引関係を見つけるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 見つける場合は、 その関係と関連付けられているエクスポー
ト、 ドキュ メン ト  ターンアラウンド、 および印刷の各ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トの識別が行われます。 取引関係お
よびト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を見つけるこ とができ
た場合は、 その ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して
ドキュ メン トのエラー チェッ クが行われます。

◗ 見つけない場合 (取引関係またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェ
ク トが見つからない場合 )、 そのドキュ メン トは不適合と して
マーク され、 [? イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

7 ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合しているかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 適合している場合は、 ドキュ メン トの状態が適合に変更され、
[ イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

◗ 適合していない場合は、[? イン ドキュ メン ト ] に格納されたま
ま とな り ます。 詳細なエラー レポートが生成されるので、
ユーザーはこれをも とに原因を究明するこ とができます。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 基本操作1 - 12
( 次のページへ続く )

8 取引関係で、 ドキュ メン トのファンクシ ョナル受信確認が生成さ
れるよ うに指定した場合、 ト ランスレータは、 システム受信確認
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して受信確認を生成し

ます。

◗ 適合している受信確認は、送信のため [ アウ ト  ドキュ メ ン ト ] 
に移されます。

◗ 適合していない受信確認 ( または、 受信確認ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トでエラーが発生した場合 ) は、 [? アウ ト  ド
キュ メン ト ] に移されます。

また、 ト ランスレータは、 受信確認タイプの ト ランスレーシ ョ ン  
( 例 ： 997、 CONTRL など ) を受信したと きにも受信確認の整合性

を取り ます。

9 取引関係で自動エクスポート または自動ターンアラウンドを指定
した場合は、 指定されたエクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トでエクスポートが行われるか、 指定されたドキュ メン ト  
ターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トで適切な応答

ドキュ メン トが生成されます。

 ( 続き )
段階 説明
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基本操作 Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 1 - 13
アウトバウンド  
データのト ランス
レーシ ョ ン

次の図に、 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン処理を示します。
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アウトバウンド  
データのト ランス
レーショ ン  プロセス

アウ トバウンド  データの ト ランスレーシ ョ ンは、 以下の手順で処理されます。

段階 説明

1 次の 3 通りの うちのいずれかの方法で、 アウ トバウンド  データの

ト ランスレーシ ョ ンを開始します。

◗ 時間限定セッシ ョ ンまたはポーリ ング セッシ ョ ンを使用して、
プロセス管理システムでファイルをインポート します。 すべ
ての有効なドキュ メン トが適合状態でデータベースに書き込
まれ、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納されます。 無効なドキュ
メン トは不適合状態とな り、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納
されます。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルをインポート します。 手動でイン
ポート したドキュ メン トは、 [ ワークスペース ] に格納され
ます。

◗ [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してドキュ メン ト を入力しま
す ( 適切なデータ入力ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが 
Gentran:Server に登録されている場合のみ )。 これらのドキュ
メン トは [ ワークスペース ] に格納されます。

2 ファ イルをインポートする場合、 システム構成からのインポート
定義がチェッ ク され、 ファ イル名とシステム  インポート  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク トが照合されます。

3 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル内の各ドキュ メン トに対応する取引関

係 ( パートナー エディ タで確立 ) は、 このシステム インポート  ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して識別されます。 これに

よ り、 ドキュ メン トの処理にどのインポート  マップを使用するか

が識別されます。

4 ファ イル内のドキュ メン トに対応する取引関係が識別され、 その
関係で指定されているインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

トが確認されます。

5 ト ランスレータは、 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を使用して、 ドキュ メン トのエラー チェッ クを行います。 適合し

ている  ( 有効な ) ドキュ メン トは "OK" とマーク されます。 適合し

ていない ( 無効な ) ドキュ メン トは " 失敗 " とマーク されます。

6 まだインポート  ファ イル内にドキュ メン トが残っている場合は、

すべてのドキュ メン トが処理されるまでステップ 3 ～ 5 が繰り返

されます。

( 次のページへ続く )
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基本操作 Gentran:Server データ  ト ランスレーシ ョ ン処理 1 - 15
7 [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] を介して手動でファイルをイン

ポート した り、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用した場合は、 適

合ドキュ メン ト を  [ アウ ト  ドキュ メン ト ] にポス トする必要があ

り ます。

メモ
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] に格納されたドキュ メン トは、 プロセス
管理システムまたは [ 電子商取引 (EC) マネージャ ] の伝送オプ
シ ョ ンを使用して送信できます。

段階 説明
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パスワードの変更方法 基本操作1 - 16
パスワードの変更方法

はじめに Gentran:Server のパスワードは、 ユーザー アクセス  プロファ イルに格納されてい

ます。

メモ

◗ 変更する と きには、 古いパスワードが必要にな り ます。 パスワードを忘れて
しまった場合には、 システム管理者に問い合わせてください。

◗ 統合セキュ リ ティ を使用している場合、 Windows のパスワードを変更する と
きに Gentran:Server のパスワードおよびデータベースのパスワード も変更す
る必要があるかもしれません。

参照
使用するセキュ リ ティ  モードについて質問がある場合には、 システム管理者に
問い合わせてください。

手順 パスワードを変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ オプシ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

システムからの応答
[ 選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ パスワードの変更 ] タブを選択し、 オプシ ョ ンを表示します。

3 [ 旧パスワード ] ボッ クスに、 古いパスワードを入力します。

4 [ 新しいパスワード ] ボッ クスに、新しいパスワードを入力します。

5 [ 新しいパスワードの確認 ] ボッ クスに、 新しいパスワードをも う

一度入力します。

メモ
[ 新しいパスワードの確認 ] ボッ クス と  [ 新しいパスワード ] ボッ
クスの入力が一致しない場合には、 再入力を求めるプロンプ トが
表示されます。

6 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク して、 変更を保存します。

システムからの応答
システムが更新され、 次にシステムにログオンする際には新しい
パスワードを入力する必要があ り ます。
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第 章2

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの

使い方

目次 ◗ 概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2
◗ [EDI ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ブラウザ . . . . . . . . . . . . . . .  3
◗ [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クス  .  7
◗ 新しい ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法 . . . . . . . . . . . . .  9
◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの削除方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方2 - 2
概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server での ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使用方法に

ついて説明します。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの定義

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト とは、 データをある形式から別の形式に変換

するために必要なすべてのデータを ト ランスレータに提供するために、 定義、
リ ンク、 およびルールを組み合わせたセッ トです。 Gentran:Server では、 ト ラン

スレータ  サブシステムの処理の制御に ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用

します。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの作成

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 Gentran:Server のアプリ ケーシ ョ ン インテ

グレーシ ョ ン  サブシステムまたはフォーム  インテグレーシ ョ ン サブシステムを

使用し、 アプリ ケーショ ン  マッ プやフォーム定義をコンパイルして作成されます。

参照
これらのサブシステムについての詳細は、 『アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ
ン ユーザー ガイ ド』 および 『Forms Integration User's Guide』 を参照して ください

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの種類

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トには、 2 つの種類があ り ます。

◗ システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

◗ ユーザー ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

システム ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク ト
システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 インターチェンジ、 ファンク
シ ョナル グループ、 およびト ランザクシ ョ ン  セッ トの作成と分割を制御します。
また、 ファンクシ ョナル受信確認を生成した り、 ファンクシ ョナル受信確認と
の整合性をと るためにも使用されます。

ユーザー ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ ク ト
ユーザー ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 画面入力、 インポート、 エク
スポート、 および印刷レポート作成を制御します。 必要なシステム  ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トはすべて、 Gentran:Server システムによって自動的にイ
ンス トールされます。
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方 [EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザ 2 - 3
[EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザ

はじめに 次の表に、 "EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト " 機能を構成するシステム  コ
ンポーネン ト を示します。

[EDI ト ランスレー

ショ ン オブジェクト ] 
ブラウザの図

次の図に、 [EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザを示します。

( 次のページへ続く )

ブラウザまたは
ダイアログ ボックス 機能

EDI ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの表示、 印刷、

削除、 および登録に使用します。

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク トの登録

システムに登録する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トの選択に使用します。
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[EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方2 - 4
各部と機能 次の表に、 [EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

種類 定義済みのト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの種類が表示さ

れます。

例
エクスポート、 インポート、 システム  インポート など。

説明 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を正確に特定するための説

明が表示されます。

使用 現在、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがインバウンド  パー
トナー関係またはアウ トバウンド  パートナー関係に関連付け
られているかど うかが示されます。 有効な値は、 以下のとお
りです。

各部 機能

Yes ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが
使用中であるこ とを示します。

No ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが
使用されていないこ とを示します。

SYS* システム ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク トが使用中であるこ とを示し
ます。

SYS システム ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク トが使用されていないこ とを
示します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが現在使用中である ( イン
バウンド  パートナー関係またはアウ トバウンド  パートナー関
係に関連付けられている ) 場合、 その ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トは削除できません。 また、 システム  ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト (SYS* または SYS) に指定されている ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト も削除できません。

システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト とは、 インポー
ト、 エクスポート、 データ登録、 画面入力、 ターンアラウン
ド、 および印刷以外のすべての ト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク トです。 また、 説明に " システム " と記述されている ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トは、 すべてシステム  ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トです。

( 次のページへ続く )
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方 [EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザ 2 - 5
表示 選択した ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが表示されます。

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの説明

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのタイプ ( 例 : Export)
◗ 入力と出力エージェンシー ( 例 : X for ANSI X12)
◗ 入力と出力バージ ョ ン ( 例 : 003030)
◗ 入力と出力ト ランザクシ ョ ンセッ ト  ID ( 例 : 850)
◗ 入力と出力リ リース ( TRADACOMS のみ )
◗ ト ランスレーシ ョ ンオブジェク トのファ イル名 

( 例 : 3030.tpl)

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます、 これを使

用して、 選択した ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を印刷す

るのか、 または選択した ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの

概要リ ス ト を印刷するのかを指定できます。

メモ
書式化されたバージ ョ ンは ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト
の印刷時に必ず印刷されるので、 書式化オプシ ョ ンは使用で
きません。

次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

選択するオプシ ョ ン 実行する操作

選択されたアイテム 選択した ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが印刷されます。

選択された項目の概要
リ ス ト

[ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。

メモ
[OK] をク リ ッ クすると 、 すべてのト
ランスレーショ ン  オブジェク ト につ
いての概要リ スト が印刷されます。

なし [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。

メモ
[OK] をク リ ッ クする と、 すべての
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トに
ついての概要リ ス トが印刷されま
す。

削除 選択している ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を削除します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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[EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方2 - 6
新規作成 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ

クス  が表示され、 これを使用して ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク ト をシステムに認識させるこ とができます。

リ フレッシュ ブラウザの表示を更新します。

閉じる [EDI ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ブラウザを終了し
ます。

ヘルプ 状況依存オンライン ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボックス 2 - 7
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ 
ボックス

はじめに [ ト ランスレーショ ン  オブジェク ト の登録 ] ダイアログ  ボッ ク スを使用すると 、

選択したト ランスレーショ ン  オブジェク ト  ファ イルを  Gentran:Server に登録する  
( ト ランスレーショ ン  オブジェク ト をシステムに認識させる ) こ と ができます。

図 次の図に、 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クスを示

します。

各部と機能 次の表に、 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クスの各

部とその機能をま とめます。

各部 機能

場所 ファ イルが格納されている ド ラ イブとフォルダが表示され
ます。

ファ イル名 登録するファ イルの名前が表示されます。

ファ イルの種類 アクセスするファ イルの種類を示します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのファ イル拡張子は 
.TPL です。

( 次のページへ続く )
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[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボックス ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方2 - 8
開く 選択されているファ イルを選択し、 [ 開く ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

キャンセル ファ イルを選択せずに、 [ 開く ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方 新しいト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法 2 - 9
新しいト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法

はじめに [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  ファ イルを Gentran:Server に登録し、 その ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トがシステムで認識されるよ うにするこ とができ

ます。

手順 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから、 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] を選

択します。

システムからの応答
[EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザが表示されます。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

3 システムに登録する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト  ファ イルを

リ ス ト  ボッ クスから選択するか、 [ ファ イル名 ] ボッ クスにファ

イル名を入力します。

メモ
複数の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をま とめて反転表示にす
るには、 1 番目の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をク リ ッ ク し、
Shift キーを押しながら一番最後の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク
ト をク リ ッ ク します。 隣接していない複数のト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を反転表示にするには、 Ctrl キーを押しながら各ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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新しいト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方2 - 10
4 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  ファ イルが登録され、 [ ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トの登録 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

メモ
選択したファイルが無効な場合は、 警告メ ッセージが表示されま
す。 インス トールできるのは、 有効な Gentran:Server ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トのみです。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが重複している場合には、 既存
の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を上書きするかど うかを尋ね
る メ ッセージが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの使い方 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの削除方法 2 - 11
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの削除方法

はじめに 不要になった ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トはシステムから削除できます。

ただし、 インバウンドまたはアウ トバウンドのパートナー関係に関連付けられ
ている場合 ([EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザの [ 使用 ] 列が 
[Yes] の場合 ) は削除できません。

また、 " システム  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト " ("SYS*" または "SYS") と
して指定されている ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 削除できないよ うに

なっています。

手順 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから、 [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] を選

択します。

システムからの応答
[EDI ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ブラウザが表示されます。

2 削除する ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
削除後に、 削除を確認する メ ッセージが表示されます。

4 これらの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を削除するかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 削除する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 削除しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 Gentran:Server の [ パートナー エディ タ ] の使い方について説明し

ます。 主な内容は、 次のとおりです。

◗ パートナー プロファ イルの使い方

◗ パートナー プロファ イルのルーティング

◗ パートナー テーブルの使い方

◗ パートナー所在地の使い方

パート ナー エディ タ [ パートナー エディ タ ] では、 自社および全ト レーディング パートナーについ

て、 すべてのパートナー関係情報の定義、 編集、 削除を行う こ とができます。
パートナー関係を使用する と、 ト レーディング パートナーとの間でデータを送

受信できます。

[ パートナー エディ タ ] では内部システム  パートナー ( 内部システム ユーザー ) 
が使用できるため、 システムに対して自社を定義付けできます。

Gentran:Server for 
RosettaNet

RosettaNet® で使用するパートナーの定義については、 『Gentran:Server for 
RosettaNet UserGentran's Guide』 の 「Using Partner Editor with Gentran:Server for 
RosettaNet」 を参照して ください。
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パートナー プロファイルの使い方 0

概要

はじめに パートナー プロファ イルを設定する方法と しては、 インポート、 コピー、 作成

という  3 通りがあ り ます。 どの方法で行うかは、 元になるパートナー プロファ

イルがあるかど うかによって決ま り ます。 次の表に従って、 どの方法で行うか
を決めます。

( 次のページへ続く )

パートナー プロファイルの

作成方法 使用する場合

既存のプロファ イルを
インポートする

この方法は、 パートナー プロファ イルを Sterling 
Commerce から受信する場合や、 パートナーの詳

細をインポートできるプロファ イルが既に存在す
る場合に使用します。 別の Gentran:Server システ

ムからエクスポート したプロファ イルも使用でき
ます。

参照
詳細については、 「パートナー プロファ イルのイ
ンポート方法」 を参照して ください。

既存のプロファ イルを
コピーする

この方法は、 既存のプロファ イルをコピーして、
一意のパートナーの定義とキーとなるエンベロー
プ情報を入力する場合に使用します。

参照
詳細については、 「パートナー プロファ イルのイ
ンポート方法」 を参照して ください。

新しいプロファ イルを
作成する

この方法は、 インポート またはコピーできるプロ
ファ イルがない場合に使用します。

参照
新しいパートナー プロファ イルの作成方法につ
いては、 「パートナー プロファ イルを 定義する手
順」 を参照して ください。
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パートナーの定義 パートナー プロファ イルを作成するには、 まず " パートナーの定義 " を行いま

す。 パートナーの定義には、 パートナーに関する基本情報が含まれます。 これ
らの情報は、 パートナー プロファ イルのほかの部分よ り前に定義する必要があ

り ます。

作業
データを交換する相手となる各パートナーについて、 パートナーの定義を作成
する必要があ り ます。

パートナー 
プロファイル

パートナー プロファ イルを完成させるには、 インバウンド関係またはアウ トバ

ウンド関係 ( あるいはその両方 ) を定義する必要があ り ます。

◗ この ト レーディング パートナーから情報を受信して処理する場合は、 適切
な " インバウンド関係 " を定義する必要があ り ます。

◗ この ト レーディング パートナーに情報を送信する場合は、 " アウ トバウンド
関係 " を定義する必要があ り ます。

作業
データを交換する相手となる各パートナーについて、 パートナー プロファ イル
を作成する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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パートナー 
プロファイルを
定義する手順

パートナー プロファ イルを作成するには、 次の表に従います。

段階 説明

1 パートナーの定義を作成します。

参照
「新しいパートナーの定義の作成方法」 を参照して ください。

2 必要に応じて、 インバウンド関係を作成します。

参照
「新しいインバウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

3 必要に応じて、 アウ トバウンド関係を作成します。

参照
「新しいアウ トバウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

4 入力したデータやインバウンドで受信したデータを補足した り変
換するために、 パートナー関係にクロス リ ファレンス  テーブル ま
たは lookup テーブルを使用する必要があるかど うかによって、 次

を実行します。

◗ 使用する必要がある場合は、 「テーブルの作成方法」 を参照し
て ください。

◗ 使用する必要がない場合は、 ステップ 5 に進みます。

5 パートナーの住所および連絡先に関連する情報の格納に、 所在地
を使用する必要があるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 使用する必要がある場合は、 「パートナー所在地の作成方法」
を参照して ください。

◗ 使用する必要がない場合は、 パートナー プロファ イルの定義
は以上で完了です。
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[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ パートナー エディ タ ] を使用する と、 自社およびパートナーの全パートナー情

報を、 定義、 編集、 削除するこ とができます。

図 次の図に、 [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

パートナーの選択 パートナー プロファ イルが一覧表示されます。

コピー [ パートナーのコピー ] ダイアログ ボッ クスが表示され、

パートナー プロファ イルがコピーできます。

インポート [ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 パートナー プロファ イルがインポートできます。

エクスポート [ エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クス

が表示され、 パートナー プロファ イルがエクスポートで

きます。

終了 [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

編集 選択したパートナーの [ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編
集 )] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

新規作成 [ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編集 )] ダイアログ ボッ ク

スが表示され、 新しいパートナーの定義を作成できます。

削除 選択したパートナー プロファ イルがシステムから削除さ

れます。

インバウンド 選択したパートナーの [ インバウンド関係 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

アウ トバウンド 選択したパートナーの [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

テーブル 選択したパートナーの [ パートナー テーブル ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

所在地 選択したパートナーの [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示されます。

リ フレッシュ ダイアログ ボッ クスの表示を更新します。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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[ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編集 )] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ パートナーの定義 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 新しいパートナーの定

義を作成した り、 作成済みのパートナーの定義を編集できます。

図 次の図に、 [ パートナーの定義 - 新規作成 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ パートナーの定義 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

プロファ イル ID 選択したパートナーの一意の識別子を指定します。

名前 パートナーの一意の名前を指定します。

メモ
この名前がパートナー選択リ ス トに表示されるので、 なる
べくそのまま説明になるよ う な名前にします。

EDI コード このパートナーの EDI 識別子を指定します。 この値は、

インバウンド処理の際に正しい ト レーディング パート

ナーの定義を選択するために使用されます。

( 次のページへ続く )
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アプ リ ケーシ ョ ン 
コード

このパートナーの識別に使用するアプ リ ケーシ ョ ン  コー

ドを指定します。 この値は、 アウ トバウンド  インポート

処理の際に正しい ト レーディング パートナーの定義を選

択するために使用されます。

既定のメール
ボッ クス

非 RosettaNet EDI 関係についてこのパートナーを識別する

ために使用する既定のメールボッ クスを指定します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

既定の E メール 
アドレス

非 RosettaNet EDI 関係についてこのパートナーを識別する

ために使用する既定の E メール アドレスを指定します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ パートナーの定義 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

メールボッ クスの
新規作成

[ メールボッ クスの新規作成ウ ィザード ] が表示され、 新

しいメールボッ クスを作成できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

メールボッ クスの
編集

[ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 メールボッ クスを編集できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

 ( 続き )
各部 機能
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[ インバウンド関係 ] ダイアログ ボックス

はじめに インバウンド関係では、 パートナーから  EDI ドキュ メン ト を受信するためにシ

ステムが必要とするパラ メータを定義します。 [ インバウンド関係 ] ダイアログ 
ボッ クスによって、 関係の設定に必要なすべてのダイアログ ボッ クスが制御さ

れます。

受信する ドキュ メン トは、 正確に指定する必要があ り ます。 また、 ターンアラ
ウンド  ドキュ メン ト 、 エクスポート  ルール、 あるいは印刷条件を定義するため

に使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト も定義します。

図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ ク

スを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

関係の説明 既存のインバウンド関係を指定します。

スタンダード この関係で使用する  EDI スタンダードを指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いるスタンダードのみが表示されます。 このボッ クス
は既存の関係に対して変更するこ とはできません。 こ
のボッ クスの選択は必須です。

有効な値
◗ [A] — TRADACOMS
◗ [C] — CII
◗ [D] — NCPDP
◗ [E] — EDIFACT
◗ [O] — ODETTE
◗ [P] — OTHER
◗ [R] — ROSETTANET
◗ [T] — TDCC
◗ [U] — UCS
◗ [V] — VDA

バージ ョ ン この関係で使用する  EDI スタンダードのバージ ョ ンを

指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いる選択されたスタンダードのバージ ョ ンのみが表示
されます。 このボッ クスを既存の関係に対して変更し
た場合、 次に定義されているすべての情報がク リ アさ
れるので、 再度選択しなければなり ません。 このボッ
クスの選択は必須です。

ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト

この関係で使用する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を指定し

ます。

メモ
選択されたバージ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン  セッ トのみ
が表示されます ( 既存のト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク トがある場合 )。 このボッ クスを既存の関係に対して
変更した場合、 その下のと ころで定義されているすべ
ての情報がク リ アされるので、 再度選択しなければな
り ません。 このボッ クスの選択は必須です。

( 次のページへ続く )
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リ リース この関係で使用する リ リース番号を指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いる、 選択された ト ランザクシ ョ ン  セッ トの リ リース
のみが表示されます。 このボッ クスは現在、
TRADACOMS スタンダードで定義されている メ ッセー
ジにのみ使用されています。 このボッ クスの選択は、
全 TRADACOMS メ ッセージに対して必須です。

ト ランザクシ ョ ンは
受信確認です

このパートナー関係で定義されている ト ランザクシ ョ
ンが受信確認であるこ とを確認して ください。

グループ [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスが表

示されます。

インターチェンジ [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ

クスが表示されます。

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

新規作成 [ 新しいインバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを開い

て、 新規の関係を作成できます。

削除 指定したインバウンド関係がシステムから削除され
ます。

ト ランスレーシ ョ ン [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド関係 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 14
順番検査 システムで順番検査を使用するかど うか、 およびその
順番検査を連番で行うか日付順に行うかを指定します。
重複 Control Number の検査を行う よう 指定するこ と もで

きます。

◗ [ なし ] 順番検査は使用されません。

◗ [ 重複 ] Control Number が重複していないか
チェッ ク します。

◗ [ 連番 ] Control Number は最後の番号よ り も  
1 つ大き くなければな り ません。

◗ [ 日付順 ] Control Number は最後の番号よ り も大
き くなければなり ません。

メモ
重複した Control Number が検出されたり、 順番が間
違っている連番または日付順 Control Number が検出さ
れた場合、 ドキュ メン トは [? イン ドキュ メン ト ] に格
納されます。

最後に使用した 
Control Number

次のト ランザクシ ョ ン セッ ト  Control Number または

メ ッセージ参照の順番検査に使用する値を指定します。
この値は、 受信した最後の ト ランザクシ ョ ン  セッ ト ま

たはメ ッセージの順序番号で置き換えられます。 この
ボッ クスは最初は 0 に設定されます。

メモ
このボッ クスは、 [ 順番検査 ] が [ なし ] の場合には使
用できません。

ドキュ メン トの重複 ドキュ メン ト名の重複をチェッ クするかど うかを指定
します。

メモ

◗ 重複したドキュ メン ト名が検出される と、 それらの
ドキュ メン トは [? イン ドキュ メン ト ] に格納され
ます。

◗ 特定の関係の重複ドキュ メン ト検査がアクティブな
場合、 この関係で使用されている ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トでドキュ メン ト名を、 スタンダー
ド  ルールまたは拡張ルールを使用して更新する必
要があ り ます。

参照
スタンダードルールと拡張ルールの使用に関する詳細
は、 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー 
ガイ ド』 を参照して ください。

エラー チェッ クを

しない

この関係について、 ドキュ メン トのエラー チェッ クを

行うかど うかを指定します。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボックス 3 - 15
受信確認の生成 この関係で定義されている ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  
( メ ッセージ ) を受信したと きに、 この ト レーディング 
パートナーへのファンクシ ョナル受信確認を生成しま
す。 このフ ィールドの既定値は [ いいえ ] ( 受信確認を

生成しない ) です。

◗ [ いいえ ] 受信確認を生成しません。

◗ [ はい - エラー詳細なし ]
エラー詳細がない受信確認を生成し
ます。

◗ [ はい - エラー詳細あ り ]
エラー詳細がある受信確認を生成し
ます。

メモ
このボッ クス全体は、 この関係の中のドキュ メン ト  ( ト
ランザクシ ョ ン セッ ト ) が受信確認の場合には非アク
ティブ ( グレー表示 ) になっています。

テスト  インジケータ この ト レーディング パートナーから受信する ドキュ メ

ン ト をテス ト と して扱うか本番と して扱うかを指定し
ます。

受信確認処理 インバウンド  ブレイ ク  セッシ ョ ン ( 即時 )、 またはスケ
ジュール間隔 ( 延期 ) の間に行われる受信確認の整合の
種類を指定して ください。 既定値は [ 即時処理 ] です。

 ( 続き )
各部 機能
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[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 16
[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クスは、 こ

の関係によ り定義されているデータを処理するために使用する ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト を指定する場合に使用します。

次の表に、 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン レベルを一番下のレベルから順に

ま とめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

ドキュ メン ト 指定されている ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト と突き

合わせてドキュ メン トの妥当性を検査し、 ドキュ メン トが
スタンダードに適合しているこ とを確認して、 EDI から印

刷またはアプリ ケーシ ョ ン書式に変換します。

ト ランザクシ ョ ン 単一のドキュ メン ト を囲んでいる  EDI 固有のエンベロー

プを削除します。

グループ 関連する ト ランザクシ ョ ンのセッ ト を囲んでいる  EDI 固
有のエンベロープを削除します ( ト ランザクシ ョ ンは同じ

種類である必要はあ り ません )。

インターチェンジ 同じ ト レーディング パートナーについて定義されている

グループを囲む EDI 固有のエンベロープを削除します。
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パートナーの使い方 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 17
図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 18
各部と機能 次の表に、 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ

クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

ターンアラウンド  / 
自動

すべてのターンアラウンド  ドキュ メン ト  オプシ ョ ンが表

示されます。 ドキュ メン ト を受け取ったと きに作成される
ターンアラウンド  ドキュ メン トは、 受け取ったドキュ メ

ン トからのエレ メン トが可能な限り多く含まれる自然応答
ドキュ メン トです。

メモ
定義されているターンアラウンド処理を自動にしたい場合
には、 [ 自動 ] チェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク します。 [ 自
動 ] ボッ クスが選択されていない場合には、 受け取ったド
キュ メン トは処理のため選択されるまで [ イン ドキュ メ
ン ト ] の中に残されます。

エクスポート  
ファ イル / 自動

関係によ り定義されているスタンダード、 バージ ョ ン、 ト
ランザクシ ョ ン セッ ト、 およびリ リースに関係する登録

済みのすべてのエクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク トが表示されます。 これによ り、 EDI ドキュ メン ト

が届いたと きに、 そのドキュ メン ト を出力ファイルにエク
スポートするよ うに指定できます。

メモ

◗ ドキュ メン ト を受け取ったと きにエクスポート  ファ
イルを自動的に作成したい場合に、 [ 自動 ] チェッ ク  
ボッ クスをク リ ッ ク します。 [ 自動 ] ボッ クスが選択
されていない場合には、 受け取ったドキュ メン トは処
理のため選択されるまで [ イン  ドキュ メン ト ] の中に
残されます。

◗ この関係に対して " エクスポート  ファ イル名 " を定義
した場合、 それぞれのドキュ メン トは個々に一意的な
ファ イルへエクスポート されます。 ファ イル名に書式
制御文字を使用した場合は、 エクスポート された各ド
キュ メン トのドキュ メン ト  キーが変更され、 プロセ
ス  Ｉ Ｄ  は同じインターチェンジからエクスポート さ
れたすべてのドキュ メン トで同じ とな り、 一意の ID 
は変更されます。 したがって、 " ドキュ メン ト  キー " 
および " 一意の ID" の特殊文字 ( 下記参照 ) を使用し、
固有のファ イル名を派生させるこ とができます。

参照
これらの値の詳細については、 「エクスポート  
ファ イル名」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 19
印刷 関係によ り定義されているスタンダード、 バージ ョ ン、 ト
ランザクシ ョ ン セッ ト、 およびリ リースに対するシステ

ム上の印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トすべてが表

示されます。 選択した ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

を使って、 このパートナーから受信したドキュ メン ト を印
刷します。

エクスポート  
ファ イル名

エクスポート操作を実行した結果と して作成または追加さ
れるファ イルの名前を指定します。 このファ イル名には、
通常の文字と書式制御文字を混在させるこ とができます。
書式制御文字は、 ト ランスレータによってそれらの文字が
表すランタイム値に置き換えられます。

サポート している書式制御文字
%y (2 桁表記の年 )
%Y (4 桁表記の年 )
%m ( 略称表記の月 )
%M (10 進数表記の月 )
%d ( 略称表記の曜日 )
%D (10 進数表記の日付 )
%H (24 時間形式の時間 )
%N ( 分 )
%S ( 秒 )
%K ( ドキュ メン ト  キー )
%P ( プロセス識別子 )
%U ( 現在時間、 エクスポート  ファ イル名、 プロセス識別
子、 rand() 関数を使用するこ とによって派生させた一意の
数値 )

メモ
ランタイム ファ イル名はエクスポート  1 回ごとに生成さ
れます。

例
書式制御文字を使用したランタイム ファ イル名の一例
です。

d:¥GENSRVNT¥exports¥dockey%Kprocid%Puniqueid%U.dat

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ダイア

ログ ボッ クスを閉じます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 20
メールボッ クスへ
エクスポート

このボッ クスをオンにする と、 " メールボッ クスへエクス

ポート " 機能が呼び出され、 インバウンド  ト ランスレー

シ ョ ンの出力をメールボッ クス  サーバー マネージャに戻

すよ う配信できるよ うにな り ます。 その結果、 メールボッ
クス  サーバー マネージャは、 最終的な場所までデータを

配信するために最終メ ッセージ ブローカーと しての役割

を果たすこ とができるよ うにな り ます。

メモ

" エクスポート  ファ イル名 " を指定した場合、 その名前の

有効性が維持され、 " 添付ファ イル名 " とな り ます。 その

ファ イル名の書式制御文字の有効性も維持されるため、 ド
キュ メン ト  キーが使用されている場合には複数の添付

ファ イルが作成されるこ とがあ り ます。 たとえば、
「d:¥gensrvnt¥exports¥dockey%Kprocid%Puniqueid%U.dat」
とい う名前が使用されている場合、 処理されたドキュ メン
ト ごとにドキュ メン ト  キーが一意の名前を作成するため、

各ドキュメ ント ごと に新しい添付ファイルが作成されます。

メールボッ クスへのエクスポート を設定するには、 [ イン

バウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クスの次のコンポーネン ト を完成させる必要があ り
ます。

◗ [ エクスポート  ファ イル名 ] ボッ クスに、ファ イル名を
入力します。

◗ [ メールボッ クスへエクスポート ] チェッ ク  ボッ クスを
オンにします。

◗ [受信メールボッ クス ] リ ス トから メールボッ クスを選
択します ([ 受信 E メール アドレス ] はオプシ ョ ンで
す )。

◗ [ コンテンツ  タイプ / サブ タイプ ] ボッ クスで、コンテ
ンツ  タイプを入力します ( コンテンツ  サブタイプは
オプシ ョ ンです )。

パートナー既定値
のメールボッ クス
と  Ｅ  メール アド

レスを使用

このチェッ クボッ クスをオンにする と、 インバウンド  ト
ランスレーシ ョ ンの出力が、 このパートナーに既定のメー
ルボッ クスおよび E メール アドレスにエクスポート され

ます。

受信メール
ボッ クス

インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンおよびアウ トバウンド  
ト ランスレーシ ョ ンの出力の配送先メールボッ クスを選択
するためのメールボッ クスの リ ス トが表示されます。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 21
メールボッ クスの
新規作成

[ メールボッ クスの新規作成ウ ィザード ] が表示され、 新

しいメールボッ クスを作成できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

受信 E メール 
アドレス

インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの出力の配送先 E メー

ル アドレスが表示されます。

メールボッ クスの
編集

[Create New Mailbox] ウ ィザードが表示され、 メールボッ

クスを編集できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

コンテンツ  タイプ /
サブ タイプ

インバウンド  ト ランスレーシ ョ ンの出力を含むメ ッセー

ジのコンテンツ  タイプ / サブ タイプが表示されます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン 
ID

ドキュ メン トの宛先を示すアプリ ケーシ ョ ン識別子を定義
します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 22
アプ リ ケーシ ョ ン 
エイ リ アス  
バリ ュー

アプ リ ケーシ ョ ン インポート機能の実行中に別の関係定

義の代わりに使用する、 この関係の定義に対する基準を定
義します。

例

このアプ リ ケーシ ョ ンには、 請求書またはクレジッ ト  メ
モを生成できるデータが含まれています。 請求書に対して
は一方の関係定義を使い、 クレジッ ト  メモに対しては他
方の関係定義を使用するこ とにします。

これが請求書なのか、 クレジッ ト  メモなのかを定義する

ボッ クスが、 アプ リ ケーシ ョ ンの中にあ り ます。 クレジッ
ト  メモが作成される場合にはこのボッ クスに "CREDIT" 
とい う文字列が入り、 請求書が作成される場合には 
"INVOICE" という文字列が入り ます。 クレジッ ト  メモを

定義する関係のアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ューに 
"CREDIT" とい う文字列を入力し、 請求書の関係定義に 
"INVOICE" という文字列を入力します。

メモ
このボッ クスは、 アプ リ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ュー
を使用するよ うに定義されている ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト を受信する場合にのみ使用します。

インポート 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

メモ
この関係について特定のインポート  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト を既に作成しており、 このパートナー関係に
対するシステムの動作を変更したい場合に、 [ インポート ] 
リ ス トから ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択しま
す。 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トはイン
バウンド定義に適さない場合があ り ます。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 23
画面入力 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

メモ
この関係について特定のデータ登録ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を既に作成しており、 このパートナー関係に
対するシステムの動作を変更したい場合 ( たとえば、 イン
バウンド  データの書式付き表示を変更したい場合 ) には、
[ 画面入力 ] リ ス ト  ボッ クスから ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト を選択します。

ト ランザクシ ョ ン 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

メモ
この関係について特定のト ランザクシ ョ ン  ブレーク  ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を既に作成しており、 この
パートナー関係に対するシステムの動作を変更したい場合
に、 [ ト ランザクシ ョ ン ] リ ス トから ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 24
受信確認 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

メモ
この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク
ト を既に作成しており、 このパートナー関係に対するシス
テムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確認 ] リ ス トから
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

システムは、 受信確認の整合性を取る と きに、 その受信確
認を内部ファイルにマップしてから処理を行います。 受信
確認の処理方法を変更する必要がある場合には、 [ 受信確
認 ] リ ス トから、 さ らに ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク
ト を選択しなければなり ません。

ト ランザクシ ョ ン セッ トが受信確認であ り、 受信確認追
加ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択している場合、
システムは受信確認の整合性を取るためにエクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの代わりに追加ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク ト を使用します。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 25
[ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 この関係と関連付

けるべき既存のファンクシ ョナル グループの定義を選択します。 また、 新しい

ファンクシ ョナル グループの定義や、 既存の定義の修正および削除にも、 この

ダイアログ  ボッ ク スを使用します。 使用できるグループは、 [ インバウンド 関係 ] 
ダイアログ ボッ クスで選択したバージ ョ ンによって決ま り ます。

メモ
ファンクシ ョナル グループは、 ANSI X12、 TDCC、 および UCS スタンダードで
は必須、 EDIFACT と  ODETTE ではオプシ ョ ン、 そして TRADACOMS について
は指定されていません。

図 次の図に、 [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

グループ この ト レーディング パートナーについて設定されている

すべてのファンクシ ョナル グループ定義が表示されます。

選択 表示されているファンクシ ョナル グループでこの関係と

もに使用するものを選択します。

メモ
使用しているスタンダードにグループが不要であ り、 使わ
ない場合は、 <none> を選択します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 26
終了 [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

新規作成 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 新しいグループを作成できます。

編集 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 選択したグループを編集できます。

削除 選択したグループがシステムから削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 27
[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスは、 ファンクシ ョナル グ
ループの定義を指定するために使用します。

図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアロ

グ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

説明 ファンクシ ョナル グループ説明の名前が入り ます。

スタンダード この関係定義に使用されている  EDI スタンダードが表示

されます。

バージ ョ ン この関係に使用されている  EDI スタンダードのバージ ョ

ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 28
ファンクシ ョナル 
グループ ID

指定されているファンクシ ョナル グループの識別コード

が表示されます。 これらの識別ボッ クスは、 ドキュ メン ト
のよ うにそれぞれの適切なスタンダードのグループごとに
定義されています。 スタンダードでは、 それぞれのドキュ
メン ト  タイプで使用すべきファンクシ ョナル グループ ID 
を定義しています。 このボッ クスは必須です。

例
IN 810 X12 請求書
PO 850 X12 発注書

IG 830 UCS 請求書
OG 875 UCS P. O.
INVOIC EDIFACT INVOIC
ORDERS EDIFACT ORDERS
INVOIC Tradacoms INVOIC
ORDERS Tradacoms ORDERS
このエレ メン トは次の場所にあ り ます。
ANSI X12: GS01
EDIFACT: UNG01
TRADACOMS: BAT

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 29
順番検査 インバウンド順番検査を使用するかど うか、 およびその順
番検査を連番で行うか日付順に行うかを指定します。重複 
Control Number の検査を行う よう 指定するこ と もできます。

[ なし ] 順番検査は使用されません。

[ 重複 ] Control Number が重複していないかチェッ ク

します。

[ 連番 ] Control Number は最後の番号よ り も  1 つ大き

くなければな り ません。

[ 日付順 ] Control Number は最後の番号よ り も大き くな

ければなり ません。

メモ
重複した  Control Number が検出されたり 、 順番が間違って
いる連番または日付順 Control Number が検出された場合、
ドキュ メン トは [? イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

最後に使用した
グループ Control 
Number

グループ Control Number の順番検査を行うために使用す

る値を指定します。 この番号は、 システムが受け取ったグ
ループ Control Number で置き換えられます。 このボッ ク

スは最初は 0 に設定されます。

受信確認グループ この関係で定義されているグループを受信したと きに、 こ
の ト レーディング パートナーへファンクシ ョナル受信確

認が送信されます。 このボッ クスの既定値はオフ  ( 受信確

認を想定しない ) です。

メモ
このチェッ ク  ボッ クスは、 ト ランザクシ ョ ン  セッ トが受
信確認の場合にはグレー表示 ( 非アクティブ ) になってい
ます。

受信確認
ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト  ID

このグループに対して生成する受信確認が入り ます。

例
ANSI X12 = 997 ファンクシ ョナル受信確認
UCS/EDIA = 999 受入 / 拒否アドバイス
EDIFACT = CNTRL

( 次のページへ続く )
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各部 機能
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[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 30
グループ ト ラン

スレーシ ョ ン  
オブジェク ト

ト レーディング パートナー グループの動作が通常のシス
テムの動作と異なる場合に、 そのパートナー固有のグルー
プ ブレーク  マップ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選
択するこ とができます。 パートナー固有のグループ分けを
実行させたい場合に、この リ ス トから ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を選択します。

注意
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受
信確認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がない限り
変更しないよ うにして ください。

受信確認 ト ラン

スレーシ ョ ン
オブジェク ト

受信確認ブレーク  マップがあれば、 こ こに入り ます。

メモ
この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク
ト を既に作成しており、 このパートナー グループに対す
るシステムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確認ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トから ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を選択します。 システムは、 受信確
認の整合性を取る と きに、 その受信確認を内部ファ イルに
マップしてから処理を行います。 受信確認の処理方法を変
更する必要がある場合には、 [ 受信確認 ] リ ス トから、 さ
らに ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択しなければ
なり ません。

注意
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受
信確認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がない限り
変更しないよ うにして ください。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 31
[ インバウンド  インターチェンジ選択 ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスは、 この関係と関連

付けるべき既存のインターチェンジの定義を選択するために使用します。 また、
新しいインターチェンジの定義や、 既存の定義の修正および削除にも、 このダ
イアログ ボッ クスを使用します。 使用できるインターチェンジは、 [ インバウン

ド関係 ] ダイアログ ボッ クスで選択したバージ ョ ンによって決ま り ます。 イン

ターチェンジは、 EDIFACT、 ODETTE、 TRADACOMS、 および UCS では必須、

ANSI X12 と TDCC ではオプシ ョ ンです。

図 次の図に、 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスを示し

ます。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 32
各部と機能 次の表に、 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部と

その機能をまとめます。

各部 機能

インターチェンジ この ト レーディング パートナーについて設定されている

すべてのインターチェンジ定義が表示されます。

選択 表示されているインターチェンジでこの関係と と もに使用
するものを選択します。

メモ
使用しているスタンダードにインターチェンジが不要であ
り、 使わない場合は、 <none> を選択します。

終了 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

新規作成 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示され、 新しいインターチェンジを作成できます。

編集 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示され、 選択したインターチェンジを編集できます。

削除 選択したインターチェンジがシステムから削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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パートナーの使い方 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 33
[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 新規イン

ターチェンジの定義を指定します。

メモ
EDIFACT バージ ョ ン  4 は、 8 ビッ トの ASCII 以外の文字セッ ト を使用してエン
コード されたインターチェンジを作成 ( および処理 ) をサポートするために必要
なインフラス ト ラ クチャを定義します。 インターチェンジのエンコーディング
が、 Gentran:Server が動作しているオペレーティング システムに既定のコード  
ページに一致する限り、 Gentran:Server for Windows はエンコード されたインター
チェンジの処理をサポート します。

図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] 
ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 34
各部と機能 次の表に、 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部と

その機能をまとめます。

各部 機能

説明 インターチェンジの説明の名前が入り ます。

スタンダード この関係定義に使用されている  EDI スタンダードが表示

されます。

バージ ョ ン この関係に使用されている  EDI スタンダードのバージ ョ

ンが表示されます。

インターチェンジ 
ID

指定したインターチェンジのタイプを定義します。 スタン
ダードでは、 それぞれのスタンダードで使用すべきイン
ターチェンジ ID が定義されています。 このボッ クスは必

須です。

例
ANSI X12 – ISA

ICS
UCS – BG
EDIFACT – UNB
Tradacoms – STX

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

順番検査 システムで順番検査を使用するかど うか、 およびその順番
検査を連番で行うか日付順に行うかを指定します。 重複 
Control Number の検査を行う よう 指定するこ と もできます。

[ なし ] 順番検査は使用されません。

[ 重複 ] Control Number が重複していないかチェッ ク

します。
[ 連番 ] Control Number は最後の番号よ り も  1 つ大き

くなければな り ません。
[ 日付順 ] Control Number は最後の番号よ り も大き くな

ければなり ません。

メモ
重複した  Control Number が検出されたり 、 順番が間違って
いる連番または日付順 Control Number が検出された場合、
ドキュ メン トは [? イン ドキュ メン ト ] に格納されます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナーの使い方 [ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 35
最後に使用した 
Control Number

次のインターチェンジ Control Number の順番検査を行う

ために使用する値を指定します。 この番号は、 受け取った
最後のインターチェンジの Control Number で置き換えら

れます。 このボッ クスは最初は 0 に設定されます。

メモ
このボッ クスは、 [ 順番検査 ] が [ なし ] の場合には使用
できません。

受信確認の
インターチェンジ

この関係で定義されているインターチェンジ セッ ト を受

信したと きに、 この ト レーディング パートナーへファン

クシ ョナル受信確認が送信されます。 このボッ クスの既定
値はオフ  ( 受信確認を想定しない ) です。

受信確認
ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト  ID

このインターチェンジに対して生成したい受信確認を指定
します。

例
ANSI X12 = 997 ファンクシ ョナル受信確認
UCS/EDIA = 999 受入 / 拒否アドバイス
EDIFACT = CNTRL

インターチェンジ 
ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク ト

ト レーディング パートナー インターチェンジの動作が通

常のシステムの動作と異なる場合に、 そのパートナー固有
のインターチェンジ ブレーク  マップ ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト を指定します。 パートナー固有のインター
チェンジをシステムに実行させたい場合に、 この リ ス トか
ら ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

注意
[ インターチェンジ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] お
よび [ 受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] リ ス ト
内の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がな
い限り変更しないよ うにして ください。

( 次のページへ続く )
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[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 36
受信確認 ト ラン

スレーシ ョ ン
オブジェク ト

受信確認ブレーク  マップがあれば、 こ こに入り ます。

この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を既に作成しており、 このパートナー インターチェン

ジに対するシステムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確

認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト から ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。 システムは、

受信確認の整合性を取る と きに、 その受信確認を内部ファ
イルにマップしてから処理を行います。 受信確認の処理方
法を変更する必要がある場合には、 [ 受信確認 ] リ ス トか

ら、 さ らに ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択しな

ければなり ません。

注意
[ インターチェンジ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] お
よび [ 受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] リ ス ト
内の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がな
い限り変更しないよ うにして ください。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド関係 ] ダイアログ ボックス 3 - 37
[ アウトバウンド関係 ] ダイアログ ボックス

はじめに アウ トバウンド関係によ り、 EDI ドキュ メン ト を ト レーディング パートナーへ

送信するのに必要なパラ メータが定義されます。 [ アウ トバウンド関係 ] ダイア

ログ ボッ クスによって、 関係の設定に必要なすべてのダイアログ ボッ クスが制

御されます。

送信する ドキュ メン ト を、 正確に指定する必要があ り ます。 また、 データ登録
ダイアログ ボッ クス、 インポート  ルール、 または印刷条件を定義するために使

用する ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト も指定しなければなり ません。 加えて、

ト レーディング パートナーとの間で合意した特定の EDI エンベロープ条件を定

義するよ う求められます。

図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ

クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド関係 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 38
各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

関係の説明 関係の説明を示します。

スタンダード この関係で使用する  EDI スタンダードを指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いるスタンダードのみが表示されます。 このボッ クス
は既存の関係に対して変更するこ とはできません。 こ
のボッ クスの選択は必須です。

有効な値
◗ [A] — TRADACOMS
◗ [C] — CII
◗ [D] — NCPDP
◗ [E] — EDIFACT
◗ [O] — ODETTE
◗ [P] — OTHER
◗ [R] — ROSETTANET
◗ [T] — TDCC
◗ [U] — UCS
◗ [V] — VDA

バージ ョ ン この関係で使用する  EDI スタンダードのバージ ョ ンを

指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いる選択されたスタンダードのバージ ョ ンのみが表示
されます。 このボッ クスを既存の関係に対して変更し
た場合、 その下のと ころで定義されているすべての情
報がク リ アされるので、 再度選択しなければなり ませ
ん。 このボッ クスの選択は必須です。

ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト

この関係で使用する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を指定し

ます。

メモ
選択されたバージ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン  セッ トのみ
が表示されます ( 既存のト ランスレーシ ョ ン オブジェ
ク トがある場合 )。 このボッ クスを既存の関係に対して
変更した場合、 その下のと ころで定義されているすべ
ての情報がク リ アされるので、 再度選択しなければな
り ません。 このボッ クスの選択は必須です。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド関係 ] ダイアログ ボックス 3 - 39
リ リース この関係で使用する リ リース番号を指定します。

メモ
既存の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが用意されて
いる、 選択された ト ランザクシ ョ ン  セッ トの リ リース
のみが表示されます。 このボッ クスは現在、
TRADACOMS スタンダードで定義されている メ ッセー
ジにのみ使用されています。 このボッ クスの選択は、
全 TRADACOMS メ ッセージに対して必須です。

グループ [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。

インターチェンジ [ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

新規作成 [ 新しいアウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを開

いて、 新規の関係を作成できます。

削除 指定したアウ トバウンド関係がシステムから削除され
ます。

ト ランスレーシ ョ ン [ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。

エンベロープ 指定したバージョ ンに応じて、 以下のアウト バウンド  
エンベロープ ダイアログ ボッ クスのいずれかが表示さ

れます。

◗ [ アウ トバウンド  ＵＮＨ  エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  ＭＨＤ  エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  ST エンベロープ ]

参照
各エンベロープ ダイアログ ボッ クスの詳細について
は、 [ パートナー エディ タ ] のオンライン ヘルプを参照
して ください。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

最後に使用した 
Control Number

次のト ランザクシ ョ ン セッ ト  Control Number または

メ ッセージ参照の生成に使用する値を指定します。 生
成される番号は常にこのボッ クスの中の番号よ り も  
1 つ上です。 このボッ クスは最初は 0 に設定されます。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド関係 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 40
受信確認を期待 パートナーがこの関係で定義されている ト ランザク
シ ョ ン セッ ト  ( メ ッセージ ) を受信した際に、 システム

でこの ト レーディング パートナーからファンクシ ョナ

ル受信確認が受け取られるこ とが想定されます。 この
ボッ ク スの既定値はオフ  ( 受信確認を想定しない ) です。

時間切れ 予期しているファンクシ ョナル受信確認を時間切れで
ある とみなすまでの経過時間数を定義します。 この
ボッ クスは、 [ 受信確認を期待 ] ボッ クスがチェッ ク さ

れている場合にのみ有効です。 このフ ィールドの既定
値は "48" なので、 2 日経過した受信確認が時間切れと

みなされます。 このフ ィールドに値 「0」 を入力する

と、 受信確認は即座に時間切れとみなされます。

メモ
このボッ クスは、 [ 受領確認を期待 ] がチェッ ク されて
いない場合には使用できません。

ドキュ メン トの重複 ドキュ メン ト名の重複をチェッ クするかど うかを指定
します。

メモ

◗ [ ワークスペース ] に手動でドキュ メン ト をインポー
ト した場合、 この機能によって重複ドキュ メン トが
チェッ ク されます。 重複したドキュ メン トは、 削除
しない限りは [ ワークスペース ] 内に入ったままで
す。 重複したドキュ メン ト を移動またはポス ト しよ
う とする と、 警告メ ッセージが表示されます。 [ プ
ロセス管理 ] のインポート機能を使用してドキュ メ
ン ト をインポート した場合、 重複ドキュ メン トは [?
アウ ト  ドキュ メ ン ト ] に格納されます。

◗ 特定の関係の重複ドキュ メン ト検査がアクティブな
場合、 この関係で使用されている ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トでドキュ メン ト名を、 スタンダー
ド  ルールまたは拡張ルールを使用して更新する必
要があ り ます。

参照
スタンダードルールと拡張ルールの使用に関する詳細
は、 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー 
ガイ ド』 を参照して ください。

テスト  インジケータ この関係定義の状態をテス ト とするか本番とするかを
定義します。 既定値は [ 本番 ] です。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 41
[ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クスは、

この関係によ り定義されているデータを処理するために使用する ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トの指定に使います。

次の表に、 アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン レベルを一番下のレベルから順

にま とめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

ドキュ メン ト インポート書式またはデータ登録から  EDI に変換します。

ト ランザクシ ョ ン 単一のドキュ メン ト を囲んでいる  EDI 固有のエンベロー

プを作成します。

グループ 関連する ト ランザクシ ョ ンのセッ ト を囲んでいる  EDI 固
有のエンベロープを作成します ( ト ランザクシ ョ ンは同じ

種類でなくてもかまいません )。

インターチェンジ 同じ ト レーディング パートナーについて定義されている

グループを囲む EDI 固有のエンベロープを作成します。
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[ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 42
図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク ト ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

インポート 関係によ り定義されているスタンダード、 バージ ョ ン、 ト
ランザクシ ョ ン セッ ト、 およびリ リースに対するシステ

ムのインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トすべて

が表示されます。

印刷 関係によ り定義されているスタンダード、 バージ ョ ン、 ト
ランザクシ ョ ン セッ ト、 およびリ リースに対するシステ

ムの印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トすべてが表示

されます。 選択した ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を

使って、 このパートナーに送信される ドキュ メン ト を印刷
します。

画面入力 関係によ り定義されているスタンダード、 バージ ョ ン、 ト
ランザクシ ョ ン セッ ト、 およびリ リースに対するシステ

ムの画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トすべてが

表示されます。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 43
保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイ

アログ ボッ クスを閉じます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
ID

ドキュ メン トの宛先を示すアプリ ケーシ ョ ン識別子を定義
します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
エイ リ アス  
バリ ュー

アプ リ ケーシ ョ ン インポート機能の実行中に別の関係定

義の代わりに使用する、 この関係の定義に対する基準を定
義します。

例
このアプ リ ケーシ ョ ンには、 請求書またはクレジッ ト  メ
モを生成できるデータが含まれています。 請求書に対して
は一方の関係定義を使い、 クレジッ ト  メモに対しては他
方の関係定義を使用するこ とにします。

これが請求書なのか、 クレジッ ト  メモなのかを定義する

ボッ クスが、 アプ リ ケーシ ョ ンの中にあ り ます。 クレジッ
ト  メモが作成される場合にはこのボッ クスに "CREDIT" 
とい う文字列が入り、 請求書が作成される場合には 
"INVOICE" という文字列が入り ます。 クレジッ ト  メモを

定義する関係のアプリ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ューに 
"CREDIT" とい う文字列を入力し、 請求書の関係定義に 
"INVOICE" という文字列を入力します。

メモ
このボッ クスは、 アプ リ ケーシ ョ ン  エイ リ アス  バリ ュー
を使用するよ うに定義されている ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク ト を受信する場合にのみ使用します。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 44
ターンアラウンド 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

この関係について特定のターンアラウンド  ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク ト を既に作成しており、 このパート

ナー関係に対するシステムの動作を変更したい場合に、
[ ターンアラウンド ] リ ス ト  ボッ クスから ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク ト を選択します。

メモ
ターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、
アウ トバウンド関係に適さない場合があ り ます。

エクスポート 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

この関係について特定のエクスポート  ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を既に作成しており、 このパートナー関

係に対するシステムの動作を変更したい場合に、 [ エクス

ポート ] リ ス ト  ボッ クスから ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク ト を選択します。 エクスポート  ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト を使って、 アウ トバウンド  ドキュ メン ト

をファ イルへエクスポートできます。

ト ランザクシ ョ ン 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

この関係について特定のト ランザクシ ョ ン  ビルド  ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を既に作成しており、 この

パートナー関係に対するシステムの動作を変更したい場合
に、 [ ト ランザクシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスから ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボックス 3 - 45
受信確認 関係と関連付けられたほかの ト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トが格納されます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ン
およびドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  レベルでシス

テムの動作を変更するこ とができます。 必要に応じてパー
トナー固有の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用し

たり、 必要数の機能を実行するこ とが可能とな り ます。

この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を既に作成しており、 このパートナー関係に対するシス
テムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確認 ] リ ス ト  ボッ

クスから ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択します。

システムは、 受信確認を生成する と きに、 受信確認詳細が
格納されている内部ファ イルに受信確認をエクスポート し
てからその内部ファイルをマップします。 受信確認の処理
方法を変更する必要がある場合には、 [ 受信確認 ] リ ス ト

から、 さ らに ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択し

なければなり ません。

 ( 続き )
各部 機能
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[ アウトバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 46
[ アウトバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 この関係と関連

付けるべき既存のファンクシ ョナル グループの定義を選択します。 また、 新し

いファンクシ ョナル グループの定義や、 既存の定義の修正および削除にも、 こ

のダイアログ ボッ クスを使用します。 使用できるグループは、 [ アウ トバウンド

関係 ] ダイアログ ボッ クスで選択したバージ ョ ンによって決ま り ます。

ファンクシ ョナル グループは、 ANSI X12、 TDCC、 および UCS スタンダードで

は必須、 EDIFACT と  ODETTE ではオプシ ョ ン、 TRADACOMS については指定

されていません。

図 次の図に、 [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機

能をまとめます。

各部 機能

グループ この ト レーディング パートナーについて設定されている

すべてのファンクシ ョナル グループ定義が表示されます。

選択 示されているファンクシ ョナル グループからこの関係に

使用するものを選択します。

終了 [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスを終

了します。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 47
新規作成 [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表

示され、 新しいグループを作成できます。

編集 [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表

示され、 選択したグループを編集できます。

削除 選択したグループがシステムから削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 48
[ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 新規のファンク

シ ョナル グループの定義を指定します。

図 次の図に、 " 詳細 " オプシ ョ ンを含めた [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイア

ログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 49
各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機

能をまとめます。

各部 機能

説明 ファンクシ ョナル グループ説明の名前が入り ます。

スタンダード この関係定義に使用されている  EDI スタンダードが表示

されます。

バージ ョ ン この関係に使用されている  EDI スタンダードのバージ ョ

ンが表示されます。

ファンクシ ョナル 
グループ ID

指定されているファンクシ ョナル グループの識別コード

が表示されます。 これらの識別ボッ クスは、 ドキュ メン ト
のよ うにそれぞれの適切なスタンダードのグループごとに
定義されています。 スタンダードでは、 それぞれのドキュ
メン ト  タイプで使用すべきファンクシ ョナル グループ ID 
を定義しています。 このボッ クスは必須です。

例
IN 810 X12 請求書
PO 850 X12 発注書

IG 830 UCS 請求書
OG 875 UCS P. O.
INVOIC EDIFACT INVOIC
ORDERS EDIFACT ORDERS
INVOIC Tradacoms INVOIC
ORDERS Tradacoms ORDERS
このエレ メン トは次の場所にあ り ます。
ANSI X12: GS01
EDIFACT: UNG01
TRADACOMS: BAT

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 50
エンベロープ [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで指定した

バージ ョ ンに応じて、 以下のアウ トバウンド  ファンク

シ ョナル グループ エンベロープ ダイアログ ボッ クスのい

ずれかが表示されます。

◗ [ アウ トバウンド  GS ファンクシ ョナル グループ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNG ファンクシ ョナル グループ ]
◗ [ アウ トバウンド  BAT ファンクシ ョナル グループ ]

参照
各エンベロープ ダイアログ ボッ クスの詳細については、
[ パートナー エディ タ ] のオンライン ヘルプを参照して く
ださい。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

最後に使用した
グループ Control 
Number

次のインターチェンジ Control Number を生成するために

使用する値を指定します。 生成される番号は常にこのボッ
クスの中の番号よ り も  1 つ上です。このボッ クスは最初は 
0 に設定されます。

メモ
受領確認が正常に動作するかを確認するには、 同じパート
ナー内の個々のグループの関係に異なる Control Number
を定義しなければいけません。

受信確認を期待 パートナーがこの関係で定義されているグループを受信し
た際に、 システムでこの ト レーディング パートナーから

ファンクシ ョナル受信確認が受け取られるこ とが想定され
ます。 このボッ クスの既定値はオフ  ( 受信確認を想定しな

い ) です。

時間切れ 予期しているファンクシ ョナル受信確認を時間切れである
とみなすまでの経過時間数を定義します。 このボッ クス
は、 [ 受信確認を期待 ] ボッ クスがチェッ ク されている場

合にのみ有効です。 このフ ィールドの既定値は "48" なの

で、 2 日経過した受信確認が時間切れとみなされます。 こ

のボッ クスに値 「0」 を入力する と、 受信確認は即座に時

間切れとみなされます。

メモ
このボッ クスは、 [ 受領確認を期待 ] がチェッ ク されてい
ない場合には使用できません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 51
グループからの
順番

このグループ設定に対する、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  
Control Number の割り当てを、 グループのレベルで管理す

るかど うかを指定します。 このボッ クスがチェッ ク されて
いない場合には、 次のボッ クスは使用できません。

最後に使用した 
Control Number

このファンクシ ョナル グループ内で定義されているセッ

トに対して、 次の ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  Control 
Number の生成に使用される値を指定します。 生成される

番号は常にこのボッ クスの中の番号よ り も  1 つ上です。 こ

のボッ クスは最初は 0 に設定されます。

メモ
このボッ クスは、 [ グループからの順番 ] がチェッ ク され
ていない場合には使用できません。

書式 生成される ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  Control Number の書

式を指定します。

[ 正常 ] 番号は、 最後に使用した Control Number を増分す

るこ とによ り生成されます。 番号の長さは、 スタ
ンダードで定義されています。

[6/3] 番号は 2 つの数値で構成されます。 最初の 6 桁は

ファンクシ ョナル グループ Control Number の最後

の 6 桁です。 最後の 3 桁はファンクシ ョナル グ
ループ内の "1" から始まるカウンタです。 この書

式は、 ト レーディング パートナーが指示している

場合にしか使用しません。

[5/4] 番号は 2 つの数値で構成されます。 最初の 5 桁は

ファンクシ ョナル グループ Control Number の最後

の 5 桁です。 最後の 4 桁はファンクシ ョナル グ
ループ内の "1" から始まるカウンタです。 これは

通常の TDCC 番号割り当て規則です。 自動車、 鉄

道、 および海洋輸送業界で使用します。

[5/3] 番号は 2 つの数値で構成されます。 最初の 5 桁は

ファンクシ ョナル グループ Control Number の最後

の 5 桁です。 最後の 3 桁はファンクシ ョナル グ
ループ内の "1" から始まるカウンタです。 これは

通常の UCS 規則で、 食料雑貨業界や倉庫業界で使

用します。

メモ
このボッ クスは、 [ グループからの順番 ] がチェッ ク され
ていない場合には使用できません。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 52
グループ ト ラン

スレーシ ョ ン
オブジェク ト

ト レーディング パートナー グループの動作が通常のシス

テムの動作と異なる場合に、 そのパートナー固有のグルー
プ ビルド  マップ ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが入り

ます。 パートナー固有のグループ分けを実行させたい場合
に、 この リ ス トから ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を

選択します。

注意
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受
信確認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がない限り
変更しないよ うにして ください。

受信確認 ト ラン

スレーシ ョ ン
オブジェク ト

受信確認ビルド  マップがあれば、 こ こに入り ます。

この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を既に作成しており、 このパートナー グループに対す

るシステムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確認ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トから ト ランスレー

シ ョ ン オブジェク ト を選択します。 システムは、 受信確

認の整合性を取る と きに、 その受信確認を内部ファ イルに
マップしてから処理を行います。 受信確認の処理方法を変
更する必要がある場合には、 [ 受信確認 ] リ ス トから、 さ

らに ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択しなければ

なり ません。

注意
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受
信確認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がない限り
変更しないよ うにして ください。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 53
[ アウトバウンド  インターチェンジ選択 ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 この関

係と関連付けるべき既存のインターチェンジの定義を選択します。 また、 新し
いインターチェンジの定義や、 既存の定義の修正および削除にも、 このダイア
ログ ボッ クスを使用します。 使用できるインターチェンジは、 [ アウ トバウンド

関係 ] ダイアログ ボッ クス上で選択したバージ ョ ンによって決ま り ます。 イン

ターチェンジは、 EDIFACT、 ODETTE、 TRADACOMS、 および UCS では必須、

ANSI X12 と  TDCC ではオプシ ョ ンです。

図 次の図に、 [ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスを示し

ます。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 54
各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部

とその機能をま とめます。

各部 機能

インターチェンジ この ト レーディング パートナーについて設定されている

すべてのインターチェンジ定義が表示されます。

選択 表示されているインターチェンジでこの関係と と もに使用
するものを選択します。

メモ
使用しているスタンダードにインターチェンジが不要であ
り、 使わない場合は、 <none> を選択します。

終了 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

新規作成 [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ

クスが表示され、 新しいインターチェンジを作成でき
ます。

編集 [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ

クスが表示され、 選択したインターチェンジを編集でき
ます。

削除 選択したインターチェンジがシステムから削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 55
[ アウトバウンド  インターチェンジ登録 ]  
ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ]  ダイアログ ボッ クスを使って、 新規

のインターチェンジの定義を指定します。

メモ
EDIFACT バージ ョ ン  4 は、 8 ビッ トの ASCII 以外の文字セッ ト を使用してエン
コード されたインターチェンジを作成 ( および処理 ) をサポートするために必要
なインフラス ト ラ クチャを定義します。 インターチェンジのエンコーディング
が、 Gentran:Server が動作しているオペレーティング システムに既定のコード  
ページに一致する限り、 Gentran:Server for Windows はエンコード されたインター
チェンジの処理をサポート します。

図 次の図に、" 詳細 " オプショ ンを含めた  [ アウト バウンド  インターチェンジ登録 ]  
ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 56
各部と機能 次の表に、 [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部

とその機能をま とめます。

各部 機能

説明 インターチェンジの説明の名前が入り ます。

スタンダード この関係定義に使用されている  EDI スタンダードが表示

されます。

バージ ョ ン この関係に使用されている  EDI スタンダードのバージ ョ

ンが表示されます。

インターチェンジ 
ID

指定したインターチェンジのタイプを定義します。 スタン
ダードでは、 それぞれのスタンダードで使用すべきイン
ターチェンジ ID が定義されています。 このボッ クスは必

須です。

例
ANSI X12 – ISA

ICS
UCS – BG
EDIFACT – UNB
Tradacoms – STX

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ

クスを閉じます。

詳細 詳細オプシ ョ ンの表示 / 非表示を切り替えます。

( 次のページへ続く )
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パートナーの使い方 [ アウトバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス 3 - 57
エンベロープ [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで指定した

バージ ョ ンに応じて、 以下のアウ トバウンド  インター

チェンジ エンベロープ ダイアログ ボッ クスのいずれかが

表示されます。

◗ [ アウ トバウンド  ISA エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  ICS エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  BG エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNB エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNA エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  STX エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  VDA エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  NCPDP エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  エンベロープ PIP の開始 ]

参照
各エンベロープ ダイアログ ボッ クスの詳細については、
[ パートナー エディ タ ] のオンライン ヘルプを参照して く
ださい。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

規定値のメール
ボッ クス と  
E メ ール アド レス

を使用

[ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編集 )] ダイアログ ボッ ク

スで指定した既定のメールボッ クス と  E メール アドレス

が使用されるこ とを示します。

メールボッ クス RosettaNet 関係についてこのパートナーを識別するために

使用する メールボッ クスを指定します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

E メ ール アド レス 非 RosettaNet 関係についてこのパートナーを識別するため

に使用する  E メール アドレスを指定します。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

メールボッ クスの
新規作成

[ メールボッ クスの新規作成ウ ィザード ] が表示され、 新

しいメールボッ クスを作成できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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[ アウトバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 58
メールボッ クスの
編集

[ メールボッ クス  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 メールボッ クスを編集できます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

コンテンツ  タイプ インターチェンジのコンテンツ  タイプを定義します。

1 つのインター

チェンジにおける
ドキュ メン トの
最大数を設定

この関係において、 1 インターチェンジにつき使用できる

ドキュ メン ト を、 指定された最大数に制限します。

1 つのインター

チェンジにおける
ドキュ メン トの
最大数

この関係において、 1 インターチェンジにつき使用できる

ドキュ メン ト数の上限を指定します。

最後に使用した 
Control Number

次のインターチェンジ Control Number を生成するために

使用する値を指定します。 生成される番号は常にこのボッ
クスの中の番号よ り も  1 つ上です。このボッ クスは最初は 
0 に設定されます。

受信確認を期待 パートナーがこの関係で定義されているインターチェンジ 
セッ ト を受信した際に、 システムでこの ト レーディング 
パートナーからファンクシ ョナル受信確認が受け取られる
こ とが想定されます。 このボッ クスの既定値はオフ  ( 受信

確認を想定しない ) です。

時間切れ 予期しているファンクシ ョナル受信確認を時間切れである
とみなすまでの経過時間数を定義します。 このボッ クス
は、 [ 受信確認を期待 ] ボッ クスがチェッ ク されている場

合にのみ有効です。 このフ ィールドの既定値は "48" なの

で、 2 日経過した受信確認が時間切れとみなされます。 こ

のフ ィールドに値 「0」 を入力する と、 受信確認は即座に

時間切れとみなされます。

メモ
このボッ クスは、 [ 受領確認を期待 ] がチェッ ク されてい
ない場合には使用できません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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インターチェンジ 
ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク ト

ト レーディング パートナー インターチェンジの動作が通

常のシステムの動作と異なる場合に、 そのパートナー固有
のインターチェンジ ビルド  マップ ト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク ト を選択するこ とができます。 パートナー固有の
インターチェンジをシステムに実行させたい場合に、 この
リ ス トから ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択しま

す。

注意
[ インターチェンジ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] お
よび [ 受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] リ ス ト
内の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がな
い限り変更しないよ うにして ください。

受信確認 ト ラン

スレーシ ョ ン
オブジェク ト

受信確認ビルド  マップがあれば、 こ こに入り ます。

この関係について特定のト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を既に作成しており、 このパートナー インターチェン

ジに対するシステムの動作を変更したい場合に、 [ 受信確

認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト から ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。 システムは、

受信確認の整合性を取る と きに、 その受信確認を内部ファ
イルにマップしてから処理を行います。 受信確認の処理方
法を変更する必要がある場合には、 [ 受信確認 ] リ ス トか

ら、 さ らに ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を選択しな

ければなり ません。

注意
[ インターチェンジ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] お
よび [ 受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] リ ス ト
内の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がな
い限り変更しないよ うにして ください。

 ( 続き )
各部 機能
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新しいパートナーの定義の作成方法

はじめに パート ナーの定義には、 パート ナーに関する基本情報が含まれます。 これらの情
報は、 パート ナー プロファ イルのほかの部分より 前に定義する必要があり ます。

前提知識 新しいパートナーの定義を設定するためには、 次の情報が必要とな り ます。

◗ このパートナーとの通信に使用するコ ミ ュニケーシ ョ ン  プロファ イル名

◗ このパートナーの EDI コード

◗ インポート  ファ イルでこのパートナーの識別に使用するアプ リ ケーシ ョ ン  
コード このアプ リ ケーシ ョ ン  コードは、 インポート機能を使用してメ ッ
セージを処理する場合にのみ必要とな り ます。

手順 新しいパートナーの定義を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編集 )] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

3 [ プロファ イル ID] ボッ クスに、 このパートナーのプロファ イル 
ID を入力します。 プロファ イル ID は英数字からな り、 一意であ

る必要があ り ます。

メモ
特殊文字は使用できません。

4 [ 名前 ] ボッ クスにパートナー名を入力します。

5 [EDI コード ] ボッ クスに、 このパートナーの EDI 識別子を入力し

ます。

メモ
この識別子は、 インバウンド処理の際のパートナーの選択に使用
されます。

( 次のページへ続く )
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6 必要に応じて、 このパートナーを識別するためのアプリ ケーシ ョ
ン コードを  [ アプリ ケーシ ョ ン コード ] ボッ クスに入力します。

メモ
アプ リ ケーシ ョ ン コードは、 アウ トバウンドのインポート処理の
際、 パートナーの選択に使用されます。

7 ◗ [ 既定のメールボッ クス ] リ ス ト  ボッ クスから適切なメール
ボッ クスを選択するか、

◗ [ メールボッ クスの新規作成 ] をク リ ッ ク して、 新しいメール
ボッ クスを作成します。

メモ
メールボッ クスの作成の詳細については、『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

8 パートナーの定義の情報をすべて入力したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク

します。

9 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

メモ
パートナー プロファ イルを完成させるには、 インバウンド関係ま
たはアウ トバウンド関係 ( あるいはその両方 ) を作成する必要が
あ り ます。

◗ この ト レーディング パートナーから情報を受信して処理する
場合は、 適切なインバウンド関係を定義する必要があ り ます。

◗ この ト レーディング パートナーに情報を送信する場合は、 ア
ウ トバウンド関係を定義する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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新しいインバウンド関係の作成方法

はじめに ト レーディング パートナーからの情報を正し く受信して処理するには、 データ  
ファ イルの受信に必要なパラ メータを定義する適切なインバウンド関係を確立
する必要があ り ます。 それぞれのインバウンド関係では、 パートナーからどの
ビジネス  ドキュ メン ト を受信するかを定義します。

必要なパラメータ インバウンド関係の作成に使用するパラ メータを、 いくつか設定する必要があ
り ます。 これらのパラ メータによ り、 次が指定できます。

◗ 受信するデータのタイプ

◗ 受信した情報の妥当性を検証する際の基準

◗ 受信が想定されている ドキュ メン トのファンクシ ョナル グループおよびイ
ンターチェンジ

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

それぞれのインバウンド関係には、1 つ以上のインバウンド  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト を関連付ける必要があ り ます。 この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トによって、 受信したデータの処理方法が決ま り ます。 ターンアラウンド  ド
キュ メン トのエクスポート、 印刷、 作成のルールの定義にどの ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト を使用するかを指定する必要があ り ます。 最低でも、 1 つの

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが使用できなければなり ません。

メモ

新しい ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが必要となる場合は、 インバウンド関

係を作成する前に ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を登録しなければなり ませ

ん。 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録する方法については、 「新しい ト ラ

ンスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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インバウンド  
グループと
インバウンド  
インターチェンジ

インバウンド関係の設定を完了するには、 インバウンド  インターチェンジと イ

ンバウンド  ファンクシ ョナル グループを定義または選択する必要があ り ます。

インバウンド  ファンクシ ョナル グループでは、 ファンクシ ョナル グループの書

式、 および書式の検証に使用するパラ メータを定義します。 インバウンド  イン

ターチェンジでは、 インターチェンジの書式、 および書式の検証に使用するパ
ラ メータを定義します。

ただし、 ファンクシ ョナル グループまたはインターチェンジの選択がオプシ ョ

ンとなる ト ランザクシ ョ ンもあ り ます。 ト レーディング パートナーがインター

チェンジを使用しない場合には、 これらを選択する必要はあ り ません。 インバ
ウンドのファンクシ ョナル グループおよびインターチェンジを選択する必要が

あるかど うかについては、 以下に示すスタンダードごとの説明を参照して くだ
さい。

◗ ANSI X12 ドキュ メン トの場合は、 ファンクシ ョナル グループは必須です
が、 インターチェンジはオプシ ョ ンとなるこ とがあ り ます。 ただし、 ほとん
どのドキュ メン トでは、 インターチェンジとファンクシ ョナル グループの
両方が必須とな り ます。

◗ TDCC の場合は、 インターチェンジはオプシ ョ ン、 ファンクシ ョナル グ
ループは必須です。

◗ UCS の場合は、 インターチェンジとファンクシ ョナル グループの両方が必
須です。

◗ EDIFACT の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グループ
はオプシ ョ ンです。

◗ ODETTE の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グループ
はオプシ ョ ンです。

◗ TRADACOMS の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グ
ループはあ り ません。

メモ
オプショ ンのファンクショ ナル グループまたはインターチェンジを使用しない場
合でも 、 該当するダイアログ  ボッ ク スで <none> を選択するこ と により 、 グルー
プまたはインターチェンジを使用しないこ とを指定しておく必要があ り ます。

始める前に インバウンド関係を設定するには、 その前にパートナーの実装を計画するため、
次の情報が必要とな り ます。

◗ ト レーディング パートナーが使用する  EDI スタンダード  (ANSI など )
◗ ト レーディング パートナーが使用するスタンダードのバージ ョ ン  ( たとえ

ば、 ANSI の場合は 003020、 EDIFACT の場合は 090001)
◗ ト レーディング パートナーが使用する ト ランザクシ ョ ン  セッ トのコード  ( た

とえば、 EDIFACT 請求書の場合は "INVOIC")
◗ パートナーからの受信時に、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を収めるファンク

シ ョナル グループおよびインターチェンジの種類

( 次のページへ続く )
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[インバウンド 関係 ] 
ダイアログ ボックス

パートナーの実装が計画できたら、 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを

使用してインバウンド関係を作成できます。 [ インバウンド関係 ] ダイアログ 
ボッ クスによって、 関係の設定に使用するすべてのダイアログ ボッ クスが制御

されます。

インバウンド関係の
定義

次の表に、 インバウンド関係を定義する際の手順を示します。

( 次のページへ続く )

段階 説明

1 新しいインバウンド関係を作成します。

2 この関係で使用するインバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト を作成し、 登録します。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの作成に関する詳細は 『アプ リ
ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録に関する詳細は 『新しい ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録方法』 を参照して ください。

3 少なく と も  1 つのインバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト

を選択します。

4 パートナーから ドキュ メン ト を受信する方法を定義するため、 少
なく と も  1 つのインバウンド  グループを選択します。

メモ
使用するスタンダードに応じて、 ファンクシ ョナル グループまた
はインターチェンジがオプシ ョ ンとな り ます ( オプシ ョ ンになる
かど うかを判断するには、 「インバウンド  グループと  インバウン
ド  インターチェンジ」 を参照して ください )。

5 パートナーから ドキュ メン ト を受信する方法を定義するため、 少
なく と も  1 つのインバウンド  インターチェンジを選択します。

メモ
使用するスタンダードに応じて、 ファンクシ ョナル グループまた
はインターチェンジがオプシ ョ ンとな り ます ( オプシ ョ ンになる
かど うかを判断するには、 「インバウンド  グループと  インバウン
ド  インターチェンジ」 を参照して ください )。

6 インバウンド関係にドキュ メン ト を受信した結果と してファンク
シ ョナル受信確認を生成する場合、 対応するアウ トバウンド関係
を設定する必要があ り ます。 このアウ トバウンド関係は、 パート
ナーへの受信確認を生成するために使用します。

参照
受信確認の生成に使用するアウ トバウンド関係を確立する方法に
ついては、 「新しいアウ トバウンド関係の作成方法」 を参照して く
ださい。
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手順 インバウンド関係を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

新しいインバウンド関係の作成

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ インバウンド関係を作成するパートナー プロファ イルを選択
します。

◗ [ インバウンド ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
既に、 このパートナーのパートナーの定義が作成されている必要
があ り ます。

参照
詳細については、 「新しいパートナーの定義の作成方法」 を参照し
て ください。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいインバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 説明ボッ クスに、 一意の関係名 ( たとえば 「インバウンド請求

書」 ) を入力します。

5  [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいインバウンド関係が作成され、 [ インバウンド関係 ] ダイア
ログ ボッ クスに戻り ます。

( 次のページへ続く )
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6 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの適切なド ロ ップダウ

ン リ ス ト  ボッ クスから次を選択します。

◗ [ スタンダード ]
◗ [ バージ ョ ン ]
◗ [ ト ランザクシ ョ ン セッ ト ]
◗ [ リ リース ] ( リ リースは TRADACOMS の場合のみ選択します )

メモ

◗ これらの リ ス トの内容は、 Gentran:Server に登録された ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トから表示されます。 たとえば、
Gentran に登録された ANSI X12 バージ ョ ン 003040 にはト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トがない場合、 このダイアログ ボッ
クスではそのバージ ョ ンを選択するこ とができません。

◗ 送信されてきたト ランザクショ ンの詳細がト レーディ ング  パー
トナー側で定義されている場合、 このダイアログ ボッ クスに
必要な情報はそのパートナーから入手する必要があ り ます。

7 [ 順番検査 ]、 [ 最後に使用した Control Number]、 [ ドキュ メン トの

重複 ]、 [ 受信確認の生成 ] など、 パートナーの処理要件に合わせ

てパラ メータを定義する必要がある場合は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが拡張されます。

インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの選択

1 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ ト ランスレーシ ョ

ン ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。 ]

2 ド ロ ップダウン リ ス トで、 このインバウンド関係に必要な ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

メモ
リ ス ト  ボッ クスに、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの種類 ( た
とえば、 エクスポート、 印刷など ) と ト ランザクシ ョ ン  セッ トに
適切な、 システムに登録されているすべての ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トが表示されます。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがド ロ ップダウン  リ ス トに表示

されない場合は、 その種類の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

が、 関係で定義したドキュ メン トのバージ ョ ン用には登録されて
いません。

( 次のページへ続く )
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3 エクスポート  ファ イル ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択

し、特定のファ イルにエクスポートする場合には、 [ エクスポート  
ファ イル名 ] ボッ クスにファ イルの UNC ( 汎用命名規則 ) 名を入

力します。

4 インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの出力を メール

ボッ クス  サーバー マネージャに直接戻すよ う配送するためにメー

ルボッ クス と  E メール アドレスを指定する と きに " メールボッ ク

スへエクスポート " 機能を使用するかど うかによって、 次を実行

します。

◗ 使用する場合には、 [ メールボッ クスへエクスポート ] チェッ
ク  ボッ クスをオンにし、 適切なボッ クスに入力します。 次の
ステップに進みます。

参照
ダイアログ ボッ クスの各部とその機能に関する詳細に
ついては、 「[ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブ
ジェク ト ] ダイアログ ボッ クス」 を参照して ください。

◗ 使用しない場合は、 次のステップに進みます。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク して選択内容を保存し、 [ インバウンド関係 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

インバウンド  ファンクシ ョナル グループの選択

1 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ グループ ] をク

リ ッ ク して既存のグループのリ ス ト を表示します。

システムからの応答
[ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 必要なグループが、 [ グループ ] リ ス トに表示されているかど うか

によって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 グループ ( グループを使用しない場合
は <none>) を選択して [ 選択 ] をク リ ッ ク します。 この表の、
「インバウンド  インターチェンジの選択」 のセクシ ョ ンに進み
ます。

シス テムから の応答
反転表示したグループが選択され、 [ インバウンド 関係 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

◗ 表示されていない場合は、 ステップ 3 に進んでグループを作
成します。
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3 [ インバウンド  グループ選択 ] ダイアログ  ボッ ク スで、 [ 新規作成 ] 
をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

5 [ ファンクシ ョナル グループ ID] ボッ クスに、 指定しているファ

ンクシ ョナル グループの ID を入力します。

メモ
各種のド キュメ ント でどのファンクショ ナル グループ ID を使用す
る必要があるかは、 EDI スタンダード によって定義されています。

6 ファンクシ ョナル グループの処理についてよ り複雑な要件を設定

する場合は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク してファンクシ ョナル グループ

設定オプシ ョ ンをすべて表示します。

システムからの応答
[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが拡張され
ます。

7 このダイアログ ボッ クスで必要なパラ メータを設定したら、 [ 保
存 ] をク リ ッ ク して情報を格納し、 [ インバウンド  グループ選択 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

8 ◗ 新しいグループを反転表示にします。

◗ [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
反転表示したグループが選択され、 [ インバウンド関係 ] ダイアロ
グ ボッ クスに戻り ます。

インバウンド  インターチェンジの選択

1 [ インバウンド 関係 ] ダイアログ  ボッ ク スで、 [ インターチェンジ ] 
をク リ ッ ク して既存のインターチェンジのリ ス ト を表示します。

システムからの応答
[ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。
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2 必要なインターチェンジが、 [ インターチェンジ ] リ ス トに表示さ

れているかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 インターチェンジ ( グループを使用し
ない場合は <none>) を選択して [ 選択 ] をク リ ッ ク します。
この表の、 「インバウンド関係のま とめ」 のセクシ ョ ンに進み
ます。

シス テムから の応答
反転表示したインターチェンジが選択され、 [ インバウ
ンド関係 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

◗ 表示されていない場合は、 ステップ 3 に進んでインターチェ
ンジを作成します。

3 [ インバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスで、

[ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 インターチェンジの説明を入力します。

5 [ インターチェンジ ID] ボッ クスに、 指定しているインターチェン

ジの ID を入力します。

メモ
各種のドキュ メン トでどのインターチェンジ ID を使用する必要が
あるかは、 EDI スタンダードによって定義されています。

6 インターチェンジの処理についてよ り複雑な要件を設定する場合
は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク してインターチェンジ設定オプシ ョ ンをす

べて表示します。

システムからの応答
[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスが拡
張されます。

7 このダイアログ ボッ クスで必要なパラ メータを設定したら、 [ 保
存 ] をク リ ッ ク して情報を格納し、 [ インバウンド  インターチェ

ンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

8 ◗ 新しいインターチェンジを反転表示にします。

◗ [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
反転表示したインターチェンジが選択され、 [ インバウンド関係 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。
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インバウンド関係のまとめ

1 [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ 保存 ] をク リ ッ ク

してインバウンド関係を保存します。

2 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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新しいアウトバウンド関係の作成方法

はじめに ト レーディング パートナーに情報を送信する場合は、 アウ トバウンド関係を定

義する必要があ り ます。 アウ トバウンド関係は、 ト レーディング パートナーに

データ  ファ イルを送信するために必要なパラ メータを定義するものです。 それ

ぞれのアウ トバウンド関係では、 1 つのビジネス  ドキュ メン トの書式、 そのビジ

ネス  ドキュ メン トの書式の設定方法、 および指定した ト レーディング パート

ナーへの送信方法を定義します。

必要なパラメータ アウ トバウンド関係の作成に使用するパラ メータを、 いくつか設定する必要が
あ り ます。 これらのパラ メータによ り、 次が指定できます。

◗ 要求されたメ ッセージの作成方法

◗ 入力情報の妥当性を検証する際の基準

◗ 送信準備において、 ファンクシ ョナル グループおよびインターチェンジ エ
ンベロープを作成する方法

ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

それぞれのアウ トバウンド関係には、 1 つ以上のアウ トバウンド  ト ランスレー

シ ョ ン  オブジェク ト を関連付ける必要があ り ます。 この ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トによ り、 送信したデータの書式設定方法が決ま り ます。 画面入力や
ファ イル インポートのルールの定義にどの ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を

使用するかを指定する必要があ り ます。 最低でも、 1 つのト ランスレーシ ョ ン オ
ブジェク トが使用できなければなり ません。

メモ

新しい ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが必要となる場合は、 アウ トバウンド

関係を作成する前に ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を登録しなければなり ま

せん。 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録する方法については、 「新しい ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。
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アウトバウンド  
グループと
アウトバウンド  
インターチェンジ

アウ トバウンド関係の設定を完了するには、 アウ トバウンド  インターチェンジ

とアウ トバウンド  ファンクシ ョナル グループを定義または選択する必要があ り

ます。 アウ トバウンド  ファンクシ ョナル グループでは、 ファンクシ ョナル グ
ループの書式、 および書式の検証に使用するパラ メータを定義します。 アウ ト
バウンド  インターチェンジでは、 インターチェンジの書式、 および書式の検証

に使用するパラ メータを定義します。

ただし、 ファンクシ ョナル グループまたはインターチェンジの選択がオプシ ョ

ンとなる ト ランザクシ ョ ンもあ り ます。 ト レーディング パートナーがインター

チェンジを使用しない場合には、 これらを選択する必要はあ り ません。 アウ ト
バウンドのファンクシ ョナル グループおよびインターチェンジを選択する必要

があるかど うかについては、 以下に示すスタンダードごとの説明を参照して く
ださい。

◗ ANSI X12 ドキュ メン トの場合は、 ファンクシ ョナル グループは必須です
が、 インターチェンジはオプシ ョ ンとなるこ とがあ り ます。 ただし、 ほとん
どのドキュ メン トでは、 インターチェンジとファンクシ ョナル グループの
両方が必須とな り ます。

◗ TDCC の場合は、 インターチェンジはオプシ ョ ン、 ファンクシ ョナル グ
ループは必須です。

◗ UCS の場合は、 インターチェンジとファンクシ ョナル グループの両方が必
須です。

◗ EDIFACT の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グループ
はオプシ ョ ンです。

◗ ODETTE の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グループ
はオプシ ョ ンです。

◗ TRADACOMS の場合は、 インターチェンジは必須、 ファンクシ ョナル グ
ループはあ り ません。

メモ
オプショ ンのファンクショ ナル グループまたはインターチェンジを使用しない場
合でも 、 該当するダイアログ  ボッ ク スで <none> を選択するこ と により 、 グルー
プまたはインターチェンジを使用しないこ とを指定しておく必要があ り ます。

始める前に アウ トバウンド関係を設定するには、 その前にパートナーの実装を計画するた
め、 次の情報が必要とな り ます。

◗ ト レーディング パートナーが使用する  EDI スタンダード  (ANSI X12 など )
◗ パートナーが使用するスタンダードのバージ ョ ン  ( たとえば、ANSI の場合は 

003020、 EDIFACT の場合は 090001)
◗ 使用する ト ランザクシ ョ ン  セッ トのコード  ( たとえば、EDIFACT 請求書の場

合は " INVOIC")
◗ パートナーへの送信時に、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を収めるファンクシ ョ

ナル グループおよびインターチェンジ エンベロープの種類
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[ アウトバウンド

関係 ] ダイアログ 
ボックス

パートナーの実装が計画できたら、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クス

を使用してアウ トバウンド関係を作成できます。 [ アウ トバウンド関係 ] ダイア

ログ ボッ クスによって、 関係の設定に使用するすべてのダイアログ ボッ クスが

制御されます。

アウトバウンド関係
の定義

次の表に、 アウ トバウンド関係を定義する際の手順を示します。

段階 説明

1 新しいアウ トバウンド関係を作成します。

2 スタンダード と して EDIFACT、 ODETTE、 または TRADACOMS 
を使用する場合は、 この種類のドキュ メン トに使用するエンベ
ロープ ( ヘッダー ) 情報を指定する必要があ り ます。 ANSI、 UCS、
および TDCC の場合は、 エンベロープ情報はオプシ ョ ンです。

3 この関係で使用するインバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト を作成し、 登録します。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの作成に関する詳細は 『アプ リ
ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録に関する詳細は 『新しい ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの登録方法』 を参照して ください。

4 少なく と も  1 つのアウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク

ト を選択します。

5 パートナーから ドキュ メン ト を受信する方法を定義するため、 少
なく と も  1 つのアウ トバウンド  グループ ( エンベロープ情報を含

む ) を作成して選択します。

メモ
使用するスタンダードに応じて、 ファンクシ ョナル グループまた
はインターチェンジがオプシ ョ ンとな り ます ( オプシ ョ ンになる
かど うかを判断するには、 「アウ トバウンド  グループと  アウ トバ
ウンド  インターチェンジ」 を参照して ください )。

6 パートナーから ドキュ メン ト を受信する方法を定義するため、 少
なく と も  1 つのアウ トバウンド  インターチェンジ ( エンベロープ

情報を含む ) を作成して選択します。

メモ
使用するスタンダードに応じて、 ファンクシ ョナル グループまた
はインターチェンジがオプシ ョ ンとな り ます ( オプシ ョ ンになる
かど うかを判断するには、 「アウ トバウンド  グループと  アウ トバ
ウンド  インターチェンジ」 を参照して ください )。
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手順 アウ トバウンド関係を作成するには、 次の手順に従います。

7 アウ トバウンド関係にドキュ メン ト を送信した結果と してファン
クシ ョナル受信確認を受信する場合、 そのアウ トバウンド関係の
確立の間に、 対応するインバウンド関係が設定されます。 このイ
ンバウンド関係は、 パートナーから受信確認を受信するために使
用します。

参照
受信確認の生成に使用するインバウンド関係を確立する方法につ
いては、 「新しいインバウンド関係の作成方法」 を参照して くだ
さい。

段階 説明

ステップ 操作

新しいアウトバウンド関係の作成

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ アウ トバウンド関係を作成するパートナー プロファ イルを選
択します。

◗ [ アウ トバウンド ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
既に、 このパートナーのパートナーの定義が作成されている必要
があ り ます。

参照
詳細については、 「新しいパートナーの定義の作成方法」 を参照し
て ください。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいアウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

4 説明ボッ クスに、 一意の関係名を入力します。
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5 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新しいアウ トバウンド関係が作成され、 [ アウ トバウンド関係 ] ダ
イアログ ボッ クスに戻り ます。

6 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの適切なド ロ ップダ

ウン リ ス ト  ボッ クスから次を選択します。

◗ [ スタンダード ]
◗ [ バージ ョ ン ]
◗ [ ト ランザクシ ョ ン セッ ト ]
◗ [ リ リース ] ( リ リースは TRADACOMS の場合のみ選択します )

メモ

◗ これらの リ ス トの内容は、 Gentran:Server に登録された ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トから表示されます。 たとえば、
Gentran に登録された ANSI X12 バージ ョ ン 003040 にはト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トがない場合、 このダイアログ ボッ
クスではそのバージ ョ ンを選択するこ とができません。

◗ 送信されてきたト ランザクショ ンの詳細がト レーディ ング  パー
トナー側で定義されている場合、 このダイアログ ボッ クスに
必要な情報はそのパートナーから入手する必要があ り ます。

7 [ 最後に使用した Control Number]、 [ 受信確認の生成 ]、 [ 時間切れ ]、
[ ドキュ メン トの重複 ]、 [ テス ト  インジケータ ] など、 パート

ナーの処理要件に合わせてパラ メータを定義する必要がある場合
は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが拡張されます。
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ト ランザクシ ョ ン エンベロープの選択 (EDIFACT、 ODETTE、 および 
TRADACOMS では必須、 ANSI、 UCS、 および TDCC ではオプシ ョ ン )

1 スタンダード と して EDIFACT、 ODETTE、 または TRADACOMS 
を使用する場合は、 [ エンベロープ ] をク リ ッ ク してエンベロープ 
( ヘッダー ) 情報を指定します。

メモ
ANSI、 UCS、 および TDCC の場合は、 エンベロープ情報はオプ
シ ョ ンです。

システムからの応答
次のダイアログ ボッ クスのいずれかが表示されます。

◗ [ アウ トバウンド  UNH エンベロープ ] ダイアログ ボッ クス

◗ [ アウ トバウンド  MHD エンベロープ ] ダイアログ ボッ クス

◗ [ アウ トバウンド  ST エンベロープ ] ダイアログ ボッ クス

2 適切な情報を入力し、 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
情報が保存され、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスに
戻り ます。

アウトバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの選択

1 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ ト ランスレー

シ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2 ド ロ ップダウン リ ス トで、 このアウ トバウンド関係に必要な ト ラ

ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択します。

メモ
リ ス ト  ボッ クスには、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの種類 
( エクスポート、 印刷など ) およびト ランザクシ ョ ン セッ トに使
用できるすべての ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが表示されま
す ( ただし、 システムに登録されているもののみ )。

ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トがド ロ ップダウン  リ ス トに表示

されない場合は、 その種類の ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

が、 関係で定義したドキュ メン トのバージ ョ ン用には登録されて
いません。

( 次のページへ続く )
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3 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択した場合は、

次を定義する必要があ り ます。

◗ [ アプ リ ケーシ ョ ン ID] ボッ クスに、 ドキュ メン トの送信先を
示すアプリ ケーシ ョ ン ID を入力します。

◗ [ アプ リ ケーシ ョ ン エイ リ アス  バリ ュー ] ボッ クスに、 アプリ
ケーシ ョ ン  インポート機能の実行時に、 この関係をほかの関
係と区別するための基準を入力します。

4 [ 保存 ] をク リ ッ ク して選択内容を保存し、 [ アウ トバウンド関係 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

アウトバウンド  ファンクシ ョナル グループの選択

1 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ グループ ] をク

リ ッ ク して既存のグループのリ ス ト を表示します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 必要なグループが、 [ グループ ] リ ス トに表示されているかど うか

によって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 グループ ( グループを使用しない場合
は <none>) を選択して [ 選択 ] をク リ ッ ク します。 この表の、
「アウ トバウンド  インターチェンジの選択」 のセクシ ョ ンに進
みます。

シス テムから の応答
反転表示したグループが選択され、 [ アウ トバウンド関
係 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

◗ 表示されていない場合は、 ステップ 3 に進んでグループを作
成します。

3 [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ 新規作

成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 グループの説明を入力します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



新しいアウトバウンド関係の作成方法 パートナーの使い方3 - 78
5 [ ファンクシ ョナル グループ ID] ボッ クスに、 指定しているファ

ンクシ ョナル グループの ID を入力します。

メモ
各種のド キュメ ント でどのファンクショ ナル グループ ID を使用す
る必要があるかは、 EDI スタンダード によって定義されています。

6 ファンクシ ョナル グループの処理についてよ り複雑な要件を設定

する場合は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク してファンクシ ョナル グループ

設定オプシ ョ ンをすべて表示します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスが拡張され
ます。

推奨事項
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受信確認
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トは、 特に理由がない限り変更しないよ うにして く
ださい。

7 [ エンベロープ ] をク リ ッ ク して、 ファンクシ ョナル グループ セ
グメン トの生成に使用するパラ メータを設定します。

システムからの応答
次に表示されるアウ トバウンド  ファンクシ ョナル グループ ダイ
アログ ボッ クスは、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クス
で選択したスタンダードによって異なり ます。 次のいずれかにな
り ます。

◗ [ アウ トバウンド  GS ファンクシ ョナル グループ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNG ファンクシ ョナル グループ ]
◗ [ アウ トバウンド  BAT ファンクシ ョナル グループ ]

8 エンベロープを設定するダイアログ ボッ クスで必要なパラ メータ

を設定したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク して情報を格納し、 [ アウ トバ

ウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

9 [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスで [ 保存 ] を
ク リ ッ ク して情報を格納し、 [ アウ トバウンド  グループ選択 ] ダ
イアログ ボッ クスに戻り ます。

10 ◗ 新しいグループを反転表示にします。

◗ [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
反転表示したグループが選択され、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイア
ログ ボッ クスに戻り ます。

( 次のページへ続く )
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アウトバウンド  インターチェンジの選択

1 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ インターチェン

ジ ] をク リ ッ ク して既存のインターチェンジのリ ス ト を表示し

ます。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

2 必要なインターチェンジが、 [ インターチェンジ ] リ ス トに表示さ

れているかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 インターチェンジ ( グループを使用し
ない場合は <none>) を選択して [ 選択 ] をク リ ッ ク します。 こ
の表の、 「アウ トバウンド関係のま とめ」 のセクシ ョ ンに進み
ます。

シス テムから の応答
反転表示したインターチェンジが選択され、 [ アウ トバ
ウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

◗ 表示されていない場合は、 ステップ 3 に進んでインターチェ
ンジを作成します。

3 [ アウ トバウンド  インターチェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスで、

[ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 インターチェンジの説明を入力します。

5 [ インターチェンジ ID] ボッ クスに、 指定しているインターチェン

ジの ID を入力します。

メモ
各種のドキュ メン トでどのインターチェンジ ID を使用する必要が
あるかは、 EDI スタンダードによって定義されています。

( 次のページへ続く )
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6 インターチェンジの処理についてよ り複雑な要件を設定する場合
は、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク してインターチェンジ設定オプシ ョ ンをす

べて表示します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ]  ダイアログ ボッ クスが
拡張されます。

推奨事項
[ インターチェンジ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および 
[ 受信確認ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] リ ス ト内の ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トは、 特に理由がない限り変更しないよ
うにして ください。

7 既定のメールボッ クス と  E メール アドレスを使用するかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 使用する場合は、 ステップ 9 に進みます。

◗ 使用しない場合は、 次のステップに進みます。

8 ◗ [ 既定のメールボッ クス ] リ ス ト  ボッ クスから適切なメール
ボッ クスを選択するか、

◗ [ メールボッ クスの新規作成 ] をク リ ッ ク して、 新しいメール
ボッ クスを作成します。

メモ
メールボッ クスの作成の詳細については、『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

9 [ エンベロープ ] をク リ ッ ク して、 インターチェンジ セグメン ト

の生成に使用するパラ メータを設定します。

システムからの応答
次に表示されるアウ トバウンド  インターチェンジ ダイアログ 
ボッ クスは、 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで選択
したスタンダードによって異なり ます。 次のいずれかになり ます。

◗ [ アウ トバウンド  ISA エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  ICS エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  BG エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNB エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  UNA エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  STX エンベロープ ]
◗ [ アウ トバウンド  エンベロープ PIP の開始 ]

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナーの使い方 新しいアウトバウンド関係の作成方法 3 - 81
10 エンベロープを設定するダイアログ ボッ クスで必要なパラ メータ

を設定したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク して情報を格納し、 [ アウ トバ

ウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

11 [ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ]  ダイアログ ボッ クスで 
[ 保存 ] をク リ ッ ク して情報を格納し、 [ アウ トバウンド  インター

チェンジ選択 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

12 ◗ 新しいインターチェンジを反転表示にします。

◗ [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
反転表示したインターチェンジが選択され、[ アウト バウンド 関係 ]
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

アウトバウンド関係のまとめ

1 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ 保存 ] をク リ ッ

ク してアウ トバウンド関係を保存します。

2 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

 ( 続き )
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パートナーの定義の編集と削除

はじめに パートナーの定義には、 パートナーについての基本プロファ イル情報が含まれ
ています。 これらの情報は、 パートナーのレコードの残り部分に関連付けられ
ています。 [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 パートナー

の定義を編集した り削除したりできます。

パートナー 
プロファイルの編集

パートナー プロファ イルを編集するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [ パートナーの選択 ] リ ス ト  ボッ クスから編集するパートナー
を選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
そのパートナーの [ パートナーの定義 ( 新規作成 / 編集 )] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ 必要な変更を行います。

◗ [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

メモ
パートナー関係のほかの部分 ( インバウンド関係、 アウ トバウン
ド関係など ) を編集するこ と もできます。 この場合は、 [ パート
ナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスの適切なボタン  ([ インバウン
ド ] または [ アウ トバウンド ]) をク リ ッ ク します。

編集不可になっているボッ クス  ( 関係の " キー ") を編集するこ と

はできません。 この場合は、 そのパートナーのインバウンド関係
またはアウ トバウンド関係を新たに作成する必要があ り ます。

参照

◗ 新しいインバウンド関係の作成については、 「新しいインバウ
ンド関係の作成方法」 を参照して ください。

◗ 新しいアウ トバウンド関係の作成については、 「新しいアウ ト
バウンド関係の作成方法」 を参照して ください。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナーの使い方 パートナーの定義の編集と削除 3 - 83
パートナー 
プロファイルの削除

パートナー プロファ イルを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [ パートナーの選択 ] リ ス ト  ボッ クスから編集するパートナー
を選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
削除を確認する メ ッセージが表示されます。

注意
パートナー関係を削除する と、 そのパートナーに関連付けられた
ドキュ メン トおよびインターチェンジも削除されます。

削除しよ う とするパートナーのドキュ メン ト またはインターチェ
ンジが存在している場合、 実際に削除される前に警告メ ッセージ
が表示されます。

3 選択したパートナー プロファ イルを削除するには、 [ はい ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
パートナー プロファ イルと、 これに関連付けられたすべてのレ
コードが削除されます。
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パートナー プロファイルのルーティング 0

[ インポート  ファイルの選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 パートナーを

システムにインポートできます。

図 次の図に、 [ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

場所 現在のフォルダが表示されます。

ファ イル名 インポートするファ イルの名前が表示されます。

ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

メモ
パートナーの既定ファイル拡張子は .PAR です。

開く 選択したパートナー ファ イルのインポート処理を開始し

ます。

( 次のページへ続く )
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キャンセル 操作を取り消してダイアログ ボッ クスを終了します。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ エクスポート  ファイルの組み込み ] ダイアログ ボックス

はじめに [ エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クスを使う と、パートナー 
エクスポート  ファ イル名を指定してエクスポート処理を開始できます。

図 次の図に、[ エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クスの各部とそ

の機能をま とめます。

各部 機能

保存する場所 現在のフォルダが表示されます。

ファ イル名 エクスポートするファ イルの名前が表示されます。

メモ
[ パートナー名 ] フ ィールドは、 ファ イルの名前を生成す
るために使用されます。 Windows 用に予約された文字 (/、
\、 :、 *、 ?、 "、 <、 >、 | など ) が [ パートナー名 ] に使用さ
れた場合、 ファ イル名にはそれらの文字が使われずに空白
スペースに置き換えられます ( 名前の中にある該当文字 
1 文字につき、 空白スペースが 1 つ挿入されます )。

例
[ パートナー名 ] が 「AB/CD-TEST」 の場合、 ファ イル名
は 「AB CD TEST.par」 とな り ます。

( 次のページへ続く )
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ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

メモ
パートナーの既定ファイル拡張子は .PAR です。

保存 エクスポート処理を開始します。

キャンセル 選択を行わずにダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ パートナーのコピー ] ダイアログ ボックス

はじめに パートナーのコピー機能を使って、 パートナーを選択しコピーするこ とができ
ます。 パートナーをコピーした後、 このダイアログ ボッ クスを使ってパート

ナーの定義やコピーされたパートナーのその他の識別ボッ クスを変更するこ と
ができます。

メモ
コピーする前にパートナー プロファ イルをエクスポートする必要があ り ます。
詳細については、 「パートナー プロファ イルのエクスポート方法」 を参照して く
ださい。 パートナー プロファ イルで使用している  EDI スタンダードがわからな
い場合には、 そのプロファ イルをチェッ ク してその情報を取得してから、 エク
スポート と コピーを行ってください。

図 次の図に、 [ パートナーのコピー ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ パートナーのコピー ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

プロファ イル ID 選択したパートナーの一意の識別子を指定します。

名前 パートナーの一意の名前を指定します。

メモ
この名前がパートナー選択リ ス トに表示されるので、 なる
べくそのまま説明になるよ う な名前にします。

EDI コード このパートナーの EDI 識別子を指定します。 この値は、

インバウンド処理の際に正しい ト レーディング パート

ナーの定義を選択するために使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ン 
コード

このパートナーの識別に使用するアプ リ ケーシ ョ ン  コー

ドを指定します。 この値は、 アウ トバウンド  インポート

処理の際に正しい ト レーディング パートナーの定義を選

択するために使用されます。

既定の
メールボッ クス

このパートナーの識別に使用する メールボッ クスを指定し
ます。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ
ド』 を参照して ください。

パートナーの選択 [ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表

示され、 コピーするパートナー プロファ イルを選択でき

ます。

保存 変更した情報が保存されます。

ク リ ア ダイアログ ボッ クスの情報をク リ アします。

終了 [ パートナーのコピー] ダイアログ ボッ クスを終了します。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

( 次のページへ続く )
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Group Receiver 
Qualifier

UNG グループ ヘッダー上に置かれる と きのパートナーの

修飾子を定義します。 修飾子は EDI スタンダードによっ

て定義済みです。 コピーしたパートナー プロファ イルで 
EDIFACT または ODETTE スタンダードを使っている場合

には、 このボッ クスへの入力が必要です。 入力されていな
い場合は、 コピーされたパートナー プロファ イルのエン

ベロープ情報から このボッ クスが取り出されます。

メモ
このボッ クスは、 EDIFACT および ODETTE スタンダード
では必須です。

Group Receiver ID この ト レーディング パートナーのグループ ID を定義しま

す。 コピーしたパートナー プロファ イルで ANSI、
EDIFACT、 ODETTE、 UCS、 または TDCC スタンダード

を使っている場合には、 このボッ クスへの入力が必要で
す。 入力されていない場合は、 コピーされたパートナー 
プロファ イルのエンベロープ情報から このボッ クスが取り
出されます。

メモ
このボッ クスは、 ANSI、 EDIFACT、 ODETTE、 UCS、 お
よび TDCC スタンダードでは必須です。 最小長 1 で、 最
大長 15 です。

Interchange 
Receiver Qualifier

インターチェンジ ヘッダー上に置かれる と きの ト レー

ディング パートナーの修飾子を定義します。 修飾子は 
EDI スタンダードによって定義済みです。 コピーしたパー

トナー プロファ イルで ANSI、 EDIFACT、 ODETTE、
UCS、 または TDCC スタンダードを使っている場合には、

このボッ クスへの入力が必要です。 入力されていない場合
は、 コピーされたパートナー プロファ イルのエンベロー

プ情報から このボッ クスが取り出されます。

メモ
このボッ クスは、 ANSI、 EDIFACT、 ODETTE、 UCS、 お
よび TDCC スタンダードでは必須です。 最小長 1 で、 最
大長 4 です。

( 次のページへ続く )
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Interchange 
Receiver ID

この ト レーディング パートナーのインターチェンジ ID を
定義します。 コピーしたパートナー プロファ イルで 
ANSI、 EDIFACT、 ODETTE、 UCS、 または TDCC スタン

ダードを使っている場合には、 このボッ クスへの入力が必
要です。 入力されていない場合は、 コピーされたパート
ナー プロファ イルのエンベロープ情報から このボッ クス

が取り出されます。

メモ
このボッ クスは、 ANSI、 EDIFACT、 ODETTE、 UCS、 お
よび TDCC スタンダードでは必須です。 最小長 1 で、 最
大長 15 です。

Interchange 
Communication ID

BG コ ミ ュニケーシ ョ ン識別子を定義します。 この ID は 
BG インターチェンジ ヘッダー上に表示されます。 コピー

したパートナー プロファ イルで UCS スタンダードを使っ

ている場合には、 このボッ クスへの入力が必要です。 入力
されていない場合は、 コピーされたパートナー プロファ

イルのエンベロープ情報から このボッ クスが取り出され
ます。

メモ
このボッ クスは USC スタンダードでは必須です。

Interchange 
Password

自社と ト レーディング パートナーとの間で取り決めたパ

スワードを定義します。 このパスワードは BG インター

チェンジ ヘッダー上に表示されます。 コピーしたパート

ナー プロファ イルで UCS スタンダードを使っている場合

には、 このボッ クスへの入力が必要です。 入力されていな
い場合は、 コピーされたパートナー プロファ イルのエン

ベロープ情報から このボッ クスが取り出されます。

メモ
このボッ クスは USC スタンダードでは必須です。

Recipient Code 自社と ト レーディング パートナーとの間で合意している

コードを定義します。 コピーしたパートナー プロファ イ

ルで TRADACOMS スタンダードを使っている場合には、

このボッ クスへの入力が必要です。 入力されていない場合
は、 コピーされたパートナー プロファ イルのエンベロー

プ情報から このボッ クスが取り出されます。

メモ
[Recipient Code] は、 [Recipient Name] ボッ クスに入力して
いない場合に必須です。 このボッ クスは TRADACOMS ス
タンダードでは必須です。

( 次のページへ続く )
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Recipient Name このパート ナーの名前を定義します。 コピーしたパート
ナー プロファ イルで TRADACOMS スタンダード を使って

いる場合には、 このボッ ク スへの入力が必要です。 入力さ
れていない場合は、 コピーされたパート ナー プロファ イル

のエンベロープ情報から このボッ クスが取り出されます。

メモ
[Recipient Name] は、 [Recipient Code] ボッ クスに入力して
いない場合に必須です。 このボッ クスは TRADACOMS ス
タンダードでは必須です。

Receiver:DUNS+4 ドキュ メン ト を受信しているパートナーの DUNS 番号を

指定します。

メモ
この値は必須です。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナー プロファイルのインポート方法

はじめに パートナー プロファ イルでは、 インバウンド  データおよびアウ トバウンド  デー

タの処理と構造を制御するパラ メータを定義します。 結果と して、 パートナー 
プロファ イルは非常に複雑なものになり、 かな りの数のパラ メータを定義しな
ければならない場合もあ り ます。

この作業を簡素化するため、 Gentran:Server には、 パートナーの詳細をファ イル

からインポートするためのパートナー インポート機能が用意されています。

パートナーの詳細ファイルには、 別の Gentran:Server システムからエクスポート

したパートナー プロファ イルを使用できます。

また、 インポート機能を使って、 既存のパートナーの情報を更新するこ と もで
きます。 既存のパートナー プロファ イルに情報をインポートするこ とによ り、

新しい取引関係を追加するこ とができます。 この際、 既存の関係は変更されま
せん。

メモ
パートナー プロファ イルに関連付けられているテーブル ( ク ロス リ ファレンス、
照合、 または所在地 ) も インポート されます。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の付録 「パートナー ファ イルの配置」 を参照し
て ください。

始める前に パートナー プロファ イルをインポートする前に、 そのパートナーのメールボッ

クスを作成する必要があ り ます。 メールボッ クスの作成については、 『コ ミ ュニ
ケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 パートナー プロファ イルをインポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ インポート ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 以下のいずれかの方法で、 パートナー ファ イルの場所を指定し

ます。

◗ [ ファ イルの場所 ] リ ス ト  ボッ クスで選択する。 または、

◗ [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力する。

4 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インポート ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
このダイアログ ボッ クスでは、 この ト レーディング パートナーが
正しいかど うかを検証できます。

5 ［保存］ をク リ ッ ク して次に進みます。

6 追加のパートナー情報の入力を指示する メ ッセージが表示された
ら、 情報を入力して [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
パートナーの詳細 ( まだシステム上に存在していない場合 ) と、
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが存在する関係がインポート さ
れます。 このプロセスでは、 適切な [ パートナー エディ タ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示され、 必要な追加情報の入力が指示されま
す。 サイ トに関する情報が必要な場合は、 ダイアログ ボッ クスが
表示されます。 通常は、 アウ トバウンド  EDI エンベロープの生成
に使用する  EDI 識別子によって制限されます。 [ パートナー エ
ディ タ ] ダイアログ ボッ クスは、 必要な情報がすべて入力される
まで表示されます。

インポートが完了する と、 [ インポート処理は完了しました。 警告

やエラーに注意してください。 ] とい う メ ッセージが表示されま

す。 [OK] をク リ ッ ク して [ インポート ] ダイアログ ボッ クスに戻

り ます。

( 次のページへ続く )
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7 [OK] をク リ ッ ク して [ インポート ] ダイアログ ボッ クスに戻り

ます。

8 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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パートナー プロファイルのエクスポート方法

はじめに Gentran:Server には、 既存のパートナーの詳細をファイルにエクスポートする機

能も用意されています。 パートナーをフロ ッピー ディ スクにエクスポート して、

パートナー システムのバッ クアップと して使用するこ と もできます。

メモ
パートナー プロファ イルに関連付けられているテーブル ( ク ロス リ ファレンス、
照合、 または所在地 ) もエクスポート されます。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の付録 「パートナー ファ イルの配置」 を参照し
て ください。

手順 パートナー プロファ イルをエクスポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ パートナーを選択します。

◗ [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

3 以下のいずれかの方法で、 エクスポート  ファ イルの名前を指定し

ます。

◗ [ ファ イルの場所 ] リ ス ト  ボッ クスで選択する。 または、

◗ [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力する。

メモ
パートナーの名前および .PAR 拡張子をも とに、 エクスポート  
ファ イルの名前を指定するよ う指示されます。

4 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 パートナーをエクスポート します。
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パートナー プロファイルのインポート方法

はじめに パートナーのコピー機能を使用する と、 パートナーを選択してコピーできます。
つま り、 類似のパートナー プロファ イルであれば、 一から入力し直す必要はあ

り ません。 既存のプロファ イルをコピーすれば、 一意のパートナーの定義と
キーとなるエンベロープ情報を入力するだけです。

パートナーのコピー機能は、 取引関係が類似しているパートナーを簡単に作成
できるよ うに設計されています。

メモ
コピーする前にパートナー プロファ イルをエクスポートする必要があ り ます。
パートナー プロファ イルで使用している  EDI スタンダードがわからない場合に
は、 そのプロファ イルをチェッ ク してその情報を取得してから、 エクスポート
と コピーを行ってください。

参照
詳細については、 「パートナー プロファ イルのエクスポート方法」 を参照して く
ださい。

手順 パートナー プロファ イルをコピーするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ コピー ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナーのコピー ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ パートナーの選択 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

4 以下のいずれかの方法で、 コピーするファ イルを選択します。

◗ [ ファ イルの場所 ] リ ス ト  ボッ クスで選択する。 または、

◗ [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力する。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナー プロファイルのインポート方法 パートナーの使い方3 - 98
5 [ 開く ] をク リ ッ ク して、 そのパートナーをコピーします。

メモ
モデル パート ナー プロファ イルの名前は、 [ パート ナーのコピー ] 
ダイアログ ボッ クスのタイ トル バーに表示されます。 エクスポー
ト されたパートナーの既定のファイル拡張子は ".PAR" です。

6 [ パートナーのコピー ] ダイアログ ボッ クスの [ プロファ イル ID] 
ボッ クスに、 一意のプロファ イル ID を入力します。

7 [ 名前 ] ボッ クスにパートナー名を入力します。

8 [EDI コード ] ボッ クスに、 このパートナーの EDI 識別子を入力し

ます。

メモ
この識別子は、 インバウンド処理の際のパートナーの選択に使用
されます。

9 必要に応じて、 このパートナーを識別するためのアプリ ケーシ ョ
ン コードを  [ アプリ ケーシ ョ ン コード ] ボッ クスに入力します。

メモ
アプ リ ケーシ ョ ン コードは、 アウ トバウンドのインポート処理の
際、 パートナーの選択に使用されます。

10 [ 既定のメールボッ クス ] リ ス ト  ボッ クスから適切なメールボッ

クスを選択します。

メモ
メールボッ クスの作成の詳細については、『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナーの使い方 パートナー プロファイルのインポート方法 3 - 99
11 ダイアログ ボッ クスの [ エンベロープ ] セクシ ョ ンの適切なボッ

クスに情報を入力します。

メモ
コピーしたパートナー プロファ イルで使用しているスタンダード
で、 必要と されるボッ クスのみを入力するよ うにします。 スタン
ダードは、 各ボッ クスの右に表示されています。

コピーしたパートナー プロファ イルでスタンダードを使用してい

る場合は、 そのスタンダードで必要となるすべてのエンベロープ 
ボッ クスを入力する必要があ り ます。 そのスタンダードで必要と
なるボッ クスが入力されていない場合は、 コピーしたパートナー 
プロファ イルのエンベロープから、 必要な情報が自動的に取得さ
れます。

例
たとえば、 コピーしたパートナー プロファ イルで UCS スタン
ダードを使用している場合は、特に [Interchange Communication ID] 
ボッ クスを入力する必要があ り ます。

12 パートナーの情報をすべて入力したら、[ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

13 既定のメールボッ クスを変更する必要があるかど うかによって、
次を実行します。

◗ 変更する必要がある場合は、 [ 既定のメールボッ クス ] リ ス ト  
ボッ クスから適切なメールボッ クスを選択するか、 [ メール
ボッ クスの新規作成 ] をク リ ッ ク して新しいメールボッ クス
を作成し、 続いて [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

◗ 変更する必要がない場合は [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
コピー処理が正常に完了する と、 そのこ とを通知する メ ッセージ
が表示されます。 [OK] をク リ ッ クする と  [ パートナーのコピー ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

14 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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概要 パートナーの使い方3 - 100
パートナー テーブルの使い方 0

概要

はじめに ファ イルまたはドキュ メン ト  エディ タ機能からシステムにドキュ メン トが登録

された場合には、 ト ランスレーシ ョ ン処理によ りテーブルを設定して、 パート
ナー データベースの情報を使用するこ とができます。

テーブルの使用 [ パートナー エディ タ ] では内部システム  パートナー ( 内部システム ユーザー ) 
が使用できるため、 システムに対して自社を定義付けできます。 テーブルは、
ト レーディング パートナーあるいは特別なシステム  パートナーと と もに使用す

るよ うに設定できます。

◗ 特定のパートナーに基づいて作成されたテーブルは、 そのパートナーに対し
てのみ有効です。

◗ 内部システム  ユーザーに基づいて設定したテーブルは、全体で使用できます。

テーブルの使い方 パートナー テーブルまたはシステム パートナー テーブルの使用は、 設計時に ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク ト内で定義します。 これによ り、 名前や住所など

のよ く使用する項目を、 入力し直すこ とな くアウ トバウンド  データに挿入する

こ とができます。 また、 lookup テーブルおよびクロス リ ファレンス  テーブルを

使用して、 入力したデータまたはインバウンドで受信したデータを補足した り
変換したりするこ と もできます。

Gentran:Server では、 ク ロス リ ファレンス  テーブルおよび lookup テーブルは、 新

たに作成した り、 システムから既存のテーブルをインポートおよびエクスポー
トするこ と もできます。

メモ

◗ Gentran:Server のパートナー テーブルのインポート とエクスポートだけがで
きます。

◗ テーブルが使用できるのは、 特定のテーブルにアクセスできる ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トが作成されている場合のみです。
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パートナーの使い方 [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボックス 3 - 101
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボックス

はじめに [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスを使う と、 ク ロス リ ファレンスまた

は lookup テーブルを作成、 編集、 削除できます。 テーブルは、 そのデータを含

むよ うに指定されている ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでしか使用されませ

ん。 Sterling Commerce から ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を受け取った場合

には、 その ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト と と もに使用するテーブルを作成

する必要があるかど うかが通知されます。

図 次の図に、 [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

テーブル 現在定義されているパートナー テーブルがすべて表示さ

れます。

終了 [パートナー テーブル] ダイアログ ボッ クスを終了します。

新規作成 [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 新し

いテーブルを作成できます。

編集 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ ボッ クス  または 
[ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

テーブルを編集できます。

( 次のページへ続く )
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[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 102
削除 選択したパートナー テーブルがシステムから削除され

ます。

インポート [ テーブル インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ

クスが表示され、 パートナー テーブルがインポートでき

ます。

エクスポート [ テーブル エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ 
ボッ クスが表示され、 パートナー テーブルがエクスポー

トできます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボックス 3 - 103
[ 新しいテーブル ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスを使う と、 新しいクロス リ ファレンスま

たは lookup テーブルを作成できます。

図 次の図に、 [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

テーブル名 テーブルの名前が入り ます。

メモ
テーブル名は、 そのテーブルを必要とする ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トで使用した名前と同じである必要が
あ り ます。 データベースが大文字と小文字を区別する場
合、 スタンダードルールや拡張ルールを使ってテーブルを
参照する時は、 テーブル名の大文字と小文字を正確に入力
してください。

参照
スタンダードルールと拡張ルールに関する詳細は、 『アプ
リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参
照して ください。

( 次のページへ続く )
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[ 新しいテーブル ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 104
テーブルの種類 テーブルの種類を指定します。有効な値は次のとおりです。

[ ク ロス リ ファレンス ] アウ トバウンド処理の際に自社の

値を ト レーディング パートナー

の値に変換したり、 インバウンド
処理の際にト レーディング パー

トナーの値を自社の値に変換した
りするのに使用されます。

[ 照合 ] インバウンド  データまたはアウ

トバウンド  データの中の値を検

索する場合に使用します。

保存 変更した情報が保存されます。

終了 [ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ クロスリファレンス選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 105
[ クロスリファレンス選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ ボッ クスには、 すべてのクロス リ ファレ

ンス  パートナー テーブルが含まれます。

図 次の図に、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を

ま とめます。

各部 機能

アイテム テーブル アイテムの一覧が表示されます。

終了 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

新規作成 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 新しいテーブル アイテムを作成できます。

編集 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示

され、 選択したテーブル アイテムを編集できます。

削除 選択したテーブル アイテムが削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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[ クロスリファレンスの登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 106
[ クロスリファレンスの登録 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 新しいテーブ

ル アイテムを作成できます。

図 次の図に、 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

自社の値 パートナーのデータ値に対応する自社のデータ値が入り
ます。

パートナーの値 自社のデータ値に対応するパートナーのデータ値が入り
ます。

説明 コードの説明が入り ます。

参照データ 特定のコード値と関連付けられている と きにマップできる
値が、 最高 4 つまで入り ます。

メモ
これらのボッ クスは、 現在 Gentran:Server で使用されてい
ません。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



パートナーの使い方 [ 照合の選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 107
[ 照合の選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスには、 すべての照合パートナー テーブルが含

まれます。

図 次の図に、 [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

アイテム テーブル アイテムの一覧が表示されます。

終了 [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

新規作成 [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 新しい

テーブル アイテムを作成できます。

編集 [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

テーブル アイテムを編集できます。

削除 選択したテーブル アイテムが削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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[ 照合の登録 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 108
[ 照合の登録 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 新しいテーブル アイテムを作

成できます。

図 次の図に、 [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

照合値 インバウンドまたはアウ トバウンド処理の際にデータの中
に見つかる  ( 照合される ) 値が入り ます。

説明 コードの説明が入り ます。

参照データ 特定のコード値と関連付けられている と きにマップできる
値が、 最高 4 つまで入り ます。

メモ
これらのボッ クスは、 現在 Gentran:Server で使用されてい
ません。
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パートナーの使い方 [ テーブル エクスポート  ファイルの組み込み ] ダイアログ ボックス 3 - 109
[ テーブル エクスポート  ファイルの組み込み ] 
ダイアログ ボックス

はじめに " テーブル エクスポート " 機能を使って、 パートナーのクロス リ ファレンスおよ

び lookup テーブルをシーケンシャル ファ イルに書き出すこ とができます。 また

これによ り、 ト レーディング パートナー 1 社のテーブルを定義し、 別のパート

ナー プロファ イルにそのテーブルをコピーするこ とができます。

メモ

◗ Gentran:Server のパートナー テーブルのエクスポートだけできます。

◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルの既定のファ イル拡張子は .XRF です。 lookup 
テーブルの既定のファイル拡張子は .LKP です。

図 次の図に、 [ テーブル エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クス

を示します。

各部と機能 次の表に、 [ テーブル エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ クス

の各部とその機能をま とめます。

各部 機能

保存する場所 現在のフォルダが表示されます。

ファ イル名 エクスポートするファ イルの名前が表示されます。

( 次のページへ続く )
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[ テーブル エクスポート  ファイルの組み込み ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 110
ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

メモ
ク ロス リ ファレンス  テーブルの規定ファイル拡張子は 
.XRF、 lookup テーブルの規定ファ イル拡張子は .LKP です。

保存 テーブルのエクスポート処理を開始します。

キャンセル 選択を行わずにダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナーの使い方 [ テーブル インポート  ファイルの選択 ] ダイアログ ボックス 3 - 111
[ テーブル インポート  ファイルの選択 ] 
ダイアログ ボックス

はじめに " テーブルのインポート " 機能を使用する と、 パートナーのクロス リ ファレンス  
テーブルおよび lookup テーブルをシーケンシャル ファ イルからインポートする

こ とができます。 これによ り、 ほかのパートナーのプロファ イルについて作成
したテーブルをインポート し、 Gentran:Server のほかのユーザーとテーブルを共

有し、 エクスポート  ファ イル配置でデータを書式設定するこ とによ り、

Gentran:Server の外部でテーブルを作成するこ とができます。

メモ

◗ Gentran:Server のパートナー テーブルのインポートだけできます。

◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルの既定のファ イル拡張子は .XRF です。 lookup 
テーブルの既定のファイル拡張子は .LKP です。

図 次の図に、 [ テーブル インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスを示し

ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



[ テーブル インポート  ファイルの選択 ] ダイアログ ボックス パートナーの使い方3 - 112
各部と機能 次の表に、 [ テーブル インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部

とその機能をま とめます。

各部 機能

ファ イルの場所 現在のフォルダが表示されます。

ファ イル名 インポートするファ イルの名前が表示されます。

ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

メモ
ク ロス リ ファレンス  テーブルの規定ファイル拡張子は 
.XRF、 lookup テーブルの規定ファ イル拡張子は .LKP です。

開く 選択したパートナー テーブル ファ イルのインポート処理

を開始します。

キャンセル 操作を取り消してダイアログ ボッ クスを終了します。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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パートナーの使い方 テーブルの作成方法 3 - 113
テーブルの作成方法

手順 パートナー テーブルを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルまたは lookup テーブルを作成す
るパートナー プロファ イルまたはシステム  パートナー ( 内部
システム ユーザー ) を選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ テーブル名 ] ボッ クスに、 一意のテーブル名を入力します。

メモ
テーブル名は、 そのテーブルを必要とする ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トで使用した名前と同じである必要があ り ます。 データ
ベースが大文字と小文字を区別する場合、 スタンダードルールや
拡張ルールを使ってテーブルを参照する時は、 テーブル名の大文
字と小文字を正確に入力してください。

参照
スタンダードルールと拡張ルールに関する詳細は、 『アプ リ ケー
シ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

5 [ テーブルの種類 ] と して、 [ ク ロス リ ファレンス ] または [ 照合 ] 
を選択します。

6 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
入力した情報が保存され、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ 
ボッ クスまたは [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



テーブルの作成方法 パートナーの使い方3 - 114
7 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいテーブル ] ダイアログ ボッ クスで選択したテーブルの種
類に応じて、 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアログ ボッ クス
または [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8 テーブル値を入力します。 テーブル値と しては、 以下を入力でき
ます。

◗ ク ロス リ ファレンスの場合は 2 つの値、 lookup テーブルの場
合は 1 つの値

◗ 説明

◗ その他の参照情報

メモ
入力するデータをどのよ うに使用するかは、 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トがどのよ うに定義されているかによって異なり ます。
何が必要かが不明な場合は、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの
設計者に問い合わせてください。

9 1 つのテーブル レコードを入力するたびに [ 保存 ] をク リ ッ ク して

情報を保存してから、 次のレコードの入力に移り ます。

10 登録がすべて完了したら、 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ ク ロス リ ファ

レンスの選択 ] ( または [ 照合の選択 ]) ダイアログ ボッ クスに戻り

ます。

11 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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テーブルの編集方法

手順 パートナー テーブルを編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルまたは lookup テーブルを編集す
るパートナー プロファ イルまたはシステム  パートナー ( 内部
システム ユーザー ) を選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ 修正するテーブルを選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
テーブルの種類に応じて、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ 
ボッ クスまたは [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

4 ◗ 修正するアイテムを選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
テーブルの種類に応じて、 [ ク ロス リ ファレンスの登録 ] ダイアロ
グ ボッ クスまたは [ 照合の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

5 修正を加えます。

6 修正がすべて完了したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク して [ ク ロス リ ファ

レンスの選択 ] ( または [ 照合の選択 ]) ダイアログ ボッ クスに戻り

ます。

7 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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テーブル内のエン ト リの削除方法

手順 パートナー テーブル内のエン ト リ を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ テーブル エン ト リ を削除するパートナー プロファ イルまたは
システム パートナー ( 内部システム ユーザー ) を選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ 修正するテーブルを選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
テーブルの種類に応じて、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] ダイアログ 
ボッ クスまたは [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

4 ◗ 修正するアイテムを選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
削除を確認するダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ はい ] をク リ ッ ク して削除を実行し、 [ ク ロス リ ファレンス選択 ] 
または [ 照合の選択 ] ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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テーブルの削除方法

手順 パートナー テーブルを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ テーブルを削除するパートナー プロファ イルを選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ 削除するテーブルを選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
削除を確認するダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して削除を実行し、 [ パートナー エディ タ ] ダ
イアログ ボッ クスに戻り ます。
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パートナー テーブルのエクスポート方法

はじめに " テーブルのエクスポート " 機能を使用する と、 パートナーのクロス リ ファレン

ス  テーブルおよび lookup テーブルをシーケンシャル ファ イルにエクスポートで

きます。 これによ り、 ある ト レーディング パートナーのテーブルを定義してお

き、 そのテーブルを別のパートナー プロファ イルにコピーするこ とができます。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の付録 「パートナー ファ イルの配置」 を参照し
て ください。

エクスポート  
ファイルの配置

通常、 別のパートナー プロファ イル用に作成したテーブルをエクスポート して

からインポート します。 ただし、 必要に応じて、 エクスポート  ファ イルのデー

タを整形するこ とによって、 Gentran:Server の外部でテーブルを作成するこ と も

できます。

エクスポート  ファ イルは、 フ リー フォーマッ トの ASCII テキス ト  ファ イルで

す。 フ ィールドが可変長であるため、 各フ ィールドを  16 進 01 で区切る  ( 分割す

る ) 必要があ り ます。

メモ
ファ イルの作成には、 テキス ト  エディ タ  ( メモ帳など ) を使用します。 照合エク
スポート  ファ イルの既定のファイル拡張子は ".LKP" です。 ク ロス リ ファレンス  
ファ イルの既定のファイル拡張子は ".XRF" です。

lookup テーブルのフ ィールド
次の表に、 lookup テーブルのフ ィールドをま とめます。 必須フ ィールドは、 ア
スタ リ スク  (*) で示します。

( 次のページへ続く )

フ ィールド 説明

PartnerKEY* パートナーの一意の識別子

TableCode lookup テーブルの場合は "L"

TableName* テーブル選択リ ス トに表示されるテーブル名。
分かりやすい名前にします。

Item* インバウンド処理またはアウ トバウンド処理の
際に、 データ内で照合する値

説明 アイテムに関する簡単な説明

Text1、 Text2、 Text3、 Text4 このテーブルを使用する ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トで必要となる追加の参照情報
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エクスポート  
ファイルの配置 
( 続き )

クロスリ フ ァレンス テーブルのフ ィールド
次の表に、 ク ロス リ ファレンス  テーブルのフ ィールドをま とめます。 必須
フ ィールドは、 アスタ リ スク  (*) で示します。

( 次のページへ続く )

フ ィールド 説明

PartnerKEY* パートナーの一意の識別子

TableCode ク ロス リ ファレンス  テーブルの場合は "C"

TableName* テーブル選択リ ス トに表示されるテーブル名。
分かりやすい名前にします。

MyItem* パート ナーのデータ値に対応する自社のデータ値

PartnerItem* 自社のデータ値に対応するパート ナーのデータ値

説明 アイテムに関する簡単な説明

Text1、 Text2、 Text3、 Text4 このテーブルを使用する ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トで必要となる追加の参照情報
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手順 パートナー テーブルをエクスポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルまたは lookup テーブルをエクス
ポートするパートナー プロファ イルまたはシステム  パート
ナー ( 内部システム ユーザー ) を選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ エクスポート ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ テーブル エクスポート  ファ イルの組み込み ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

4 [ 保存する場所 ] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスで、 エクスポー

ト  テーブル ファ イルの場所を選択します。

メモ
Gentran:Server のパートナー テーブルのエクスポートだけでき
ます。

5 ◗ エクスポート  ファ イル名を、 [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力す
るか、

◗ リ ス ト  ボッ クスから選択します。

メモ
ク ロス リ ファレンス  テーブルの既定のファ イル拡張子は .XRF で
す。 lookup テーブルの既定のファ イル拡張子は .LKP です。

6 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 エクスポート処理を開始します。

メモ
エクスポート処理が完了する と、 情報ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

7 [OK] をク リ ッ ク して [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クス

に戻り ます。

8 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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テーブルのインポート方法

はじめに テーブルのインポート機能を使用する と、 パートナーのクロス リ ファレンス  
テーブルおよび lookup テーブルをシーケンシャル ファ イルからインポートする

こ とができます。 これによ り、 別のパートナー プロファ イル用に作成したテー

ブルをインポート し、 エクスポート  ファ イルのデータを整形するこ とによって、

Gentran:Server の外部でテーブルを作成するこ とができます。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の付録 「パートナー ファ イルの配置」 を参照し
て ください。

手順 パートナー テーブルをインポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルまたは lookup テーブルをイン
ポートするパートナー プロファ イルまたはシステム  パート
ナー ( 内部システム ユーザー ) を選択します。

◗ [ テーブル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ インポート ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ テーブル インポート  ファ イルの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

4 [ ファ イルの場所 ] ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスで、 テーブル 
ファ イルの場所を選択します。

( 次のページへ続く )
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5 ◗ インポート  ファ イル名を、 [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力す
るか、

◗ リ ス ト  ボッ クスから選択します。

メモ

◗ Gentran:Server のパートナー テーブルのインポートだけでき
ます。

◗ ク ロス リ ファレンス  テーブルの既定のファ イル拡張子は .XRF 
です。 lookup テーブルの既定のファイル拡張子は .LKP です。

6 [ 開く ] をク リ ッ ク して、 インポート処理を開始します。

メモ
エクスポート処理が完了する と、 情報ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

7 [OK] をク リ ッ ク して [ パートナー テーブル ] ダイアログ ボッ クス

に戻り ます。

8 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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パートナー所在地の使い方 0

概要

はじめに 1 つのパートナー プロファ イルに、 複数の所在地テーブルが関連付けられている

場合があ り ます。 所在地テーブルには、 パートナーの住所および連絡先に関連
する情報を格納できます。 所在地テーブルには、 さまざまな使用方法があ り ま
す。 所在地は、 所在地キー ( 参照コード ) の 1 つを使用して、 ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク ト内で参照されます。 所在地が使用できるのは、 特定の所在地に

アクセスできる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用している場合のみです。

例
たとえば、 パートナーの店舗の住所、 倉庫の住所、 あるいは " 請求先 " の住所の
リ ス トが必要になるこ とがあ り ます。 これら情報は、 所在地テーブルに格納で
きます。

必要なパラメータ 次を指定するため、 2 つのパラ メータを設定する必要があ り ます。

◗ ト レーディング パートナーの所在地の名前

◗ この所在地を識別するために使用する参照コード

これらのパラ メータは、 パートナー所在地の作成に使用します。

始める前に パートナー所在地を設定するには、 その前にパートナーの実装を計画するため、
次の情報が必要とな り ます。

◗ このパートナー所在地を表す一意の名前

◗ 所在地を示す少なく と も  1 つの参照コード
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[ 所在地の選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスを使って、 パートナー固有の名前や住所の

情報を追加、 編集、 または削除できます。 所在地は、 そのデータを含むよ うに
指定されている ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トでしか使用されません。

図 次の図に、 [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をまとめます。

各部 機能

所在地 定義済みの所在地がすべて表示されます。

終了 [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

新規作成 [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 新しい

所在地を作成できます。

編集 [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択し

た所在地を編集できます。

削除 選択した所在地がシステムから削除されます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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[ 所在地の登録 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスによ り、 所在地情報を作成または編集でき

ます。

図 次の図に、 [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をまとめます。

各部 機能

名前 この ト レーディング パートナーの所在地の名前が入り ま

す。 この名前が所在地選択リ ス トに表示されるので、 その
所在地を正確に表した名前にしなければなり ません。

メモ
このボッ クスは必須です。

参照コード  1 定義されている所在地を識別するための参照コード  ( たと

えば DUNS 番号 ) を指定します。

メモ
このボッ クスは必須です。

( 次のページへ続く )
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参照コード  2 定義されている所在地を識別するための参照コード  ( たと

えば DUNS 番号 ) を指定します。

担当者 担当者個人名が入り ます。

住所 1
住所 2
住所 3

パートナーの会社住所が入り ます。

市 パートナー所在地の市名が入り ます。

都道府県 パートナー所在地の都道府県名が入り ます。

郵便番号 パートナー所在地の郵便番号が入り ます。

国 パートナー所在地の国名が入り ます。

電話番号 パートナーの電話番号が入り ます。

ファ ッ クス パートナーのファ ッ クス番号が入り ます。

 ( 続き )
各部 機能
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パートナー所在地の作成方法

手順 パートナー所在地を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 所在地を作成するパートナー プロファ イルまたはシステム  パート

ナー ( 内部システム ユーザー ) を選択し、 [ 所在地 ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ 名前 ] ボッ クスに、 パートナー内でこの所在地を定義する一意の

識別子を入力します。

5 [ 参照コード  1] ボッ クスに、 定義する所在地の一意の識別子を入

力します。

例
所在地の DUNS 番号

6 必要に応じて、 その他のボッ クスに入力します。

メモ
[ 参照コード  2] を使用する場合は、 この識別子も一意である必要
があ り ます。

7 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
所在地情報が保存され、 ブランクの [ 所在地の登録 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

8 このパートナーの別の所在地を登録する場合は、 必要に応じてス
テップ 4 ～ 7 を繰り返します。

9 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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パートナー所在地の編集方法

手順 パートナー所在地を編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 所在地を作成するパートナー プロファ イルまたはシステム  パート

ナー ( 内部システム ユーザー ) を選択し、 [ 所在地 ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ [ 所在地 ] リ ス ト  ボッ クスから所在地を選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 必要な変更を加えます。

メモ
[ 参照コード  1] ボッ クスは必須です。

5 ◗ 所在地情報を保存して [ 所在地の登録 ] ダイアログ ボッ クスに
戻るには、 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

◗ 変更内容を保存せずに [ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスに
戻るには、 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

6 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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パートナー所在地の削除方法

手順 パートナー所在地と、 これに関連付けられたすべてのレコードを削除するには、
次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 所在地を作成するパートナー プロファ イルまたはシステム  パート

ナー ( 内部システム ユーザー ) を選択し、 [ 所在地 ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[ 所在地の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 ◗ [ 所在地 ] リ ス ト  ボッ クスから所在地を選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
削除を確認するダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 削除を確定します。

5 [ 終了 ] をク リ ッ ク して [ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ ク

スに戻り ます。
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 Gentran:Server のドキュ メン ト機能の使い方について、 以下の項目

に沿って説明します。

◗ ドキュ メン トの作成と編集

◗ ドキュ メン トの管理

◗ ドキュ メン トのルーティング

EDI ドキュ メン ト Gentran:Server では、 EDI ドキュ メン ト とそれに対応するアプ リ ケーシ ョ ン  デー

タの関係を ト ラ ッ クできます。 インポート処理の場合、 処理の開始時にアプリ
ケーシ ョ ン データの固定コピーがシステム内で作成されます。 インバウンド

( エクスポート ) 処理の場合、 ドキュ メン トに一意の識別子が割り当てられます。

この識別子は、 受信したドキュ メン トに関連するすべてのデータベースに反映
されます。

参照

◗ ドキュ メン トのインポートについての詳細は、 「ドキュ メン トのインポート
方法」 を参照して ください。

◗ ドキュ メン トのエクスポートについての詳細は、 「ドキュ メン トのエクス
ポート方法」 を参照して ください。

◗ Gentran:Server での ト ラ ッキングについての詳細は、 「 ト ラ ッキングの使い
方」 を参照して ください。

ドキュ メン ト  
エディ タ

[ ドキュ メン ト  エディ タ ] は、 Gentran:Server のデータ登録ツールと して機能しま

す。 このエディ タを使用して、 ドキュ メン トの作成、 修正、 表示を行う こ とが
できます。

メモ
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用するには、 システムで適切な画面入力ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を登録して、 対応するアウ トバウンド関係をパート
ナーについて設定する必要があ り ます。
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ドキュメン ト  ブラウザ 0

ドキュ メン ト  ブラウザへのアクセス方法

はじめに Gentran:Server では、 次の 3 通りの方法でドキュ メン ト  ブラウザにアクセスでき

ます。

◗ [ デスク ] を使用する と、[ イン ドキュ メン ト ]、[? イン ドキュ メン ト ]、[ ワー
クスペース ]、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ イン
ターチェンジ ]、 [ イン ド ローワ ]、 および [ アウ ト  ド ローワ ] にアクセスで
きます。

◗ [ メ イン ツールバー ] を使用する と、 [ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メ
ン ト ]、 [ ワークスペース ]、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン
ト ]、 [ インターチェンジ ]、 [ イン ド ローワ ]、 [ アウ ト  ド ローワ ]、 および 
[ 送信キュー ] にアクセスできます。

◗ [ 表示 ] メニューを使用する と、[ イン ドキュ メン ト ]、[? イン ドキュ メン ト ]、
[ ワークスペース ]、 アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ イ
ンターチェンジ ]、 [ イン  ド ローワ ]、 [ アウ ト  ド ローワ ]、 および [ 送信
キュー ] にアクセスできます。

[ 概要 ] ダイアログ 
ボックス

上記 3 つの方法で、 [ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メン ト ]、 [ アウ ト  ド
キュ メン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ イン ド ローワ ]、 または [ アウ ト  ド
ローワ ] の各ブラウザを選択する と、 そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クス

が表示されます。

概要ダイアログ ボッ クスには、 そのブラウザに含まれている各パートナーの各

種ドキュ メン トの番号が表示されます。 これによ り、 ブラウザに表示する ド
キュ メン トに、 ドキュ メン トの種類とパートナーでフ ィルタをかけるこ とがで
きます。

( 次のページへ続く )
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ブラウザの列 すべてのブラウザで、 次の表に示す列が表示されます。

メモ
ブラウザを並べ替えるには該当する値の列タイ トルをク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )

各部 機能

パートナー ト レーディング パートナーを示します。

種類 EDI ドキュ メン トの種類を示します。

例
810 は、 請求書を表します。

名前 ユーザーが割り当てたドキュ メン ト名が表示されます。

状態 表示される状態はブラウザによって異な り ます。

参照
状態値の詳細については、 「用語解説」 を参照して くだ
さい。

参照データ このドキュ メン ト を識別するために、 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トの設計者によって割り当てられた参照データ
を表示します。

◗ セグメン ト  / エレ メン ト固定値 ( たとえば、 PO ドキュ
メン トの発注書番号 )

◗ ブランク  ( 参照データが割り当てられていません )
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手順 次のブラウザにアクセスするには、 次の手順に従います。

◗ [ イン ドキュ メン ト ]
◗ [? イン ドキュ メン ト ]
◗ [ アウ ト  ドキュ メン ト ]
◗ [? アウ ト  ドキュ メ ン ト ]
◗ [ イン ド ローワ ]
◗ [ アウ ト  ド ローワ ]

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 ブラウザを選択します。

システムからの応答
そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

メモ

◗ 複数のパートナー / ドキュ メン トの種類の組み合わせを反転表
示にするには、 1 番目のパートナー / ドキュ メン トの種類をク
リ ッ ク し、 Shift を押しながらグループの一番最後のパート
ナー / ドキュ メン トの種類をク リ ッ ク します。

◗ 概要ダイアログ ボッ クスで隣接していない複数のパートナー / 
ドキュ メン トの種類を反転表示にするには、 Ctrl を押しなが
らそれぞれのパートナー / ドキュ メン トの種類をク リ ッ ク し
ます。

3 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
それらのドキュ メン ト を含むブラウザが表示されます。
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[ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ

はじめに [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザには、 システムによって受信されたが、 ユーザー

が未処理のドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トの処理 ( 印刷ま

たはエクスポート ) が終了する と、 ドキュ メン トは [ イン ド ローワ ] に転送され

ます。

図 次の図に、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザを示します。

各部と機能 この表に、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

メモ
ド キュメ ント が受信確認処理 ( 受信確認の生成または整合 ) 
を待っている場合、 そのドキュ メン トの処理が終わるまで
削除されません。

( 次のページへ続く )
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エクスポート [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 選択したドキュ メン ト をエクスポートできます。

移動 選択したドキュ メン ト を  [ イン  ド ローワ ] に移動します。

受信 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログが表示さ

れ、 受信専用セッシ ョ ンを開始できます。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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[? イン ドキュ メン ト ] ブラウザ

はじめに [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザには、 システムによって受信されたが、 エラー 
チェッ クに合格しなかったドキュ メン ト 、 または識別可能なパートナーまたは
ト ランザクシ ョ ン セッ ト を持たないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

図 次の図に、 [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

メモ
ド キュメ ント が受信確認処理 (受信確認の生成または整合 ) 
を待っている場合、 そのドキュ メン トの処理が終わるまで
削除されません。

( 次のページへ続く )
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エクスポート [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 選択したドキュ メン ト をエクスポートできます。

移動 選択したドキュ メン ト を  [ イン  ド ローワ ] に移動します。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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ドキュ メン トの使い方 [ イン ドローワ ] ブラウザ 4 - 11
[ イン ドローワ ] ブラウザ

はじめに [ イン ド ローワ ] ブラウザには、 システムによって受信され、 処理されたドキュ

メン トが リ ス ト されます。

図 次の図に、 [ イン ド ローワ ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ イン ド ローワ ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

エクスポート [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れ、 選択したドキュ メン ト をエクスポートできます。

( 次のページへ続く )
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[ イン ドローワ ] ブラウザ ドキュ メン トの使い方4 - 12
応答 選択したドキュ メン トに対応するターンアラウンド  ド
キュ メン ト を作成します。

メモ
" 応答 " 機能は、 1 つ以上のドキュ メン トが選択されてい
て、 かつ選択したドキュ メン トにターンアラウンド  ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トが存在する場合にのみ有効
になり ます。

参照
パートナー関係内でのターンアラウンド  ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの選択については、 「[ インバウンド  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クス」
を参照して ください。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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ドキュ メン トの使い方 [ ワークスペース ] ブラウザ 4 - 13
[ ワークスペース ] ブラウザ

はじめに [ ワークスペース ] ブラウザには、 システムによって受信されたが、 ユーザーが

未処理のドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トの処理 ( 印刷また

はエクスポート ) が終了する と、 ドキュ メン トは [ イン ド ローワ ] に転送され

ます。

図 次の図に、 [ ワークスペース ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ ワークスペース ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

エクスポート この機能は、 このブラウザに対して有効ではあ り ません。

( 次のページへ続く )
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[ ワークスペース ] ブラウザ ドキュ メン トの使い方4 - 14
開く 選択したドキュ メン トの編集に使用する  [ ドキュ メン ト  
エディ タ ] にアクセスします。

ポス ト 選択した適合ドキュ メン ト を  [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラ

ウザ に移動します。

メモ
ドキュ メン トは、 送信の前に [ アウ ト  ドキュ メン ト ] にポ
ス ト します。

新規作成 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] で新しいドキュ メン ト を入力す

る と きの、 パートナーと ト ランザクシ ョ ン  セッ トの組み

合わせを選択する と きに使用する  [ 新しいドキュ メン トの

作成 ] ダイアログ ボッ クスにアクセスします。

メモ
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] では、 関連付けられている画面
入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して、 情報
をシステムに入力します。

参照
適切なパートナー関係に使用する画面入力ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの選択については、 「新しいアウ トバ
ウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

インポート 外部アプリ ケーシ ョ ン ファ イルからのデータのインポー

ト をアクティブにする と きに使用する  [ インポートするア

プ リ ケーシ ョ ン ファ イル ] ダイアログ ボッ クスにアクセ

スします。

メモ
ファイルの内容に応じて、 パート ナー、 ト ランザクショ ン、
またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの情報の入力を
要求される場合があ り ます。 " インポート " 機能を実行し
ても、 選択している ドキュ メン トには影響を与えません。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
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ドキュ メン トの使い方 [ アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ 4 - 15
[ アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ

はじめに [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザには、 送信の準備が完了している ドキュ メン ト

の リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トは、 正常に送信された後、 自動的に [ ア
ウ ト  ド ローワ ] に転送されます。

図 次の図に、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

エクスポート この機能は、 このブラウザからは実行できません。

( 次のページへ続く )
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[ アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ ドキュ メン トの使い方4 - 16
送信 [ 送信 / 受信 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 データを

送信するコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始で

きます。

メモ

◗ 選択されたドキュ メン トのみがエンベロープに収めら
れて送信されます。 ドキュ メン トが選択されていない
場合は、 すべてのドキュ メン トが送信されます。 正常
に送信されたドキュ メン トは、 [ アウ ト  ド ローワ ] に
移動します。

◗ また、 送信セッシ ョ ンを開始する と、 受信待ちの状態
にある ドキュ メン ト を受信する処理がシステム内で実
行されます。

◗ " 送信 " 機能は、現在選択されているブラウザが [ アウ
ト  ドキュ メン ト ] であ り、 かつドキュ メン トが選択さ
れている場合、 またはインターチェンジ ブラウザの
インターチェンジが " 準備完了 " の状態になっている
場合にのみ有効になり ます。

アンポス ト 選択したドキュ メン ト を移動して、 [ ワークスペース ] ブ
ラウザに戻します。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
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ドキュ メン トの使い方 [? アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ 4 - 17
[? アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ

はじめに [? アウ ト  ドキュ メ ン ト ] ブラウザには、 システムにインポート されたが無効に

なったドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

図 次の図に、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

エクスポート この機能は、 このブラウザからは実行できません。

移動 選択したドキュ メン ト を  [ イン  ド ローワ ] に移動します。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

( 次のページへ続く )
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[? アウト  ドキュ メン ト ] ブラウザ ドキュメン トの使い方4 - 18
閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
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ドキュ メン トの使い方 [ アウト  ドローワ ] ブラウザ 4 - 19
[ アウト  ドローワ ] ブラウザ

はじめに [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザには、 正常に送信されたドキュ メン トの リ ス トが表

示されます。

図 次の図に、 [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 選択したドキュ メン ト を削除します。

フ ィルタ [ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 ブラウザ内

のドキュ メン トの表示方法をフ ィルタできます。

エクスポート この機能は、 このブラウザからは実行できません。

( 次のページへ続く )
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[ アウト  ドローワ ] ブラウザ ドキュ メン トの使い方4 - 20
コピー 選択したドキュ メン ト をコピーまたは [ ワークスペース ] 
に戻します。

メモ
この機能を使用する と、 送信済みのドキュ メン トの再処理
および再送信を行う こ とができます。

受信確認 選択したドキュ メン トの状態を受信確認に変更します。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
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ドキュ メン トの使い方 [ 処理中 ] ブラウザ 4 - 21
[ 処理中 ] ブラウザ

はじめに [ 処理中 ] ブラウザには、 現在処理中のドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

メモ
[ 処理中 ] ブラウザには、 ドキュ メン ト処理の現在の状態が表示されます。 処理
中のドキュ メン トの状態コードは 1 です。 ドキュ メン ト または受信確認が延期の
状態コードは 2 です。

図 次の図に、 [ 処理中 ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 処理中 ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

リ セッ ト このダイアログ ボッ クスに表示されているが、 処理は既

に終了している ドキュ メン ト を、 元の場所に戻します。

メモ
通常、 この機能はドキュ メン トの処理が正常に終了しな
かった場合に使用します。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

( 次のページへ続く )
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[ 処理中 ] ブラウザ ドキュ メン トの使い方4 - 22
閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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ドキュ メン トの使い方 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボックス 4 - 23
関連のダイアログ ボックス 0

[ 表示の選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスで、 選択したドキュ メン トの表示方法を指定

できます。

図 次の図に、 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

Gentran データ EDI データを表示します。

外部データ ト ランスレーシ ョ ン内で使用するデータ  ファ イルを表示

します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン内で使用した外部データ  ファ イルが
ない場合、 このオプシ ョ ンは利用できません。

( 次のページへ続く )
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[ 表示の選択 ] ダイアログ ボックス ドキュ メン トの使い方4 - 24
書式化された
ドキュ メン ト

画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して 
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] のデータが表示されます。

メモ
このオプシ ョ ンは、 そのドキュ メン トに画面入力ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トが存在しない場合は選択できま
せん。

ト ランスレータ  
レポート

ト ランスレータがこのドキュ メン トに対して実行した動作
のレポート、 および EDI またはト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トに関するエラーのリ ス トです。

参照
ト ランスレータ  レポートの詳細については、 『管理 ガイ
ド』 の 「エラー メ ッセージ」 を参照して ください。

データ  
オーディ ッ ト

1 つのドキュ メン トについて使用可能なドキュ メン ト  ト
ラ ッ ク情報を表示します。

メモ
この機能は、 ドキュ メン ト  レベルのオーディ ッ トが無効
になっている場合は使用できません。

ト ラ ッ ク情報 Gentran データ と メールボッ クス  メ ッセージ情報との間で
の、 外部データ  ファ イルの ト ラ ッ ク情報を表示します。

OK 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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ドキュ メン トの使い方 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボックス 4 - 25
[ 印刷の選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスで、 選択されているアイテム  ( ドキュ メン ト

やト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ) を印刷するまたはブラウザに表示されて

いるすべてのアイテムの概要リ ス ト を印刷するのかを指定できます。

図 次の図に、 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

選択された
アイテム

選択されているアイテムを印刷するこ とを示します。

書式化する ( 適切な ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して ) 書
式化したとおりにアイテムを印刷するこ とを示します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  ( 常に書式化済み ) を印
刷する場合または対象のアイテムに対応しない ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト を印刷する場合には、 このオプ
シ ョ ンは利用できません。

ドキュ メン ト を
イン ド ローワに

移動する

ドキュ メン ト を現在の場所に保存するかまたは ( このオプ

シ ョ ンを選択して ) ドキュ メン ト を  [ イン ド ローワ ] に移

動するかを指定します。

メモ
このオプシ ョ ンは、 [ イン  ドキュ メン ト ] ブラウザおよび 
[? イン ドキュ メン ト ] ブラウザでのみ利用できます。
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[ 印刷の選択 ] ダイアログ ボックス ドキュ メン トの使い方4 - 26
選択された項目の
概要リ ス ト

ブラウザに表示されているすべてのアイテムの概要リ ス ト
を印刷するこ とを示します。

OK 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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ドキュ メン トの使い方 [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボックス 4 - 27
[ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 ドキュ メ ン ト を

外部ファイルに書き込んで、 これを別のアプリ ケーシ ョ ンで処理するこ とがで
きます。

メモ

◗ このオプシ ョ ンを利用するには、 ドキュ メン ト用のシステム  エクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト 、 または各パートナーに固有のドキュ メ
ン ト用エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが必要です。

◗ " エクスポート " 機能は、[ イン ドキュ メン ト ]、[ イン ド ローワ ]、または [? イ
ン ドキュ メン ト ] のブラウザでドキュ メン ト を選択している場合にのみ使用
できます。

図 次の図に、 [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を

ま とめます。

各部 機能

1 つのファイルに

エクスポートする

選択したすべてのドキュ メン トがデータに変換され、 [ ド

キュ メン ト をエクスポートするファ イル ] ダイアログ 
ボッ クスにアクセスしてこれらのデータを  1 つのファ イ

ルに書き込みます。
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既定の場所に
エクスポートする

選択したドキュ メン ト を、 パートナーのインバウンド関
係で設定したファ イルに書き込みます。

参照
エクスポート  ファ イルの指定についての詳細は、 「[ イン
バウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クス」 を参照して ください。

ドキュ メン トによ
るファ イルの選択

[ ドキュ メ ン ト をエクスポートするファ イル ] ダイアログ 
ボッ クスが表示され、 エクスポートするために選択した
ドキュ メン トの名前を変更できます。

OK 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ ドキュ メン ト をエクスポートするファイル ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ ドキュ メン ト をエクスポートするファ イル ] ダイアログ ボッ クスで、 選択した

ドキュ メン トのエクスポート先となるファ イルの名前を指定できます。

メモ

◗ このオプシ ョ ンを利用するには、 ドキュ メン ト用のシステム  エクスポート  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト 、 または各パートナーに固有のドキュ メ
ン ト用エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが必要です。

◗ " エクスポート " 機能は、[ イン ドキュ メン ト ]、[ イン ド ローワ ]、または [? イ
ン ドキュ メン ト ] のブラウザでドキュ メン ト を選択している場合にのみ使用
できます。

図 次の図に、 [ ドキュ メン ト をエクスポートするファ イル ] ダイアログ ボッ クスを

示します。

各部と機能 次の表に、 [ ドキュ メン ト をエクスポートするファ イル ] ダイアログ ボッ クスの

各部とその機能をま とめます。

各部 機能

ファ イルの場所 ファ イルのパス とフォルダが表示されます。

ファ イル名 エクスポートするファ イルの名前を指定します。

( 次のページへ続く )
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ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

開く 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ インポートするアプリケーシ ョ ン ファイル ] 
ダイアログ ボックス

はじめに [ インポート するアプリ ケーショ ン  ファ イル ] ダイアログ  ボッ ク スを使用すると 、

外部アプリ ケーシ ョ ン ファ イルからデータをインポースするこ とができます。

メモ
ファ イルの内容に応じて、 パートナー、 ト ランザクシ ョ ン、 またはト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トの情報の入力を要求される場合があ り ます。 " インポー
ト " 機能によって、 選択できる ドキュ メン トが制限されるこ とはあ り ません。

図 次の図に、 [ インポートするアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル ] ダイアログ ボッ クスを

示します。

各部と機能 次の表に、 [ インポートするアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル ] ダイアログ ボッ クスの

各部とその機能をま とめます。

各部 機能

ファ イルの場所 ファ イルのパス とフォルダが表示されます。

ファ イル名 インポートするファ イルの名前を指定します。

ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

開く 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

( 次のページへ続く )
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キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボックス

はじめに [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 Gentran:Server でシステ

ム全体を検索する と きの基準を指定するこ とができます。 また、 このダイアロ
グ ボッ クスを使用する と、 個々のブラウザを手動で検索せずに、 ドキュ メン ト

のサブセッ ト を素早く見つけるこ とができます。

図 次の図に、 [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

ドキュ メン ト名 ユーザーが割り当てたドキュ メン ト名が表示されます。

参照データ このドキュ メン ト を識別するために、 ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トの設計者によって割り当てられた参照データ
を表示します。

◗ セグメン ト  / エレ メン ト固定値 ( たとえば、 PO ドキュ
メン トの発注書番号 )

◗ ブランク  ( 参照データが割り当てられていません )

パートナー ドキュ メン ト を作成または受信する と きの、 相手先パート
ナーを示します。

ドキュ メン トの
種類

EDI ドキュ メン トの種類を示します。

例
810 は、 請求書を表します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド 1

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド  2

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド  3

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド  4

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド  5

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ン 
フ ィールド  6

特定のアプリ ケーシ ョ ン フ ィールドを指定します。

検索 指定されたドキュ メン ト を検索し、 一致する ドキュ メン ト
を返します。

閉じる ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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[ フ ィルタ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ アウ ト  ド ローワ ] では、 状態によってドキュ メン トの表示にフ ィルタをかける

よ うになっている場合に、 " フ ィルタ " 機能を使用できます。

図 次の図に、 [ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



[ フ ィルタ ] ダイアログ ボックス ドキュ メン トの使い方4 - 36
各部と機能 次の表に、 [ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

フ ィルタ [ アウ ト  ド ローワ ] 内のドキュ メン ト を ドキュ メン ト状態でフ ィ

ルタをかけて表示する場合は、 各状態の隣のチェッ ク  ボッ クス

をオフにします。 これによ り、 特定の状態のドキュ メン トが表
示されないよ うにするこ とができます。

メモ
チェッ ク  ボッ クスをオフにする と、 その状態のドキュ メン トは
表示されなくな り ます。 既定では、 状態に関係なく、 すべての
ドキュ メン トが表示されます。

次の表に従って、 どのチェッ ク  ボッ クスをオンにするかを決め

ます。

状態コード 値

送信済み ドキュ メン ト を正常に送信できたこ とを
示します。

ネッ ト ワークで
受信済み

ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークに
正常に配送されたこ とを示します。

メモ
COMMERCE:Network を使用してこの状態
を取得するには、 メールボッ クスがデー
タ書式で 20 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます。

ネッ ト ワークからの
警告

ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークへ
配送され、 そのネッ ト ワークでデータに
重大ではないエラーが検出されたこ とを
示します。 このデータは、 指定された ト
レーディング パートナーがデータ収集の

目的に利用できます。

メモ
COMMERCE:Network を使用してこの状態
を取得するには、 メールボッ クスがデー
タ書式で 20 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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フ ィルタ  
( 続き )

状態コード 値

ネッ ト ワークからの
エラー

ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークへ
配送され、 そのネッ ト ワークでデータに
重大なエラーが検出されたこ とを示しま
す。 このデータは、 指定された ト レー
ディング パートナーがデータ収集の目的

に利用できます。

メモ
COMMERCE:Network を使用してこの状態
を取得するには、 メールボッ クスがデー
タ書式で 20 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます。

ト レーディング 
パートナーで
収集済み

付加価値ネッ ト ワークを介してドキュ メ
ン トが ト レーディング パートナーに正常

に配送されたこ とを示します。

メモ
COMMERCE:Network を使用してこの状態
を取得するには、 メールボッ クスがデー
タ書式で 70 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます。

エラーなしの
受信確認

パートナーがドキュ メン トの受信確認を
行い、 エラーがなかったこ とを示します。

受信確認の待機中 ドキュ メン トがインバウンド  ファンク

シ ョナル受信確認との整合性をと られる
のを待っているこ とを示します。

受信確認の時間切れ ドキュ メン トがインバウンド  ファンク

ショ ナル受信確認と の整合性をと られるの
を待っていたが、 受信確認が遅いと みなさ
れる待ち時間を超えたこ と を示します。

エラーのある
受信確認

パートナーがドキュ メン トの受信確認を
行い、 エラーがあったにもかかわらず、
パートナーがそのドキュ メン ト を受け入
れたこ とを示します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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フ ィルタ  
( 続き )

状態コード 値

部分受信確認 この状態は、 このドキュ メン トに対する
受信確認が想定どおりに実行されず、 グ
ループまたはインターチェンジのいずれ
かの一部が受信確認された場合にのみ表
示されます。

メモ
パートナーがインターチェンジ レベルま
たはグループ レベルで部分的な受信確認
を発行する場合、 その受信確認では、 受
け入れるかまたは拒否するかを ト ランザ
クシ ョ ン レベルで示す必要があ り ます。

受信確認後拒否 パートナーがドキュ メン トの受信確認を
行い、 エラーがあったこ とを示します。
パートナーは、 ドキュ メン トの受取を拒
否しています。

送信失敗 送信が失敗したこ とを示します。

OK 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
各部 機能
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ドキュメン トの作成と編集 0

ドキュ メン トの作成方法

はじめに [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してドキュ メン ト を作成するには、 目的のパー

トナーと ト ランザクシ ョ ン  セッ トの組み合わせを画面で入力できるよ うにシス

テムを設定する必要があ り ます。

メモ
また、 適切な画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を登録し、 これに対応
するアウ トバウンド関係をパートナーに設定する必要があ り ます。

参照

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録については、 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

◗ 対応するアウ トバウンド関係の設定については、 「新しいアウ トバウンド関
係の作成方法」 を参照して ください。

◗ [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の詳細については、 Gentran:Server のオンライン  ヘ
ルプを参照して ください。

手順 ドキュ メン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ ワークスペース ] を選択します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザが表示されます。

2 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[新しいド キュメ ント の作成 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 ◗ リ ス トから適切なパートナー / ト ランザクシ ョ ン セッ トの組
み合わせを選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択した組み合わせの ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが表示さ
れます。

例
次の図に、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの例を示します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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4 ドキュ メン ト  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト上の各ボッ クス

に、 必要なデータ  アイテムをすべて入力します。

メモ
ドキュ メン トにループ構造 ( ラ イン  アイテムなどの下位レベルの
詳細レコード ) が含まれている場合、 入力ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トには、 この例に示すリ ス トが格納されます。

5 リ ス ト内のアイテムにアクセスするには、 最初のエン ト リ を反転
表示にして [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
次の例のよ うに、 リ ス ト  ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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6 アイテムのデータを入力します。

メモ

◗ 2 番目以降のアイテムを入力するには、[ 次へ ] をク リ ッ クする
か、 または ALT + T を押します。

◗ すべてのループ アイテムを入力したら、 [ 格納 ] をク リ ッ ク し
て保存し、 [ ループ ] ダイアログ ボッ クスを終了します。

◗ ドキュ メン トにコードが含まれている場合は、 それぞれの
コード  フ ィールドで Shift を押しながら  F1 を押すと コードの
リ ス ト を表示できます。

7 ドキュ メン トに計算フ ィールドが含まれている場合は、 ドキュ メ
ン ト を保存する前に、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イル ] メ
ニューから  [ 再計算 ] を選択します。

システムからの応答
合計が更新され、 ドキュ メン トのエラー チェッ クが行われます。

8 データの入力が終わったら、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イ

ル ] メニューから  [ 保存 ] を選択します。

システムからの応答
情報が保存され、 再計算およびエラー チェッ クが自動的に行われ
ます。 エラーが検出された場合には、 エラーを表示する旨のメ ッ
セージが表示されます。

9 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イル ] メニューから、 [ 終了 ] 
を選択します。

システムからの応答
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] が終了します。 終了の前に、 ドキュ メ
ン ト を保存するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。

メモ
これで、 このドキュ メン ト を [ ワークスペース ] ブラウザで開い
て編集できるよ うにな り ました。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュ メン トの開き方と編集方法

はじめに [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してドキュ メン ト を編集するには、 編集する

パートナー / ト ランザクシ ョ ン  セッ トの組み合わせの画面入力がサポート される

よ うにシステムを設定する必要があ り ます。

メモ
適切な画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を読み込み、 対応するアウ ト
バウンド関係をパートナーに設定する必要があ り ます。

参照

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録については、 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

◗ 対応するアウ トバウンド関係の設定については、 「新しいアウ トバウンド関
係の作成方法」 を参照して ください。

◗ [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の詳細については、 Gentran:Server のオンライン  ヘ
ルプを参照して ください。

手順 ドキュ メン ト を開いて編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ ワークスペース ] を選択します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザが表示されます。

2 [ ワークスペース ] から目的のドキュ メン ト を選択します。

メモ
編集できるのは、 [ ワークスペース ] 内のドキュ メン トのみです。

◗ ドキュ メン トが、既に [ アウ ト  ドキュ メン ト ] に移されている
場合でも、 まだ送信されていなければ " アンポス ト " 機能を使
用して [ ワークスペース ] に戻すこ とができます ( 「ドキュ メ
ン トのアンポス ト 」 を参照して ください )。

◗ ドキュ メン トが送信済みである場合は修正できません。 ただ
し、 [ アウ ト  ド ローワ ] から  [ ワークスペース ] へドキュ メン
トのコピーを移動し、 それを修正して送信するこ とができま
す。 ( 「ドキュ メン トのコピー ( 再処理と再送 )」 を参照して く
ださい )。

( 次のページへ続く )
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3 [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
次の例のよ うに、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] にドキュ メン トが表
示されます。

4 必要に応じて、 データを修正します。

メモ
ドキュ メン トにループ構造 ( ラ イン  アイテムなどの下位レベルの
詳細レコード ) が含まれている場合、 入力ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トには、 この例に示すリ ス トが格納されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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5 ◗ 新しいライン アイテムを追加するには、 最初のエン ト リ を反
転表示にして [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

◗ この リ ス ト内のアイテムにアクセスするには、 変更するエン
ト リ を反転表示にして [ 開く ] をク リ ッ クするか、 アイテムを
ダブルク リ ッ ク します。

システムからの応答
次の例のよ うに、 リ ス トが表示されます。

6 これで、 アイテムを変更したり、 データを入力した りできます。

メモ

◗ エン ト リ間を移動するには、 [ 次へ ] と  [Prev] を使用します。

◗ 2 番目以降のアイテムを入力するには、[ 次へ ] をク リ ッ クする
か、 または ALT + T を押します。

◗ すべてのループ アイテムを入力したら、 [ 格納 ] をク リ ッ ク し
て保存し、 [ ループ ] ダイアログ ボッ クスを終了します。

◗ ドキュ メン トにコードが含まれている場合は、 それぞれの
コード  フ ィールドで Shift を押しながら  F1 を押すと コードの
リ ス ト を表示できます。

7 ドキュ メン トに計算フ ィールドが含まれている場合は、 ドキュ メ
ン ト を保存する前に、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イル ] メ
ニューから  [ 再計算 ] を選択します。

システムからの応答
合計が更新され、 ドキュ メン トのエラー チェッ クが行われます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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8 データの入力が終わったら、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イ

ル ] メニューから  [ 保存 ] を選択します。

システムからの応答
情報が保存され、 再計算およびエラー チェッ クが自動的に行われ
ます。 エラーが検出された場合には、 エラーを表示する旨のメ ッ
セージが表示されます。

9 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] の [ ファ イル ] メニューから、 [ 終了 ] 
を選択します。

システムからの応答
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] が終了します。 終了の前に、 ドキュ メ
ン ト を保存するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュメン トの管理 0

ドキュ メン トの表示方法

表示機能 " 表示 " 機能を使用する と、 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスで選択した書式

に応じて、 さまざまな種類の情報を表示できます。 表示の種類は以下のとおり
です。

◗ 生の入力データ

◗ 外部データ

◗ EDI フォーマッ トのデータ

◗ ト ランスレータ  レポート

◗ データ  オーディ ッ ト

◗ ト ラ ッ ク情報 

メモ

◗ 書式付き表示オプシ ョ ンは、 画面入力ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが
パートナー関係レコード内で使用可能である場合にのみアクティブになり
ます。

◗ 外部データ  オプシ ョ ンは、 ト ランスレーシ ョ ン内で使用するデータ  ファ イ
ルが使用可能である場合にのみアクティブにな り ます。

◗ 生の入力データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適切
なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

表示機能の使用 " 表示 " 機能は、 以下の場合に使用できます。

◗ ドキュ メン ト  ブラウザ ([ イン  ドキュ メン ト ]、[ アウ ト  ドキュ メン ト ]、[ ワー
クスペース ]、 [ イン ド ローワ ]、 [ アウ ト  ド ローワ ] など ) がアクティブで、
1 つのドキュ メン トが選択されている場合。

◗ [インターチェンジ ] または [インターチェンジの復元] ブラウザがアクティブ
で、 インターチェンジ内の 1 つのドキュ メン トが選択されている場合。

参照
[ インターチェンジ ] ブラウザの詳細については、 「インターチェンジにドキュ メ
ン ト を表示する方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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ドキュ メン ト  
ブラウザからの
ドキュ メン トの表示

ドキュ メン ト  ブラウザから ドキュ メン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [ ア
ウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [ ワークスペース ] ブラウザ、 [ イ

ン ド ローワ ] ブラウザ、 または [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザを選

択します。

システムからの応答
そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
それらのドキュ メン ト を含むブラウザが表示されます。

3 該当するブラウザから ドキュ メン ト を  1 つ選択します。

4 [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

5 次の表を参考にして、 入力データをどのよ うに表示するかを指定
するオプシ ョ ンを選択します。

メモ
オプシ ョ ンが選択できない場合もあ り ます。

選択 表示

Gentran データ EDI データ

外部データ ト ランスレーシ ョ ン内で使用するデータ  
ファ イル

メモ
ト ランスレーシ ョ ン内で使用した外部
データ  ファ イルがない場合、 このオプ
シ ョ ンは利用できません。

書式化された
ドキュ メン ト

画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク

ト を使用して [ ドキュ メン ト  エディ タ ] 
のデータが表示されます。

メモ
このオプシ ョ ンは、 そのドキュ メン トに
画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク
トが存在しない場合は選択できません。

ト ランスレータ  
レポート

ト ランスレータがこのドキュ メン トに対
して実行した動作のレポート、 および 
EDI またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トに関するエラーのリ ス トです。

参照
ト ランスレータ  レポートの詳細について
は、 『管理 ガイ ド』 の 「エラー メ ッセー
ジ」 を参照して ください。

データ  オーディ ッ ト 1 つのドキュ メン トについて使用可能なド

キュ メン ト  ト ラ ッ ク情報を表示します。

メモ
この機能は、 ドキュ メン ト  レベルのオー
ディ ッ トが無効になっている場合は使用
できません。

ト ラ ッ ク情報 Gentran データ と メールボッ クス  メ ッセー
ジ情報との間での、 外部データ  ファ イル
の ト ラ ッ ク情報を表示します。

6 [OK] をク リ ッ ク して、 指定した方法で表示します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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[インターチェンジ ] 
ブラウザからの
ドキュ メン トの表示

[ インターチェンジ ] または [ インターチェンジの復元 ] ブラウザから ドキュ メ

ン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] ブラウザを選

択します。

2 ドキュ メン ト を  1 つ選択します。

3 ツールバーの [ データ ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
インターチェンジの EDI データ表示にアクセスします ([ インター
チェンジ ] ブラウザの [ データの表示 ] ウ ィンド ウまたは [ イン
ターチェンジの復元 ] ブラウザに表示されています )。

メモ
生の入力データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メ
ニューから適切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] 
から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とができます。
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現在処理中のドキュメン トの表示方法

[ 処理中 ] ブラウザ [ 処理中 ] ブラウザには、 Gentran:Server システムで現在処理中のドキュ メン トが

表示されます。 このブラウザを使用する と、 Gentran:Server システム内のユー

ザーによって処理中のドキュ メン トがどれであるかを確認するこ とができます。

メモ
現在 Gentran:Server システムで処理中のドキュ メン トは、 該当するブラウザにグ
レーで表示されます ( 使用不可であるこ とを示します )。 その処理が完了してシ
ステムに解放されるまで、 このドキュ メン トにはアクセスできません。

リセッ ト機能 [ 処理中 ] ブラウザでは、 " リ セッ ト " 機能を使用する と、 ブラウザに表示されて

おり、 処理が中断された任意のドキュ メン ト を元の場所に戻すこ とができます。
通常、 この機能はドキュ メン トの処理が正常に終了しなかった場合に使用しま
す。

手順 現在処理中のドキュ メン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ 処理中 ] を選択します。

システムからの応答
[ 処理中 ] ブラウザが表示されます。

2 現在処理中のドキュ メン ト を表示するか、 次の表のいずれかの機
能を実行します。

機能 操作

リ セッ ト [ 処理中 ] ブラウザに表示されており、 処

理が中断された任意のドキュ メン ト を元
の場所に戻します。

メモ
通常、 この機能はドキュ メン トの処理が
正常に終了しなかった場合に使用します。
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ドキュ メン ト内の特定のテキストの検索方法

検索機能 この機能を使用する と、 アクティブなデータ表示ウ ィンド ウ内で、 特定のテキ
ス ト を検索できます。

検索機能の使用 " 検索 " 機能は、 データ表示ウ ィンド ウがアクティブな場合にのみ使用できま

す。 次のデータ表示ウ ィンド ウがあ り ます。

◗ オーディ ッ ト  ログ

◗ ドキュ メン トの ト ラ ッキング

◗ インターチェンジの ト ラ ッキング

◗ インターチェンジの生データ表示

◗ ドキュ メン トの生データ表示

◗ インターチェンジの外部データ表示

◗ ドキュ メン トの外部データ表示

( 次のページへ続く )
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手順 指定したテキス ト を検索するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 次のデータ表示ウ ィンド ウのいずれかを表示します。

メモ
生の入力データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メ
ニューから適切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] 
から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とができます。

表示するウィンドウ 表示する方法

オーディ ッ ト  ログ [ 表示 ] メ ニューから  [ オーディ ッ ト  ログ ] 
を選択します。

ドキュ メン トの
ト ラ ッキング

◗ ブラウザでドキュ メン ト を選択し
ます。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選
択します。

◗ " ト ラ ッ ク情報 " オプシ ョ ンをク リ ッ
ク し、 [OK] をク リ ッ ク します。

インターチェンジの
ト ラ ッキング

◗ インターチェンジ ブラウザで、 イン
ターチェンジを選択します。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選
択します。

◗ " ト ラ ッ ク情報 " オプシ ョ ンを選択し、
[OK] をク リ ッ ク します。

インターチェンジの
生データ表示

◗ [デスク ] の適切な領域から  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ [インターチェンジ ] ブラウザからイン
ターチェンジを選択します。

◗ [表示 ] メニューから  [ インターチェン
ジ ] を選択します。

◗ [ インターチェンジ ] カスケード  メ
ニューから  [ データ ] を選択して、
EDI データを表示します。

ドキュ メン トの
生データ表示

◗ [インターチェンジ ] ブラウザでドキュ
メン ト を選択します。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選
択します。

◗ [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスで 
[OK] をク リ ッ ク して、 EDI データを
表示します。

( 次のページへ続く )
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1
( 続き )

表示するウィンドウ 表示する方法

インターチェンジの
外部データ表示

◗ [デスク ] の適切な領域から  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ [インターチェンジ ] ブラウザからイン
ターチェンジを選択します。

◗ [表示 ] メニューから  [ インターチェン
ジ ] を選択します。

◗ [ インターチェンジ ] カスケード  メ
ニューから  [ 外部データ ] を選択して
外部データを表示します。

ドキュ メン トの外部
データ表示

◗ [インターチェンジ ] ブラウザでドキュ
メン ト を選択します。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選
択します。

◗ [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスで、
[ 外部データ ] を選択して [OK] をク
リ ッ ク し、 外部データを表示します。

2 [ 編集 ] メニューから  [ 検索 ] を選択します。

システムからの応答
[ 検索 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 検索する文字列 ] ボッ クスに、 検索するテキス ト を入力します。

4 大文字と小文字を区別させるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 区別させる場合は、 [ 大文字と小文字を区別する ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにしてステップ 5 に進みます。

◗ 区別させない場合は、 ステップ 5 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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5 [ 次を検索 ] をク リ ッ ク して、 指定したテキス トに最初に一致する

テキス ト を検索します。

メモ

◗ 指定したテキス トが見つかる と、 データ表示ウ ィンド ウ内で
そのテキス トが反転表示になり ます。

◗ 指定したテキス トが見つからなかった場合にはビープ音が鳴
り ます。 その場合はステップ 6 に進みます。

6 指定したテキス トが見つかった場合、 [ 次を検索 ] をク リ ッ クする

と、 指定したテキス トに一致する次のテキス ト を検索します。

7 [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
データ表示ウ ィンド ウに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュ メン トの検索方法

はじめに [ ドキュ メン トの検索 ] を使用する と、 システム内の特定のドキュ メン ト を素早

く簡単に見つけるこ とができます。 この機能は、 一致した各ドキュ メン トの ト
ラ ッ ク情報も提供します。

手順 ドキュ メン ト を検索するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ コマンド ] メニューから  [ ドキュ メン トの検索 ] を選択します。

システムからの応答
[ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 適切な検索条件を入力します。

3 [ 検索 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
指定した基準を満たすドキュ メン トが検出され、 各ドキュ メン ト
の ト ラ ッキング データが表示されます。

4 ドキュ メン ト をダブルク リ ッ クする と、 関連する ト ラ ッ ク情報が
表示されます。
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ドキュ メン トの並べ替え方法

手順 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [ イン ド ロー

ワ ] ブラウザ、 [ ワークスペース ] ブラウザ、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザ、

[? アウ ト  ドキュ メ ン ト ] ブラウザ、 [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザまたは [ 送信

キュー ] ブラウザで、 ドキュ メン ト を並べ替えるには該当する値の列タイ トルを

ク リ ッ ク します。
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[ アウト  ドローワ ] での状態によるドキュメン トの

フ ィルタ方法

はじめに [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザ では、 状態によってドキュ メン トの表示にフ ィルタ

をかけるよ うになっている場合に、 " フ ィルタ " 機能を使用できます。

[ アウト  ドローワ ] 
ブラウザでの
並べ替え

[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザでのドキュ メン ト表示にフ ィルタをかけるには、 次

の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ド ローワ ] を選択します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザが表示されます。

3 [ フ ィルタ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ アウ ト  ド ローワ ] 内のドキュ メン ト表示に、 ドキュ メン トの状

態によるフ ィルタをかける場合、 表示しない状態の隣にある
チェッ ク  ボッ クスをオフにするこ とによって、 特定の状態のド

キュ メン トが表示されないよ うにするこ とができます。

メモ
チェッ ク  ボッ クスをオフにする と、 その状態のドキュ メン トは表
示されなくな り ます。 既定では、 状態に関係なく、 すべてのド
キュ メン トが表示されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザの内容に、 指定のフ ィルタがかけら
れます。
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ドキュ メン トの削除方法

はじめに " 削除 " 機能は、 1 つまたは複数のドキュ メン ト をシステムから削除する場合に

使用します。

メモ
ドキュ メン ト を削除する と、 関連する ドキュ メン ト情報、 ト ラ ッ ク情報、 およ
びト ランスレーシ ョ ン レポート情報もすべて削除されます。 また、 インター
チェンジ内の最後のドキュ メン ト を削除する と、 インターチェンジ エン ト リ も
削除されます。

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域で場所を選択し、 ドキュ メン トの現在の場

所を選択します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、
[ イン ド ローワ ] ブラウザ、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [?
アウ ト  ドキュ メ ン ト ] ブラウザ、 または [ アウ ト  ド ローワ ] ブラ
ウザを選択した場合は、 そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

2 概要ダイアログ ボッ クスが表示されたら、以下の操作を行います。

◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
それらのドキュ メン ト を含むブラウザにアクセスします。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
確認ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ドキュ メン トが削除されます。
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ドキュ メン トの印刷方法

はじめに ドキュ メン トが選択されていない場合、 " 印刷 " 機能はブラウザ内の全ドキュ メ

ン トの概要リ ス ト を印刷します。 ドキュ メン ト を選択している場合、 " 印刷 " 機
能は以下のいずれかを印刷します。

◗ EDI データ

◗ (パートナー関係) が確立された印刷ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用
した書式化されたドキュ メン ト

◗ これらのドキュ メン トの概要リ ス ト

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト を印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域で場所を選択し、 ドキュ メン トの現在の場

所を選択します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、
[ イン ド ローワ ] ブラウザ、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [?
アウ ト  ドキュ メ ン ト ] ブラウザ、 または [ アウ ト  ド ローワ ] ブラ
ウザを選択した場合は、 そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ブラウザにドキュ メン トが表示されます。

3 すべてのドキュ メン トの概要リ ス ト を印刷するかど うかによって、
次を実行します。

◗ 印刷する場合は、 [ 印刷 ] をク リ ッ ク して [ 印刷 ] ダイアログ 
ボッ クスを開きます。 ステップ 6 に進みます。

◗ 印刷しない場合は、 そのままステップ 4 に進みます。

( 次のページへ続く )
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4 選択したドキュ メン ト  ( 書式付きまたは書式なし ) または選択し

たドキュ メン トの概要リ ス ト を印刷するかど うかによって、 次を
実行します。

◗ 印刷する場合は、 1 つまたは複数のドキュ メン ト を選択して 
[ 印刷 ] をク リ ッ ク し、 ステップ 5 に進みます。

シス テムから の応答
[ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

◗ 印刷しない場合は、 そのままステップ 6 に進みます。

5 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスで適切なオプシ ョ ンを選択し、

[OK] をク リ ッ ク します。

◗ 選択したフォーマッ ト されていないドキュ メン ト を印刷する
には、 "Selected Items" オプシ ョ ンを選択します。

◗ 選択したドキュ メン ト を書式付き と して印刷するには、
"Selected Items" オプシ ョ ンを選択し、 [ 書式化する ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにします ( 書式付き と して印刷するには、 印
刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが必要です )。

◗ [イン  ドキュ メン ト ] ブラウザまたは[?イン ドキュ メン ト ] ブラ
ウザから印刷する場合は、 [ ドキュ メン ト をイン  ド ローワに
移動する ] チェッ ク  ボッ クスの設定によって、 ドキュ メン ト
を [ イン ド ローワ ] ブラウザに移動するか、 そのままの場所
に残しておくかを選択できます。

◗ 選択したドキュ メン トの概要リ ス ト を印刷するには、 " 選択さ
れた項目の概要リ ス ト " オプシ ョ ンを選択します。

システムからの応答
[ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ 印刷 ] ダイアログ ボッ クスで、 適切なオプシ ョ ンを設定して 
[OK] をク リ ッ ク します。

メモ
ブラウザから ドキュ メン ト を選択せずに [ 印刷 ] をク リ ッ ク した
場合、 および [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスから  [ 選択され
た項目の概要リ ス ト ] を選択した場合は、 [ 印刷 ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュメン トのルーティング 0

ドキュ メン トの [ イン ドローワ ] への移動

はじめに この機能は、 選択した 1 つまたは複数のドキュ メン ト を [ イン ド ローワ ] ブラウ

ザに移動します。 エク スポート または印刷が正常に完了すると 、 ド キュメ ント は
[ イン ドキュ メン ト ] ブラウザまたは [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザから [ イン 
ド ローワ ] ブラウザに自動的に移されます。 しかし、 ターンアラウンド  ( 応答 ) 
ドキュ メン ト を作成するため、 ドキュ メン ト を手動で [ イン ド ローワ ] ブラウザ

に移動したい場合もあ り ます。

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト を移動するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザまた

は [? イン ドキュ メン ト ] ブラウザを選択します。

システムからの応答
そのブラウザの概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
それらのドキュ メン ト を含むブラウザにアクセスします。

3 [ イン ド ローワ ] ブラウザに移動する ドキュ メン ト を選択します。

4 [ 移動 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したドキュ メン トが、[ イン  ド ローワ ] ブラウザに移されます。
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ドキュ メン トのコピー ( 再処理と再送 )

はじめに " コピー " 機能は、 既に正常に送信されたドキュ メン ト を [ ワークスペース ] ブ
ラウザにコピーし、 これを修正して再送するこ とができます。 " コピー " 機能

は、 [ アウ ト  ド ローワ ] がアクティブである場合にのみ使用できます。

メモ
この機能を使用する と、 重複したドキュ メン トが ト レーディング パートナーに
送信される可能性があ り ます。

参照
ドキュ メン ト を修正したら、 これを再送するこ とができます。 再送の詳細につ
いては、 「ドキュ メン トの再送方法」 を参照して ください。

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト をコピーするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ド ローワ ] を選択します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザが表示されます。

3 [ ワークスペース ] ブラウザにコピーする ドキュ メン ト を選択し

ます。

4 [ コピー ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したドキュ メン トが、 [ ワークスペース ] ブラウザにコピーさ
れます。
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ドキュ メン トのポスト

はじめに " ポス ト " 機能を使用する と、 選択した 1 つまたは複数の適合ドキュ メン ト を

[ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザに移動するこ とができます。 ト ランスレーシ ョ

ン オブジェク トで定義されている検証ルールに準拠する場合、 ドキュ メン トは

適合している と見なされます。 [ 状態 ] 列に "OK" と表示されている場合、 ド

キュ メン トは適合しています。 [ 状態 ] 列に " 失敗 " と表示されている場合は、

ドキュ メン トが適合していないためポス ト されません。

メモ
" ポス ト " 機能は、 [ ワークスペース ] がアクティブである場合にのみ使用でき
ます。

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト をポス トするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ ワークスペース ] を選択します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザが表示されます。

2 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザに移動する適合ドキュ メン ト を

選択します。

メモ
[ 状態 ] 列に "OK" と表示されている場合は、 ドキュ メン トが適合
しているこ とを意味します。 [ 状態 ] 列に " 失敗 " と表示されてい
る場合は、 ドキュ メン トが適合していないためポス トできません。

3 [ ポス ト ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したドキュ メン トが、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザに移
されます。
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ドキュ メン トのアンポスト

はじめに " アンポス ト " 機能を使用する と、 選択した 1 つまたは複数のドキュ メン ト を

[ ワークスペース ] ブラウザに戻すこ とができます。 これによ り、 ドキュ メン ト

が ト レーディング パートナーに送信されないよ うにした り、 送信前に修正する

ためにドキュ メン ト を移動した りできます。 " アンポス ト " 機能は、 [ アウ ト  ド
キュ メン ト ] ブラウザがアクティブ ブラウザである場合にのみ使用できます。

メモ
ドキュ メン ト を修正する場合は、 送信する前にポス ト し直す必要があ り ます。

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト をアンポス トするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] を選択し

ます。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザが表示されます。

3 [ ワークスペース ] ブラウザに戻すドキュ メン ト を選択します。

4 [ アンポス ト ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したドキュ メン トが、 [ ワークスペース ] ブラウザに戻され
ます。
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ドキュ メン トへの応答方法

はじめに " 応答 " 機能を使用する と、 インバウンド  ソース  ドキュ メン トからデータを転送

するこ とによって、 応答ドキュ メン ト を自動的に生成できます。 " 応答 " 機能

は、 現在選択されているブラウザが [ イン ド ローワ ] で、 1 つ以上のドキュ メン

トが選択されており、 選択されたドキュ メン トのターンアラウンド  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク トが存在している場合にのみ使用できます。

ターンアラウンド  
ドキュ メン ト

" 応答 " 機能は、 現在選択されている ドキュ メン トに対する応答と して、 パート

ナー関係からのターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して

ターンアラウンド  ドキュ メン ト を作成します。 詳細については、 「インバウンド  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの選択」 を参照して ください。 ターンアラウ

ンド  ドキュ メン トは、 適合ドキュ メン トだけでなく、 不適合ドキュ メン ト  ( 状
態が " 失敗 " のドキュ メン ト ) に対しても作成できます。

ドキュ メン トの修正 ターンアラウンド  プロセスによって生成されたドキュ メン トは [ ワークスペー

ス ] に配置され、 送信する前に修正できます。

メモ
ドキュ メン ト を修正するには、 作成したドキュ メン トのアウ トバウンド関係に
画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが設定されている必要があ り ます。

参照
適切な画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を設定する方法については、
「新しいアウ トバウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 1 つまたは複数のドキュ メン トに応答するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ イン ド ローワ ] を選択します。

システムからの応答
[ イン ド ローワ概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ イン ド ローワ ] ブラウザが表示されます。

3 ターンアラウンド  ( 応答 ) ドキュ メン ト を作成する ドキュ メン ト

を選択します。

4 [ 応答 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答

◗ 選択した各ドキュ メン トへの応答と して、 パートナー関係で
指定したターンアラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト
を使用して、 自動的にターンアラウンド  ドキュ メン トが作成
されます。

◗ 作成されたターンアラウンド  ドキュ メン トは [ ワークスペー
ス ] 内に表示され、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザにポス ト
する前に必要に応じて修正できます。

参照
ドキュ メン ト をポス トする方法については、 「ドキュ メン トのポス
ト 」 を参照して ください。
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ドキュ メン トのインポート方法

はじめに Gentran:Server では、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してシステムにデータを直

接入力する代わりに、 データをデータ  ファ イルからインポートするこ とができ

ます。 ドキュ メン ト をインポートするには、 インポートする ト ランザクシ ョ ン  
セッ トのシステム  インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トおよびインポー

ト  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を、 システムに登録しておく必要があ り

ます。

参照
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録については、 「新しい ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

その他の構成作業 インポート  ファ イルの種類ごとに、 System Configuration プログラムの [ イン

ポート ] タブでインポートの仕様を定義しする必要があ り ます。 インポート  プ
ロセス中にどのインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト またはシステム  イ
ンポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して ト ランスレーシ ョ ンを開

始するのかを指定します。

以下のいずれかにあてはまる場合は、 ファ イルをインポートできない可能性が
あ り ます。 UNC ファ イル パスまたはファイル名のシステム構成プログラムへの

追加に際しては、 システム管理者に相談してください。

◗ UNC ファ イル パスからファ イルを選択し、 System Configuration プログラム
では、 そのファイルの種類のインポートにローカル ド ラ イブが指定されて
いる。

◗ ローカル ド ラ イブからファ イルを選択し、 System Configuration プログラムで
は、 そのファ イルの種類のインポート に UNC ファ イル名が指定されている。

参照
インポート指定の追加の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「インポート指定の
編集方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 ドキュ メン ト をインポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ ワークスペース ] を選択します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザが表示されます。

2 [ インポート ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ インポートするアプ リ ケーシ ョ ン  ファ イル ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

3 ◗ インポートするファ イルを選択します。

◗ [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザにドキュ メン トがインポート されます。

ドキュ メン トの状態は "OK" または " 失敗 " になり ます。 "OK" は、

ドキュ メン トが正常に読み込まれてエラー チェッ クにパスしたこ

とを示し、 " 失敗 " はエラー チェッ クにパスしなかったこ とを示

します。

メモ
不適合ドキュ メン トは送信できない可能性があ り ます。 こ う した
場合は、 データ  ファ イルからそれらのドキュ メン ト を削除して再
処理するか、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] を使用してドキュ メン ト
を訂正します ( それらのドキュ メン トの画面入力ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トがある場合のみ )。

参照
[ ドキュ メン ト  エディ タ ] でのドキュ メン トの修正については、
「ドキュ メン トの開き方と編集方法」 を参照して ください。

重要
ファ イルをインポート しても [ ワークスペース ] ブラウザにド
キュ メン トが表示されない場合は、 [ オーディ ッ ト  ログ ] を確認
して ください。
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ドキュ メン トのエクスポート方法

はじめに ドキュ メン ト をデータ  ファ イルにエクスポートするには、 ト ランザクシ ョ ン  
セッ トのエクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシステムに読み込ん

で登録し、 そのパートナーのインバウンド関係レコードのエクスポート  ト ラン

スレーシ ョ ン  オブジェク ト と して設定する必要があ り ます。

メモ

◗ エクスポート  コマンドを実行した後で、 同じエクスポート  ファ イルに続け
てエクスポート を行う と、 そのファ イルに新しい外部データが追加されて
ファ イル サイズが増加します。

◗ [ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クスの 
[ メールボッ クスへエクスポート ] コマンドを設定した場合、 指定のメール
ボッ クスにドキュ メン トがエクスポート されます。

参照

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録については、 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

◗ エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの設定については、 「[ アウ
トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クス」 を参
照して ください。

◗ " メールボッ クスへエクスポート " 機能の設定については、 「[ インバウンド  
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ ボッ クス」 を参照して くだ
さい。

手順 ドキュ メン ト をエクスポートするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 [?
イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 または [ イン ド ローワ ] ブラウザ

を選択します。

システムからの応答
選択したブラウザの概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択し、 [ 表示 ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
該当する ドキュ メン ト  ブラウザが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 エクスポートする ドキュ メン ト を選択し、 [ エクスポート ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
[ エクスポート方法の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

実行する操作 選択するオプシ ョ ン

選択したすべてのドキュ
メン ト をデータに変換し、
1 つのファイルに書き

込む

1 つのファイルにエクスポートする

システムからの応答
[ ドキュ メン ト をエクスポートする
ファ イル ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

選択したドキュ メン ト を、
パートナーのインバウン
ド関係で設定したファ イ
ルに書き込む

既定のファ イルにエクスポート する

選択したドキュ メン トの
名前を変更する

ド キュメ ント によるファ イルの選択

システムからの応答
[ ドキュ メン ト をエクスポートする
ファ イル ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server 上でコ ミ ュニケーシ ョ ンズを使用する方法について

説明します。

コ ミ ュニケーシ ョ ン
ズ機能

" コ ミ ュニケーシ ョ ンズ " 機能を使用する と、 ト レーディング パートナーとの間

でデータの送信および受信を行う こ とができます。 Gentran:Server ではコ ミ ュニ

ケーシ ョ ンに必要な処理を  " コ ミ ュニケータ " で実行します。

送信処理 次の表に、 インターチェンジを送信する と きに発生するシステム処理をま とめ
ます。

段階 説明

1 選択したインターチェンジ内のドキュ メン トは EDI エンベロープ

へ一括して送られ、 必要な Control Number などはパートナー プロ

ファ イルの情報から生成されます。

2 インターチェンジがビルド される と、 そのインターチェンジは 
[ インターチェンジ ] ブラウザ内のリ ス トに表示されます。

参照
インターチェンジを表示する手順については、 「インターチェンジ
の表示方法」 を参照して ください。

3 リモート  エンド とのコ ミ ュニケーシ ョ ンが確立されます。 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ン セッシ ョ ンが成功したか失敗したかど うかに応じ

て、 メ ッセージの状態が更新されます。

◗ メールボッ クスが設定されていない、 またはメールボッ クス  
サービスが開始されていない、 などの理由でコ ミ ュニケー
シ ョ ンが失敗した場合、 インターチェンジおよびドキュ メン
トは " 送信準備完了 " の状態のまま とな り ます。

◗ モデムが見つからないためにコ ミ ュニケーシ ョ ンが失敗した
場合、 インターチェンジおよびドキュ メン トは " 順番待ち " の
状態のまま とな り ます。

メモ
この時点では、 ユーザ側の動作はいっさい必要あ り ません。 送信
に失敗したインターチェンジは、 次回の伝送セッシ ョ ンの一部と
して自動的に送信されます。

4 コ ミ ュニケーシ ョ ンが成功する と、 ドキュ メン トはアウ ト  ド ロー

ワに移動し、 インターチェンジの状態は " 送信済み " に設定され

ます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



コ ミ ュニケーシ ョ ンズの使い方 [ 送信キュー ] ブラウザ 5 - 3
[ 送信キュー ] ブラウザ

はじめに [ 送信キュー ] ブラウザには、 現在送信の順番待ちの状態にある ドキュ メン トの

リ ス トが表示されます。

図 次の図に、 [ キュー ] ブラウザを示します。

各部と機能 次の表に、 [ キュー ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

表示 [ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を表示できます。

印刷 [ 印刷の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 選択した

ドキュ メン ト を印刷できます。

削除 この機能は、 [ キュー ] ブラウザでは利用できません。

エクスポート この機能は、 [ キュー ] ブラウザでは利用できません。

リ フレッシュ ブラウザの表示を リ フレッシュします。

閉じる ブラウザを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプを表示します。
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[ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボックス

はじめに [ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスでは、 メールボッ クスを

選択し、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを開始してデータを送信および受信す

るこ とができます。

図 次の図に、 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスの各部とその

機能をま とめます。

各部 機能

通信する メール
ボッ クスの選択

Gentran:Server のメールボッ クスの リ ス トが表示されます。

OK ダイアログ ボッ クスを閉じて、 選択したメールボッ クス

でコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを開始します。

キャンセル 機能を取り消し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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[ ファイル処理 ] ダイアログ ボックス

はじめに " ファ イル処理 " 機能を使用する と、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを介して

ファ イルを受信した場合と同じよ うに、 EDI ファ イルでポス ト  コ ミ ュニケー

シ ョ ンズ プロセスを呼び出すこ とができます。

図 次の図に、 [ ファ イル処理 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ ファ イル処理 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をまとめます。

各部 機能

ファ イルの場所 ファ イルのパス とフォルダが表示されます。

ファ イル名 ファ イルの名前を指定します。

ファ イルの種類 ファ イルの種類が表示されます。

開く 選択した機能を実行し、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。
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ドキュ メン トの送信方法

手順 1 つまたは複数のドキュ メン ト を送信するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] を選択し

ます。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
送信する ドキュ メン トが [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザに表示
されていない場合は、 ドキュ メン ト を [ ワークスペース ] ブラウ
ザから [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザにポス トする必要があ り
ます。

参照
ドキュ メン ト をポス トする手順については、 「ドキュ メン トのポス
ト 」 を参照して ください。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザが表示されます。

3 送信する  1 つまたは複数のドキュ メン ト を選択します。

メモ
複数のドキュ メン ト を選択するには、 1 番目のドキュ メン ト をク
リ ッ ク し、 Shift を押しながら最後のドキュ メン ト をク リ ッ ク しま
す。 アウ ト  ドキュ メン トの リ ス ト内で隣接していない複数のド
キュ メン ト を選択するには、 Ctrl を押しながら各ドキュ メン ト を
ク リ ッ ク します。

4 ドキュ メン ト を選択したら、 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。
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全ドキュメン トの送信方法

はじめに [ アウ ト  ドキュ メン ト ] 内の全ドキュ メン ト を送信するには、 以下の 2 つの方法

があ り ます。

◗ [ デスク ] で [ 送受信 ] アイコンを選択する。

◗ [ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザを表示して、 [ 送信 ] をク リ ッ クする。

手順 : 方法 1 全ドキュ メン ト を送信するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ 送受信 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。

システムからの応答
[ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

3 ◗ データの送信先のメール ボッ クスを 1 つまたは複数選択し
ます。

◗ [OK] をク リ ッ クする と、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンが開
始されてデータが送信されます ( 伝送セッシ ョ ンを取り消す
場合には [ キャンセル ] をク リ ッ ク します )。

メモ
この動作によ り、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] 内の全ドキュ メン トが、
選択したメール ボッ クスのいずれか 1 つを使用しているパート
ナーに送信されます。

[ アウ ト  ドキュ メン ト ] にドキュ メン トがない場合、 または [ イン

ターチェンジ ] ブラウザに状態が " 準備完了 " のインターチェンジ

がない場合は、 受信専用セッシ ョ ンが実行され、 データの受信に
伴って [ イン ドキュ メン ト ] または [? イン ドキュ メン ト ] が更新

されます。
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手順 : 方法 2 全ドキュ メン ト を送信するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] を選択し

ます。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
送信する ドキュ メン トがアウ ト  ドキュ メン トに表示されていない
場合は、 ドキュ メン ト をワークスペースからアウ ト  ドキュ メン ト
にポス トする必要があ り ます。

参照
ドキュ メン ト をポス トする手順については、 「ドキュ メン トのポス
ト 」 を参照して ください。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザが表示されます。

3 ドキュ メン ト を選択しないでください。 ドキュ メン トが選択され
ている場合は、 Ctrl を押しながら第 1 マウス  ボタンをク リ ッ ク し

て選択を解除して ください。

4 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。

メモ
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] 内のすべてのドキュ メン トが、 該当する
メールボッ クスへ送信されます。
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ドキュ メン トの再送方法

はじめに エンベロープに正常に収められて送信されたドキュ メン トは、 アウ ト  ド ローワ

に格納されます。 ドキュ メン ト を再送するには、 そのドキュ メン トのコピーを
新たに作成して、 送信プロセスを再実行する必要があ り ます。

手順 ドキュ メン ト を再送するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ド ローワ ] を選択します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザが表示されます。

3 再送する ドキュ メン ト を選択します。

メモ
複数のドキュ メン ト を選択するには、 1 番目のドキュ メン ト をク
リ ッ ク し、 Shift を押しながら最後のドキュ メン ト をク リ ッ ク しま
す。 アウ ト  ド ローワの リ ス ト内で隣接していない複数のドキュ メ
ン ト を選択するには、 Ctrl を押しながら各ドキュ メン ト をク リ ッ
ク します。

4 [ コピー ] をク リ ッ ク してドキュ メン トのコピーを作成し、 これを

ワークスペースに格納します。

5 [ デスク ] の適切な領域から  [ ワークスペース ] を選択します。

システムからの応答
[ ワークスペース ] ブラウザが表示されます。

6 必要に応じて、 ドキュ メン トに変更を加えます。

メモ
ドキュ メン ト を修正できるのは、 パートナー関係の画面入力ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トが存在する場合のみです。

( 次のページへ続く )
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7 ◗ ドキュ メン ト を選択します。

◗ [ ポス ト ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したドキュ メン トが、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザにポ
ス ト されます。

8 [ デスク ] の適切な領域から  [ アウ ト  ドキュ メン ト ] を選択します。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ドキュ メン ト ] ブラウザが表示されます。

10 ◗ ドキュ メン ト を選択します。

◗ [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

11 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュ メン トの受信方法

はじめに 送信セッシ ョ ンが実行される と、 メールボッ クスに受信待ちの情報がないかど
うかも自動的にチェッ ク されます。 メールボッ クスにデータがある場合は、 こ
れらが自動的に受信されます。

何も送信せずに先に受信する必要がある場合は、 次のいずれかの方法で受信専
用セッシ ョ ンを開始する必要があ り ます。

◗ [ コマンド ] メニューから、 [ 受信 ] コマンドを選択する。

◗ [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザを表示して、 [ 受信 ] をク リ ッ クする。

手順 : 方法 1 受信専用セッシ ョ ンを開始するには、 次の手順に従います。

手順 : 方法 2 受信専用セッシ ョ ンを開始するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ コマンド ] メニューから  [ 受信 ] を選択します。

システムからの応答
[ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンを開始してデータを送信するに

は、 [OK] をク リ ッ ク します。

メモ
これによ り受信専用セッシ ョ ンが開始され、 受信したデータに応
じて [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ および [? イン ドキュ メン ト ] 
ブラウザ が更新されます。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ イン ドキュ メン ト ] を選択します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト ] ブラウザが表示されます。

3 [ 受信 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

4 ◗ データの送信先のメール ボッ クスを 1 つまたは複数選択し
ます。

◗ [OK] をク リ ッ クする と、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンが開
始されてデータが送信されます。

メモ
コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンが開始され、 [ イン  ドキュ メン ト
] ブラウザおよび [? イン  ドキュ メン ト ] ブラウザを更新し、 その
セッシ ョ ンの結果と して受信したデータを表示します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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送信キューの表示方法

はじめに [ 送信キュー ] ブラウザには、 現在送信待ちのドキュ メン トの リ ス トが表示され

ます。 このブラウザでは、 メ イン  システム ブラウザと同様のドキュ メン ト  ベー

スの作業を行う こ とができます。

メモ
送信キューには、 伝送セッシ ョ ンが失敗した場合にのみドキュ メン トが格納さ
れます。 こ う したドキュ メン トは、 伝送セッシ ョ ンが正常に実行されるまで送
信キューに格納されています。 ユーザの介入は必要あ り ません。

手順 送信キューを表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ 送信キュー ] を選択します。

システムからの応答
[ 送信キュー ] ブラウザが表示されます。

2 ドキュ メン ト を選択します。

3 次の表に従って、 実行する機能を決めます。

実行する操作
クリ ックする
ボタン

次のドキュ メン ト などの内容を表示する場合

◗ EDI データ内で選択した 1 つのドキュ メン ト

◗ 書式化されたドキュ メン ト

◗ ト ランスレーシ ョ ン レポート

参照
詳細については、 「ドキュ メ ン トの表示方法」 を
参照して ください。

表示

選択したドキュ メン ト またはドキュ メン トの概要
を印刷する場合

参照
詳細については、 「ドキュ メ ン トの印刷方法」 を
参照して ください。

印刷
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データ  ファイルの処理方法

はじめに " ファ イル処理 " 機能を使用する と、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを介して受

信されたファイルと同様に、 どのデータ  ファ イルに対してもポス ト  コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンズ プロセスを呼び出すこ とができます。 フロ ッピー ディ スク、 また

は使用しているシステムの任意の場所にあるデータ  ファ イルを処理するこ とが

できるよ うにな り ます。

手順 データ  ファ イルをコ ミ ュニケータに送信するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ コマンド ] メニューから  [ ファ イル処理 ] を選択します。

システムからの応答
[ ファ イル処理 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ データ  ファ イルを選択します。

◗ [ 開く ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ファ イルがコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを介して受信された場
合と同様に、 そのファイルに対するポス ト  コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
プロセスが即座に呼び出されます。
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概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server でインターチェンジを使用する方法について説明し

ます。

参照
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザについての詳細は、 「アーカイブ データの
復元」 を参照して ください。

[インターチェンジ ] 
ブラウザ

[ インターチェンジ ] ブラウザを使用する と、 以下の処理を実行できます。

◗ 送信または受信したすべてのインターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メ
ン トの リ ス トが表示されます。

◗ インターチェンジの状態に関する情報 ( ファンクシ ョナル受信確認を受信し
たかど うか、 およびその受信確認の状態など ) を表示します。

◗ インターチェンジの表示をフ ィルタ操作します。

◗ ドキュ メン ト をインターチェンジに表示します。

◗ 外部データ、 EDI データ、 および関連する ト ランスレータ  レポート を表示し
ます ( 利用可能な場合 )。

メ モ
EDI データを見る場合、 [ 表示 ] メニューを選択し、 テキス トから １ ６進に
表示を変更するこ とができます。
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[ インターチェンジ ] ブラウザ

はじめに [ インターチェンジ ] ブラウザを使用して、 送信または受信したすべてのイン

ターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トの リ ス ト を表示できます。 [ イン

ターチェンジ ] ブラウザは常に使用可能です。 このブラウザには、 インターチェ

ンジに関する状態情報 ( ファンクシ ョナル受信確認を受信したかど うか、 および

その受信確認の状態など ) が表示されます。

情報の編成 [ インターチェンジ ] ブラウザでは、 情報が階層構造で編成されています。 次の

表に、 [ インターチェンジ ] ブラウザにおける情報の階層構造をま とめます。

レベル アクセス方法

表示される情報 
( 中央のペイン — すべての情報が

表示されるわけではありません )

インター
チェンジ

[ インターチェンジ ] 
ブラウザを開きます。

◗ インターチェンジの方向

◗ インターチェンジが作成された
日時

◗ パートナー名

◗ Control Number

◗ インターチェンジの処理状態

◗ ネッ ト ワークの状態

◗ インターチェンジ受信確認の状態

◗ メ ッセージの状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれかが
欠けているか、 または特定のインター
チェンジに適切でない場合には、 表示
されません。

グループ インターチェンジを
ダブルク リ ッ ク し
ます。

◗ グループ Control Number
◗ グループの種類

◗ グループ受信確認の状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれかが
欠けているか、 または特定のグループ
に適切でない場合には、 表示されま
せん。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

ドキュ メン ト グループをダブルク
リ ッ ク します。

◗ ドキュ メン トの状態

◗ ドキュ メン ト  Control Number
◗ ドキュ メン トの種類

◗ ドキュ メン ト名

◗ 参照データ

◗ ドキュ メン トの適合状態

◗ ト ランザクシ ョ ン受信確認の状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれかが
欠けているか、 または特定のドキュ メ
ン トに適切でない場合には、 表示され
ません。

ドキュ メン ト  
データ

ドキュ メン ト をダブ
ルク リ ッ ク します。

メモ
システム上で対象の
ドキュ メン トの画面
入力ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト
を利用できるこ とが、
必須条件です。

ドキュ メン ト  データ

 ( 続き )
レベル アクセス方法

表示される情報 
( 中央のペイン — すべての情報が

表示されるわけではありません )
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ブラウザの機能 [ インターチェンジ ] ブラウザでは、 以下の機能を実行できます。

◗ [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスから日付、 パートナー、
および方向 ( インバウンド とアウ トバウンド ) をフ ィルタ条件に設定して、
インターチェンジを表示できます。

◗ 外部データ、 EDI データ、 および選択したインターチェンジまたはドキュ メ
ン トの ト ランスレータ  レポート  データを、 ブラウザ内の適切なペインに表
示できます。

メ モ
EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適
切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式
に切り換えるこ とができます。

◗ インターチェンジの状態を  "送信準備完了" から  "保留" に (またはその逆に ) 
切り替えるこ とができます。

◗ グループの状態を、 手動で " 受信確認済み " に変更できます。

◗ 選択したアイテムを印刷または削除できます。

メモ
インターチェンジをすぐには送信しない場合、 この切り換え機能を使用するこ
とができます。

図 次の図に、 外部データ、 EDI データ、 およびト ランスレータ  レポートのオプ

シ ョ ンが選択されているインターチェンジのブラウザを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ インターチェンジ ] ブラウザの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

ステータス  バー [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスで指

定したフ ィルタの指定事項が反映されます。

メモ
中央のペインからアイテムを  1 つ選択する と、 [ 電子商取
引 (EC) マネージャ ] のステータス  バーが更新されます。

( 左のペイン — 
インターチェンジ  
ツ リー )

送信または受信したすべてのインターチェンジ、 グルー
プ、 およびドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 また、
作成時刻およびパートナー名も表示されます。

メモ
[ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュする
には、 F5 を押します。

参照

◗ 各レベルの内容の詳細については、 「情報の編成」 を
参照して ください。

◗ 状態アイコンの詳細については、 「ドキュ メン ト  レベ
ルの状態アイコン」 を参照して ください。

( 中央のペイン — 
詳細な リ ス ト )

選択されたすべてのインターチェンジ、 グループ、 または
ドキュ メン トの リ ス トの詳細が表示されます。 表示された
情報は、 そのレベルに依存します。

メモ

◗ 複数のアイテムを選択するには、 Ctrl を押したままア
イテムを選択します。

◗ [ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュす
るには、 中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ
ト  メニューから  [ リ フレッシュ ] を選択します ( また
は、 F5 を押します )。

( 右上のペイン — 
外部データ )

ト ランスレーシ ョ ンで使用したデータ  ファ イルが表示さ

れます ( このオプシ ョ ンを  [ 表示 ] メニューの [ インター

チェンジ ] から選択した場合 )。

メモ

◗ 詳細リ ス トから  １  つのアイテムが選択された場合の
み、 このオプシ ョ ンは有効です。

◗ ト ランスレーシ ョ ン内で使用した外部データ  ファ イ
ルがない場合、 このオプシ ョ ンは利用できません。

◗ EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] 
メニューから適切なコマンドを選択するこ とによっ
て、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とが
できます。
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( 次のページへ続く )

( 右中央のペイン  
— Gentran データ )

データが EDI 書式で表示されます ( このオプシ ョ ンを  [ 表
示 ] メニューの [ インターチェンジ ] から選択した場合 )。

メモ

◗ 詳細リ ス トから １つのアイテムが選択された場合の
み、 このオプシ ョ ンは有効です。

◗ EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] 
メニューから適切なコマンドを選択するこ とによっ
て、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とが
できます。

( 右下のペイン — 
ト ランスレータ  
レポート )

ト ランスレータがこのドキュ メン トに対して実行した動作
のレポート、 および EDI またはト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トに関する確認エラーのリ ス トが表示されます ( こ

のオプシ ョ ンを [ 表示 ] メニューの [ インターチェンジ ] 
から選択した場合 )。

メモ
詳細リ ス トから １つのアイテムが選択された場合のみ、 こ
のオプシ ョ ンは有効です。

参照
ト ランスレータ  レポートの詳細については、 『管理 ガイ
ド』 の 「エラー メ ッセージ」 を参照して ください。

 ( 続き )
各部 機能
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ド キュメ ント  レベル

の状態アイコン

次の表に、 [ インターチェンジ ] ブラウザのドキュ メン ト  レベルで使用される状

態アイコンをま とめます。

状態 アイコン 説明

OK ( 緑 ) — ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適

合しており、 処理を続行できる状態にあるこ とを示し
ます。

失敗 ( 赤 ) — 次のいずれかの状態を示します。

◗ ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合してい
ません。 これがエラーの原因である場合は、 その
ドキュ メン トに関連付けられた ト ランスレータ  レ
ポートにエラーが表示されます。 ドキュ メン トは 
EDI スタンダードに完全には適合していませんが、
処理を続行できる状態にあ り ます。

◗ 受信したドキュ メン ト を特定の ト レーディング 
パートナーに関連付けるこ とができません。 この
場合、 そのドキュ メン トに対応するパートナーの
リ ス トには " 不明 " と表示されます。 このドキュ
メン ト を、 パートナーとのインターチェンジで受
信したほかのドキュ メン ト と関連付けるには、
[ インターチェンジ ] ブラウザから ドキュ メン ト を
添付します。

◗ 適切な取引関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト を、 ドキュ メン ト と関連付けるこ とがで
きません。 関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト を探すために使用した情報の種類に関す
る詳細情報が、 オーディ ッ ト  ログに記録されま
す。 この問題を解決するには、 パートナー エディ
タを使用して有効な関係を確立し、 その関係につ
いて有効なエクスポート、 印刷、 またはターンア
ラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を定
義する必要があ り ます。

◗ インターチェンジ、 ファンクシ ョナル グループ、
またはト ランザクシ ョ ン  レベル エンベロープ構
造の処理中に、 重大なエラーが発生しました。
ヘッダーと ト レーラの Control Number の不一致、
無効な ト レーラ管理カウン ト 、 Control Number の
順番の確認エラーなども、 このエラーに含まれま
す。 これらのエラーが発生した場合、 ドキュ メン
トが入っているインターチェンジについての ト ラ
ンスレータ  レポートにエラーが表示されます。

重複 ( 黄色 ) — このドキュ メン トに、 システム上の別のド

キュ メン ト と同じ名前が付けられているこ とを示し
ます。
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[ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 インター

チェンジの表示に、 日付、 パートナー、 および方向 ( インバウンド とアウ トバウ

ンド ) によるフ ィルタをかけるこ とができます。

メモ
Gentran:Server の [ 選択 ] ダイアログ  ボッ ク ス内の [ インターチェンジのフィ ルタ ] 
タブで、 グローバル [ インターチェンジのフ ィルタ ] のグローバル設定をカスタ
マイズするこ とができます。 [ 選択 ] ダイアログ ボッ クスを開くには、 [ オプ
シ ョ ン ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

図 次の図に、 [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機

能をまとめます。

各部 機能

開始日時 日付範囲の始ま りの日が表示されます。 この日付をフ ィル
タ条件と して、 インターチェンジが表示されます。

メモ
[ 開始日時 ] ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスがオフになっている場合にのみアク
ティブになり ます。

終了日時 日付範囲の終わりの日が表示されます。 この日付をフ ィル
タ条件と して、 インターチェンジが表示されます。

メモ
[ 終了日時 ] ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスまたは [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クス
のいずれかが選択されている場合にはアクティブにな り ま
せん。

常に現在 日付範囲の終わりの日付を常に現在のシステム日付および
時刻にする場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クスをク
リ ッ ク します。

メモ
[ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をし
ない ] チェッ ク  ボッ クスがオフになっている場合にのみ
アクティブになり ます。

日付 / 時刻の

検査をしない

日付および時刻をフ ィルタ条件にしてインターチェンジを
表示するかど うかを指定します ( 選択した場合 )。

パートナー システム上に存在するすべてのパートナー プロファ イル

がリ ス ト表示されます。 この リ ス ト を使用する と、 指定し
たパートナーをフ ィルタ条件にしてインターチェンジを表
示できます。

メモ
既定の設定ではすべてのパートナーが表示されますが、
パートナー プロファ イルをク リ ッ ク してク リ アするこ と
ができます。

( 次のページへ続く )
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すべてのパート
ナーを選択しない

すべてのパートナー プロファ イルをク リ アします。

メモ
これによ り、 指定したパートナーをフ ィルタ条件と してイ
ンターチェンジを表示できるよ うにな り ます。

注意
少なく と も  1 つのパートナーを選択する必要があ り ます。

インバウンド
アウ トバウンド

方向 ( インバウンド とアウ トバウンド ) をフ ィルタ条件に

してインターチェンジを表示します。

メモ
既定の表示は、 インバウンド  インターチェンジおよびア
ウ トバウンド  インターチェンジの両方にフ ィルタをかけ
ます。

注意
このオプシ ョ ンを利用するには、 [ インバウンド ] チェッ
ク  ボッ クスまたは [ アウ トバウンド ] チェッ ク  ボッ クス
のいずれか 1 つを選択する必要があ り ます。

OK ダイアログ  ボッ ク スを閉じて、選択した内容を保存します。

キャンセル 選択した内容を保存せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉じ
ます。

 ( 続き )
各部 機能
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インターチェンジの表示方法

手順 インターチェンジを表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

メモ
[ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュするには、 中
央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ リ フ
レッシュ ] を選択します ( または、 F5 を押します )。

2 インターチェンジの表示で、 状態によるフ ィルタをかけるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合は、 「表示されたインターチェンジの
フ ィルタ方法」 を参照して ください。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 ステップ 3 に進みます。

メモ
" フ ィルタ " 機能を使用する と、 インターチェンジの表示に、 日
付、 パートナー、 および方向 ( インバウンドまたはアウ トバウン
ド ) によるフ ィルタをかけるこ とができます。

3 インターチェンジを選択します。

( 次のページへ続く )
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4 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

実行する操作 選択

選択したインターチェン
ジに関連する外部データ
を表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [ 関連外部デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したインターチェン
ジの内容を EDI データ書

式で表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [Gentran デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したインターチェン
ジの ト ランスレータ  レ
ポート を表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [ ト ランスレー
タ  レポート ] を選択します。

選択したインターチェン
ジまたはインターチェン
ジの概要を印刷する

[ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を
選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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4 
( 続き )

選択したインターチェン
ジと、 これに関連するす
べてのドキュ メン ト を削
除する

[ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 削除 ] 
を選択します。

メモ

◗ 状態が " 順番待ち " のインター
チェンジを削除する と、 アウ ト  
ドキュ メン トおよびト レーディン
グ パートナーのイン ボッ クスで、
特定のメ ッセージを削除する必要
があるこ とを示す警告メ ッセージ
が表示されます。 そのまま続ける
と、 パートナーの処理結果が 
Control Number の順番に基づく場
合は、 ト ランザクシ ョ ン、 グルー
プ、 およびインターチェンジの 
Control Number を修正する必要が
あるこ とを示す警告メ ッセージが
表示されます。

◗ 状態が " 送信準備完了 " のイン
ターチェンジを削除する と、 パー
トナーの処理結果が Control 
Number の順番に基づく場合は、
ト ランザクシ ョ ン、 グループ、 お
よびインターチェンジの Control 
Number を修正する必要があるこ
とを示す警告メ ッセージが表示さ
れます。

◗ インターチェンジのドキュ メン ト
が受信確認処理 ( 受信確認の生
成、 または、 整合 ) を待っている
場合、 そのドキュ メン トの処理が
終わるまで削除されません。

5 パートナー関係にイン
ターチェンジを添付する

[ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 添付 ] 
を選択します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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表示されたインターチェンジのフ ィルタ方法

はじめに [ インターチェンジ ] ブラウザがアクティブになっている場合、 " フ ィルタ " 機能

を使用する と、 インターチェンジの表示に、 日付、 パートナー、 および方向 ( イ

ンバウンド とアウ トバウンド ) によるフ ィルタをかけるこ とができます。

手順 インターチェンジをパートナーや日付順にフ ィルタ表示するには、 次の手順に
従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

2 [ コマンド ] メニューから  [ フ ィルタ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 インターチェンジの表示で、 日時によるフ ィルタをかけるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合は、[ 日付 / 時刻の検査をしない ] チェッ
ク  ボッ クスをオフにしてステップ 4 に進みます。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにしてステップ 6 に進みます。

4 [ 開始日時 ] スライ ド  バーを使用して、 表示するインターチェン

ジの日付範囲の始ま り を指定します。

5 日付範囲の終わり を、 常に現在のシステム日時にするかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 常に現在のシステム日付および時刻にする場合は、[ 常に現在 ] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

◗ 現在のシステム日付および時刻にしない場合は、 [ 常に現在 ] 
チェッ ク  ボッ クスをオフにし、 [ 終了日時 ] スライ ド  バーで
日付範囲の終わり を設定します。

( 次のページへ続く )
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6 インターチェンジの表示に、 パートナーによるフ ィルタをかける
かど うかによって、 次を実行します。

◗ フィ ルタをかける場合は、表示するパート ナーを  [ パート ナー ]
リ ス ト  ボッ クス  (すべてのパートナー プロファ イルを表示 )か
ら選択します。

メ モ
既定値ではすべてのパートナーが表示されますが、 パー
トナー プロファ イルをク リ ッ ク して選択を解除し、 表
示を変更するこ と もできます。 すべてのパートナー プ
ロファ イルの選択を解除するには、 [ すべてのパート
ナーを選択しない  ] をク リ ッ ク します。 その後、 1 つ以
上のプロファ イルをク リ ッ クすれば、 そのプロファ イル
を選択できます。 少なく と も  1 つのパートナーを選択す
る必要があ り ます。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 ステップ 7 に進みます。

7 インターチェンジのどちらの方向にフ ィルタをかけるかによって、
次を実行します。

既定値
既定の表示は、 インバウンド  インターチェンジおよびアウ トバウ
ンド  インターチェンジの両方にフ ィルタをかけます。 方向をク リ
アするには、 [ インバウンド ] または [ アウ トバウンド ] チェッ ク  
ボッ クスをク リ ッ ク します。

メモ
少なく と も  1 つの [ 方向 ] チェッ ク  ボッ クスがオンになっている
必要があ り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
指定した条件に基づいて、 インターチェンジの表示にフ ィルタが
かけられます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インターチェンジにドキュメン ト を表示する方法

はじめに インターチェンジ内の個々のド キュメ ント を表示するためには、 各ド キュメ ント
の画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが使用可能である必要があ り ます。

手順 インターチェンジ内のドキュ メン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

メモ

◗ [ インターチェンジ ] ブラウザには、 送受信されたすべてのイ
ンターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トが表示され
ます。

◗ [ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュするには、
中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ リ フレッシュ ] を選択します ( または、 F5 を押します )。

2 ドキュ メン ト を選択して次のステップに進むか、 またはドキュ メ
ン ト をダブルク リ ッ ク して表示します。

メモ
このドキュ メン トの画面入力ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが
使用可能である必要があ り ます。

( 次のページへ続く )

3 ドキュ メン ト を選択したら、 次の表に従って次に行う操作を決め
ます。

実行する操作 選択

このドキュ メン トの ト ラ
ンスレータ  レポート を表

示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ [ ト ランスレータ  レポート ] を選択
します。

( 次のページへ続く )
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3
( 続き )

実行する操作 選択

選択したインターチェン
ジの内容を EDI データ書

式で表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [Gentran デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したインターチェン
ジに関連する外部データ
を表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [ 関連外部デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したドキュ メン ト ま
たは ト ランスレータ  レ
ポート を印刷する

[ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を
選択します。

選択したドキュ メン ト を
削除する

[ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 削除 ] 
を選択します。

適切なブラウザにドキュ
メン ト をコピーする

◗ [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ コ
ピー ] を選択します。

◗ 適切なブラウザ ( 適合するインバ
ウンド  ドキュ メン トの場合は [?
イン ドキュ メン ト ] ブラウザ ま
たは [ イン  ドキュ メン ト ] ブラウ
ザ、 アウ トバウンド  ドキュ メン
トの場合は [ ワークスペース ] ブ
ラウザ ) をサブメニューから選択
します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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パートナーにインターチェンジを添付する方法

はじめに [ パート ナーへの添付 ] ダイアログ  ボッ ク スは、 [ インターチェンジ ] ブラウザが

アクティブで、 インターチェンジを  1 つ選択している場合に表示できます。 添付

機能を使用する と、 インターチェンジをパートナーに連結するこ とができます。
この機能は、 識別可能なパートナーがなく、 [? イン  ドキュ メン ト ] ブラウザに

パートナーなしで表示されている ドキュ メン ト を受信した場合に使用します。

メモ
このよ う なドキュ メン トのインターチェンジは、 [ インターチェンジ ] ブラウザ
にパートナーなしで表示されます。

手順 パートナーにインターチェンジを添付するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

2 インターチェンジを  1 つ選択します。

3 パートナーが既に存在しているかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 存在している場合は、 ステップ 4 に進みます。

◗ 存在していない場合は、 次に進む前にパートナーを作成する
必要があ り ます。

参照
新しいパートナーおよびパートナー関係を作成する手順について
は、 「新しいパートナーの定義の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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4 [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 添付 ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナーの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 ◗ [ 使用可能なパートナー ] リ ス ト  ボッ クスから、 目的のパート
ナーを選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
選択したインターチェンジがこのパートナーに結合され、 [ イン
ターチェンジ ] ブラウザに戻り ます。

6 インターチェンジを添付するパートナーには、 複数のインター
チェンジ定義があるかど うかによって、 次を実行します。

◗ 複数の定義がある場合は、 ダイアログ ボッ クスにメ ッセージ
が表示されます。 次のステップに進みます。

◗ 複数の定義がない場合は、 ステップ 8 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

インターチェンジを添付
するパートナーに、 以下の
アイテムが複数ある場合

表示されたダイアログ ボックスでの

操作

インターチェンジ定義 ◗ 適切なインターチェンジ定義を
選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

グループ定義 ◗ 適切なグループ定義を選択し
ます。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

インターチェンジ内の特定
の種類のドキュ メン ト用に
定義された関係

◗ 適切な関係定義を選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

8 インターチェンジをパートナーに添付したら、 [ デスク ] の適切な

領域から  [? イン ドキュ メン ト ] を選択して開きます。

メモ
ドキュ メン トは、 エクスポート した り、 印刷したり、 [ イン ド
ローワ ] ブラウザに移動した りできます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インターチェンジの再送方法

はじめに [ インターチェンジ ] ブラウザからアウ トバウンド  インターチェンジを再送する

には、 再送コマンドを使用する必要があ り ます。

メモ
再送できるインターチェンジは、 以前に送信されたものか、 または状態が " 送信
準備完了 " のものだけです。

再送処理 次の表に、 選択したインターチェンジを再送する際にシステム内で発生する処
理をま とめます。

段階 説明

1 選択したインターチェンジ内のドキュ メン トが EDI エンベロープ

に一括して送られ、 必要な Control Number がパートナー プロファ

イル内の情報から生成されます。

2 作成されたインターチェンジは、 [ インターチェンジ ] ブラウザに

表示されます。

参照
インターチェンジを表示する手順については、 「インターチェンジ
の表示方法」 を参照して ください。

3 再送コマンドが実行される と、 まず TRADACOMS インターチェ

ンジであるかど うかが判別されます。 インターチェンジが 
TRADACOMS である場合、 FIL セグメン ト内の現在のバージ ョ ン

番号が 1 増分されます。 インターチェンジは、 この更新の後にほ

かのインターチェンジと同じ方法で再送されます。

4 リモート  エンド とのコ ミ ュニケーシ ョ ンが確立されます。 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ン セッシ ョ ンが成功したか失敗したかど うかに応じ

て、 メ ッセージの状態が更新されます。

◗ メールボッ クスが設定されていない、 またはメールボッ クス  
サービスが開始されていない、 などの理由でコ ミ ュニケー
シ ョ ンが失敗した場合、 インターチェンジおよびドキュ メン
トは " 送信準備完了 " の状態のまま とな り ます。

◗ モデムが見つからないためにコ ミ ュニケーシ ョ ンが失敗した
場合、 インターチェンジおよびドキュ メン トは " 順番待ち " の
状態のまま とな り ます。

メモ
この時点では、 ユーザ側の動作はいっさい必要あ り ません。 送信
に失敗したインターチェンジは、 次回の伝送セッシ ョ ンの一部と
して自動的に送信されます。

( 次のページへ続く )
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手順 アウ トバウンド  インターチェンジを再送するには、 次の手順に従います。

5 コ ミ ュニケーシ ョ ンが成功する と、 ドキュ メン トは [ アウ ト  ド
ローワ ] ブラウザに移動し、 インターチェンジの状態は " 送信済

み " に設定されます。

 ( 続き )
段階 説明

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

2 再送するアウ トバウンド  インターチェンジを選択します。

3 [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 再送 ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。
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インターチェンジ、 グループ、 ドキュ メン ト を手動で
受信確認する方法

はじめに " 受信確認 " 機能では、 単にアウ トバウンド  ドキュ メン トの状態が変更されるだ

けで、 受信確認が生成されるわけではあ り ません。 [ インターチェンジ ] ブラウ

ザ内のインターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トの状態は、 さまざま
な理由によ り、 手動で受信確認済みに設定しなければならない場合があ り ます。

例
たとえば、 時間切れドキュ メン トに関してパートナーに問い合わせたと ころ、
そのドキュ メン トが受信されているにもかかわらず受信確認が送信されていな
いという場合は、 手動で状態を変更する必要があ り ます。

手順 インターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トの状態を手動で受信確認済
みに変更するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジ ] ブラウザが表示されます。

2 受信確認の済んでいないインターチェンジ、 グループ、 またはド
キュ メン ト を選択します。

メモ
受信確認の済んでいないドキュ メン トは、 以下のいずれかの状態
になっています。

◗ " 時間切れ "
◗ " 待機中 "
◗ " 送信済み "
◗ " ネッ ト ワーク上 "
◗ " 収集済み "
◗ " ネッ ト ワーク  エラー "
◗ " ネッ ト ワーク警告 "

3 [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 受信確認 ] を選択します。

システムからの応答
ドキュ メン トの状態が受信確認済みに設定されます。
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概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server で外部データを使用する方法について説明します。

参照

◗ 復元された外部データ概要ビューアについての詳細は、 「アーカイブ データ
の復元」 を参照して ください。

◗ [ 外部データの概要 ] ビューアについての詳細は、 「[ インターチェンジ ] ブラ
ウザ」 を参照して ください。

外部データ Gentran:Server では、 ユーザーが指定すれば、 EDI ドキュ メン ト またはインター

チェンジと これらに対応する外部 ( アプ リ ケーシ ョ ン ) データ との関係を ト ラ ッ

ク します。 重要な処理の場合、 処理の開始時に外部データの固定コピーがシス
テム内で作成されます。 インバウンド  ( ファ イル処理とエクスポート ) 処理の場

合、 記憶を維持するために、 外部データ  ファ イルのコピーが再度作成されます。

Gentran:Server では、 外部データをアーカイブするこ と もできます。

システム構成サブシステム内の [ 外部データ ] フォルダにコピーする外部データ  
( ファ イル処理、 インポート、 およびエクスポート ) を指定します。

メモ
エクスポート、 インポート、 またはファイル処理機能の少なく と も  1 つに対して
外部データをコピーするよ うに指定しないと、 この外部データを表示するオプ
シ ョ ンは利用できません。

参照

◗ ドキュ メン トのインポートについての詳細は、 「ドキュ メン トのインポート
方法」 を参照して ください。

◗ ドキュ メン トのエクスポートについての詳細は、 「ドキュ メン トのエクス
ポート方法」 を参照して ください。

◗ Gentran:Server での ト ラ ッキングについての詳細は、 「 ト ラ ッキングの使い
方」 を参照して ください。

◗ 外部データのアーカイブについての詳細は、 「アーカイブと復元の使い方」
を参照して ください。

◗ 外部データ  ファ イルを [ 外部データ ] フォルダにコピーするためのシステム
活動を選択する方法についての詳細は、 『管理 ガイ ド』 の 「システム構成 – 
[ 外部データ ] タブ」 のセクシ ョ ンを参照して ください。

( 次のページへ続く )
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[ 外部データ ] 
ビューア

[ 外部データ ] ビューアを使用して、 以下の処理を実行できます。

◗ 送信済みまたは受信済みのドキュ メン トやインターチェンジに関連付けられ
ている、 すべての外部データ  ファ イルのリ ス ト を表示する。

◗ 外部データの表示にフ ィルタをかける。

◗ 外部データ、 関連する  EDI データ、 および関連する ト ランスレータ  レポー
ト を表示する  ( 利用可能な場合 )。

メ モ
EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適
切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] に切
り換えるこ とができます。
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[ 外部データの概要 ] ビューア

はじめに [ 外部データの概要 ] ビューアを使用する と、 送信済みまたは受信済みのドキュ

メン トやインターチェンジに関連付けられている、 すべての外部データ  ファ イ

ルのリ ス ト を表示するこ とができます。 [ 外部データの概要 ] ビューアは、 常に

使用可能です。

情報の編成 [ 外部データの概要 ] ビューアでは、 以下の表のよ うな階層によって情報が編成

されています。

( 次のページへ続く )

レベル アクセス方法 表示される情報

外部データ  
ファ イル 
( 番号付き )

[ 外部データの概要 ] 
ビューアを開きます。

◗ ファ イルのパスおよびファイル名

◗ ファ イルが作成された日時

ドキュ メン ト
またはイン
ターチェンジ

外部データ  ファ イル

をダブルク リ ッ ク し
ます。

◗ ドキュ メン トやインターチェンジ
の Control Number

◗ 関連付けられているパートナー

◗ ドキュ メン トの種類

◗ 受信確認の状態

◗ ドキュ メン ト名

◗ 参照データ

◗ ドキュ メン トが作成された日時

メモ
これらのコンポーネン トのいずれかが
欠けているか、 または特定のグループ
に適切でない場合には、 表示されま
せん。
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"外部データの概要" 
機能

[ 外部データの概要 ] ビューアで、 次の機能を実行できます。

◗ [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスで、日 / 時や動作によって、外部
データの表示にフ ィルタをかけます。

◗ ブラウザの該当ペインで、 外部データ、 EDI データ、 および選択した外部
データ  ファ イルの ト ランスレータ  レポート  データの表示にフ ィルタをかけ
ます。

メモ
EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適
切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] に切
り換えるこ とができます。

◗ 選択したアイテムを印刷します。

◗ 外部データ  ファ イルを [ 外部データ ] フォルダから削除します。

図 次の図に、 外部データ、 EDI データ、 およびト ランスレータ  レポートのオプ

シ ョ ンが選択されている [ 外部データの概要 ] ビューアを示します。

( 次のページへ続く )
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[ 外部データの概要 ] ビューア 外部データの使い方7 - 6
各部と機能 次の表に、 [ 外部データの概要 ] ビューアの各部とその機能をま とめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

ステータス  バー [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスで指定した

フ ィルタの指定事項が反映されます。

( 左のペイン — 
外部ツ リー )

すべての外部データ  ファ イルおよび ( 使用可能な場合 ) 関
連する  EDI ドキュ メン トやインターチェンジのうち送信

済みまたは受信済みであるもののリ ス トが表示されます。

参照

◗ 各レベルの内容の詳細については、 「情報の編成」 を
参照して ください。

◗ このビューアで使用するアイコンについての詳細は、
「アイコン」 を参照して ください。

( 右上のペイン — 
外部データ )

ト ランスレーシ ョ ンで使用したデータ  ファ イルが表示さ

れます ( このオプシ ョ ンを  [ 表示 ] メニューの [ 外部デー

タ ] から選択した場合 )。

( 右中央のペイン  
— Gentran データ )

関連ドキュ メン トが EDI 書式で表示されます ( このオプ

シ ョ ンを [ 表示 ] メニューの [ 外部データ ] から選択した

場合 )。

メモ
ト ランスレーシ ョ ンで使用したドキュ メン トがない場合、
このオプシ ョ ンは利用できません。

( 右下のペイン — 
エクスポート  
ドキュ メン ト概要
ト ランスレータ  
レポート )

ト ランスレータがこのドキュ メン トに対して実行した外部
動作のレポート、 および EDI またはト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク トに関するエラーのリ ス トが表示されます ( こ

のオプシ ョ ンを [ 表示 ] メニューの [ 外部データ ] から選

択した場合 )。

参照
ト ランスレータ  レポートの詳細については、 『管理 ガイ
ド』 の 「エラー メ ッセージ」 を参照して ください。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



外部データの使い方 [ 外部データの概要 ] ビューア 7 - 7
アイコン 次の表に、 [ 外部データの概要 ] ビューアで使用されるアイコンをま とめます。

アイコン 説明

ファ イル処理またはメールボッ クス  ファ イル処理のシステム活動

を示します。

送信のシステム活動を示します。

インポート またはメールボッ クス  インポートのシステム活動を示

します。

エクスポートのシステム活動を示します。

外部データ  ファ イルに関連するインターチェンジを示します。

外部データ  ファ イルに関連する ドキュ メン ト を示します。

メモ
このアイコンの色が赤の場合は、 ドキュ メン トにエラーがあるこ
とを示します。
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[ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボックス 外部データの使い方7 - 8
[ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボックス

はじめに [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを使用する と、 日付およびこのファ

イルに対して実行した動作 ( ファ イル処理、 メールボッ クス  ファ イル処理、 イ

ンポート、 メールボッ クス  インポート、 送信、 およびエクスポート ) によって、

外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタをかけるこ とができます。

アクセス方法 [ 外部データ ] ブラウザがアクティブである場合、 [ コマンド ] メニューから  
[ フ ィルタ ] を選択します。

図 次の図に、 [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを示します。

( 次のページへ続く )
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外部データの使い方 [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボックス 7 - 9
各部と機能 次の表に、 [ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

開始日時 日付範囲の始ま りの日が表示されます。 指定した日付範囲
によって、 外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタをかけ

ます。

メモ
[ 開始日時 ] ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスが選択されていない場合にのみアク
ティブになり ます。

終了日時 日付範囲の終わりの日が表示されます。 指定した日付範囲
によって、 外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタをかけ

ます。

メモ
[ 終了日時 ] ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスまたは [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クス
のいずれかがオンになっている場合にはアクティブにな り
ません。

常に現在 日付範囲の終わりの日付を常に現在のシステム日付および
時刻にする場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クスをク
リ ッ ク します。

メモ
[ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クスは、 [ 日付 / 時刻の検査をし
ない ] チェッ ク  ボッ クスがオンになっていない場合にの
みアクティブになり ます。

日付 / 時刻の

検査をしない

日付および時刻をフィ ルタ条件にして外部データ  ファ イル

を表示するかどう かを指定します ( 選択した場合に表示 )。

動作 外部データ  ファ イルを使用して実行される可能性のある

動作のすべてがリ ス ト表示されます。 この リ ス ト を使用す
る と、 指定した動作をフ ィルタ条件にして外部データ  
ファ イルを表示できます。

メモ
既定値ではすべての動作が表示されますが、 これらをク リ
アするこ と もできます。

( 次のページへ続く )
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[ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボックス 外部データの使い方7 - 10
すべての動作を
選択しない

すべての動作をク リ アします。

メモ
このオプシ ョ ンを使用する と、 指定した動作をフ ィルタ条
件にして外部データ  ファ イルを表示できます。

注意
少なく と も  1 つの動作を選択する必要があ り ます。

OK ダイアログ  ボッ ク スを閉じて、選択した内容を保存します。

キャンセル 選択した内容を保存せずに、 ダイアログ ボッ クスを閉じ
ます。

 ( 続き )
各部 機能
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外部データの使い方 外部データ  ファイルの表示方法 7 - 11
外部データ  ファイルの表示方法

手順 外部データ  ファ イルを表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ 外部データ ] > [ ブラウザ ] を選択します。

システムからの応答
[ 外部データの概要 ] ビューアが表示されます。

2 動作または日付によって、 外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタ

をかけて表示するかど うかによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合は、 「外部データ  ファ イルのフ ィルタ方
法」 を参照して ください。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 ステップ 3 に進みます。

3 外部データ  ファ イルを選択します。

( 次のページへ続く )
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外部データ  ファイルの表示方法 外部データの使い方7 - 12
4 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

実行する操作 選択

選択した 1 つのファイル

の外部データを表示する

◗ [表示] メニューから  [外部データ ] 
を選択します。

◗ サブメニューから  [ 関連外部デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] に切り換える
こ とができます。

関連する  EDI データを表

示する

◗ [表示] メニューから  [外部データ ] 
を選択します。

◗ サブメニューから  [Gentran デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] に切り換える
こ とができます。

外部データ  ファ イルに対

して実行した動作の ト ラ
ンスレータ  レポート を表

示する

◗ [表示] メニューから  [外部データ ] 
を選択します。

◗ サブメニューから  [ ト ランスレー
タ  レポート ] を選択します。

外部データ  ファ イルを 
[ 外部データ ] フォルダか

ら削除する

◗ ビューアの左のペインから、 適切
なファイルを選択します。

◗ [表示] メニューから  [削除] を選択
します。

外部データ  ファ イル、

EDI データ、 またはト ラ

ンスレータ  レポート を印

刷する

◗ ビューアの右のペインから、 適切
なアイテムを選択します。

◗ [ファ イル] メニューから  [印刷] を
選択します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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外部データの使い方 外部データ  ファイルのフ ィルタ方法 7 - 13
外部データ  ファイルのフ ィルタ方法

はじめに [ 外部データの概要 ] ビューアがアクティブであれば、 " フ ィルタ " 機能を使用し

て、 日付および動作でフ ィルタをかけて外部データ  ファ イルを表示できます。

手順 外部データ  ファ イルを、 日付や動作の順に並べ替えて表示するには、 次の手順

に従います。

ステップ 操作

1 [ 表示 ] メニューから  [ 外部データ ] > [ ブラウザ ] を選択します。

システムからの応答
[ 外部データの概要 ] ビューアが表示されます。

2 [ コマンド ] メニューから  [ フ ィルタ ] を選択します。

システムからの応答
[ 外部データ  フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 日時によって、 外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタをかけるか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合は、[ 日付 / 時刻の検査をしない ] チェッ
ク  ボッ クスをオフにしてステップ 4 に進みます。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 [ 日付 / 時刻の検査をしない ] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにしてステップ 6 に進みます。

4 [ 開始日時 ] スライ ド  バーを使用して、 表示する外部データ  ファ

イルの日付範囲の始ま り を指定します。

5 日付範囲の終わり を、 常に現在のシステム日時にするかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 常に現在のシステム日時にする場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにします。

◗ 現在のシステム日時にしない場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  
ボッ クスをオフにし、 [ 終了日時 ] スライ ド  バーで日付範囲の
終わり を設定します。

( 次のページへ続く )
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外部データ  ファイルのフ ィルタ方法 外部データの使い方7 - 14
6 動作によって、 外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタをかけるか

ど うかによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合は、 表示する動作を  [ 動作 ] リ ス トから
選択します。

メ モ
既定値ではすべての動作が表示されますが、 動作をク
リ ッ ク してオフにし、 表示を変更するこ と もできます。
また、 [ すべての動作を選択しない ] をク リ ッ ク してす
べての動作をオフにしてから、 1 つまたは複数の動作を
選択するこ と もできます。 少なく と も  1 つの動作を選択
する必要があ り ます。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 そのままステップ 7 に進みます。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
指定した条件に基づいて外部データ  ファ イルの表示にフ ィルタを
かけます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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第 章8

受信確認の使い方
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概要 受信確認の使い方8 - 2
概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server の受信確認の使用方法を説明します。 次の ト ピッ ク

で構成されます。

◗ インバウンド受信確認の基準の定義

◗ アウ トバウンド受信確認の基準の定義

◗ ドキュ メン ト 、 グループ、 またはインターチェンジの手動受信確認

◗ 受信確認の時間切れのチェッ ク

受信確認 受信確認は、 伝送を受信したこ とを ト レーディング パートナーに通知するため

に送信します。 エラーが発生した場合は、 そのエラーに関する情報も通知され
ます。 ト レーディング パートナーから受け取る受信確認、 およびト レーディン

グ パートナーに送る受信確認のレベルを定義する必要があ り ます。
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受信確認の使い方 インバウンド受信確認の基準の定義方法 8 - 3
インバウンド受信確認の基準の定義方法

はじめに インバウンドのドキュ メン ト 、 ファンクシ ョナル グループ、 およびインター

チェンジの受信確認に使用する基準は、 パートナー エディ タの [ インバウンド

関係 ] ダイアログ ボッ クスを使用してパートナー レベルで定義します。 ファン

クシ ョナル受信確認を生成するために必要となる ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ

ク トは、 システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト と して含まれており、

Gentran:Server のインス トール時に自動的に登録されています。

メモ
インバウンド関係のドキュ メン ト を受信した結果と してファンクシ ョナル受信
確認を生成する場合、 そのインバウンド関係の確立の一部と して、 パートナー
の要求に対する受信確認を生成するために、 対応するアウ トバウンド関係を設
定します。

参照
受信確認の生成に使用するアウ トバウンド関係を確立する方法については、 「新
しいアウ トバウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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インバウンド受信確認の基準の定義方法 受信確認の使い方8 - 4
手順 受信確認を生成する基準を定義するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 ドキュ メン トの受信確認基準は、 パートナー関係を設定する際に、
[ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの " 詳細 " オプシ ョ ンを

使用して定義します ( 次の図を参照 )。

メモ
受信確認の処理で [ 即時処理 ] を選択した場合、 インバウンド  ブ
レイ ク  セッシ ョ ン中に受信確認の整合が行われます。 受信確認の
処理で [ 延期処理 ] ( 既定値 ) を選択した場合、 スケジュール間隔
にしたがって整合が行われます。

参照

◗ 受信確認の延期処理の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「シ
ステム構成 – [ システム ] タブ」 を参照して ください。

◗ [ インバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスにおけるパラ メータ
の設定についての詳細は、 「新しいインバウンド関係の作成方
法」 を参照して ください。

2 ファンクシ ョナル グループの受信確認基準は、 [ インバウンド  グ
ループ登録 ] を設定する際に、 [ インバウンド  グループ登録 ] ダイ

アログ ボッ クスの " 詳細 " オプシ ョ ンを使用して定義します ( 次
の図を参照 )。

参照
[ インバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスにおけるパラ
メータの設定についての詳細は、 「インバウンド  ファンクシ ョナ
ル グループの選択」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



受信確認の使い方 インバウンド受信確認の基準の定義方法 8 - 5
3 インターチェンジの受信確認基準は、 [ インバウンド  インター

チェンジ登録 ] を設定する際に、 [ インバウンド  インターチェン

ジ登録 ] ダイアログ ボッ クスの " 詳細 " オプシ ョ ンを使用して定

義します ( 次の図を参照 )。

参照
[ インバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスにお
けるパラ メータの設定についての詳細は、 「インバウンド  イン
ターチェンジの選択」 を参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アウトバウンド受信確認の基準の定義方法 受信確認の使い方8 - 6
アウトバウンド受信確認の基準の定義方法

はじめに ドキュ メン トの整合および受信確認は、 システムが自動的に実行する処理です。
受信した受信確認の処理に必要な ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 システ

ム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト と して含まれており、 Gentran:Server のイン

ス トール時に登録されています。

ただし、 パートナー エディ タの [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスを

使用して、 受信確認のレベルを設定する必要があ り ます。

メモ
アウ トバウンド関係にドキュ メン ト を送信した結果と してファンクシ ョナル受
信確認を受信する場合、 そのアウ トバウンド関係の確立の間に、 対応するイン
バウンド関係が設定されます。 このインバウンド関係は、 パートナーから受信
確認を受信するために使用します。

参照
受信確認を受信するためのインバウンド関係を確立する方法については、 「新し
いインバウンド関係の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 パート ナーから受信する受信確認のレベルを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 操作

1 インターチェンジの受信確認を受信する際の要件は、 [ アウ トバウ

ンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスの [ 詳細 ] セク

シ ョ ンで設定します ( 次の図を参照 )。

参照
[ アウ トバウンド  インターチェンジ登録 ] ダイアログ ボッ クスに
おけるパラ メータの設定についての詳細は、 「アウ トバウンド  イ
ンターチェンジの選択」 を参照して ください。

推奨事項
[ インターチェンジ ト ランスレータ  オブジェク ト ] および [ 受信
確認ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トは、 結果がど うなるか不明な場合は変更しな
いよ うにして ください。

( 次のページへ続く )
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2 ファンクシ ョナル グループの受信確認を受信する際の要件は、

[ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスの [ 詳細 ] セ
クシ ョ ンで設定します ( 次の図を参照 )。

推奨事項
[ グループ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] および [ 受信確認
ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス ト内の ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トは、 結果がど うなるか不明な場合は変更しないよ
うにして ください。

メモ
受信確認が時間切れの場合 ([ 時間切れ ] ボッ クスに指定した時間
内に受信されない場合 )、 [ インターチェンジ ] ブラウザでは時間
切れという状態で示されます。

参照

◗ [ アウ トバウンド  グループ登録 ] ダイアログ ボッ クスにおける
パラ メータの設定についての詳細は、 「アウ トバウンド  ファン
クシ ョナル グループの選択」 を参照して ください。

◗ インターチェンジ ブラウザを表示する手順については、 「イン
ターチェンジにドキュ メン ト を表示する方法」 を参照して く
ださい。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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3 ト ランザクシ ョ ン セッ トの受信確認を受信する際の要件は、 [ ア
ウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスの [ 詳細 ] セクシ ョ ンで

設定します ( 次の図を参照 )。

参照
[ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスにおけるパラ メータ
の設定についての詳細は、 「アウ トバウンド関係のまとめ」 を参照
して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ドキュ メン ト を手動で受信確認する方法

はじめに " 受信確認 " 機能では、 単にアウ トバウンド  ドキュ メン トの状態が変更されるだ

けで、 受信確認が生成されるわけではあ り ません。 アウ ト  ド ローワ  ブラウザ内

のドキュ メン トの状態は、 さまざまな理由によ り、 手動で受信確認済みに設定
しなければならない場合があ り ます。

例
たとえば、 時間切れドキュ メン トに関してパートナーに問い合わせたと ころ、
そのドキュ メン トが受信されているにもかかわらず受信確認が送信されていな
いという場合は、 手動で状態を変更する必要があ り ます。

参照
[ インターチェンジ ] ブラウザ上のドキュ メン ト 、 グループ、 またはインター
チェンジを手動で受信確認する方法については、 「インターチェンジ、 グルー
プ、 ドキュ メン ト を手動で受信確認する方法」 を参照して ください。

手順 ドキュ メン トの状態を手動で "acknowledged" に変更するには、 次の手順に従い

ます。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アウ ト  ド ローワ ] を選択します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ概要 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ ト  ド ローワ ] ブラウザが表示されます。

3 "Ack'd" に設定する必要のある  "Unacknowledged" のドキュ メン ト

を選択します。

メモ
受信確認の済んでいないドキュ メン トは、 以下のいずれかの状態
になっています。

◗ " 時間切れ "
◗ " 待機中 "
◗ " 送信済み "
◗ " ネッ ト ワーク上 "
◗ " 収集済み "
◗ " ネッ ト ワーク  エラー "
◗ " ネッ ト ワーク警告 "

( 次のページへ続く )
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4 [ 受信確認 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ドキュ メン トの状態が "Ack'd" に設定されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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EDIFACT 受信確認の注意事項

はじめに アウ トバウンドの EDIFACT Control ドキュ メン トが作成される と き、 既定のシス

テム動作では Internal System User パートナーから  Sender ID と  Receiver ID を抽出

します。 EDIFACT スタンダードによる と、 Control ドキュ メン トの UCI と  UCF 
レコード内の Sender ID と  Receiver ID は、 インバウンドの UNB と  UNG セグメン

トからの値をそれぞれ含んでいる必要があ り ます。

Gentran:Server の製品 CD (Maps\Special ディ レク ト リ内 ) には、 新しい ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト  (CntrlBld_DLL.tpl, と説明 ACKBUILD_CONTRL_DLL) 
が入っています。 User Exit の GentranAutomation.DLL にアクセスするこ とを通じ

て、 このマップによ り インバウンド  データ  ファ イルから  Sender ID と  Receiver 
ID が取得できます。 GentranAutomation.DLL は新しい DLL で、 製品をインス

トールもし くはアップグレード したと きに自動的に登録されます。 現在、 この 
DLL は CntrlBld_DLL マップのみが使用しています。

メモ
既存の機能または新機能のどちらか１つが使用できます。 "Outbound Control 
Build" 関係に選択した既定の ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、
ACKBUILD_CONTRL です。

手順 Sender ID と  Receiver ID を取得するためには、 新しい CntrlBld_DLL.tpl の機能を

使用して ください。

ステップ 操作

1 [ ツール ] メニューから、 [ パートナー エディ タ ] を選択します。

システムからの応答
[ パートナー エディ タ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ [パートナーの選択] リ ス トから  [Outbound Control Build] 関係を
選択します。

◗ [ アウ トバウンド ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
そのパートナーの [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

3 [ アウ トバウンド関係 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ ト ランスレー

シ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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4 インポート  リ ス トから、 [ACKBUILD_CONTRL_DLL] を選択し

ます。

メモ
"Outbound Control Build" 関係に選択した既定のト ランスレーシ ョ
ン オブジェク トは、 ACKBUILD_CONTRL です。

5 [ 保存 ] をク リ ッ ク して選択内容を保存し、 [ アウ トバウンド関係 ] 
ダイアログ ボッ クスに戻り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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受信確認の時間切れをチェ ックする方法

はじめに 受信確認の時間切れは、 " 時間切れチェッ ク " 機能を使用して手動でチェッ クで

きます。

メモ
受信確認の時間切れを自動的にチェッ クする頻度は、 システム構成プログラム
で指定できます。 これによ り、 時間切れ受信確認チェッ クが行われる間隔を狭
めたり、 チェ ッ クを完全に無効にした りできます。

参照
受信確認の自動時間切れチェッ クの頻度の変更については、 『管理 ガイ ド』 の
「時間切れ受信確認のチェッ ク頻度を変更する方法 」 を参照して ください。

手順 受信確認の時間切れをチェッ クするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ コマンド ] メニューから  [ 時間切れチェッ ク ] を選択します。

システムからの応答
受信確認が要求されているインターチェンジ、 グループ、 または
ドキュ メン トが時間切れの状態 ( 受信確認が指定時間を過ぎたの
に届いていない状態 ) になっていないかど うかをチェッ ク します。
時間切れのインターチェンジ、 グループ、 またはドキュ メン トは、
[ インターチェンジ ] ブラウザで状態が " 時間切れ " に設定され
ます。

参照
インターチェンジ ブラウザの使い方についての詳細は、 「イン
ターチェンジの表示方法」 を参照して ください。
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概要

本章の内容 この章では、 Gentran:Server の ト ラ ッキング システムの使用方法について説明し

ます。

ト ラ ッキング機能 ドキュ メン トで重大なイベン トが発生するたびに、 ドキュ メン ト  ト ラ ッキング 
レコードが記録されます。 たとえば、 ドキュ メン トの作成時、 修正時、 または
エクスポート時などに、 ドキュ メン ト  ト ラ ッキング レコードが記録されます。
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インバウンド情報のト ラッキング

はじめに インバウンド処理では、 Gentran:Server の " ファ イル処理 " コマンドまたはメー

ルボッ クス  メ ッセージ ( コンテンツ  タイプ が [Application/EDI] に構成されてい

る場合 ) を介し、 システムがインバウンド伝送ファ イル ( 外部データなど ) を受

信するこ とがあ り ます。 システムが受信したこのよ う なファ イルは、 エクス
ポートするこ とができます。 また、 自動的にエクスポート されるよ うにシステ
ムを構成するこ と もできます。

ファイル処理の
プロセス

" ファ イル処理 " コマンドによってデータ  ファ イルがシステムに直接取り込まれ

る と、 このファ イルに含まれる情報を保存するために Commpost が複数の動作を

実行します。

まず、 [ システム構成 ] で、 ファ イル処理データをコピーするよ うに設定されて

いる場合は、 Commpost によってそのファ イルが " 外部データ " ディ レク ト リに

コピーされます。

次に、 Commpost によって ExtData_tb が新しいレコードに更新されます。 このレ

コードには、保存する外部データの種類 (ExtData など )、新しい外部データ  キー 
( 新たに割り当てられた後 )、 およびこの外部データ参照にかかわるその他の関

連データの情報が含まれています。

最後に、 Commpost によってこのファ イルがインターチェンジに分割され、 ト ラ

ンスレータ用の INT ファ イル ( インターチェンジ ) および IPC ファ イルが作成さ

れます。 Commpost が ト ランスレータを呼び出します。 ト ランスレータは、 イン

バウンド処理を続行し、 作成したインターチェンジに外部データ参照を リ ンク
させる  ExtDataXref_tb にレコードを作成します。 各インターチェンジには IPC 
ファ イルが 1 つあ り、 その IPC ファ イルによって、 インターチェンジに対応する

伝送ファイルの開始および終了オフセッ ト  インジケータ、 および外部データの

種類やキーなどの情報がト ランスレータに渡されます。

こ うするこ とによ り、 ト ラ ッ ク情報または外部データを表示する と きに、 シス
テムがこのファ イル ( 外部データ ) を参照できるよ うにな り ます。

メモ
外部情報をコピーするよ うに Gentran:Server を構成していない場合には、 外部
データ  ビューアは使用できません。

( 次のページへ続く )
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ファイル処理の
プロセス ( 続き )

参照

◗ " ファ イル処理 " コマンドについての詳細は、 「データ  ファ イルの処理方法」
を参照して ください。

◗ " エクスポート " コマンドについての詳細は、 「ドキュ メン トのエクスポート
方法」 を参照して ください。

◗ 外部データ設定の変更についての詳細は、 『管理 ガイ ド』 の 「システム構成 
– [ 外部データ ] タブ」 を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の付録 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して くだ
さい。

メールボックス 
ファイル処理の
プロセス

メールボッ クスからシステムにデータが入る と、 関連するすべてのメ ッセージ
識別子が ト ラ ッキングされます。 この処理では、 まずト レーディング パート

ナーによってデータ  ファ イルが作成され ( コンテンツ  タイプ は [Application/
EDI] に設定される )、 その ト レーディング パートナーの [ アウ ト  ボッ クス ] 内に

関連する メ ッセージ ID が作成されます。 次に、 ト レーディング パートナーはそ

れ を  Gentran アプリ ケーシ ョ ンの [ イン  ボッ クス ] に送信します。 その結果、 新

しいターゲッ ト  メ ッセージ ID が作成されます。

CommMgr (GENTRAN:Server エグゼクティブ サービス ) は、 コンテンツ  タイプ 
が [Application/EDI] である と認識します。 前述したのと同様の方法で、

CommMgr はデータを受信し、 前の項と同じ方法で ExtData_tb に外部データ参照

を保存します。 ただし、 CommMgr がデータを受信するため、 このデータベース

登録が保存されます。

次に、 CommMgr は、 GDW_Process_MBFile コマンドを使用して、 実行する自動

処理の一時セッシ ョ ン ファ イルをビルド します。 プロセス管理によって 
Commpost を呼び出されます。

Commpost が IPC ファ イルをビルド し、 その際、 インターチェンジの伝送ファ イ

ルには、 外部データ  キーおよび開始と終了のオフセッ ト  インジケータが書き込

まれます。 さ らに、 Commpost はデータ処理を終了するために各インターチェン

ジの ト ランスレータを呼び出し、 外部データ参照を  Gentran データにリ ンク させ

る  ExtDataXref_tb に登録を書き込みます。

参照

◗ メールボッ クス機能の詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガ
イ ド』 を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の付録 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して くだ
さい。

◗ " 自動処理 " コマンドについての詳細は、 「プロセス管理の使い方」 を参照し
て ください。

( 次のページへ続く )
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エクスポート処理 エクスポートするデータはシステム内にあるので、 エクスポート  ファ イルを実

際に作成する外部データはト ランスレータで取り扱います。 つま り、 ト ランス
レータでは、 データベース内の ト ラ ッ ク情報を保存します。

エクスポート処理では、 ト ランスレータがドキュ メン ト をエクスポート  ト ラン

スレーシ ョ ン  オブジェク トへの入力と して使用します。 エクスポート  ファ イル

は、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの仕様に応じて、 システム内で作成され

ます。 ト ランスレータでは続いて、 新し く生成されたエクスポート  ファ イルを

システム データ格納先の 「外部データ」 フォルダにコピーし、 ExtData_tb を適

当な情報に更新し、 さ らに ExtDataXref_tb を外部データおよび関連ドキュ メン ト

情報に更新します。

参照

◗ " エクスポート " コマンドについての詳細は、 「ドキュ メン トのエクスポート
方法」 を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の付録 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して くだ
さい。
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アウトバウンド情報のト ラッキング

はじめに アウ トバウンド処理では、 Gentran:Server の " インポート " コマンドまたはメー

ルボッ クス  メ ッセージ ( コンテンツ  タイプ が [Application/Import] に構成されて

いる場合 ) を使用して外部データをインポートするこ とができます。 ファ イルが

システム内にインポート されれば、 そのファ イルを送信するこ と も、 自動的に
送信されるよ うにプロセス管理を構成するこ と もできます。 " 送信 " コマンドの

後に新しいメールボッ クス  メ ッセージが作成され、 その後の送信伝送の際には、

最初にインポート されたものと同じ外部データ  ファ イルに関連付けられている

新規のメールボッ クス  メ ッセージが作成されます。

インポート処理 インポート処理では、 外部データが Gentran:Server に直接インポート されます。

このデータは、 自動プロセス管理 (GDW_Import) によってインポートするこ と

も、 手動でインポートするこ と もできます。 データのインポート方法に応じて、
Unattend または EDIMGR のいずれかで外部データ  ファ イルをシステム データ保

管先の 「外部データ」 フォルダにコピーします。

続いて、 UNATTEND または EDIMGR では、 ExtData_tb をファ イル名、 ファ イル

のタイムスタンプの日時、 動作が実行された日時、 および ExtDataKEY を示す登

録に更新します。

続いて、 UNATTEND または EDIMGR では、 IPC ファ イルに ExtDataType パラ

メータ と ExtDataKEY パラ メータを書き込みます ( このファ イル内でそれぞれ "
タイプ "、 " キー " と呼ばれます )。

最後に、 ト ランスレータがインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を実行

します。 その結果、 IPC ファ イルから  ExtDataType および ExtDataKEY が取得さ

れ、 EDIMGR または UNATTEND が作成した外部データ参照にドキュ メン ト を リ

ンク させる  ExtDataXref_tb が書き込まれます。

参照

◗ " インポート " コマンドについての詳細は、「ドキュ メン トのインポート方法」
を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の付録 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して くださ
い。

◗ " 自動処理 " コマンドについての詳細は、 「プロセス管理の使い方」 を参照し
て ください。

( 次のページへ続く )
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メールボックス 
インポート処理

収集メールボッ クスを使用して外部データ  ファ イルをインポートする と、 関連

するすべてのメ ッセージ識別子が ト ラ ッキングされます。 アウ トバウンド  デー

タがシステム内を流れる と き、 収集メール ボッ クスでデータ  ファ イルおよび対

応する メ ッセージ ID を  [ アウ ト  ボッ クス ] に作成します ( コンテンツ  タイプ の
設定は [Application/Import] )。 続いて、 収集メールボッ クスによって、 このメ ッ

セージ ID が Gentran アプリ ケーシ ョ ンの [ イン ボッ クス ] に送信され、 新しい

ターゲッ ト  メ ッセージ ID が作成されます。

メモ
メールボッ クス  インポートの場合、 [ システム構成 ] の [ インポート ] タブで 
UNC パスとファ イル名を指定する必要があ り ます。 このと き、 [ システム構成 ] 
の [ ディ レク ト リ ] タブで TRANSIN ディ レク ト リに設定したパス と同一のパス
を指定して ください。

参照

◗ 詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の 「メールボッ
クス  サービスの開始方法」 を参照して ください。

◗ ディ レク ト リの設定についての詳細は、 「システム構成 – [ ディ レク ト リ ] タ
ブ」 を参照して ください。

◗ インポート指定の設定についての詳細は、 「システム構成 – [ インポート ] タ
ブ」 を参照して ください。

CommMgr (Gentran:Server エグゼクティブ サービス ) では、コンテンツ  タイプ が 
[Application/Import] である と認識して、 このファ イルのインポート を開始しま

す。 続いて、 CommMgr では外部データ参照を ExtData_tb に保存してから、 自動

処理セッシ ョ ン ファ イルを ( 新しい GDW_MBImport コマンドで ) 作成して、

データを Gentran:Server にインポート します。 セッシ ョ ン  ファ イルが作成される

と、 自動処理によって、 IPC ファ イルの作成、 およびト ランスレータがインポー

ト を実行するために必要な外部データ情報の書き込みが行われます。 最後に、
ト ランスレータが呼び出されてインポート  マップを実行し、 これによって ト

ラ ッ ク情報が ExtDataXref_tb に保存されます。

参照

◗ メールボッ クス機能の詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガ
イ ド』 を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して ください。

◗ " 自動処理 " コマンドについての詳細は、 「プロセス管理の使い方」 を参照し
て ください。

( 次のページへ続く )
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送信処理 ファ イルがインポート される と、 作成した Gentran:Server ドキュ メ ン ト を メール

ボッ クスに送信するこ とができます。 この処理では、 対応する メールボッ クス  
メ ッセージを  Gentran アプ リ ケーシ ョ ン メールボッ クスに作成し、 このメ ッセー

ジをパートナーのメールボッ クスに送信します。 ファ イル処理やインポート動
作と同じ く、 送信動作では外部データに関連付けられたソース  メ ッセージ ID と
ターゲッ ト  メ ッセージ ID を使用します。 ただし、 他の動作とは異な り、 外部

データ と してメ ッセージを使用し、 そのメ ッセージはインターチェンジに関連
付けられます。

送信されたインターチェンジと送信先のメールボッ クス  メ ッセージとの リ ンク

は、 ExtDataXref_tb に保存されます。 この情報が必要な場合、 [ 外部データの概

要 ] ビューアに表示するこ とができます。

例
この例では、 ユーザーが 1 ～ 4 つのドキュ メン ト を送信して、 1 つのインター
チェンジを作成しています。 送信するインターチェンジを ト ランスレータで作
成した後、 CommMgr が呼び出され、 このインターチェンジを メールボッ クスに
送信します。 CommMgr は、 インターチェンジの送信中にメールボッ クスのメ ッ
セージ ID を受信し、 Gentran アプリ ケーシ ョ ン  メールボッ クスにメ ッセージを
作成します。 続いて、 タイプがメ ッセージである  ExtData_tb に外部データ参照
を作成します。 これで CommMgr によって、 レコードを作成するための十分な情
報が、 インターチェンジを メ ッセージにリ ンク させる  ExtDataXref_tb に集められ
たこ とにな り ます。

参照

◗ メールボッ クス機能の詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガ
イ ド』 を参照して ください。

◗ ExtData_tb および ExtDataXref_tb データベース  テーブルについての詳細は、
『管理 ガイ ド』 の 「データベース  テーブルの使い方」 を参照して ください。

◗ " 送信 " コマンドについての詳細は、 「ドキュ メン トの送信方法」 を参照して
ください。
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データ  オーディ ッ ト情報の表示および印刷

はじめに 通常、 ドキュ メン トで発生した問題の解決に役立つ情報を得るためには、 デー
タ  オーディ ッ ト  (1 つのドキュ メン トのドキュ メン ト  ト ラ ッ ク情報 ) を表示しま

す。 これらのレコードは、 どのドキュ メン ト  ブラウザから も表示できます。

手順 データ  オーディ ッ ト情報を表示または印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 使用するブラウザを選択します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メン ト ]、 [ アウ ト  ドキュ メ
ン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ イン ド ローワ ]、 または [ ア
ウ ト  ド ローワ ] のブラウザを選択する と、 そのブラウザの適切な
概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ クする と、 ブラウザが開いて、 指定されたド
キュ メン トが表示されます。

3 ◗ ドキュ メン ト を  1 つ選択します。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選択します。

システムからの応答
[ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ データのオーディ ッ ト ] オプシ ョ ンを選択し、 [OK] をク リ ッ ク

します。

システムからの応答
そのドキュ メン トの [ ドキュ メン ト  オーディ ッ ト ] ウ ィ ンド ウが
表示されます。

メモ
[ ドキュ メン ト  オーディ ッ ト ] ウ ィンド ウには、 選択したドキュ
メン ト とオーディ ッ ト  メ ッセージが表示されます。 また、 メ ッ
セージの重要度、 イベン ト  ID、 イベン ト名、 オーディ ッ ト番号、
ユーザー名、 マシン名、 およびメ ッセージも表示されます。

参照
[ オーディ ッ ト  ログ ] およびユーザー定義メ ッセージについての
詳細は、 『管理 ガイ ド』 の 「オーディ ッ ト通知システムの使い方」
を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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5 表示されているデータ  オーディ ッ ト情報を印刷するかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 印刷する場合は、 [ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を選択し
ます。

◗ 印刷しない場合は、[ 閉じる ] アイコンをク リ ッ ク して [ ト ラ ッ
ク情報 ] ウ ィンド ウを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ト ラ ッキングの使い方 ト ラック情報の表示および印刷 9 - 11
ト ラ ッ ク情報の表示および印刷

はじめに この機能を実行する と、 Gentran データ用の外部データ  ファ イルを メールボッ ク

ス  メ ッセージ情報に ト ラ ッキングした結果、 およびその逆に ト ラ ッキングした

結果が表示されます。 これらのレコードは、 どのドキュ メン ト  ブラウザから も

表示できます。

手順 ト ラ ッ ク情報を表示または印刷するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 デスクの適切な領域から、 使用するブラウザを選択します。

システムからの応答
[ イン ドキュ メン ト ]、 [? イン ドキュ メン ト ]、 [ アウ ト  ドキュ メ
ン ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ イン ド ローワ ]、 または [ ア
ウ ト  ド ローワ ] の各ブラウザを選択する と、 そのブラウザの適切
な概要ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 ◗ 該当するパートナーのドキュ メン トの種類を選択します。

◗ [ 表示 ] をク リ ッ クする と、 ブラウザが開いて、 指定されたド
キュ メン トが表示されます。

3 ◗ ドキュ メン ト を  1 つ選択します。

◗ [ コマンド ] メニューから  [ 表示 ] を選択します。

システムからの応答
[ 表示の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ ト ラ ッ ク情報 ] オプシ ョ ンを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
そのドキュ メン トの [ ト ラ ッ ク情報 ] ウ ィンド ウが表示されます。

メモ
[ ト ラ ッ ク情報 ] ウ ィンド ウには、 相関関係にあるファ イルのセッ
トが 1 つのエン ト リ と して表示されます。 イベン トがウ ィ ンド ウ
に入り きらない場合は、 スク ロールバーを使用して残りのレコー
ドを表示できます。

5 表示されている ト ラ ッ ク情報を印刷するかど うかによって、 次を
実行します。

◗ 印刷する場合は、 [ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を選択し
ます。

◗ 印刷しない場合は、[ 閉じる ] アイコンをク リ ッ ク して [ ト ラ ッ
ク情報 ] ウ ィンド ウを閉じます。
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アーカイブと復元の使い方
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 Gentran:Server での対話型アーカイブの使用方法および復元方法に

ついて説明します。

アーカイブ機能 " アーカイブ " 機能を使用する と、 過去のインターチェンジ ( インバウンドおよ

びアウ トバウンド )、 アプ リ ケーシ ョ ン データ、 およびメールボッ クス  メ ッ

セージの記録を入手できます。 これによ り、 定義済みの格納パラ メータ  ( アーカ

イブ定義 ) に基づいて、 インターチェンジ、 外部データ、 またはメールボッ クス  
メ ッセージのオフライン  アーカイブ データ  ファ イルを作成できます。 アーカイ

ブ データ  ファ イルは、 長期にわたって保管できます。

また、 Gentran:Server プロセス管理を使用する と、 定義済みの間隔でデータを

パージした りアーカイブできます。

参照
自動アーカイブ セッシ ョ ンの設定についての詳細は、 「プロセス管理の使
い方」 を参照して ください。

復元機能 " 復元 " 機能を使用する と、 アーカイブ データを  Gentran:Server で再処理するこ

とができます。 この機能では、 アーカイブ データ  ファ イルのデータが、 アク

ティブなシステムにコピーされます。 インターチェンジが復元されたら、 必要
に応じて、 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザに表示して再処理できます。

アーカイブの
タイ ミング

システム データは、 毎週アーカイブするこ とをお勧めします。 この機能は、 大

容量のデータを処理するシステムでは特に重要です。
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アーカイブと復元の使い方 概要 10 - 3
データのアーカイブ 0

概要

アーカイブできる
データの種類

アーカイブできるデータの種類は以下のとおりです。

◗ インバウンドおよびアウ トバウンド  インターチェンジ (Gentran EDI)
◗ メールボッ クス  メ ッセージ ( およびその添付 )
◗ 外部データ

メモ
ドキュ メン トが受信確認処理 ( 受信確認の生成または整合 ) を待っている場合、
そのドキュ メン トの処理が終わるまでアーカイブはされません。

アーカイブ定義 " アーカイブ " 機能は、 格納されている  " アーカイブ定義 " を使用して構成でき

ます。 アーカイブ定義とは、 アーカイブするデータを指定するために使用する
アーカイブ パラ メータのセッ トです。 同じアーカイブ処理を繰り返すと きにパ

ラ メータを定義し直すこ となく実行するために、定義ファイル (*.ARD ファイル ) 
と して保存されます。

参照
詳細については、 「アーカイブ定義の作成方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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概要 アーカイブと復元の使い方10 - 4
アーカイブ処理 次の表に、 アーカイブ処理についてま とめます。

段階 説明

1 アーカイブ パラ メータを定義します (*.ARD ファ イル )。 使用でき

るアーカイブ パラ メータは、 アーカイブするデータの種類によっ

て異な り ます。

選択 使用できるアーカイブ パラ メータ

Gentran EDI ◗ パートナー プロファ イル ID
◗ インターチェンジがインバウンドかア

ウ トバウンドか

◗ 経過期間

◗ 処理状態

◗ ネッ ト ワークの状態

◗ 受信確認状態

メールボッ クス  
メ ッセージ

◗ メールボッ クス  ( 特定またはすべての
メールボッ クス )

◗ 場所 ( イン  ボッ クス、 アウ ト  ボッ クス、
または両方 )

◗ 経過期間

◗ 状態

◗ コンテンツ  タイプ

外部データ ◗ 実行する操作

◗ 経過期間

2 アーカイブ処理を実行します。 これによ り、 実際のアーカイブ 
ファ イル (*.ARV) がアーカイブ フォルダに作成されます。

メモ
定義は、 対話的に実行するこ と も、 プロセス管理を使用して自動
的に実行するこ と もできます。

参照
自動的にアーカイブ プロセスを実行する方法については、 「プロ
セス管理の使い方」 を参照して ください。

3 アーカイブ処理では、 データはデータベース  テーブルとシステム 
データ  ス ト アの両方からコピー ( または削除 ) されます。
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アーカイブと復元の使い方 アーカイブ マネージャ 10 - 5
アーカイブ マネージャ

はじめに [ アーカイブ マネージャ ] は、 データのアーカイブと復元を行うための機能で

す。 [ アーカイブ マネージャ ] では、 次を表示できます。

◗ アーカイブ定義ファイル

◗ アーカイブされた管理情報の概要データ

◗ アーカイブ データ  ファ イルに格納されたデータの詳細内容

メモ

◗ EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適切なコ
マンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換える
こ とができます。

◗ [ アーカイブ ] ツ リーは、 ファ イル名または日 / 時を基準にして並べ替えるこ
とができます。

また、 [ アーカイブ マネージャ ] は、 特定の情報の検索に使用する検索パラ メー

タを素早く定義するこ とを可能にする検索機能も備えています。 条件に適合す
る検索結果が、 データのアーカイブ方法に表示されます。 その中から必要な情
報を選択する と、 [ アーカイブ マネージャ ] のツ リー表示でその情報が反転表示

になり ます。

表示可能な
アーカイブ情報

[ アーカイブ マネージャ ] には、 アーカイブした情報に関するさまざまなデータ

が保持されていて、 これらのデータを簡単に表示するこ とができます。

参照
アーカイブ データの表示についての詳細は、 「アーカイブ データの表示方
法」 を参照して ください。

[ アーカイブ マネージャ ] のユーザー インターフェイスでは、 アーカイブ 
データの階層レベルをツ リー構造で表示します。 次の表に、 Gentran EDI、
メールボッ クス、 および外部データのアーカイブ登録の各レベルで使用可
能な情報をまとめます。

メモ
「該当なし」 は、 そのアイテムがアーカイブされたデータの種類を示す目
的のみに使用されるグラフ ィ ッ ク記号であるこ とを示します。

選択 表示できる情報

Gentran EDI、 メール

ボッ クス、 または
外部データ  レベルの

アーカイブ ファ イル

次に関する概要情報

◗ アーカイブを開始した日時

◗ アーカイブが終了した日時

◗ アーカイブしたアイテムの数

◗ 削除したアイテムの数 ( 削除した場合 )
( 次のページへ続く )
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アーカイブ マネージャ アーカイブと復元の使い方10 - 6
インターチェンジ ◗ パートナー プロファ イル ID
◗ 方向

◗ 日時

◗ インターチェンジ Control Number

データ  オーディ ッ ト

ト ラ ッ ク情報

グループ ◗ グループ Control Number
◗ ファンクシ ョナル グループ ID
◗ グループ管理キー

ドキュ メン ト ◗ ト ランザクシ ョ ン ID
◗ ト ランザクシ ョ ン Control Number
◗ ドキュ メン ト名

データ  オーディ ッ ト

ト ラ ッ ク情報

メールボッ クス 該当なし

イン ボッ クス

アウ ト  ボッ クス

該当なし

メ ッセージ 次に関する概要情報

◗ シ リーズ ID
◗ メ ッセージ ID
◗ ソース  ID
◗ コンテンツ  タイプ

◗ 送信者 ID / 受信者 ID
◗ 送信者名 / 受信者名

◗ 送信者メールボッ クス  E メール / 受信者メール
ボッ クス  E メール

◗ 件名

◗ 状態

◗ 作成された時間メ ッセージ

データ  オーディ ッ ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
選択 表示できる情報
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アーカイブと復元の使い方 アーカイブ マネージャ 10 - 7
( 次のページへ続く )

添付 次に関する概要情報

◗ 添付 ID
◗ コンテンツ  タイプ

◗ ファ イル名

データ  オーディ ッ ト

外部ビューア ( 既定のビューアはメモ帳 ) または 
[ アーカイブ マネージャ ] の画面のいずれかに表示さ

れるファ イル

メモ
EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] 
メニューから適切なコマンドを選択するこ とによっ
て、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とが
できます。

外部データ ◗ 外部データの種類

◗ 外部データ  キー

◗ 動作

◗ 動作の日時

◗ 元のファイル名

データ  オーディ ッ ト

右上のペイン 次の事項 ( 選択したアーカイブ情報のレベルおよび種

類によって異なり ます )

◗ ファ イル情報 ( アーカイブの開始と終了、 アーカ
イブされたアイテムの数、 および削除されたアイ
テム )

◗ インターチェンジ情報

◗ グループ情報

◗ ドキュ メン ト情報

◗ メ ッセージ情報

◗ 添付情報

◗ 外部データ情報

◗ データ  オーディ ッ ト情報

◗ ト ラ ッ ク情報

右下のペイン 選択した添付の内容

 ( 続き )
選択 表示できる情報
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アーカイブ マネージャ アーカイブと復元の使い方10 - 8
図 次の図に、 [ アーカイブ マネージャ ] を示します。 [ アーカイブ ] ツ リーを展開

し、 メールボッ クス  メ ッセージの 1 つが選択されています。

( 次のページへ続く )
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アーカイブと復元の使い方 アーカイブ マネージャ 10 - 9
各部と機能 次の表に、 [ アーカイブ マネージャ ] の各部とその機能をま とめます。

各部 機能

ファ イル [ アーカイブ マネージャ ] を終了します。

アーカイブ ◗ データを復元します。

◗ 復元するデータにマークを付けます (1 つまたはすべ
てのアイテム )。

◗ データのマークを消去します (1 つまたはすべてのア
イテム )。

◗ アーカイブ レベルを リ フレッシュします。

◗ インターチェンジ、 ドキュ メン ト 、 メ ッセージ、 また
は外部データのレベルでデータ  オーディ ッ ト を表示
します。

◗ インターチェンジ、 ドキュ メン ト 、 添付、 または外部
データの各レベルでのデータ  オーディ ッ トおよび
データを表示します。

◗ アーカイブ ファ イルを削除します。

◗ 特定のアーカイブ データを検索します。

◗ [ アーカイブ ] のデータの並べ替え方法を選択します。

定義 ◗ 新規のアーカイブ定義を作成します。

◗ アーカイブ定義を編集または削除します。

◗ データをアーカイブします。

ヘルプ [ アーカイブ マネージャ ] に関するアーカイブ ヘルプおよ

び情報を表示します。

新規のアーカイブ定義を作成します。

データをアーカイブします。

システムに復元する選択済みのアイテムにマークを付け
ます。

マークが付けられているデータをシステムに復元します。

左のペイン データをアーカイブ、 表示、 および復元するために使用し
ます。

( 次のページへ続く )
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アーカイブ マネージャ アーカイブと復元の使い方10 - 10
右上のペイン 次のものが表示されますが、 選択するレベルやタイプに
よって表示内容が異なり ます。

◗ ファ イル情報 ( アーカイブの開始と終了、 アーカイブ
されたアイテムの数、 および削除されたアイテム )

◗ インターチェンジ情報

◗ グループ情報

◗ ドキュ メン ト情報

◗ メ ッセージ情報

◗ 添付情報

◗ 外部データ情報

◗ データ  オーディ ッ ト情報

◗ ト ラ ッ ク情報

右下のペイン 選択したインターチェンジ、 ドキュ メン ト 、 添付、 または
外部データ  ファ イルの内容が表示されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス 10 - 11
[Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

名前 アーカイブ定義ファイルの名前を指定します。

メモ
この名前は、 一意にする必要があ り ます。

アーカイブ後に
データを削除

データをアーカイブした後にインターチェンジ データを  
Gentran:Server システムから削除するよ うに指定します。

追加 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスにアク

セスし、 新しいアーカイブ基準を定義できるよ うにし
ます。

編集 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスにアク

セスし、 選択した基準のアーカイブ基準を変更できるよ う
にします。

削除 選択した Gentran EDI 基準をシステムから削除します。

注意
基準を削除する と き、 削除してよいかど うかを確認
する メ ッセージは表示されません。

( 次のページへ続く )
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[Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 12
パートナー パートナー プロファ イル ID を指定します。

方向 インターチェンジの方向を示します。

次の日数分 インターチェンジの経過期間を示します。

処理状態 インターチェンジの処理済みの状態を指定します。 既定値
は [All] です。

ネッ ト ワークの
状態

インターチェンジのネッ ト ワークの状態を指定します。 既
定値は [All] です。

受信確認状態 インターチェンジの受信確認の状態を指定します。 既定値
は [All] です。

時間切れグループ
と インターチェ
ンジ

時間切れグループおよびインターチェンジをアーカイブす
るかど うかを指定します。 既定値は [N (no)] です。

保存 アーカイブ定義を保存して、 [Gentran EDI アーカイブ定義 ] 
ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル [Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボックス 10 - 13
[ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

パートナー 特定のパートナー プロファ イル ID を選択します ( 既定値

はすべてのパートナー )。

方向 [ 両方向 ] ( インバウンドおよびアウ トバウンド  インター

チェンジ )、 [ インバウンド ]、 または [ アウ トバウンド ] 
を選択します。

次の日数分 インターチェンジをアーカイブする経過期間 ( 日付 ) を指

定します。

( 次のページへ続く )
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[ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 14
時間切れのグルー
プと インターチェ
ンジのアーカイブ

時間切れグループおよびインターチェンジをアーカイブす
るかど うかを指定します。 既定値は [N (no)] です。 チェ ッ

ク  ボッ クスがオンになっている場合、 時間切れグループ

およびインターチェンジがアーカイブされる場所に " 受信

確認 ( 延期 )" の実装前のシステムの動作が適用されます 
(ユーザーが受信確認状態に [All] または [ReconcileOverdue] 
を選択し、 方向が [ 両方向 ] または [ アウ トバウンド ] の
場合 )。

このチェッ ク  ボッ クスがオフになっている場合 ([N] が既

定の動作 )、 アウ トバンドの時間切れグループおよびイン

ターチェンジはアーカイブされません。

処理状態 アーカイブされるインターチェンジの処理済み状態を指定
します。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [Received]
◗ [Sent]
◗ [ReadyToSend]
◗ [Queued]
◗ [Held]
◗ [SendFailed]

ネッ ト ワークの
状態

アーカイブされるインターチェンジのネッ ト ワークの状態
を指定します。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [NotSent]
◗ [ReceivedOK]
◗ [ReceivedWarning]
◗ [ReceivedError]
◗ [PickedUp]
◗ [ThirdParty]

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボックス 10 - 15
受信状態 アーカイブされるインターチェンジの受信確認の状態を指
定します。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [ReconcileNotRequired]
◗ [ReconcileWaiting]
◗ [ReconciledOK]
◗ [ReconciledErrors]
◗ [ReconciledPartial]
◗ [ReconciledReject]
◗ [ReconcileOverdue]

保存 選択基準を保存して、 [ インターチェンジ選択基準 ] ダイ

アログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル [ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 16
[ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能を

ま とめます。

各部 機能

パートナー 特定のパートナー プロファ イル ID を選択します ( 既定値

はすべてのパートナー )。

方向 [ 両方向 ] ( インバウンドおよびアウ トバウンド  インター

チェンジ )、 [ インバウンド ]、 または [ アウ トバウンド ] 
を選択します。

Control Number 特定の Control Number を定義します。

受け取る期間 この日時の範囲に受信したデータを検索するよ うに定義し
ます (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

( 次のページへ続く )
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アーカイブと復元の使い方 [ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボックス 10 - 17
処理状態 検索するインターチェンジの処理済みの状態を指定しま
す。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [Received]
◗ [Sent]
◗ [ReadyToSend]
◗ [Queued]
◗ [Held]
◗ [SendFailed]

ネッ ト ワークの
状態

検索するインターチェンジのネッ ト ワークの状態を指定し
ます。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [NotSent]
◗ [ReceivedOK]
◗ [ReceivedWarning]
◗ [ReceivedError]
◗ [PickedUp]
◗ [ThirdParty]

受信状態 検索するインターチェンジの受信確認の状態を指定しま
す。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [ReconcileNotRequired]
◗ [ReconcileWaiting]
◗ [ReconciledOK]
◗ [ReconciledError]
◗ [ReconciledPartial]
◗ [ReconciledReject]
◗ [ReconcileOverdue]

送る期間 この日時の範囲に送信したデータを検索するよ うに定義し
ます (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

メモ
カレンダ コン ト ロールにアクセスするには矢印をク リ ッ
ク します。

検索 選択した条件に該当するインターチェンジを検索し、 その
結果を  [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスに表示します。

( 次のページへ続く )

各部 機能
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[ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 18
キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ グループの検索 ] ダイアログ ボックス 10 - 19
[ グループの検索 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ グループの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ グループの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

パートナー 特定のパートナー プロファ イル ID を選択します ( 既定値

はすべてのパートナー )。

方向 [ 両方向 ] ( インバウンドおよびアウ トバウンド  インター

チェンジ )、 [ インバウンド ]、 または [ アウ トバウンド ] 
を選択します。

Control Number 特定の Control Number を定義します。

グループ ID 特定のグループ識別子を定義します。

( 次のページへ続く )
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[ グループの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 20
受信状態 検索するグループの受信確認の状態を指定します。 有効な
値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [ReconcileNotRequired]
◗ [ReconcileWaiting]
◗ [ReconciledOK]
◗ [ReconciledErrors]
◗ [ReconciledPartial]
◗ [ReconciledReject]
◗ [ReconcileOverdue]

検索 選択した条件に基づいて、 該当するグループを検索し、 そ
の結果が [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスに表示されま

す。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブと復元の使い方 [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボックス 10 - 21
[ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

パートナー 特定のパートナー プロファ イル ID を選択します ( 既定値

はすべてのパートナー )。

方向 [ 両方向 ] ( インバウンドおよびアウ トバウンド  インター

チェンジ )、 [ インバウンド ]、 または [ アウ トバウンド ] 
を選択します。

Control Number 特定の Control Number を定義します。

ト ランザクシ ョ ン 
ID

特定の ト ランザクシ ョ ン識別子を定義します。

参照データ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トから参照データを指定

します。

名前 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トに対して設定されてい

る ドキュ メン ト名を指定します。

( 次のページへ続く )
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[ ドキュ メン トの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 22
受信状態 検索する ドキュ メン トの受信確認の状態を指定します。 有
効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [Received]
◗ [ReconcileWaiting]
◗ [ReconciledOK]
◗ [ReconciledErrors]
◗ [ReconciledPartial]
◗ [ReconciledReject]
◗ [ReconcileOverdue]

検索 選択した条件に基づいて、 該当する ドキュ メン ト を検索
し、 その結果が [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスに表示さ

れます。

キャンセル ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブと復元の使い方 [ メールボックスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス 10 - 23
[ メールボックスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ メールボッ クスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ メールボッ クスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスの各部とそ

の機能をま とめます。

各部 機能

名前 アーカイブ定義ファイルの名前を指定します。

メモ
この名前は、 一意にする必要があ り ます。

アーカイブ後に
データを削除

データをアーカイブした後にメ ッセージ データを 
Gentran:Server システムから削除するよ うに指定します。

追加 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスにアク

セスし、 新しいアーカイブ基準を定義できるよ うにし
ます。

編集 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスにアク

セスし、 選択したメールボッ クス基準のアーカイブ基準を
変更できるよ うにします。

削除 選択したメールボッ クス基準をシステムから削除します。

注意
基準を削除する と き、 削除してよいかど うかを確認
する メ ッセージは表示されません。

メールボッ クス メールボッ クス名を指定します。

( 次のページへ続く )
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[ メールボックスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 24
場所 メ ッセージの場所を示します。

次の日数分 メ ッセージをアーカイブする経過期間 ( 日付 ) を指定し

ます。

状態 アーカイブされる メ ッセージの状態を指定します。 既定値
は [All] です。

コンテンツ  
タイプ

メ ッセージのコンテンツ  タイプを指定します。 既定値は 
[Any] です。

保存 アーカイブ定義を保存して、 [ メールボッ クスのアーカイ

ブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル [ メールボッ クスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ メールボックスの選択基準 ] ダイアログ ボックス 10 - 25
[ メールボックスの選択基準 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

メールボッ クス 特定のメールボッ クスが表示されます ( 既定値はすべての

メールボッ クス )。

場所 メ ッセージの場所を示します。 有効な選択肢は次のとおり
です。

◗ [ 両方向 ] ( イン ボッ クス とアウ ト  ボッ クス )
◗ ［イン ボッ クス ]
◗ [ アウ ト  ボッ クス ]

次の日数分 メ ッセージをアーカイブする経過期間 ( 日付 ) を指定し

ます。

( 次のページへ続く )
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[ メールボックスの選択基準 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 26
状態 アーカイブされる メ ッセージの状態を指定します。 有効な
値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [Delivered]
◗ [Picked Up]
◗ [Read]
◗ [Sent]
◗ [Sent Third Party]

コンテンツ  
タイプ

メ ッセージのコンテンツ  タイプを指定します。 有効な値

は、 次のとおりです。

◗ [Any] ( 既定値 )
◗ [Application/EDI]
◗ [Application/Document-EDI]
◗ [Application/Import]
◗ [Application/rosettanet-agent] (Gentran:Server for 

RosettaNet がインス トールされている場合のみ )

メモ
この編集ボッ クスを使用して、 作成済みのコンテン
ツ  タイプを入力するこ とができます。

保存 選択基準を保存して、 [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイ

アログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル [ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ メールボックスの検索 ] ダイアログ ボックス 10 - 27
[ メールボックスの検索 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ メールボッ クスの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ メールボッ クスの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま

とめます。

各部 機能

メールボッ クス 特定のメールボッ クスが表示されます ( 既定値はすべての

メールボッ クス )。

場所 メ ッセージの場所を示します。 有効な選択肢は次のとおり
です。

◗ [ 両方向 ] ( イン ボッ クス とアウ ト  ボッ クス )
◗ ［イン ボッ クス ]
◗ [ アウ ト  ボッ クス ]

( 次のページへ続く )
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[ メールボックスの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 28
状態 アーカイブされる メ ッセージの状態を指定します。 有効な
値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値はすべての状態 )
◗ [Sent]
◗ [Read]
◗ [Delivered]
◗ [Picked Up]
◗ [Sent Third Party]

コンテンツ  
タイプ

メ ッセージのコンテンツ  タイプを指定します。 既定値は 
[Any] で、 作成した任意のコンテンツ  タイプを入力でき

ます。

作成期間 この日時の範囲に作成したデータを検索するよ うに定義し
ます (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

メモ
カレンダ コン ト ロールにアクセスするには矢印をク リ ッ
ク します。

送る期間 この日時の範囲に送信したデータを検索するよ うに定義し
ます (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

メモ
カレンダ コン ト ロールにアクセスするには矢印をク リ ッ
ク します。

受け取る期間 この日時の範囲に受信したデータを検索するよ うに定義し
ます (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

メモ
カレンダ コン ト ロールにアクセスするには矢印をク リ ッ
ク します。

検索 選択した条件に基づいて、 該当する メ ッセージを検索し、
その結果が [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスに表示され

ます。

キャンセル [ メールボッ クスの検索 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス 10 - 29
[ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機

能をまとめます。

各部 機能

名前 アーカイブ定義ファイルの名前を指定します。

メモ
この名前は、 一意にする必要があ り ます。

アーカイブ後に
データを削除

データをアーカイブした後にメ ッセージ データを 
Gentran:Server システムから削除するよ うに指定します。

追加 [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスにアクセス

し、 新しいアーカイブ基準を定義できるよ うにします。

編集 選択したメールボッ クス基準の [ 外部データ選択基準 ] ダ
イアログ ボッ クスにアクセスし、 選択したメールボッ ク

ス基準のアーカイブ基準を変更できるよ うにします。

削除 選択した外部データ基準をシステムから削除します。

注意
基準を削除する と き、 削除してよいかど うかを確認
する メ ッセージは表示されません。

( 次のページへ続く )
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[ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 30
実行する操作 外部データ  ファ イルに対して実行された動作が表示され

ます。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値 )
◗ [ProcessFile]
◗ [MBProcessFile]
◗ [Import]
◗ [MBImport]
◗ [Send]
◗ [Export]

次の日数分 外部データ  ファ イルをアーカイブする経過期間 ( 日付 ) を
指定します。

外部データ  ファ

イルのアーカイブ

外部データ  ファ イルがアーカイブされるこ とを示します。

保存 アーカイブ定義を保存して、 [ 外部データのアーカイブ定

義 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

キャンセル [ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボックス 10 - 31
[ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

各部 機能

実行する操作 外部データ  ファ イルに対して実行された動作が表示され

ます。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値 )
◗ [ProcessFile]
◗ [MBProcessFile]
◗ [Import]
◗ [MBImport]
◗ [Send]
◗ [Export]

次の日数分 外部データ  ファ イルをアーカイブする経過期間 ( 日付 ) を
指定します。

外部データ  ファ

イルのアーカイブ

外部データ  ファ イルがアーカイブされるこ とを示します。

保存 選択基準を保存して、 [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



[ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 32
キャンセル [ 外部データ選択基準 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブと復元の使い方 [ 外部データの検索 ] ダイアログ ボックス 10 - 33
[ 外部データの検索 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に、 [ 外部データの検索 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

各部と機能 次の表に、 [ 外部データの検索 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

実行する操作 検索する外部データ  ファ イルに対して実行する動作を指

定します。 有効な値は、 次のとおりです。

◗ [All] ( 既定値 )
◗ [ProcessFile]
◗ [MBProcessFile]
◗ [Import]
◗ [MBImport]
◗ [Send]
◗ [Export]

実行する期間 外部データ  ファ イルに対して動作を実行するタイ ミ ング

を指定するこ とによ り、 検索を行う日時の範囲を定義しま
す (YYYY/MM/DD および HH:MM:SS 形式 )。

メモ
カレンダ コン ト ロールにアクセスするには矢印をク リ ッ
ク します。

元のファイル名 検索する外部データ  ファ イルの元のファイル名を示し

ます。

( 次のページへ続く )
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[ 外部データの検索 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 34
外部データ  キー 検索する外部データ  キーを指定します。

検索 選択した条件に基づいて、 該当する メ ッセージを検索し、
その結果が [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスに表示され

ます。

キャンセル [ 外部データの検索 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

ヘルプ このダイアログ ボッ クスに関する状況依存ヘルプが表示

されます。

 ( 続き )
各部 機能
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アーカイブと復元の使い方 [ 検索結果 ] ダイアログ ボックス 10 - 35
[ 検索結果 ] ダイアログ ボックス

図 次の図に [ 検索結果 ] を示します。 アーカイブされたメールボッ クス  メ ッセージ

に対して実行した検索の結果が表示されています。

( 次のページへ続く )
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[ 検索結果 ] ダイアログ ボックス アーカイブと復元の使い方10 - 36
各部と機能 次の表に、 [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

( リ ス ト ) 検索した対象 ( インターチェンジ、 グループ、 ドキュ メン

ト 、 メ ッセージ、 または外部データ ) に応じて、 各状況に

対応した情報が表示されます。

すべてマーク [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クス内のすべてのアイテム

に、 復元されるこ とを示すマークを付けます。

戻る リ ス ト内の前のアイテムを選択します。

メモ
このボタンは、 アーカイブ ファ イルを選択した場合
にのみ有効になり ます。

次へ リ ス ト内の次のアイテムを選択します。

メモ
このボタンは、 アーカイブ ファ イルを選択した場合
にのみ有効になり ます。

マーク /
マークを外す

復元するために選択したアイテム ( または以前に選択した

アイテム ) にフラグを付けます。

メモ
この ト グル ボタンは、 アーカイブ ファ イルを選択
した場合にのみ有効になり ます。

ヘルプ 状況依存ヘルプが表示されます。

閉じる [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスを終了します。
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[ ソート順 ] ダイアログ ボックス

図 次の図は、 [ アーカイブ ] ツ リー表示でのアーカイブ データの並べ替え方法を選

択する と きに使用する  [ ソート順 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

アクセス方法 [ アーカイブ ] メニューから  [ 選択 ] を選択します。

各部と機能 次の表に、 [ ソート順 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

アーカイブ表示時の
ソート順を選択して
ください

次のいずれかの並べ替え順序を選択します。

◗ [ 日 / 時による ]
◗ [ ファ イル名による ]

OK 選択した並べ替え順序を適用してダイアログ ボッ ク

スを閉じます。

キャンセル 並べ替え順序を変更せずにダイアログ ボッ クスを閉

じます。
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アーカイブ定義の作成方法

手順 アーカイブ定義ファイルを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アーカイブ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ マネージャが表示されます。

2 [ アーカイブ ] ツ リーを展開します。

メモ
この操作は、 新しいアーカイブ定義を作成するために必要
とな り ます。

3 Gentran EDI、 メールボッ クス、 または外部データの下にある  [ 定
義 ] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 新規作成 ] 
を選択する と、 アーカイブ パラ メータを定義できます。

システムからの応答
[Gentran EDI アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クス、 [ メー
ルボッ クスのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クス、 また
は [ 外部データのアーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

4 [ 名前 ] ボッ クスに、 アーカイブ定義の名前を入力します。

5 アーカイブした後、 Gentran:Server システムからそのデータを削除

するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 削除する場合は、 [ アーカイブ後にデータを削除 ] チェッ ク  
ボッ クスをオンにして次のステップに進みます。

◗ 削除しない場合は、 次のステップに進みます。

6 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
該当する  [ 選択基準 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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7 適切なパラ メータを設定します。

参照

◗ 使用できるインターチェンジ パラ メータについての詳細は、
「[ インターチェンジ選択基準 ] ダイアログ ボッ クス」 を参照
して ください。

◗ 使用できる メールボッ クス  パラ メータについての詳細は、
「[ メールボッ クスの選択基準 ] ダイアログ ボッ クス」 を参照
して ください。

◗ 使用できる外部データ  パラ メータについての詳細は、 「[ 外部
データ選択基準 ] ダイアログ ボッ クス」 を参照して ください。

メモ
[ 選択基準 ] ダイアログ ボッ クスのすべての要素は、 全データを
アーカイブする、 という既定値に自動的に設定されます。

8 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 選択基準 ] ダイアログ ボッ クスが終了します。

9 別のアーカイブ基準を作成するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 作成する場合は、 ステップ 6 からステップ 8 を繰り返します。

◗ 作成しない場合は、 次のステップに進みます。

10 該当する  [ アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ 保存 ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
アーカイブ パラ メータを含むアーカイブ定義ファ イルが作成
されます。 定義ファイルは、 拡張子 .ARD で格納されます。

11 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

実行する操作 手順

アーカイブ基準を編集する [ アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ

クスで適切なアイテムを選択して、
[ 編集 ] をク リ ッ ク します。

アーカイブ基準を削除する [ アーカイブ定義 ] ダイアログ ボッ

クスで適切なアイテムを選択して、
[ 削除 ] をク リ ッ ク します。

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



データのアーカイブ方法 アーカイブと復元の使い方10 - 40
データのアーカイブ方法

始める前に データをアーカイブする前に、 選択基準を含むアーカイブ定義ファイルを作成
する必要があ り ます。

参照
詳細については、 「アーカイブ定義の作成方法」 を参照して ください。

手順 データをアーカイブするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 このアーカイブ処理を実行する前に、 ユーザーの会社で決められ
ている  Gentran:Server システムのバッ クアップ処理を行います。

2 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アーカイブ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ マネージャが表示されます。

3 アーカイブ ツ リーを展開して、 適切な定義フォルダを開きます。

4 適切なアーカイブ定義を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニュー

から  [Archive Data] を選択します。

システムからの応答

◗ アーカイブ処理が実行されます。 対話型の進捗ダイアログ 
ボッ クスに、 アーカイブ処理の現在の状態が表示されます。
必要に応じて、 アーカイブをキャンセルするこ と もできます。

◗ 指定したパラ メータに基づいてデータがアーカイブされ、
アーカイブ フォルダに新しいファイルが作成されます。

命名規則
アーカイブ ファ イル作成時の命名規則では、 アーカイブ定
義ファイルの名前にアーカイブの日付と時刻を加えたもの
が、 アーカイブ ファ イルの名前になり ます。 ファ イル拡張
子は .ARV です。

5 アーカイブ処理が完了したら、 [ アーカイブ マネージャ ] のツ

リー表示で適切なアーカイブ フォルダを右ク リ ッ ク し、 [ リ フ

レッシュ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ データ  ファ イルを作成した日付および時刻の
アーカイブ ファ イルが表示されます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



アーカイブと復元の使い方 アーカイブ データの表示方法 10 - 41
アーカイブ データの表示方法

手順 アーカイブされた情報を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アーカイブ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ マネージャが表示されます。

2 アーカイブ ツ リーを展開して、 適切なアーカイブ フォルダを開き

ます。

3 アーカイブ フォルダで、 内容 ( 概要または詳細 ) を表示するアー

カイブ データ  ファ イルを探すか、 または特定のデータを検索し、

そのファイルの左にある  "+" をク リ ッ ク します。

システムからの応答
アーカイブ ファ イルが表示されます。 アーカイブ ファ イル
を選択する と、 各アイテムの概要情報が表示されます。

参照
各レベルで表示できる情報については、 「アーカイブ マネー
ジャ」 を参照して ください。

4 [ アーカイブ ] メニューから  [ 選択 ] を選択し、 [ アーカイブ ] のツ

リー表示でのアーカイブ データの並べ替え方法を選択して [OK] 
をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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5 追加情報を表示するには、 ツ リーの適切なレベルを選択し、 次の
表に従って次に行う操作を決めます。

メモ
「該当なし」 は、 特定のアイテムを選択したと きに表示され
る情報を表します。

表示するアイテム 実行する操作

アーカイブ ファ イル情報 
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右上のペインに表示 )

アーカイブ ファ イルを選択します。

インターチェンジ情報 
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右上のペインに表示 )

インターチェンジを選択します。

インターチェンジ データ  
オーディ ッ ト  ([ アーカイブ 
マネージャ ] の右上のペイ

ンに表示 )

◗ インターチェンジを右ク リ ッ ク
します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ  オーディ ッ ト ] 
を選択します。

インターチェンジの ト ラ ッ
ク情報 ([ アーカイブ マ
ネージャ ] の右上のペイン

に表示 )

◗ インターチェンジを右ク リ ッ ク
します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ ト ラ ッ ク情報 ] を選
択します。

インターチェンジ ファ イル 
( 外部ビューアに表示 )

◗ インターチェンジを右ク リ ッ ク
します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 外部
ビューア ] を選択します。

インターチェンジ ファ イル 
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右下のペインに表示 )

◗ インターチェンジを右ク リ ッ ク
します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 画面 ] を
選択します。

グループ情報 ([ アーカイブ 
マネージャ ] の右上のペイ

ンに表示 )

グループを選択します。

ドキュ メン ト情報 ([ アーカ

イブ マネージャ ] の右上の

ペインに表示 )

ドキュ メン ト を選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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5
( 続き )

表示するアイテム 実行する操作

ドキュ メン ト  データ  オー

ディ ッ ト  ([ アーカイブ マ
ネージャ ] の右上のペイン

に表示 )

◗ ドキュ メン ト を右ク リ ッ ク し
ます。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ  オーディ ッ ト ] 
を選択します。

ドキュ メン トの ト ラ ッ ク情
報 ([ アーカイブ マネー

ジャ ] の右上のペインに

表示 )

◗ ドキュ メン ト を右ク リ ッ ク し
ます。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ ト ラ ッ ク情報 ] を選
択します。

ドキュ メン ト  ファ イル 
( 外部ビューアに表示 )

◗ ドキュ メン ト を右ク リ ッ ク し
ます。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 外部
ビューア ] を選択します。

ドキュ メン ト  ファ イル 
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右下のペインに表示 )

◗ ドキュ メン ト を右ク リ ッ ク し
ます。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 画面 ] を
選択します。

メ ッセージ情報 ([ アーカイ

ブ マネージャ ] の右上のペ

インに表示 )

メ ッセージを選択します。

メ ッセージ データ  オー

ディ ッ ト  ([ アーカイブ マ
ネージャ ] の右上のペイン

に表示 )

◗ メ ッセージを右ク リ ッ ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ  オーディ ッ ト ] 
を選択します。

添付情報 ([ アーカイブ マ
ネージャ ] の右上のペイン

に表示 )

添付を選択します。

添付データ  オーディ ッ ト  ([
アーカイブ マネージャ ] の
右上のペインに表示 )

◗ 添付を右ク リ ッ ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ  オーディ ッ ト ] 
を選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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5
( 続き )

表示するアイテム 実行する操作

添付ファイル ( 外部ビュー

アに表示 )
◗ 添付を右ク リ ッ ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 外部
ビューア ] を選択します。

添付ファイル ([ アーカイブ 
マネージャ ] の右下のペイ

ンに表示 )

◗ 添付を右ク リ ッ ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 画面 ] を
選択します。

外部データ情報 ([ アーカイ

ブ マネージャ ] の右上のペ

インに表示 )

外部データ  ファ イルを選択します。

外部データ  オーディ ッ ト  
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右上のペインに表示 )

◗ 外部データ  ファ イルを右ク リ ッ
ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ  オーディ ッ ト ] 
を選択します。

外部データ  ファ イル 
( 外部ビューアに表示 )

◗ 外部データ  ファ イルを右ク リ ッ
ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 外部
ビューア ] を選択します。

外部データ  ファ イル 
([ アーカイブ マネージャ ] 
の右下のペインに表示 )

◗ 外部データ  ファ イルを右ク リ ッ
ク します。

◗ シ ョート カッ ト  メニューから  
[ 表示 ] > [ データ ] > [ 画面 ] を
選択します。

システムからの応答
要求した情報が表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アーカイブ データの検索方法

はじめに アーカイブ マネージャの検索を使用する と、 すべてまたは 1 つのアーカイブ 
ファ イルを検索するために使用するパラ メータを素早く定義して、 特定の情報
を見つけるこ とができます。 その中から必要な情報を選択する と、 [ アーカイブ 
マネージャ ] のツ リー表示でその情報が反転表示になり ます。

手順 特定のアーカイブ データを検索するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アーカイブ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ マネージャが表示されます。

2 [ アーカイブ サブシステム ]  ツ リーから、 適切な (Gentran EDI、
メールボッ クス、 または外部データの ) アーカイブ フォルダを選

択します。

3 ◗ [ アーカイブ ] メニューから  [ 検索 ] を選択します。

◗ 続いて、 メ ッセージ、 インターチェンジ、 グループ、 ドキュ
メン ト 、 または外部データを選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジの検索 ] ダイアログ ボッ クス、 [ グルー
プの検索 ] ダイアログ ボッ クス、 [ ドキュ メン トの検索 ] ダ
イアログ ボッ クス、 [ メールボッ クスの検索 ] ダイアログ 
ボッ クス、 または [ 外部データの検索 ] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

4 適切なパラ メータを選択します。

メモ
[ 検索 ] ダイアログ ボッ クスのパラ メータを変更しなかった場合
は、 既定値 ( すべてのアイテム ) が検索されます。

( 次のページへ続く )
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5 [ 検索 ] をク リ ッ クする と、 検索が実行されます。

システムからの応答
[ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

参照
検索ダイアログ ボッ クスで実行できる動作についての詳細
は、 「データのアーカイブ方法」 を参照して ください。

6 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ 検索結果 ] ダイアログ ボッ クスを閉

じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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アーカイブ データの復元 0

概要

" 復元 " 機能 " 復元 " 機能を使用する と、 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザでデータの表示

および再実行を行う こ とができます。 データが復元される と きに、 アーカイブ 
データ  ファ イル (*.ARV ファ イル ) は変更されません。 したがって、 必要に応じ

て、 同じアーカイブ ファ イルからデータを再度復元するこ とができます。

復元における注意点 データをシステムに復元する場合は、 以下の点に注意してください。

◗ アイテムは、 アーカイブした後に削除する必要があ り ます。

参照
アーカイブ後削除機能についての詳細は、 「アーカイブ定義の作成方
法」 を参照して ください。

◗ メ ッセージ データの場合、 元のメールボッ クスが存在している必要があ り
ます。

メモ
元のメールボッ クスが存在しない場合は [ アーカイブ マネージャ ] に
よって再作成されます。 この複製メールボッ クスには、 元のメール
ボッ クスのすべてのプロパティが複製されるわけではあ り ません。

アーカイブ  ファイル

のテープへの移動

" アーカイブ " 機能で作成したアーカイブ データ  ファ イルの数が多くな り、 空き

ディ スク領域が少なくなってきた場合は、 アーカイブ データ  ファ イルをテープ

に移動するこ と もできます。

メモ
Gentran:Server には、 アーカイブ ファ イルをテープ メディアにコピーする機能は
用意されていません。 アーカイブ ファ イルをテープに移動した場合、 そのファ
イルを  [ アーカイブ検索 ] で認識するこ とはできません。 テープに移動したファ
イルは、 テープに保存した状態で開く こ とはできません。 そのアーカイブ ファ
イルを  [ アーカイブ マネージャ ] で表示するには、 テープからアーカイブ フォ
ルダに読み込み直す必要があ り ます。

推奨事項
テープ管理システムを使用して、 テープに保存されているアーカイブ ファ イル
を ト ラ ッキングするこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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手順 アーカイブ データを復元するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ アーカイブ ] を選択します。

システムからの応答
アーカイブ マネージャが表示されます。

2 アーカイブ ツ リーを展開し、 復元するアイテムを探します。

3 アイテムを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [ マーク

] > [ マークを外す ] を選択します。

システムからの応答
復元するアイテムにフラグが付けられます。

4 [ データの復元 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
マーク されているデータがシステムに復元されます。

メモ
データが復元できない場合は、 オーディ ッ ト  ログの表示を
促すメ ッセージが表示されます。 オーディ ッ ト  ログには、
失敗の原因についての詳細情報が表示されます。

5 復元されたデータの表示方法については、 次の表に従ってくだ
さい。

復元データ データの表示

インターチェンジ [ インターチェンジの復元 ] ブラウザ

参照
詳細については、 「復元されたインター
チェンジの表示方法」 を参照して くだ
さい。

メ ッセージ メールボッ クス  サブシステム

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

外部データ  ファ イル 外部データ概要ビューア

参照
詳細については、 「外部データ  ファ イルの
表示方法」 を参照して ください。
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[ インターチェンジの復元 ] ブラウザ

はじめに [ インターチェンジの復元 ] ブラウザを使用して、 アーカイブ ファ イルから復元

したすべてのインターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トの リ ス ト を表
示できます。 このブラウザには、 インターチェンジの状態に関する情報 ( ファン

クシ ョナル受信確認を受信したかど うか、 およびその受信確認の状態など ) が表

示されます。

情報の編成 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザでは、 情報が階層構造で編成されています。

次の表に、 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザの情報の階層構造をま とめます。

レベル アクセス方法

表示される情報 ( 中央のペイン )
( すべての情報が表示されるわけでは

ありません。 )

インター
チェンジ

[ インターチェンジの

復元 ] ブラウザを開

きます。

◗ インターチェンジの方向

◗ インターチェンジが作成された
日時

◗ パートナー名

◗ Control Number

◗ インターチェンジの処理状態

◗ ネッ ト ワークの状態

◗ インターチェンジ受信確認の状態

◗ メ ッセージの状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれかが
欠けているか、 または特定のインター
チェンジに適切でない場合には、 表示
されません。

グループ インターチェンジを
ダブルク リ ッ ク し
ます。

◗ グループ Control Number
◗ グループの種類

◗ グループ受信確認の状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれか
が欠けているか、 または特定のグ
ループに適切でない場合には、 表示
されません。

( 次のページへ続く )
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ドキュ メン ト グループをダブルク
リ ッ ク します。

◗ ドキュ メン トの状態

◗ ドキュ メン ト  Control Number
◗ ドキュ メン トの種類

◗ ドキュ メン ト名

◗ 参照データ

◗ ドキュ メン トの適合状態

◗ ト ランザクシ ョ ン受信確認の状態

メモ
これらのコンポーネン トのいずれか
が欠けているか、 または特定のド
キュ メン トに適切でない場合には、
表示されません。

ドキュ メン ト  
データ

ドキュ メン ト をダブ
ルク リ ッ ク します。

メモ
システム上で対象の
ドキュ メン トの画面
入力ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト
を利用できるこ とが、
必須条件です。

ドキュ メン ト  データ

 ( 続き )
レベル アクセス方法

表示される情報 ( 中央のペイン )
( すべての情報が表示されるわけでは

ありません。 )
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ブラウザの機能 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザでは、 次の機能を実行できます。

◗ [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスから日付、 パートナー、
および方向 ( インバウンド とアウ トバウンド ) をフ ィルタ条件に設定して、
インターチェンジを表示できます。

◗ 外部データ、 EDI データ、 および選択したインターチェンジまたはドキュ メ
ン トの ト ランスレータ  レポート  データを、 ブラウザ内の適切なペインに表
示できます。

メ モ
EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] メニューから適
切なコマンドを選択するこ とによって、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式
に切り換えるこ とができます。

◗ インターチェンジの状態を  "送信準備完了" から  "保留" に (またはその逆に ) 
切り替えるこ とができます。

◗ 選択したアイテムを印刷または削除できます。

メモ
インターチェンジをすぐには送信しない場合、 この切り換え機能を使用するこ
とができます。

図 次の図に、 [ 復元されたインターチェンジの概要 ] ブラウザを示します。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ 復元されたインターチェンジの概要 ] ブラウザの各部とその機能を

ま とめます。

各部 機能

ステータス  バー [ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスで指

定したフ ィルタの指定事項が反映されます。

メモ
中央のペインからアイテムを  1 つ選択する と、 [ 電子商取
引 (EC) マネージャ ] のステータス  バーが更新されます。

( 左のペイン — 
[ インターチェン

ジ ] ツ リー )

復元されたすべてのインターチェンジ、 グループ、 および
ドキュ メン トの リ ス トが表示されます。 また、 作成時刻お
よびパートナー名も表示されます。

メモ
[ 復元されたインターチェンジの概要 ] ブラウザの表示を
リ フレッシュするには、 F5 を押します。

参照

◗ 各レベルの内容の詳細については、 「表示可能な アー
カイブ情報」 を参照して ください。

◗ 状態アイコンの詳細については、 「ドキュ メン ト  レベ
ルの状態アイコン」 を参照して ください。

( 中央のペイン — 
詳細な リ ス ト )

選択されたドキュ メン ト 、 グループ、 またはインターチェ
ンジの詳細情報が表示されます。 表示された情報は、 その
レベルに依存します。

メモ

◗ 複数のアイテムを選択するには、 アイテムを選択して
いる間に Ctrl を押して下さい。

◗ [ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュす
るには、 中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ
ト  メニューから  [ リ フレッシュ ] を選択します ( また
は、 F5 を押します )。

( 次のページへ続く )
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( 右上のペイン — 
[ 外部データ ])

ト ランスレーシ ョ ンで使用したデータ  ファ イルが表示さ

れます ( このオプシ ョ ンを  [ 表示 ] メニューの [ インター

チェンジの復元 ] から選択した場合 )。

メモ

◗ 詳細リ ス トから １つのアイテムが選択された場合の
み、 このオプシ ョ ンは有効です。

◗ ト ランスレーシ ョ ン内で使用した外部データ  ファ イ
ルがない場合、 このオプシ ョ ンは利用できません。

◗ EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] 
メニューから適切なコマンドを選択するこ とによっ
て、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とが
できます。

( 右中央のペイン 
— [Gentran 
データ ])

データが EDI 書式で表示されます ( このオプシ ョ ンを  [ 表
示 ] メニューの [ インターチェンジの復元 ] から選択した

場合 )。

メモ

◗ 詳細リ ス トから １つのアイテムが選択された場合の
み、 このオプシ ョ ンは有効です。

◗ EDI データや外部データを表示する と きには、 [ 表示 ] 
メニューから適切なコマンドを選択するこ とによっ
て、 [ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換えるこ とが
できます。

( 右下のペイン — 
[ ト ランスレータ  
レポート ])

ト ランスレータがこのドキュ メン トに対して実行した動作
のレポート、 および EDI またはト ランスレーシ ョ ン  オブ

ジェク トに関するエラーのリ ス トが表示されます ( このオ

プシ ョ ンを [ 表示 ] メニューの [ インターチェンジの復元 ] 
から選択した場合 )。

メモ
詳細リ ス トから １つのアイテムが選択された場合の
み、 このオプシ ョ ンは有効です。

参照
ト ランスレータ  レポートの詳細については、 『管理 ガイ
ド』 の 「エラー メ ッセージ」 を参照して ください。

 ( 続き )
各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



[ インターチェンジの復元 ] ブラウザ アーカイブと復元の使い方10 - 54
ド キュメ ント  レベル

の状態アイコン

次の表に、 [ インターチェンジの復元 ] ブラウザのドキュ メン ト  レベルで使用さ

れる状態アイコンをま とめます。

状態 アイコン 説明

OK ( 緑 ) — ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適

合しており、 処理を続行できる状態にあるこ とを示し
ます。

失敗 ( 赤 ) — 次のいずれかの状態を示します。

◗ ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合してい
ません。 これがエラーの原因である場合は、 その
ドキュ メン トに関連付けられた ト ランスレータ  レ
ポートにエラーが表示されます。 ドキュ メン トは 
EDI スタンダードに完全には適合していませんが、
処理を続行できる状態にあ り ます。

◗ 受信したドキュ メン ト を特定の ト レーディング 
パートナーに関連付けるこ とができません。 この
場合、 そのドキュ メン トに対応するパートナーの
リ ス トには " 不明 " と表示されます。 このドキュ
メン ト を、 パートナーとのインターチェンジで受
信したほかのドキュ メン ト と関連付けるには、
[ インターチェンジ ] ブラウザから ドキュ メン ト を
添付します。

◗ 適切な取引関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト を、 ドキュ メン ト と関連付けるこ とがで
きません。 関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブ
ジェク ト を探すために使用した情報の種類に関す
る詳細情報が、 オーディ ッ ト  ログに記録されま
す。 この問題を解決するには、 パートナー エディ
タを使用して有効な関係を確立し、 その関係につ
いて有効なエクスポート、 印刷、 またはターンア
ラウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を定
義する必要があ り ます。

◗ インターチェンジ、 ファンクシ ョナル グループ、
またはト ランザクシ ョ ン  レベル エンベロープ構
造の処理中に、 重大なエラーが発生しました。
ヘッダーと ト レーラの Control Number の不一致、
無効な ト レーラ管理カウン ト 、 Control Number の
順番の確認エラーなども、 このエラーに含まれま
す。 これらのエラーが発生した場合、 ドキュ メン
トが入っているインターチェンジについての ト ラ
ンスレータ  レポートにエラーが表示されます。

重複 ( 黄色 ) — このドキュ メン トに、 システム上の別のド

キュ メン ト と同じ名前が付けられているこ とを示し
ます。
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復元されたインターチェンジの表示方法

手順 復元されたインターチェンジを表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジの復元 ] を選択

します。

システムからの応答
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザが表示されます。

メモ
[ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュするに
は、 中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ リ フレッシュ ] を選択します ( または、 F5 を押
します )。

2 インターチェンジの表示で、 状態によるフ ィルタをかけるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかける場合には、 「復元されたインターチェンジの
フ ィルタ方法」 を参照して ください。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 そのままステップ 3 に進みます。

メモ
" フ ィルタ " 機能を使用する と、 復元されたインターチェンジを日
付、 パートナー、 および方向 ( インバウンドまたはアウ トバウン
ド ) でフ ィルタをかけて表示するこ とができます。

3 インターチェンジを選択します。

( 次のページへ続く )
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4 次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

実行する操作 選択

選択したインターチェン
ジの内容を EDI データ書

式で表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジの復元 ] を選択します。

◗ サブメニューから  [Gentran デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

対応する外部データ  ファ

イルを表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジの復元 ] を選択します。

◗ サブメニューから  [外部データ ] を
選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したインターチェン
ジの ト ランスレータ  レ
ポート を表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジの復元 ] を選択します。

◗ サブメニューから  [ ト ランスレー
タ  レポート ] を選択します。

選択したインターチェン
ジまたはインターチェン
ジの概要を印刷する

[ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を
選択します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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4
( 続き )

実行する操作 選択

選択したインターチェン
ジと、 これに関連するす
べてのドキュ メン ト を削
除する

[ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 削除 ] 
を選択します。

メモ

◗ 状態が " 順番待ち " のインター
チェンジを削除する と、 [ アウ ト  
ドキュ メン ト ] およびト レーディ
ング パートナーの [ イン ボッ ク
ス ] で、 特定のメ ッセージを削除
する必要があるこ とを示す警告
メ ッセージが表示されます。 その
まま続ける と、 パートナーの処理
結果が Control Number の順番に基
づく場合は、 ト ランザクシ ョ ン、
グループ、 およびインターチェン
ジの Control Number を修正する必
要があるこ とを示す警告メ ッセー
ジが表示されます。

◗ 状態が " 送信準備完了 " のイン
ターチェンジを削除する と、 パー
トナーの処理結果が Control 
Number の順番に基づく場合は、
ト ランザクシ ョ ン、 グループ、 お
よびインターチェンジの Control 
Number を修正する必要があるこ
とを示す警告メ ッセージが表示さ
れます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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復元されたインターチェンジのフ ィルタ方法

手順 復元されたインターチェンジを、 パートナーまたは日付順にフ ィルタ表示する
には、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジの復元 ] を選択

します。

システムからの応答
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザが表示されます。

2 [ コマンド ] メニューから  [ フ ィルタ ] を選択します。

システムからの応答
[ インターチェンジのフ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 インターチェンジの表示で、 日時によるフ ィルタをかけるかど う
かによって、 次を実行します。

◗ 日時によるフ ィルタをかけない場合は、[ 日付 / 時刻の検査をし
ない ] チェッ ク  ボッ クスをオンにしてステップ 6 に進みます。

◗ 日時によるフ ィルタをかける場合は、[ 日付 / 時刻の検査をしな
い ] チェッ ク  ボッ クスをオフにしてステップ 4 に進みます。

4 [ 開始日時 ] スライ ド  バーを使用して、 表示するインターチェン

ジの日付範囲の始ま り を指定します。

5 日付範囲の終わり を、 常に現在のシステム日時にするかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ システム日時にしない場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クス
をオフにし、 [ 終了日時 ] スライ ド  バーで日付範囲の終わり を
設定します。

◗ システム日時にする場合は、 [ 常に現在 ] チェッ ク  ボッ クスを
オンにします。

( 次のページへ続く )
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6 復元されたインターチェンジの表示で、 パートナーによるフ ィル
タをかけるかど うかによって、 次を実行します。

◗ フ ィルタをかけない場合は、 ステップ 7 に進みます。

◗ フ ィルタをかける場合は、 すべてのパートナー プロファ イル
がリ ス ト されている  [ パートナー ] リ ス トから、 表示するパー
トナーを選択します。

メモ
既定ではすべてのパートナーが表示されますが、 パートナー プロ
ファ イルをク リ ッ ク して選択解除し、 表示を変更するこ と もでき
ます。 すべてのパートナー プロファ イルの選択を解除するには、
[ すべてのパートナーを選択しない ] をク リ ッ ク します。 その後、
1 つ以上のプロファ イルをク リ ッ クすれば、 そのプロファ イルを
選択できます。 少なく と も  1 つのパートナーを選択する必要があ
り ます。

7 インターチェンジのどちらの方向にフ ィルタをかけるかによって、
次を実行します。

既定値
既定の表示は、 インバウンド  インターチェンジおよびアウ トバウ
ンド  インターチェンジの両方にフ ィルタをかけます。 [ インバウ
ンド ] または [ アウ トバウンド ] チェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク し
て方向をク リ アします。

メモ
少なく と も  1 つの [ 方向 ] チェッ ク  ボッ クスがオンになっている
必要があ り ます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
復元されたインターチェンジが、 指定した基準でフ ィルタ
されて表示されます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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復元されたドキュメン トの表示方法

はじめに インターチェンジ内の個々のドキュ メン ト を表示するためには、 各ドキュ メン ト
の画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが使用可能である必要があり ます。

手順 復元されたインターチェンジ内のドキュ メン ト を表示するには、 次の手順に従
います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジの復元 ] を選択

します。

システムからの応答
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザが表示されます。

メモ
[ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュするに
は、 中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ リ フレッシュ ] を選択します ( または、 F5 を押
します )。

2 ドキュ メン ト を選択して次のステップに進むか、 ドキュ メン ト を
ダブルク リ ッ ク して表示します。

メモ
このドキュ メン トの画面入力ト ランスレーシ ョ ン  オブジェ
ク トが使用可能である必要があ り ます。

3 ドキュ メン ト を選択したら、 次の表に従って次に行う操作を決め
ます。

実行する操作 選択

このドキュ メン トの ト ラ
ンスレータ  レポート を表

示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ [ ト ランスレータ  レポート ] を選択
します。

( 次のページへ続く )
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3
( 続き )

実行する操作 選択

選択したインターチェン
ジの内容を EDI データ書

式で表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [Gentran デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したインターチェン
ジに関連する外部データ
を表示する

◗ [ 表示 ] メニューから  [ インター
チェンジ ] を選択します。

◗ サブメニューから  [ 関連外部デー
タ ] を選択します。

メモ
EDI データや外部データを表示する と
きには、 [ 表示 ] メニューから適切な
コマンドを選択するこ とによって、
[ テキス ト ] から  [16 進 ] 形式に切り換
えるこ とができます。

選択したドキュ メン ト ま
たは ト ランスレータ  レ
ポート を印刷する

[ ファ イル ] メニューから  [ 印刷 ] を
選択します。

選択したドキュ メン ト を
削除する

[ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 削除 ] 
を選択します。

適切なブラウザにドキュ
メン ト をコピーする

◗ [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ コ
ピー ] を選択します。

◗ 適切なブラウザ ( 適合するインバ
ウンド  ドキュ メン トの場合は [?
イン ドキュ メン ト ] ブラウザ ま
たは [ イン  ドキュ メン ト ] ブラウ
ザ、 アウ トバウンド  ドキュ メン
トの場合は [ ワークスペース ] ブ
ラウザ ) をサブメニューから選択
します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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復元されたドキュメン トの再処理方法

はじめに [ インターチェンジの復元 ] ブラウザからデータを再処理するには、 選択したア

ウ ト  ドキュ メン ト を  [ コピー ] コマンドで [ ワークスペース ] に移動し、 適合す

るインバウンド  ドキュ メン ト を  [ イン ドキュ メン ] ブラウザまたは [? イン ド
キュ メン ト ] ブラウザに移動する必要があ り ます。

手順 データを再処理するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジの復元 ] を選択

します。

システムからの応答
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザが表示されます。

メモ
[ インターチェンジ ] ブラウザの表示を リ フレッシュするに
は、 中央のペインを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ リ フレッシュ ] を選択します ( または、 F5 を押
します )。

2 ドキュ メン ト を再処理および再送できるよ うにするため、 [ ワーク

スペース ] ブラウザ、 [ イン ドキュ メン ト ] ブラウザ、 または 
[? イン ドキュ メン ト ] ブラウザにコピーする ドキュ メン ト を選択

します。

3 ◗ [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ コピー ] を選択します。

◗ カスケード  メ ニューから適切なブラウザを選択すると 、 復元さ
れたインターチェンジが選択したブラウザにコピーされます。
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復元されたインターチェンジの再送方法

はじめに [ インターチェンジの復元 ] ブラウザからアウ トバウンド  インターチェンジを再

送するには、 [ 再送 ] コマンドを使用する必要があ り ます。

メモ
再送できるインターチェンジは、 以前に送信されたものか、 状態が " 送信準備完
了 " のもののみです。

再送処理 次の表に、 選択したインターチェンジを再送する際にシステム内で発生する処
理をま とめます。

段階 説明

1 復元されたインターチェンジが、 [ インターチェンジの復元 ] ブラ

ウザ内のリ ス トに表示されます。

参照
復元されたインターチェンジを表示する手順については、
「復元されたインターチェンジのフ ィルタ方法」 を参照して
ください。

2 再送コマンドが実行される と、 まず TRADACOMS インターチェ

ンジであるかど うかが判別されます。 インターチェンジが 
TRADACOMS である場合、 FIL セグメン ト内の現在のバージ ョ ン

番号が 1 増分されます。 インターチェンジは、 この更新の後にほ

かのインターチェンジと同じ方法で再送されます。

3 リモート  エンド とのコ ミ ュニケーシ ョ ンが確立されます。 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ン セッシ ョ ンが成功したか失敗したかど うかに応じ

て、 メ ッセージの状態が更新されます。

◗ メールボッ クスが設定されていない、 またはメールボッ クス  
サービスが開始されていない、 などの理由でコ ミ ュニケー
シ ョ ンが失敗した場合、 インターチェンジおよびドキュ メン
トは " 送信準備完了 " の状態のまま とな り ます。

◗ モデムが見つからないためにコ ミ ュニケーシ ョ ンが失敗した
場合、 インターチェンジおよびドキュ メン トは " 順番待ち " の
状態のまま とな り ます。

メモ
この時点では、 ユーザ側のアクシ ョ ンはいっさい必要あ り
ません。 送信に失敗したインターチェンジは、 次回の伝送
セッシ ョ ンの一部と して自動的に送信されます。

( 次のページへ続く )
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手順 復元されたアウ トバウンド  インターチェンジを再送するには、 次の手順に従い

ます。

4 コ ミ ュニケーシ ョ ンが成功する と、 ドキュ メン トは [ アウ ト  ド
ローワ ] ブラウザに移動し、 インターチェンジの状態は " 送信済

み " に設定されます。

段階 説明

ステップ 操作

1 [ デスク ] の適切な領域から、 [ インターチェンジの復元 ] を選択

します。

システムからの応答
[ インターチェンジの復元 ] ブラウザが表示されます。

2 再送するアウ トバウンド  インターチェンジを選択します。

3 [ ドキュ メン ト ] メニューから  [ 再送 ] を選択します。

システムからの応答
[Gentran:Server for Windows] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 伝送セッシ ョ ンを開始します。
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章では、 Gentran:Server のプロセス管理の使用方法を説明します。

プロセス管理の機能 プロセス管理は、 メ ッセージ処理を自動化するためのシステム機能です。 基本
的に、 ユーザーは実行する処理とそのタイ ミ ングを設定するだけでよ く、 後は
プロセス管理によって自動的に運営されます。

プロセス管理を使用する と、 Gentran:Server の処理機能を開始するためのカスタ

マイズ イベン ト を簡単にビルドできます。 これらの処理機能には、 次のものが

あ り ます。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルからのデータのインポート

◗ アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルへのデータのエクスポート

◗ 送信

◗ 受信 

また、 ファ イル管理機能やプロセス管理機能を実行できるため、 アプ リ ケー
シ ョ ンと  Gentran:Server を統合して使用する際の柔軟性が向上します。

イベン ト作成処理 プロセス管理は、 " イベン ト " によって制御されます。 イベン ト とは、 実行する

処理 ( セッシ ョ ン ) とセッシ ョ ンを処理するタイ ミ ング ( カレンダ、 曜日、 日付、

またはファ イルの有無 ) との組み合わせのこ とです。 次の表に、 イベン ト作成処

理の概要をまとめます。

段階 説明

1 プロセス管理セッシ ョ ンを作成します。

参照
詳細については、 「セッシ ョ ンの作成方法」 を参照して くだ
さい。

2 必要に応じて、 プロセス管理カレンダを作成します。

参照
詳細については、 「カレンダを作成または編集する方法」 を
参照して ください。

( 次のページへ続く )
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3 プロセス管理イベン ト を作成します。

参照
詳細については、 「新しいイベン トの作成方法」 を参照して
ください。

4 イベン ト をアクティブにします。

参照
詳細については、 「イベン ト をアクティブ化および一時停止
する方法」 を参照して ください。

 ( 続き )
段階 説明
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セッション 0

概要

はじめに セッシ ョ ンの定義は、 プロセス管理イベン トに不可欠な要素です。 セッシ ョ ン
の設定プロセスを使用して、 プロセス管理セッシ ョ ン  スク リプ ト を設定および

編集するこ とができます。 セッシ ョ ンはイベン ト とは別個に定義されるので、
同じセッシ ョ ン定義を何回でもスケジュールするこ とができます。

セッシ ョ ン 
スクリプ ト

セッシ ョ ン  スク リプ トは、 コマンド  (Gentran:Server の関数 ) のリ ス トで構成さ

れ、 セッシ ョ ン スク リプ トに記載された順番どおりにコマンドが実行されます。

使用可能な各コマンドにパラ メータを設定できます。 選択したコマンドに条件
を設定するこ と もできます。 これらの条件によって、 セッシ ョ ン内でコマンド
を実行するかど うかが決ま り ます。

条件は、 2 種類指定できます。 まず、 特定のファイルの有無を照会する条件を指

定できます。 次に、 特定の場所にドキュ メン トが存在するかど うかを識別する
条件を指定できます。 条件を評価した結果が true であれば、 コマンドが実行さ

れます。 条件を評価した結果が false であれば、 そのコマンドをスキップして、

その次に定義されているコマンドから処理が続行されます。

[ プロセス管理 ] 
ダイアログ ボックス 
([ セッショ ン ] タブ )

次の図に、[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ セッシ ョ ン ] タブを示します。

( 次のページへ続く )
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[ セッシ ョ ン ] タブ

の各部と機能

次の表に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ セッシ ョ ン ] タブの各部と

その機能をまとめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

( リ ス ト ) 定義済みのセッシ ョ ン スク リプ トのすべてが表示され

ます。

セッシ ョ ン 現在選択されているセッシ ョ ンのスク リプ トが表示され
ます。

挿入 [ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 これを使

用して、 現在の行の上にスク リプ ト  コマンドを挿入でき

ます。

編集 [ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 これを使

用して、 選択したスク リプ ト  コマンドを変更できます。

削除 選択しているスク リプ ト  コマンドを削除します。

上へ 選択したスク リプ ト  コマンドを、 スク リプ ト内の 1 つ上

の行に移動します。

下へ 選択したスク リプ ト  コマンドを、 スク リプ ト内の 1 つ下

の行に移動します。

新規作成 [ 新しいセッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 こ

れを使用して、 新しいセッシ ョ ンを作成できます。

保存 現在のセッシ ョ ン スク リプ ト を保存します。

名前を付けて保存 現在のセッシ ョ ン スク リプ ト を別の名前で保存します。

削除 選択したセッシ ョ ンを削除します。
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[ 動作の設定 ] ダイ

アログ ボックス

次の図に、 [ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

[ 動作の設定 ] ダイ

アログ ボックスの

各部と機能

次の表に、 [ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめます。

各部 機能

コマンドの指定 スク リプ トに追加するスク リプ ト  コマンドを指定で

きます。

メモ
コマンドを選択する と、 そのコマンドのパラ
メータが [ コマンドの指定 ] セクシ ョ ン内のこ
のボッ クスの下に表示されます。

条件 選択したコマンドに条件を設定できます。 これらの条
件によって、 セッシ ョ ン内でコマンドを実行するかど
うかが決ま り ます。

( 次のページへ続く )
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コマンド 次の表に、 スク リプ ト  コマンドおよびその動作をま とめます。

メモ
これらのコマンドについての詳細は、 Gentran:Server のオンライン ヘルプ
を参照して ください。

実行時間を超過した
場合、 オーディ ッ ト  
ログに書き込む

コマンドの実行時間が指定された時間数 ( 分単位 ) を
超過した場合に、 オーディ ッ ト  メ ッセージが書き込

まれるよ うに指定できます。

メモ
コマンドの実行時間が割り当て時間を超過した場合、
オーディ ッ ト  ログに警告メ ッセージが書き込まれま
すが、 コマンドの実行は完了するまで続行されます。

分 一定の時間を経過してもコマンドの処理が終了しない
場合、 オーディ ッ ト  ログにメ ッセージが書き込まれ

ますが、 この書き込みが行われる経過時間数を分単位
で指定します。

各部 機能

コマンド 操作

Exec_Program 実行するプログラムを指定します。

メモ
このコマンドが実行される と、 [ オーディ ッ ト  ログ ] 
に、 どのプログラム ( 作業ディ レク ト リ内のコマンド  
ラ イン ) が実行されたかを示す情報メ ッセージが書き
込まれます。

Exec_Program_Ex 実行するプログラム、 およびイベン ト  ID やコン ト

ローラ名を渡すプログラムを指定します。

メモ
この関数は、 Gentran:Server for RosettaNet™ のインス
トール プログラムで使用されます。

File_Copy ファ イルをコピーします。

メモ
このコマンドが実行される と、 [ オーディ ッ ト  ログ ] 
に、 ファ イルのコピーが成功したこ とを示す情報メ ッ
セージが書き込まれます。

File_Rename ファ イルの名前を変更します。

( 次のページへ続く )
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File_Delete ファ イルをシステムから削除します。

メモ
このコマンドが実行される と、 [ オーディ ッ ト  ログ ] 
に、 ファ イルの削除が成功したこ とを示す情報メ ッ
セージが書き込まれます。

GDW_Archive 選択したアーカイブ定義ファイルの定義に基づいて、
アーカイブ コマンドを実行します。

GDW_Audit_Rpt オーディ ッ ト  レコードを指定されたファイルにコ

ピーします。

GDW_Audit_Purge システム内のオーディ ッ ト  レコードをすべて削除し

ます。

メモ
パージされたオーディ ッ ト  ログ エン ト リはデータ
ベースから削除され、 テキス ト ファ イルに追加されま
す。 テキス ト  ファ イルが大き くならないこ とを
チェッ ク しな くてもいいよ うに、 このコマンド よ り も
File_Delete コマンドを使用する方法もあ り ます。

GDW_Audit_Write 指定されたパラ メータに基づいて、 オーディ ッ ト  ロ
グにプロセッシング ユーザー オーディ ッ ト  メ ッセー

ジを書き込みます。

GDW_Document_
Purge

指定された日付 / 期間、 場所、 または状態に基づい

て、 ドキュ メン ト  レコードを Gentran:Server データ

ベースから削除します。

GDW_Document_Rpt 指定された状態、 場所、 または日付 / 期間に基づい

て、 Gentran:Server データベース内のドキュ メン トの

ドキュ メン ト  データ  ( および、 該当する場合はグルー

プおよびインターチェンジ データ ) が保存されるファ

イルを作成します。

GDW_Export " エクスポート " 機能を実行します。 また、 インバウ

ンド  ト ランスレーシ ョ ンの出力を メールボッ クス  
サーバー マネージャに戻すこ とができるよ うにする

送信メールボッ クス機能を実行するこ とができます。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシ
ステムに登録しておく必要があ り ます。

GDW_ExtData_Delete 外部データまたは期間に対して実行された動作に従
い、 外部データ参照を削除します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
コマンド 操作
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( 次のページへ続く )

GDW_Import 指定されたファイルからの " インポート " 機能を実行

します。

メモ
インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシス
テムに登録しておく必要があ り ます。

GDW_Partner_Delete パートナー削除コマンドを実行します。

GDW_Partner_Import パートナー インポート  コマンドを実行します。

GDW_Partner_Export パートナー エクスポート  コマンドを実行します。

GDW_Print " 印刷 " 機能を実行します。

メモ
印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシステムに
登録しておく必要があ り ます。

GDW_Process_File コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンによってファ イルを

受信する場合と同じよ うに、 EDI ファ イルでポス ト  コ
ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセスを呼び出します。

メモ
エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をシ
ステムに登録しておく必要があ り ます。

GDW_Receive " 受信専用 " 機能を実行します。

GDW_Send ( パートナー、 メールボッ クス と ト ランザクシ ョ ンの

組み合わせを指定しなければ、 ) ポス ト されたすべて

のドキュ メン トが自動的に送信されます。

GDW_Send_Receive " 送信 / 受信 " 機能を実行します。 この機能は、 直前

に実行した送信 / 受信セッシ ョ ンの終了を待たず、 指

定時に送信 / 受信を実行します。

Terminate_Script スク リプ ト を終了します。

 ( 続き )
コマンド 操作
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条件 次の表に、 スク リプ ト条件およびその動作をま とめます。

条件 条件に基づく動作

以下のファ イルが存在
する場合

指定したファイルがシステム内で検索され、 その
ファ イルが見つかったかど うかを条件にしてコマン
ドが実行されます。

ドキュ メン トが以下の
場所に存在する場合

指定された場所のドキュ メン トが検索され、 その場
所でドキュ メン トが見つかったかど うかを条件にし
てコマンドが実行されます。
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セッシ ョ ンの作成方法

手順 プロセス管理セッシ ョ ンを作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

セッシ ョ ンの作成

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

2 [ セッシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク して、 セッシ ョ ン  オプシ ョ ンを表

示します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ セッシ ョ ン ] タブ ) が表示
されます。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいセッシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 [ セッシ ョ ン名 ] ボッ クスに、 新しいセッシ ョ ンの名前を入力しま

す。 名前には、 英数字が使用できます。

メモ
ハイフン (-) も使用できます。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 新しいセッシ ョ ンが追加されます。

セッシ ョ ン スクリプ トの作成

1 新しいセッシ ョ ンが選択されている状態で [ 挿入 ] をク リ ッ クす

る と、 現在の行の上にコマンドが挿入されます。

システムからの応答
[ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 このダ
イアログ ボッ クスを使ってスク リプ ト  コマンドを作成する
こ とができます。

( 次のページへ続く )
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2 [ コマンド ] リ ス ト  ボッ クスでコマンドを選択します。

メモ
[ コマンド ] リ ス ト  ボッ クスを使用する と、 スク リプ トに追
加するスク リプ ト  コマンドを選択できます。 また、 そのコ
マンドのパラ メータが [ コマンドの指定 ] セクシ ョ ン内のこ
のボッ クスの下に表示されます。

コマンドを選択する と、 ダイアログ ボッ クスの [ コマンド
の指定 ] セクシ ョ ンにボッ クスが追加表示される場合もあ り
ます。

3 ダイアログ ボッ クスの [ コマンドの指定 ] セクシ ョ ン内のボッ ク

スに適切な値を入力します。

参照
詳細については、 「コマンド」 を参照して ください。

4 コマンドが処理されない場合にメ ッセージがオーディ ッ ト  ログに

書き込まれるよ うにする際の制限時間 ( 分単位 ) を指定するかど

うかによって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、 ボッ クス
に分数を入力します。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

5 コマンドに条件を適用するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 適用する場合は、 [ 条件 ] リ ス トから条件を選択します。

◗ 適用しない場合は、 ステップ 8 に進みます。

メモ
それぞれのスク リプ ト  コマンドには、 条件が関連付けられ
ています。 これらの条件はコマンドの実行直前に評価され、
セッシ ョ ンの処理の流れを制御するために使用できます。

条件を選択する と、 ダイアログ ボッ クスの [ 条件 ] セクシ ョ
ンに 2 つのボッ クスが追加表示されます。

6 ダイアログ ボッ クスの [ 条件 ] セクシ ョ ン内のボッ クスに適切な

値を入力します。

メモ
[ 以下のファ イルが存在する場合 ] という条件を選択してい
る場合は、 システムによるチェッ クの対象ファイルの名前
を指定する と きに、 ワイルドカード  (*) を使用できます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 条件付き実行を指定したかど うかによって、 次を実行します。

◗ 指定した場合は、 [ 結果 ] リ ス トから  [True] または [False] を選
択する必要があ り ます。

◗ 指定しなかった場合は、 次のステップに進みます。

メモ

◗ [True] を選択する と、 指定された場所にドキュ メン トがある場
合、 または指定されたファイルが存在する場合にのみコマン
ドが実行されます。

◗ [False] を選択する と、 指定された場所にドキュ メン トがない
場合、 または指定されたファイルが存在しない場合にのみコ
マンドが実行されます。

8 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
コマンドが保存され、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイア
ログ ボッ クスに戻り ます。

9 必要なコマンドのすべてをセッシ ョ ン  スク リプ トに追加するま

で、 ステップ 1 ～ 8 を繰り返します。

メモ

◗ スク リプ ト内のコマンドの順番を変更する必要がある場合は、
[ 上へ ] および [ 下へ ] ボタンを使用します。

◗ スク リプ ト内のコマンドを編集する必要がある場合は、 その
コマンドを選択して [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

◗ コマンドをスク リプ トから削除する必要がある場合は、 その
コマンドを選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

セッシ ョ ンの保存

1 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 新しいセッシ ョ ン  スク リプ ト を保存し

ます。

2 [OK] をク リ ッ ク して、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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セッシ ョ ンの編集方法

はじめに 実行中のセッシ ョ ンまたはアクティブなセッシ ョ ンがイベン トによって呼び出
された場合は、 そのイベン トの処理が終了するか、 そのイベン ト を一時停止に
するまで、 セッシ ョ ンの編集および保存は行えません。 ただし、 セッシ ョ ンを
編集し、 " 名前を付けて保存 " 機能を使用して別の名前で保存するこ とは可能で

す。

参照
イベン ト を一時停止する方法についての詳細は、 「手順 : イベン トの一時停
止」 を参照して ください。

手順 既存のイベン ト を編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ セッシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク して、 セッシ ョ ン  オプシ ョ ンを表

示します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ セッシ ョ ン ] タブ ) が表示
されます。

3 セッシ ョ ンを選択する と、セッシ ョ ン  スク リプ トが表示されます。

4 セッシ ョ ンが選択されている状態で [ 挿入 ] をク リ ッ クする と、

現在の行の上にコマンドが挿入されます。

システムからの応答
[ 動作の設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ コマンド ] リ ス ト  ボッ クスでコマンドを選択します。

メモ
[ コマンド ] リ ス ト  ボッ クスを使用する と、 スク リプ トに追
加するスク リプ ト  コマンドを選択できます。 また、 そのコ
マンドのパラ メータが [ コマンドの指定 ] セクシ ョ ン内のこ
のボッ クスの下に表示されます。

参照
使用できるコマンドについては、 「コマンド」 を参照して く
ださい。

( 次のページへ続く )
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6 コマンドが処理されない場合にメ ッセージがオーディ ッ ト  ログに

書き込まれるよ うにする際の制限時間 ( 分単位 ) を指定するかど

うかによって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、 ボッ クス
に分数を入力します。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

7 コマンド を選択すると 、 ダイアログ  ボッ ク スの [ コマンド の指定 ] 
セクシ ョ ンにボッ クスが追加表示される場合もあ り ます。 これら
のボッ クスに適切な値を入力します。

8 コマンドに条件を適用する場合は、 [ 条件 ] リ ス ト  ボッ クスから

条件を選択します。

9 条件を選択する と、 ダイアログ ボッ クスの [ 条件 ] セクシ ョ ンに 
2 つのボッ クスが追加表示されます。 これらのボッ クスに適切な

値を入力します。

メモ
[ 以下のファ イルが存在する場合 ] という条件を選択してい
る場合は、 システムによるチェッ クの対象ファイルの名前
を指定する と きに、 ワイルドカード  (*) を使用できます。

10 条件付き実行を指定する場合は、 [ 結果 ] リ ス ト  ボッ クスから  
[True] または [False] を選択する必要があ り ます。

メモ
[True] を選択する と、 指定された場所にドキュ メン トがある
場合、 または指定されたファイルが存在する場合にのみコ
マンドが実行されます。 [False] を選択する と、 指定された
場所にドキュ メン トがない場合、 または指定されたファイ
ルが存在しない場合にのみコマンドが実行されます。

11 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
コマンドが保存され、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイア
ログ ボッ クスに戻り ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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12 セッシ ョ ン  スク リプ トに必要なコマンドをすべて追加するまで、

ステップ 4 ～ 11 を繰り返します。 スク リプ ト内のコマンドの順番

を変更する必要がある場合は、 [ 上へ ] および [ 下へ ] ボタンを使

用します。

メモ

◗ スク リプ ト内のコマンドを編集する必要がある場合は、 その
コマンドを選択して [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

◗ コマンドをスク リプ トから削除する必要がある場合は、 その
コマンドを選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

13 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 新しいセッシ ョ ン  スク リプ ト を保存し

ます。

メモ
セッシ ョ ンを別の名前で保存する場合は、 [ 名前を付けて保
存 ] をク リ ッ ク して新しいセッシ ョ ン名を入力し、 [OK] を
ク リ ッ ク します。

14 [OK] をク リ ッ ク して、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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セッシ ョ ンの削除方法

はじめに 実行中のセッシ ョ ンまたはアクティブなセッシ ョ ンがイベン トによって呼び出
された場合は、 そのイベン トの処理が終了するか、 またはそのイベン ト を一時
停止にするまで、 このセッシ ョ ンを削除できません。

参照
イベン ト を一時停止する方法についての詳細は、 「手順 : イベン トの一時停
止」 を参照して ください。

手順 セッシ ョ ンを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ セッシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク して、 セッシ ョ ン  オプシ ョ ンを表

示します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ セッシ ョ ン ] タブ ) が表示
されます。

3 ◗ セッシ ョ ンを選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク して、 現在の選択を削除します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスに、 削除
の確認を求める メ ッセージが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 現在の選択を削除します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ 
ボッ クスを閉じます。
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イベント 0

概要

はじめに イベン トは、 次の事項の組み合わせで構成されます。

◗ 実行する時刻または日付、 も し くはチェッ クの対象となるファ イルの名前

◗ イベン トの処理を実行するコン ト ローラ

◗ セッシ ョ ン定義

[ プロセス管理 ] では、 時間の限定またはポーリ ングに基づいてイベン トが実行

されます。 イベン トは、 セッシ ョ ン定義で定義します。

[ プロセス管理 ] を使用する と、 毎日指定した時間にイベン ト を実行するこ とが

できます。 追加オプシ ョ ンを使用して、 特定の曜日や日付に処理が実行される
よ うに制限するこ とができます。 さ らに、 処理スケジュールから特定の休日や
曜日を除外するよ うにカレンダを定義するこ と もできます。

次のダイアログ ボッ クスを使用して、 イベン ト を管理します。

◗ [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ )
◗ [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クス

◗ [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 実行中のイベン ト ] タブ )

始める前に イベン ト を作成する前に、 実行するセッシ ョ ン定義を定義しておく必要が
あ り ます。

参照
セッシ ョ ンの作成についての詳細は、 「セッシ ョ ンの作成方法」 を参照し
て ください。

時間限定イベン ト 時間限定イベン トがアクティブになる と、 Gentran スケジューラによって該当す

る曜日または日付の正確な時刻にイベン トが開始されます。

ポーリング イベント ポーリ ング イベン トがアクティブになる と、 Gentran ポーラがコン ト ローラを

ポーリ ングして ( イベン ト定義で指定された内容に基づいて ) 定義済みファイル

の有無を確認し、 ( イベン ト定義に基づいて ) 指定されたファ イルが存在する場

合、 あるいは存在しない場合にイベン トが開始されます。

( 次のページへ続く )
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[ プロセス管理 ] ダ
イアログ ボックス 
([ イベン ト ] タブ )

次の図に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン ト ] タブを示します。

[ イベン ト ] タブの

各部と機能

次の表に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン ト ] タブの各部とそ

の機能をま とめます。

各部 機能

( リ ス ト ) スケジュールされたイベン トがすべて表示されます。

コン ト ローラ イベン ト を実行するコン ト ローラをフ ィルタ条件にして、
イベン トの リ ス ト をフ ィルタ リ ングします。

( 次のページへ続く )
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並べ替え イベン トの リ ス ト を並べ替えます。 次の表に、 使用可能な
並べ替え方法をま とめます。

並べ替えの基準 イベン トの配列順序

説明 ( 既定値 ) イベン トの説明を基準にして、 アル
ファベッ ト順に並べ替えます。

コン ト ローラ コン ト ローラごとにアルファベッ ト順
に並べ替えます。

メモ
イベン トは、 コン ト ローラごと
にイベン ト説明のアルファベッ
ト順に表示されます。

状態 現在処理中のイベン ト  ( 赤のインジ

ケータ ) を 1 番目、 アクティブなイベ

ン ト  ( 緑のインジケータ ) を  2 番目、

一時停止しているイベン ト  ( 黄色のイ

ンジケータ ) を  3 番目にして並べ替え

ます。

メモ
各状態において、 イベン トの リ
ス トはイベン ト説明のアルファ
ベッ ト順に配列されます。

秒 [ 秒 ] ボッ クスに、 ダイアログ ボッ クスの表示を更新する

間隔 ( 秒単位 ) を入力します ( 既定値は 20 秒 )。

自動リ フレッシュ [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの表示が自動的に更

新されるよ うに設定するかど うかを指定します ([ 自動リ

フレッシュ ] を設定すれば、 [ リ フレッシュ ] をク リ ッ ク

してこのダイアログ ボッ クスの表示を更新する必要がな

くな り ます )。

新規作成 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 これ

を使用して、 新しいイベン ト  エン ト リ を作成できます。

編集 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 これ

を使用して、 選択したイベン ト  エン ト リ を変更できます。

削除 選択されたイベン ト  エン ト リ を削除します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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( 次のページへ続く )

アクティブ

一時停止

◗ 選択したイベン トが一時停止になっている場合 ( 黄色
のインジケータ )、 [ アクティブ ] / [ 一時停止 ] ト グル 
ボタンに [ アクティブ ] と表示されます。

◗ 選択したイベン トがアクティブになっている場合 ( 緑
のインジケータ )、 [ アクティブ ] / [ 一時停止 ] ト グル 
ボタンに [ 一時停止 ] と表示されます。

実行 GENTRAN:Server のプロセス管理ダイアログによ り スケ

ジュールされたイベン ト を即時に実行するこ とができま
す。 この機能によ り、 セッシ ョ ンを手動で実行するこ とが
でき、 新しいイベン トや、 失敗したイベン トのテス トに使
用できます。

メモ

◗ イベン ト を即時に実行した場合でも、 スケジュールさ
れた次のイベン トに取って代わるこ とはあ り ません。

◗ このメ ッセージボッ クスをク リ ッ ク した場合、 次の情
報メ ッセージダイアログボッ クスが表示されます。

— 選択されたイベン トが 30 分以内に実行されるよ
うにスケジュールされている場合、 イベン トが実
行される と き、 今すぐ実行するかど うかの確認を
求められます ( 今すぐ実行する場合は、 [OK] をク
リ ッ ク、 要求をキャンセルする場合は、 [ キャン
セル ] をク リ ッ ク します )。

— 選択されたイベント が 30 分以内に実行されるよう
にスケジュールされていない場合、 即時に実行す
るかどう かの確認を求められます ( 今すぐ実行す
る場合は、 [OK] をク リ ッ ク 、 要求をキャンセルす
る場合は、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク します )。

リ フレッシュ [ イベン ト ] タブの表示を更新します。

 ( 続き )
各部 機能
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[ イベン トの設定 ] 
ダイアログ ボックス

次の図に、 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスを示します。

[ イベン トの設定 ] 
ダイアログ ボック

スの各部と機能

次の表に、 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま とめ

ます。

各部 機能

説明 イベン トについての説明です。

セッシ ョ ン [ セッシ ョ ン ] タブで定義したすべてのセッシ ョ ンの リ ス

トが表示されます。

コン ト ローラ イベン ト を実行するコン ト ローラの名前を指定します。

通知タイプ 
イベン ト

このイベン ト を  " 通知タイプ " に指定します。 これによっ

て、 通知ログに設定したパラ メータに基づいて、 このイベ
ン トが実行されるよ うにな り ます。

メモ
このチェッ ク  ボッ クスをオンにする と、 [ 時刻 ] タ
ブと  [ ポーリ ング ] タブは非アクティブになり ます。

( 次のページへ続く )
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[ 時刻 ] タブ

開始 セッシ ョ ンの実行開始時刻を指定します。

メモ
時刻は、 24 時間制の HH:MM 形式で入力してくださ
い。 その他の形式で時刻を入力した場合、 システム
内では入力された値を  24 時間制の時刻に置き換え
よ う と します。

から このイベン トが停止する時刻を指定します。

メモ
24 時間制 (HH:MM 形式 )、 または 12 時間制 
(HH:MM または H:MM 形式 ) を使用できます。
12 時間制では、 "a" (AM) および "p" (PM) を使用し
ます。

分 次にイベン ト を実行するまでの間隔を指定します。

例
たとえば、 「15」 分と指定する と、 イベン トは 15 分
ごとに実行されます。

カレンダ [ カレンダ ] タブで定義したすべてのカレンダのリ ス トが

表示されます。 したがって、 これを使用して、 このセッ
シ ョ ンをスケジュールする と きにチェッ クの対象にするカ
レンダーを選択できます。

メモ

◗ カレンダを使用して、 選択したセッシ ョ ンを実行しな
い日付を月別に指定できます。

◗ [ 日付 ] ボッ クスを使用する場合、[ カレンダ ] ボッ クス
は使用できません。

日 / 月 / 火 / 水 / 
木 / 金 / 土

イベン ト を実行する曜日を指定します。

日付 イベン ト を実行する日付を指定します。

メモ

◗ この日付は任意の書式で入力できますが、 入力する日
付の順序は Windows 日付書式の国際オプシ ョ ンに準
拠させる必要があ り ます ( つま り、 米国では、 日付は
月 / 日 / 年の書式で入力する必要があ り ます )。

◗ [ カレンダ ] ボッ クスからカレンダを選択した場合、ま
たは曜日を選択した場合には、 [ 日付 ] フ ィールドは
使用できません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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[ プロセス管理 ] ダ
イアログ ボックス 
([実行中のイベント ] 
タブ )

次の図に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ 実行中のイベン ト ] タブを

示します。

( 次のページへ続く )

[ ポーリング ] タブ

ファ イル名 システムによるチェ ッ クの対象になるファ イルの名前を指
定します。

メモ
チェッ クの対象になるファ イルの名前を指定する と
き、 ワイルドカード  (*) を使用できます。

参照 [ ネッ ト ワーク  サーバーの選択 ] ダイアログ ボッ クスが開

き、 チェ ッ クの対象になるファ イルを参照して指定するこ
とができます。

結果 結果が "True" または "False" のいずれの場合にイベン ト を

実行するかを示します。

メモ

◗ [True] を選択した場合、 指定したファ イルが存在して
いる と きにのみイベン トが実行されます。

◗ [False] を選択する と、 指定したファ イルが存在しない
場合にのみイベン トが実行されます。

 ( 続き )
各部 機能
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[実行中のイベント ] 
タブの各部と機能

次の表に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ 実行中のイベン ト ] タブの

各部とその機能をま とめます。

各部 機能

( イベン ト  リ ス ト ) 現在実行中のイベン トが表示されます。

( セッシ ョ ン リ ス ト ) 各コマンド、 および現在実行中のイベン トのセッシ ョ
ン スク リプ トに関する関連パラ メータがリ ス ト表示

されます。

メモ
緑の矢印は、 現在実行中のコマンドを示します。

イベン トの
リ フレッシュ

[実行中のイベン ト ] リ ス ト を更新する間隔 (既定値は 
10 秒 ) を指定します。

メモ

◗ 有効な値は 2 ～ 300 秒です。

◗ この値は、 ダイアログ ボッ クス上のフォーカスを
変更する  ( 別のボッ クスをク リ ッ クする ) と保存
されます。

◗ [ コマンドの リ フレッシュ ] ボッ クスを使用可能に
するには、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ ク
スをオンにしておく必要があ り ます。

コマンドの
リ フレッシュ

[ セッシ ョ ン ] リ ス ト を更新する間隔 ( 既定値は 2 秒 ) 
を指定します。

メモ

◗ 有効な値は 2 ～ 300 秒です。

◗ この値は、 ダイアログ ボッ クス上のフォーカスを
変更する  ( 別のボッ クスをク リ ッ クする ) と保存
されます。

◗ [ コマンドの リ フレッシュ ] ボッ クスを使用可能に
するには、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ ク
スをオンにしておく必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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自動リ フレッシュ 自動リ フレッシュ機能を有効にするかど うかを示しま
す。 既定の設定では有効になっているので、 [ リ フ

レッシュ ] をク リ ッ ク して [ 実行中のイベン ト ] タブ

の表示を更新する必要はあ り ません。

リ フレッシュ [ 実行中のイベン ト ] タブの表示を手動で更新します。

メモ
イベン トの有効期限が過ぎた ( アクティブでな
くなった ) 後に [ 実行中のイベン ト ] タブの表示
が更新されていない場合、 そのイベン トは、
[ 実行中のイベン ト ] タブの表示が更新されるま
で、 [ 実行中のイベン ト ] タブに ( 非アクティブ
であっても ) 表示されたままにな り ます。

 ( 続き )
各部 機能
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新しいイベン トの作成方法

はじめに イベン トは、 " 時間限定 " または " ポーリ ング " で実行するよ うに指定できます。

イベン ト を  " 時間限定 " で実行する場合は、 実行する時刻、 定義済みのカレン

ダ、 曜日を指定するか、 または 1 回のみ実行する日付を指定します。 イベン トの

実行時間になる と、 Gentran スケジューラ  サービスによってそのイベン トの処理

が開始されます。

イベン ト を  " ポーリ ング " で実行する場合は、 ファ イル名を指定し、 ファ イルの

有無によってイベン ト を実行するか否かを指定できます。 Gentran ポーラ  サービ

スでは、 プロセス  コン ト ローラをポーリ ングします。

◗ ファ イルを終了するよ うに指定した場合、 Gentran ポーラは、 ファ イルが出
現したと きにイベン トの処理を開始します。

◗ ファ イルを終了しないよ うに指定した場合、 Gentran ポーラは、 ファ イルが
存在しな くなったと きにイベン トの処理を開始します。

手順 新しいイベン ト を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

新しいイベン トの作成

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 こ
れを使用して、 新しいイベン ト  エン ト リ を作成できます。

4 [ 説明 ] ボッ クスに、 イベン トの説明を入力します。

5 [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスから、 実行するセッシ ョ ンを選択

します。

( 次のページへ続く )
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6 [ コン ト ローラ ] ボッ クスに、 このイベン ト を実行するコン ト ロー

ラのコンピュータ名を入力または選択します。

7 このイベン ト を通知タイプと して指定するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 指定する場合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、 「イベン ト
の保存」 のステップ 2 に進みます。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

時間限定イベン トの場合は、 次の手順に従います。

1 [ 時刻 ] フ ィールドの [ 開始 ] ボッ クス  ([ 時刻 ] タブ ) に時刻を入

力する必要があ り ます。

メモ
時刻は、 24 時間制の HH:MM 形式で入力してください。

2 イベン トの停止時刻を指定する場合は、 [ 時刻 ] タブの [ まで ] 
ボッ クスにその時刻を入力します。

メモ
24 時間制 (HH:MM 形式 )、 または 12 時間制 (HH:MM または
H:MM 形式 ) を使用できます。 12 時間制では、 "a" (AM) お
よび "p" (PM) を使用します。

3 次にイベン ト を実行するまでの間隔を指定するかど うかによって、
次を実行します。

◗ 指定する場合は、[ 時刻 ] タブの [ 間隔 ] ボッ クスにイベン トの
実行間隔を分単位で入力し、 ステップ 4 に進みます。

例
たとえば、 「15」 分と指定する と、 イベン トは開始時刻
から  15 分ごとに実行されます。

◗ 指定しない場合は、 ステップ 4 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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4 定義済みのカレンダを使用するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 使用する場合は、 [ カレンダ ] リ ス トからカレンダを選択し、ス
テップ 5 に進みます。

◗ 使用しない場合は、 ステップ 5 に進みます。

メモ
カレンダを使用する と、 選択したセッシ ョ ンを実行しない
日付を月別に指定できます。 カレンダを選択した場合、 こ
のセッシ ョ ンを実行する特定の曜日を選択するこ と もでき
ます。 ただし、 カレンダを選択した場合、 [ 日付 ] ボッ クス
に曜日を指定するこ とはできません。

参照
カレンダを定義する必要がある場合は、 「カレンダを作成ま
たは編集する方法」 を参照して ください。

5 このセッシ ョ ンをスケジュールする曜日を選択するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 選択する場合は、 イベン ト をスケジュールする曜日の横にあ
るチェッ ク  ボッ クスをオンにして、 ステップ 6 に進みます。

◗ 選択しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

メモ
既定値では、 すべての曜日が選択されています。 このセク
シ ョ ンで曜日を選択した場合、 選択した曜日にのみスケ
ジュールが実行されます。 このセクシ ョ ンから曜日を選択
した場合、 [ 日付 ] ボッ クスは使用できません。

6 このセッシ ョ ンを  1 回のみ実行する日を指定するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ 日付 ] ボッ クスに日付を入力して、 この表
の 「イベン トの保存」 に進みます。

◗ 指定しない場合は、 そのまま 「イベン トの保存」 に進みます。

メモ
[ 日付 ] ボッ クスを使用する と、 このセッシ ョ ンを  1 回のみ
実行する日付を指定するこ とができます。 セッシ ョ ンは、
実行後にデータベースから削除されます。 [ 日付 ] ボッ クス
に日付を入力する と、 各曜日のチェッ ク  ボッ クスは使用で
きな くな り ます。

書式
この日付は任意の書式で入力できますが、 入力する日付の順
序は Windows 日付書式の国際オプシ ョ ンに準拠させる必要
があ り ます ( つま り、 日付は米国では MM/DD/YY の書式で、
英国では DD/MM/YY の書式で入力する必要があ り ます )。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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ポーリング イベン トの場合は、 次の手順に従います。

1 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ ポーリ ング ] タブを

ク リ ッ ク します。

システムからの応答
ポーリ ング オプシ ョ ンが表示されます。

2 [ ファ イル名 ] ボッ クスで、 次のいずれかを行います。

◗ チェッ クするファ イルのパスおよび名前を入力します。

◗ [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 適切なド ライブおよびディ レク ト リ
からファ イルを選択します。

メモ
チェッ クの対象になるファ イルの名前を指定する と き、 ワ
イルドカード  (*) を使用できます。

3 [ 結果 ] リ ス ト  ボッ クスで、 [True] または [False] を選択します。

メモ

◗ [True] を選択した場合、 指定したファ イルが存在している と き
にのみイベン トが実行されます。

◗ [False] を選択した場合、 指定したファ イルが存在しないと き
にのみイベン トが実行されます。

イベン トの保存

1 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
イベン トが保存され、 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ ク
スが終了します。

2 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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イベン トの編集方法

はじめに イベン ト を編集するには、 イベン ト を一時停止させる必要があ り ます。

参照
イベン ト を一時停止する方法についての詳細は、 「手順 : イベン トの一時停止」
を参照して ください。

手順 既存のイベン ト を編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

イベン トの編集

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 ◗ 修正するイベン ト を選択します。

◗ [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 イベン トの説明を変更する場合は、 [ 説明 ] ボッ クスに新しい説明

を入力します。

5 別のセッシ ョ ンを実行するよ うに指定する場合は、 実行するセッ
シ ョ ンを [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスから選択します。

6 このイベン ト を実行するコン ト ローラを変更する場合は、 [ コン ト

ローラ ] ボッ クスにコンピュータ名を入力します。

7 このイベン ト を通知タイプと して指定するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 指定する場合は、 チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、 「イベン ト
の保存」 のステップ 2 に進みます。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

( 次のページへ続く )
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時間限定イベン トの場合は、 次の手順に従います。

1 [ 時刻 ] フ ィールドの [ 開始 ] ボッ クス  ([ 時刻 ] タブ ) に、 時刻を

入力します。

メモ
24 時間制の (HH:MM 形式 )、または 12 時間制 (HH:MM 形式 ) 
を使用できます。 12 時間制では、 "a" (AM) または "p" (PM) 
を使用します。

2 イベン トの停止時刻を指定する場合は、 [ 時刻 ] タブの [ まで ] 
ボッ クスにその時刻を入力します。

メモ
24 時間制 (HH:MM 形式 )、 または 12 時間制 (HH:MM または
H:MM 形式 ) を使用できます。 12 時間制では、 "a" (AM) お
よび "p" (PM) を使用します。

3 次にイベン ト を実行するまでの間隔を指定するかど うかによって、
次を実行します。

◗ 指定する場合は、[ 時刻 ] タブの [ 間隔 ] ボッ クスにイベン トの
実行間隔を分単位で入力し、 ステップ 4 に進みます。

例
たとえば、 「15」 分と指定する と、 イベン トは 15 分ごと
に実行されます。

◗ 指定しない場合は、 ステップ 4 に進みます。

4 定義済みのカレンダを使用するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 使用する場合は、 [ カレンダ ] リ ス トからカレンダを選択し、ス
テップ 5 に進みます。

◗ 使用しない場合は、 ステップ 5 に進みます。

メモ
カレンダを使用して、 選択したセッシ ョ ンを実行しない日
付を月別に指定できます。 カレンダを選択した場合、 この
セッシ ョ ンを実行する特定の曜日を選択するこ と もできま
す。 ただし、 カレンダを選択した場合、 [ 日付 ] ボッ クスに
曜日を指定するこ とはできません。

参照
カレンダを定義する必要がある場合は、 「カレンダを作成ま
たは編集する方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



プロセス管理の使い方 イベン トの編集方法 11 - 33
5 このセッシ ョ ンをスケジュールする曜日を選択するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 選択する場合は、 該当する曜日の横にあるチェッ ク  ボッ クス
をオンにして、 ステップ 6 に進みます。

◗ 選択しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

メモ
既定値では、 すべての曜日が選択されています。 このセク
シ ョ ンで曜日を選択した場合、 選択した曜日にのみスケ
ジュールが実行されます。 このセクシ ョ ンから曜日を選択
した場合、 [ 日付 ] ボッ クスは使用できません。

6 このセッシ ョ ンを  1 回のみ実行する日を指定するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ 日付 ] ボッ クスに日付を入力して、 この表
の 「イベン トの保存」 に進みます。

◗ 指定しない場合は、 そのまま 「イベン トの保存」 に進みます。

メモ
このボッ クスを使用する と、 このセッシ ョ ンを  1 回のみ実行する
日付を指定し、 実行後にセッシ ョ ンをデータベースから削除する
よ うに設定するこ とができます。 [ 日付 ] ボッ クスに日付を入力す
る と、 各曜日のチェッ ク  ボッ クスは使用できな くな り ます。

書式
この日付は任意の書式で入力できますが、 入力する日付の順
序は Windows 日付書式の国際オプショ ンに準拠させる必要
があり ます ( つまり 、 日付は米国では MM/DD/YY の書式で、
英国では DD/MM/YY の書式で入力する必要があり ます )。

ポーリング イベン トの場合は、 次の手順に従います。

1 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ クスで、 [ ポーリ ング ] タブを

ク リ ッ ク します。

システムからの応答
ポーリ ング オプシ ョ ンが表示されます。

2 次のいずれかの方法で、 [ ファ イル名 ] ボッ クスに入力します。

◗ チェッ クするファ イルのパスおよび名前を入力します。

◗ [ 参照 ] をク リ ッ ク して、 適切なド ライブおよびディ レク ト リ
からファ イルを選択します。

メモ
チェッ クの対象になるファ イルの名前を指定する と き、 ワ
イルドカード  (*) を使用できます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



イベン トの編集方法 プロセス管理の使い方11 - 34
3 [ 結果 ] リ ス ト  ボッ クスから、 [True] または [False] を選択します。

メモ

◗ [True] を選択した場合、 指定したファ イルが存在している と き
にのみイベン トが実行されます。

◗ [False] を選択した場合、 指定したファ イルが存在しないと き
にのみイベン トが実行されます。

イベン トの保存

1 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
イベン トが保存され、 [ イベン トの設定 ] ダイアログ ボッ ク
スが終了します。

2 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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イベン トの削除方法

はじめに イベン ト を削除するには、 イベン ト を一時停止させる必要があ り ます。

参照
イベン ト を一時停止する方法についての詳細は、 「手順 : イベン トの一時停
止」 を参照して ください。

手順 イベン ト を削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 ◗ イベン ト を選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク して、 現在の選択を削除します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスに、 削除
の確認を求める メ ッセージが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
イベン トが削除されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。
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イベン トの表示方法

[ イベン ト ] タブ [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 システム内に定

義されているすべてのイベン ト を表示できます。

[ イベン ト ] タブには、 各イベン トの次の仕様が表示されます。

◗ イベン トの説明

◗ 時刻

◗ パラ メータ  ( 時間限定の場合は曜日、 ポーリ ングの場合は結果 )
◗ イベン ト を実行するコン ト ローラ

◗ 開始時刻

◗ 終了時刻

◗ セッシ ョ ン名

◗ カレンダ名 ( 時間限定イベン トの場合のみ )
◗ ファ イル名 ( ポーリ ング イベン トの場合のみ )

イベン ト表示のフ ィルタ操作
[ イベン ト ] タブでは、 イベン ト を実行するコン ト ローラでイベン ト をフ ィルタ
して表示するこ とができます。 また、 説明、 コン ト ローラ、 および状態でイベ
ン ト を並べ替えるこ と もできます。

[実行中のイベント ] 
タブ

[ 実行中のイベン ト ] タブでは、 現在実行中のイベン トのみを表示するこ とがで

きます。 この機能を使用する と、 現在実行中のシステム  イベン ト  ( たとえば、

一時コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ン ) も表示できます。

[ イベン ト ] リス ト  ボッ クス
[ 実行中のイベン ト ] タブの [ イベン ト ] リ ス ト  ボッ クス  ( ダイアログ ボッ クス
の左側に ) には、 現在実行中のすべてのイベン トおよび各イベン トが実行されて
いるコン ト ローラの リ ス トが表示されます。

[ セッシ ョ ン ] リス ト  ボッ クス
[ 実行中のイベン ト ] タブの [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クス  ( ダイアログ ボッ ク
スの左側 ) には、 [ イベン ト ] リ ス ト  ボッ クスで選択されているイベン トのセッ
シ ョ ン  スク リプ トが表示されます。 また、 [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスには、
各コマンドのすべてのパラ メータも表示されます。 この詳細表示を使用する と、
Gentran エグゼクティブでどのプログラムが実行されているかを確認するこ とが
できます。 現在実行中のセッシ ョ ン コマンドは緑色の矢印で示されます。

( 次のページへ続く )
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手順 : 全イベン トの

表示

すべてのイベン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 イベン ト を実行するコン ト ローラでイベン ト をフ ィルタして表示
する場合は、 [ コン ト ローラ ] リ ス ト ボッ クスからコン ト ローラを

選択します。

4 次の表に従って、 [ 並べ替え ] リ ス トから適切な並べ替えキーを選

択します。

並べ替える順番 選択

イベン トの説明を基準にして、 アル
ファベッ ト順に並べ替える

説明

メモ
これが既定値です。

コン ト ローラを基準にして、 アルファ
ベッ ト順に並べ替える

コン ト ローラ

イベン ト を以下の順番に並べ替える

◗ 在処理中のイベン ト  ( 赤のインジ
ケータ )

◗ ブロ ッ ク されているイベン ト  ( 緑
のインジケータに赤の "X")

◗ アクティブなイベン ト  ( 緑のイン
ジケータ )

◗ 一時停止しているイベン ト  ( 黄色
のインジケータ )

状態

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

5 必要に応じて、 リ フレッシュ  オプシ ョ ンを変更します。

◗ ダイアログ ボッ クスを自動的にリ フレッシュする間隔を変更
する場合は、 [ 秒 ] ボッ クスにその間隔を秒単位で入力します 
( 既定値は 20 秒 )。

メ モ
有効な値は 2 ～ 300 秒です。 この値は、 ダイアログ 
ボッ クス上のフォーカスを変更する  ( 別のボッ クスをク
リ ッ クする ) と保存されます。 [ 秒 ] ボッ クスを使用可
能にするには、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ クス
をオンにしておく必要があ り ます。

◗ [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン
ト ] タブを自動的にリ フレッシュしない ( つま り、 ダイアログ 
ボッ クスの表示を更新するには [ リ フレッシュ ] をク リ ッ クす
る ) 場合には、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ クスをク
リ ッ ク してオフにします。

メ モ
自動リ フレッシュ機能は、既定値で有効になっています 
( つま り、 [ リ フレッシュ ] をク リ ッ ク しな くても  [ イベ
ン ト ] タブの表示は自動的に更新されます )。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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手順 : 実行中のイベ

ン トの表示

実行中のイベン ト を表示するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 実行中のイベン ト ] 
タブ ) が表示されます。

2 詳細を表示するイベン ト を、 [ イベン ト ] リ ス ト  ボッ クスから選

択します。

メモ
そのイベン トのセッシ ョ ン  スク リプ ト内の各コマンドおよ
び関連するパラ メータが、 [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスに
表示されます。 実行中のセッシ ョ ン コマンドは、 緑色の矢
印で示されます。

( 次のページへ続く )
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3 必要に応じて、 リ フレッシュ  オプシ ョ ンを変更します。

◗ ダイアログ ボッ クスを自動的にリ フレッシュする間隔を変更
する場合は、 [ 秒 ] ボッ クスにその間隔を秒単位で入力します 
( 既定値は 20 秒 )。

メ モ
有効な値は 2 ～ 300 秒です。 この値は、 ダイアログ 
ボッ クス上のフォーカスを変更する  ( 別のボッ クスをク
リ ッ クする ) と保存されます。 [ 秒 ] ボッ クスを使用可
能にするには、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ クス
をオンにしておく必要があ り ます。

◗ [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン
ト ] タブを自動的にリ フレッシュしない ( つま り、 ダイアログ 
ボッ クスの表示を更新するには [ リ フレッシュ ] をク リ ッ クす
る ) 場合には、 [ 自動リ フレッシュ ] チェッ ク  ボッ クスをク
リ ッ ク してオフにします。

メモ

◗ 自動リ フレッシュ機能は、 既定値で有効になっています ( つま
り、 [ リ フレッシュ ] をク リ ッ ク しな くても  [ 実行中のイベン
ト ] タブの表示は自動的に更新されます )。

◗ [ イベン ト ] リ ス ト  ボッ クスを リ フレッシュする間隔の既定値
は 10 秒です。

◗ [ セッシ ョ ン ] リ ス ト  ボッ クスの表示を リ フレッシュする間隔
の既定値は 2 秒です。

◗ イベン トの有効期限が過ぎた ( アクティブでなくなった ) 後に 
[ 実行中のイベン ト ] タブの表示が更新されていない場合、 そ
のイベン トは、 [ 実行中のイベン ト ] タブの表示が更新される
まで、[ 実行中のイベン ト ] タブに ( 非アクティブであっても ) 
表示されたままにな り ます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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イベン ト をアクテ ィブ化および一時停止する方法

はじめに [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ イベン ト ] タブでは、 イ

ベン ト を " アクティブ化 " または " 一時停止 " するこ とによってイベン トの状態

を変更できます。 [ イベン ト ] タブのリ ス ト  ボッ クス内で一番左の列にあるイン

ジケータによ り、 イベン トの状態が登録されています。 インジケータの色は、
次のいずれかになり ます。

◗ 赤 — イベン トは現在実行中で、 処理が完了するまで編集できません。

◗ 黄 — イベン トは一時停止しています。 アクティブになるまでは処理されま
せん。

◗ 緑 — イベン トはアクティブです。

◗ 緑に赤の "x"- イベン トはアクティブになっていますが、 現在はブロ ッ ク さ
れています。 これは、 現在処理中のイベン トの数が、 同時に実行できるイベ
ン ト数に達しているためです。

参照
同時に実行できるプロセス管理イベン ト数の制限の設定については、 『管理 ガイ
ド』 の 「コン ト ローラの設定を変更する方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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手順 : イベン トの

アクテ ィブ化

イベン ト をアクティブにするには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 実行中のイベン ト ] 
タブ ) が表示されます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 ◗ アクティブにする一時停止中のイベン ト を選択します。

◗ [ アクティブ ] をク リ ッ ク します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。
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手順 : イベン トの

一時停止

イベン ト を一時停止するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 実行中のイベン ト ] 
タブ ) が表示されます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

3 ◗ 一時停止するアクティブなイベン ト を選択します。

◗ [ 一時停止 ] をク リ ッ ク します。

メモ
イベン トが実行中の場合、 そのイベン トは、 実行が完了す
るまで一時停止にできません。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。
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イベン ト を即時に実行する方法

はじめに [Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログの [ イベン ト ] タブを使用する と、 選

択されたイベン ト を即時に実行するこ とができます。 この機能によ り、 セッ
シ ョ ンを手動で実行するこ とができ、 新しいイベン トや、 失敗したイベン トの
テス トに使用できます。

手順 イベン ト を即時に実行する手順は次のとおりです。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ 実行中のイベン ト ] 
タブ ) が表示されます。

2 [ イベン ト ] タブをク リ ッ ク して、 イベン ト  オプシ ョ ンを表示し

ます。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ イベン ト ] タブ ) が表示さ
れます。

( 次のページへ続く )
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3 アクティブにするイベン ト を選択し、 [ 実行 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
システムからの応答を調べるにはこの表を使用して ください。

表示メ ッセージ 操作

このイベン トは、 次の < ス

ケジュールされた時間 > に

実行されます。 それと も今
実行しますか ?

◗ 即時にイベン ト を実行するに
は、 [OK] を選択します。

◗ 要求をキャンセルする  ( イベン
ト をスケジュール時刻に実行す
る ) には、 [ キャンセル ] をク
リ ッ ク します。

今すぐ < イベン ト名 > を実

行しますか ?
◗ 即時にイベン ト を実行するに

は、 [OK] を選択して ください。

◗ キャンセルするには、 [ キャンセ
ル ] をク リ ッ ク して ください。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



概要 プロセス管理の使い方11 - 46
カレンダ 0

概要

はじめに プロセス管理の " カレンダ " 機能を使用する と、 特定の日付または曜日を処理か

ら除外してシステム カレンダを構成できます。 また、 処理スケジュールから特

定の休日や曜日を除外するよ うにカレンダを定義するこ と もできます。

セッシ ョ ン定義と同じ く、 これらのカレンダはイベン ト とは別個に定義できる
ので、 複数のイベン ト  エン ト リにカレンダを  " 添付 " するこ とができます。 カレ

ンダは現在の年、 月から始ま り ます。

( 次のページへ続く )
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[ プロセス管理 ] 
ダイアログ ボックス 
([ カレンダ ] タブ )

次の図に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ カレンダ ] タブを示します。

[ カレンダ ] タブの

各部と機能

次の表に、 [ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスの [ カレンダ ] タブの各部とそ

の機能をま とめます。

各部 機能

( カレンダ リ ス ト ) 定義済みのカレンダのすべてが表示されます。

( カレンダ ) 選択したカレンダーで、 現在表示されている月次につ
いての情報を示します。

戻る カレンダの表示が、 前の月に更新されます。

メモ
このボタンは、 カレンダが選択されていて、 そ
のカレンダの 2 番目以降の月が表示されている
場合にのみアクティブにな り ます。

次へ カレンダの表示が、 次の月に更新されます。

メモ
このボタンは、 カレンダが選択されている場合
にのみアクティブになり ます。

除く 選択した曜日が、 処理の対象外になり ます。

新規作成 [ 新しいカレンダ ] ダイアログ ボッ クスが開きます。

これを使用して、 新しいカレンダを作成できます。

( 次のページへ続く )
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保存 現在のカレンダを保存します。

メモ
[ 保存 ] コマンドは、 カレンダがダイアログ 
ボッ クスの中央に表示されている場合にのみア
クティブにな り ます。

名前を付けて保存 現在のカレンダを別の名前で保存します。

メモ
[ 名前を付けて保存 ] コマンドは、 カレンダがダ
イアログ ボッ クスの中央に表示されている場合
にのみアクティブになり ます。

削除 選択したカレンダを削除します。

 ( 続き )
各部 機能
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カレンダを作成または編集する方法

手順 カレンダを作成または編集するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ カレンダ ] タブをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ カレンダ ] タブ ) が
表示されます。

3 新しいカレンダを作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 [ 新規作成 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ 新しいカレンダ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

◗ 作成しない場合は、 編集するカレンダを選択してステップ 6 
に進みます。

システムからの応答
[ カレンダ ] タブの中央にカレンダが表示されます。

4 [ カレンダ名 ] ボッ クスに、 1 ～ 8 文字の英数字で新しいカレンダ

名を入力します。

5 [OK] をク リ ッ クする と、 新しいカレンダが追加されます。

システムからの応答
[ カレンダ ] タブの中央に新しいカレンダが表示されます。

( 次のページへ続く )
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6 特定の日付を処理から除外するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 除外する場合は、 該当する日付をカレンダ上でク リ ッ ク し
ます。

◗ 除外しない場合は、 次のステップに進みます。

メモ
処理から除外される日付には、 カレンダ上にマークが表示
されます。 カレンダに表示される月を戻した り先に進めた
りするには、 [ 戻る ] または [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

7 特定の曜日を処理から除外するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 除外する場合は、 [ 除く ] セクシ ョ ンで、 処理から除外する各
曜日のチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

◗ 除外しない場合は、 次のステップに進みます。

メモ

◗ 処理を実行しない曜日には、 1 つの曜日だけでも複数の曜日で
も指定できます。 曜日の選択を解除するには、 そのチェッ ク  
ボッ クスをオフにします。

◗ 必要に応じて、 7 つの曜日のすべてを処理から除外するこ と も
できます。 この場合、 処理はいっさい実行されません。

8 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、 新しいカレンダを保存します。

9 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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カレンダの削除方法

手順 カレンダを削除するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ デスク ] で [ プロセス管理 ] アイコンをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

2 [ カレンダ ] タブをク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クス  ([ カレンダ ] タブ ) が
表示されます。

3 ◗ カレンダを選択します。

◗ [ 削除 ] をク リ ッ ク して、 現在の選択を削除します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスに、 削除
の確認を求める メ ッセージが表示されます。

4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 現在の選択を削除します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[Gentran:Server プロセス管理 ] ダイアログ ボッ クスが終了し
ます。
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用語解説

 i
用語解説

? イン  ド キュメ ント このブラウザには、 システムによって受信されたが、 エラー チェッ クに合格し

なかったドキュ メン ト 、 または識別可能なパートナーまたはト ランザクシ ョ ン  
セッ ト を持たないドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

? アウト  
ドキュ メン ト

このブラウザには、 システムにインポート されたが、 無効である ドキュ メン トの
リ ス トが表示されます。

この機能を使用する と、 [ アウ ト  ド ローワ ] 内のドキュ メン トの状態を手動で 
" 受信確認済み " に変更できます。

AIAG 自動車産業行動委員会 (Automotive Industry Action Group) は、 自動車業界の標準

制定団体です。 これらのスタンダードは、 ANSI X12 スタンダードのサブセッ ト

になっています。 

ANA 商品番号割当協会 (Article Numbering Association)。

ANSI American National Standards Institute. ANSI では、 安全ガラスやバッテ リ容量をは

じめ、 さまざまな製品やサービスの標準を制定しています。 ANSI X12 委員会

は、 米国での EDI スタンダードの制定における中心的な組織です。

DTD DTD ( ドキュ メン ト  タイプ定義 ) は、 XML ドキュ メン ト またはメ ッセージの構

造およびセマンティ クスを指定するために使用されるスキーマの種類です。

EANA 国際商品番号割当協会 (International Article Numbering Association)、 ベルギーのブ

リ ュ ッセルに設置。

( 次のページへ続く )
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EDI 電子データ交換 (Electronic Data Interchange: EDI) とは、 企業がコンピュータを使

用して、 書類を作成するこ とな く ビジネス  ドキュ メン ト をアプ リ ケーシ ョ ン間

で直接交換するためのプロセスのこ とです。

EDIA 電子データ交換協会 (Electronic Data Interchange Association)。前身は輸送データ調

整委員会 (Transportation Data Coordinating Committee: TDCC) です。 

EDIFACT 行政、 商業、 運輸向け電子データ交換 (Electronic Data Interchange for 
Administration, Commerce, and Transport)。

EDI スタンダード ビジネス  ドキュ メン ト を  EDI ドキュ メン トに変換するためのルールです。

ODETTE ヨーロ ッパ遠隔伝送データ交換機構 (Organization for Data Exchange by Tele-
Transmission in Europe)。

TDCC 「EDIA」 を参照して ください。

TRADACOMS Article Numbering Association (UK) LTD が公開している英国の EDI スタンダード。

UCS Uniform Communications Standard は、 食料雑貨業界で使用する標準です。

VICS Voluntary Inter-industry Communication Standards は小売業界のスタンダード制定団

体であ り、 ANSI X12 のサブセッ ト を定めています。

X12 EDI スタンダードを制定し公開する  ANSI の委員会。

アウト  ド キュメ ント このブラウザには、 送信の準備が完了している ドキュ メン トの リ ス トが表示さ
れます。 ドキュ メン トは、 正常に送信された後、 自動的に [ アウ ト  ド ローワ ] に
転送されます。

( 次のページへ続く )
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アウト  ドローワ このブラウザには、 正常に送信されたドキュ メン トの リ ス トが表示されます。

アプリケーシ ョ ン 
システム

特定のビジネス機能を遂行するよ うに設計されている、 EDI の外にあるコン
ピュータ  システム。 会計、 購買、 資材管理、 人事、 出荷などのシステムがあ り
ます。

暗号鍵 暗号鍵は、 暗号操作の要です。 暗号鍵を入手するこ とによって、 その鍵に関連
するデータにアクセスするこ とができるよ うになるため、 他人の手に渡らない
よ う秘密にしておく必要があ り ます。 たとえば、 ファ イルの暗号化に鍵を使用
した場合、 その鍵にアクセスできる人は誰でもファ イルを復号化するこ とがで
きます。 さ らに、 メ ッセージに署名するために使用する鍵にアクセスできる と、
メ ッセージの署名が偽造される可能性もあ り ます。

アンポスト この機能を使用する と、 既に [ アウ ト  ドキュ メン ト ] にポス ト したドキュ メン ト

を [ ワークスペース ] に戻して、 処理を続行するこ とができます。

移動 この機能を使用する と、 1 つのドキュ メン トやドキュ メン トのグループを  [ イン  
ドキュ メン ト ] や [? イン  ドキュ メン ト ] から  [ イン ド ローワ ] に移動した り、 ま

たは [? アウ ト  ドキュ メ ン ト ] から  [ ワークスペース ] に移動した りできます。

印刷 このコマンドを使用する と、 選択したドキュ メン トの書式なしバージ ョ ンまた
は書式付きバージ ョ ンを、 そのドキュ メン トのパートナー関係に設定された印
刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を使用して印刷した り、 またはそのドキュ

メン トの概要リ ス ト を印刷した りできます。

印刷物 ト レーディング パートナーから受け取ったデータが印刷ト ランスレーシ ョ ン  オ
ブジェク トへ渡される と出力されます。 データを実際に印刷する必要はあ り ま
せん。 ハードディ スク上のファ イルを印刷物にするこ と もできます。

インターチェンジ インターチェンジには、 同じ伝送において、 ある送信者からある受信者に送ら
れたドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ン セッ ト ) の全ファンクシ ョナル グループ

が含まれます。

( 次のページへ続く )
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インターチェンジ
ブラウザ

このブラウザには、 送信または受信したすべてのインターチェンジの階層リ ス
ト を表示できます。 インターチェンジの状態情報 ( ファンクシ ョナル受信確認を

受信したかど うか、 およびその受信確認の状態など ) が表示されます。 また、 こ

のブラウザでは、 インターチェンジ内のドキュ メン ト を表示できます。 [ イン

ターチェンジ ] ブラウザは常に使用可能です。

イン ドキュ メン ト このブラウザには、 システムによって受信されたが、 ユーザーが未処理のド
キュ メン トの リ ス トが表示されます。 ドキュ メン トの処理 ( 印刷またはエクス

ポート ) が終了する と、 ドキュ メン トは [ イン ド ローワ ] に転送されます。

イン ドローワ このブラウザには、 受信され、 処理されたド キュメ ント のリ スト が表示されます。

インポート このコマンドを実行する と、 外部アプリ ケーシ ョ ン  ファ イルからデータをイン

ポートできます。 ファ イルの内容に応じて、 パートナー、 ト ランザクシ ョ ン、
またはト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの情報の入力を要求される場合があ り

ます。

エージェンシー EDI コ ミ ュニケーシ ョ ンのスタンダードの開発および更新を行う組織。 ANSI、
EDIA、 AIAG、 UCS、 および VICS などの組織があ り ます。

エクスポート この機能を使用する と、 1 つまたは複数のドキュ メン ト を外部ファ イルに書き込

んで、 別のアプリ ケーシ ョ ンで処理できるよ うにするこ とが可能です。 このオ
プシ ョ ンを利用するには、 ドキュ メン ト用のシステム  エクスポート  ト ランス

レーシ ョ ン オブジェク ト 、 または各パートナーに固有のドキュ メン ト用エクス

ポート  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トが必要です。

エレメン ト スタンダードによって定義されている使用可能な情報の最小単位。 たとえば、
数量、 単価、 または説明について定義します。

個々のエレ メン トは、 それぞれの状況に応じて意味合いが多少異なり ます。 し
たがって、 エレ メン トは通常、 組み合わせられてセグメン ト となるまでは、 有
用な意味を持つものとはみなされません。

( 次のページへ続く )
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エレメン ト ( 続き ) 以下の表のよ うに、 3 種類のデータ  エレ メン トがあ り ます。

エンベロープ 処理の便宜を図るために、 伝送時に情報を分割する手段のひとつ。 エンベロー
プには、 それぞれヘッダー セグメン ト と ト レーラ  セグメン トが含まれています。

これらのセグメン トは、 そのエンベロープとほかのエンベロープとを区別し、
エンベロープの内容に関する情報を提供します。

エンベロープには、 次に示す 3 つのレベルがあ り ます。

ト ランザクシ ョ ン セッ ト

各ト ランザクシ ョ ン セッ ト  ( ビジネス  ドキュ メン ト ) は、 ト ランザクシ ョ ン  
セッ ト  エンベロープに入っています。

ファンクシ ョナル グループ

関連するビジネス  ドキュ メン トが入っているエンベロープです。 スタンダード

によ り、 ファンクシ ョナル グループ エンベロープにま とめなければならない ト

ランザクシ ョ ン セッ トが定義されています。

インターチェンジ エンベロープ

1 回のコ ミ ュニケーシ ョ ンで １  つのト レーディング パートナーに送信されるす

べてのデータ。 " インターチェンジ エンベロープ " は、 ANSI で使用されている

用語です。 EDIA ではこのレベルのエンベロープを意味する用語と して " 伝送エ

ンベロープ " を使用しています。 しかし、 こ こでは " 伝送 (transmission)" とい う

用語について別の使い方をしているため、 インターチェンジ エンベロープとだ

け呼ぶこ とにします。

メモ

コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンには、 インターチェンジ エンベロープを簡単に

取り込むこ とができます。 そのため、 スタンダード制定団体ではコ ミ ュニケー
シ ョ ン  セッシ ョ ン全体をカバーする第 4 レベルのエンベロープを検討中です。

( 次のページへ続く )

データ  エレメン ト 定義

単純データ  エレ メン ト スタンダードによって定義されている最小単位
の情報。

複合データ  エレ メン ト 複数のコンポーネン ト  エレ メン トで構成され

るデータ  エレ メン ト 。

コンポーネン ト  データ  
エレ メン ト

複合データ  エレ メン ト を構成する個々のデー

タ  エレ メン ト 。 サブエレ メン ト と も言います。
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応答 この機能を使用する と、 [ イン ド ローワ ] 内で選択されている  1 つ以上のドキュ

メン トへの応答と して、 ( パートナー関係に設定されたターンアラウンド  ト ラン

スレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して ) ターンアラウンド  ドキュ メン ト を作成

できます。

オーディ ッ ト  ログ この機能を使用する と、 システムのオーディ ッ ト  ログ情報を表示するこ とがで

きます。

既定値 定義済みの値 — 特に上書きしていない限り、 プログラムではあらかじめビルド

されている値が使用されます。

クラスタ サービスを提供するためにま とめたコンピュータのセッ ト。 ク ラスタを使用す
るこ とでサービスのアベイラビ リ ティ と スケーラビ リ ティの両方を向上させる
こ とができます。 Windows NT および Windows 2000 の両方のオペレーティング 
システムでは、 複数のコンピュータをク ラスタ リ ングしてネッ ト ワーク上でク
ライアン ト  / サーバー アプ リ ケーシ ョ ンを動作させるソフ ト ウェア ソ リ ュー

シ ョ ンが提供されています。

クリ ッ ク ク リ ッ ク とは、 指定されたアイテムの上にカーソルを置き、 第 1 マウス  ボタン

を押してから離すこ とを言います。 第 1 マウス  ボタンは、 マウスを右きき用に

していても左きき用にしていても、 人差し指を使って押すボタンのこ とです。

検索 この機能を使用する と、 アクティブなデータ表示ウ ィンド ウ内で、 特定のテキ
ス ト を検索できます。

コピー この機能を使用する と、 1 つまたは複数のドキュ メン ト を  [ アウ ト  ド ローワ ] か
ら  [ ワークスペース ] にコピーできます。

コ ミ ュニケーシ ョ ン
セッシ ョ ン

1 回の連続接続期間における、 ある電話番号との間でのすべてのやり と り。 これ

には、 異なる ト レーディング パートナー向けの 2 つまたは 3 つのインターチェ

ンジ エンベロープをネッ ト ワークへ送信するこ と も含まれます。

( 次のページへ続く )
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コ ミ ュニケータ Gentran:Server のコ ミ ュニケーシ ョ ン  ソフ ト ウェア。 コ ミ ュニケータを使用する

と、 送信、 受信、 再送信、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  ポート定義の確立、 コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン プロファ イルの確立、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  スク リプ トの確立、 およ

びコ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンの表示と削除を行う こ とができます。

コンポーネン ト  
データ  エレメン ト

複合データ  エレ メン ト を構成する個々のデータ  エレ メン ト。 サブエレ メン ト と

も言います。

サードパーテ ィ  
ネッ トワーク

「ネッ ト ワーク」 を参照して ください。

受信 この機能を使用する と、 ト レーディング パートナーからデータを受信するため

のコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンを手動で開始できます。

受信確認 この用語は、 ANSI 997 ファンクシ ョナル受信確認、 EDIA 999 acceptance/rejection 
advice、 および EDIFACT CNTRL を示すために使用されます。

状態 状態ボッ クスに表示されている、 ドキュ メン ト またはインターチェンジの処理
状態。 

[? イン ドキュ メン ト ]

[ 失敗 ] [? イン ドキュ メン ト ] 内のすべてのドキュ メン トに、 この状態が適用さ
れます。 このコードは、 次のいずれかの状態を示します。

◗ ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合していません。 これがエ
ラーの原因である場合は、 そのドキュ メン トに関連付けられた ト ラ
ンスレータ  レポートにエラーが表示されます。 ドキュ メン トは EDI 
スタンダードに完全には適合していませんが、 処理を続行できる状
態にあ り ます。

◗ 受信したドキュ メン ト を特定の ト レーディング パートナーに関連付
けるこ とができません。 この場合、 そのドキュ メン トに対応する
パートナーは " 不明 " と リ ス トに表示されます。 このドキュ メン ト
を、 パートナーとのインターチェンジで受信したほかのドキュ メン
ト と関連付けるには、 [ インターチェンジ ] ブラウザから ドキュ メン
ト を添付します。

( 次のページへ続く )
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状態
( 続き )

◗ 適切な取引関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を、 ドキュ
メン ト と関連付けるこ とができません。 関係またはト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を探すために使用した情報の種類に関する詳細
情報が、 オーディ ッ ト  ログに記録されます。 この問題を解決するに
は、 パートナー エディ タを使用して有効な関係を確立し、 その関係
について有効なエクスポート、 印刷、 またはターンアラウンド  ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を定義する必要があ り ます。

◗ インターチェンジ、 ファンクシ ョナル グループ、 またはト ランザク
シ ョ ン レベル エンベロープ構造の処理中に、 重大なエラーが発生し
ました。 ヘッダーと ト レーラの Control Number の不一致、 無効な ト
レーラ管理カウン ト 、 Control Number の順番の確認エラーなども、
このエラーに含まれます。 これらのエラーが発生した場合、 ドキュ
メン トが入っているインターチェンジについての ト ランスレータ  レ
ポートにエラーが表示されます。

[? アウ ト  ドキュ メ ン ト ]

[ 失敗 ] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダード定義に適合していない
こ とを示します。 問題のドキュ メン トについての ト ランスレータ  レポー
ト を表示する と、 適合失敗の原因になったエラーを特定できます。

[ イン ドキュ メン ト ]

[OK] [ イン ドキュ メン ト ] 内のすべてのドキュ メン トに "OK" の状態が適用さ
れます。 これらのドキュ メン トは完全に適合しており、 処理を続行でき
る状態にあ り ます。

[ イン ド ローワ ]

[OK] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適合してお
り、 処理を続行できる状態にあるこ とを示します。

[ 失敗 ] [? イン ドキュ メン ト ] 内のすべてのドキュ メン トに、 この状態が適用さ
れます。 このコードは、 次のいずれかの状態を示します。

◗ ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合していません。 これがエ
ラーの原因である場合は、 そのドキュ メン トに関連付けられた ト ラ
ンスレータ  レポートにエラーが表示されます。 ドキュ メン トは EDI 
スタンダードに完全には適合していませんが、 処理を続行できる状
態にあ り ます。

◗ 受信したドキュ メン ト を特定の ト レーディング パートナーに関連付
けるこ とができません。 この場合、 そのドキュ メン トに対応する
パートナーは " 不明 " と リ ス トに表示されます。 このドキュ メン ト
を、 パートナーとのインターチェンジで受信したほかのドキュ メン
ト と関連付けるには、 [ インターチェンジ ] ブラウザから ドキュ メン
ト を添付します。

( 次のページへ続く )
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状態
( 続き )

◗ 適切な取引関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を、 ドキュ
メン ト と関連付けるこ とができません。 関係またはト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を探すために使用した情報の種類に関する詳細
情報が、 オーディ ッ ト  ログに記録されます。 この問題を解決するに
は、 パートナー エディ タを使用して有効な関係を確立し、 その関係
について有効なエクスポート、 印刷、 またはターンアラウンド  ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を定義する必要があ り ます。

◗ インターチェンジ、 ファンクシ ョナル グループ、 またはト ランザク
シ ョ ン レベル エンベロープ構造の処理中に、 重大なエラーが発生し
ました。 ヘッダーと ト レーラの Control Number の不一致、 無効な ト
レーラ管理カウン ト 、 Control Number の順番の確認エラーなども、
このエラーに含まれます。 これらのエラーが発生した場合、 ドキュ
メン トが入っているインターチェンジについての ト ランスレータ  レ
ポートにエラーが表示されます。

[ インターチェンジ ]

[ インターチェンジ ] ブラウザには、 インターチェンジの処理状態、 インター

チェンジのネッ ト ワーク状態、 インターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メ
ン トの受信確認状態、 ならびにドキュ メン トの適合状態を表すグラフ ィ ッ クス  
( アイコン ) があ り ます。 [ インターチェンジ ] ブラウザでいずれかのエン ト リ を

反転表示にする と、 そのラインの状態コードについての説明が Gentran:Server の
ステータス  バーに表示されます。

[ インターチェンジ処理状況 ]

[ インターチェンジの受信済み ] ( 緑 ) — インターチェンジがシステム内で受信
されているこ とを示します。

[ インターチェンジの送信 ] ( 緑 ) — インターチェンジが適切なパートナーに正
常に伝送されたこ とを示します。

[ インターチェンジの送信準備完了 ] ( 青 ) — このインターチェンジの送信を試
みたが、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンが成功しなかったこ とを示しま
す。 このインターチェンジは、 次の適切なコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ
ンの際に送信されます。

[ インターチェンジ待ち ] — ドキュ メン トが送信待ちの状態であるこ とを示し
ます。

[ インターチェンジの保留 ] — ドキュ メン トが " 保留 " の状態、 つま り送信でき
る状態ではないこ とを示します。

[ インターチェンジの時間切れ ] — インターチェンジがインバウンド  ファンク
シ ョナル受信確認との整合性をと られるのを待っていたが、 受信確認が
遅いとみなされる待ち時間を超えたこ とを示します。

[ 送信に失敗しました ]
( 赤 ) — コ ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセス時のエラーが原因で、 送信に失
敗したこ とを示します。

( 次のページへ続く )
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状態
( 続き )

インターチェンジの [ ネッ ト ワークの状態 ]

[ ネッ ト ワーク上 ]
インターチェンジが付加価値ネッ ト ワークに正常に配送されたこ とを示
します (Commerce:Network を使用してこの状態を取得するには、 メール
ボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信できるよ うに設定してお
く必要があ り ます )。

[ ネッ ト ワーク警告 ]
インターチェンジが付加価値ネッ ト ワークへ配送され、 そのネッ ト ワー
クでデータに重大ではないエラーが検出されたこ とを示します。 この
データは、 指定された ト レーディング パートナーがデータ収集の目的に
利用できます (Commerce:Network を使用してこの状態を取得するには、
メールボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信できるよ うに設定
しておく必要があ り ます )。

[ ネッ ト ワーク  エラー ]
インターチェンジが付加価値ネッ ト ワークへ配送され、 そのネッ ト ワー
クでデータに重大なエラーが検出されたこ とを示します。 指定された ト
レーディング パートナーが、 このデータをデータ収集の目的で利用する
こ とはできません (COMMERCE:Network を使用してこの状態を取得する
には、 メールボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます )。

[PickedUp]
付加価値ネッ ト ワークを介してインターチェンジが ト レーディング パー
トナーに正常に配送されたこ とを示します。 (COMMERCE:Network を使
用してこの状態を取得するには、 メールボッ クスがデータ書式で 70 の
レポート を受信できるよ うに設定しておく必要があ り ます )。

[ サードパーティ  ネッ ト ワーク ]
インターチェンジがサードパーティのネッ ト ワークへ送信されたこ とを
示します。

インターチェンジ、 グループ、 およびドキュ メン トの [ 受信確認状態 ]

[ 受信確認待ち ]
インターチェンジがインバウンド  ファンクシ ョナル受信確認との整合性
をと られるのを待っているこ とを示します。

[ 受信確認時間切れ ]
インターチェンジがインバウンド  ファンクシ ョナル受信確認との整合性
をと られるのを待っていたが、 受信確認が遅いとみなされる待ち時間を
超えたこ とを示します。

[ 受信確認拒否 ]
パートナーがインターチェンジの受信確認を行い、 エラーがあったこ と
を示します。 パートナーはインターチェンジの受取を拒否しています。

[ 受信確認 OK]
パートナーがインターチェンジの受信確認を行い、 エラーがなかったこ
とを示します。
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状態
( 続き )

[ エラーあ り受信確認 ]
パートナーがインターチェンジの受信確認を行い、 エラーがあったこ と
を示します。 エラーがあったにもかかわらず、 パートナーはこのイン
ターチェンジを受け入れています。

[ 受信確認の整合 部分 ]
ト レーディング パートナーがインターチェンジを正常に受信したと き
に、 インターチェンジ内の一部のドキュ メン トは受け入れられ ( エラー
があっても受け入れられた場合を含む )、 その他のドキュ メン トは拒否
されたこ とを示します。

[ ドキュ メン ト適合状況 ]

[OK] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適合してお
り、 処理を続行できる状態にあるこ とを示します。

[ 失敗 ] このコードは、 次のいずれかの状態を示します。

◗ ドキュ メン トが、 EDI スタンダードに適合していません。 これがエ
ラーの原因である場合は、 そのドキュ メン トに関連付けられた ト ラ
ンスレータ  レポートにエラーが表示されます。 ドキュ メン トは EDI 
スタンダードに完全には適合していませんが、 処理を続行できる状
態にあ り ます。

◗ 受信したドキュ メン ト を特定の ト レーディング パートナーに関連付
けるこ とができません。 この場合、 そのドキュ メン トに対応する
パートナーは " 不明 " と リ ス トに表示されます。 このドキュ メン ト
を、 パートナーとのインターチェンジで受信したほかのドキュ メン
ト と関連付けるには、 [ インターチェンジ ] ブラウザから ドキュ メン
ト を添付します。

◗ 適切な取引関係または ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を、 ドキュ
メン ト と関連付けるこ とができません。 関係またはト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト を探すために使用した情報の種類に関する詳細
情報が、 オーディ ッ ト  ログに記録されます。 この問題を解決するに
は、 パートナー エディ タを使用して有効な関係を確立し、 その関係
について有効なエクスポート、 印刷、 またはターンアラウンド  ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク ト を定義する必要があ り ます。

◗ インターチェンジ、 ファンクシ ョナル グループ、 またはト ランザク
シ ョ ン レベル エンベロープ構造の処理中に、 重大なエラーが発生し
ました。 ヘッダーと ト レーラの Control Number の不一致、 無効な ト
レーラ管理カウン ト 、 Control Number の順番の確認エラーなども、
このエラーに含まれます。 これらのエラーが発生した場合、 ドキュ
メン トが入っているインターチェンジについての ト ランスレータ  レ
ポートにエラーが表示されます。

[ 重複 ] このドキュ メン トに、 システム上の別のドキュ メン ト と同じ名前が付け
られています。
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状態
( 続き )

[ アウ ト  ドキュ メン ト ]

[OK] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適合している
こ とを示します。 この状態ドキュ メン トは、 送信可能です。

[ アウ ト  ド ローワ ]

[ 送信済み ]
このコードは、 ドキュ メン トが適切なパートナーに正常に送信されたこ
とを示します。

[ 待機中 ]
このコードは、 ドキュ メン トがインバウンド  ファンクシ ョナル受信確認
との整合性をと られるのを待っているこ とを示します。

[ 時間切れ ]
このコードは、 ドキュ メン トがインバウンド  ファンクシ ョナル受信確認
との整合性をと られるのを待っていたが、 受信確認が遅れたとみなされ
る待ち時間を超えたこ とを示します。

[ 受信確認済み ]
このコードは、 パートナーがドキュ メン トの受信確認を行い、 エラーが
なかったこ とを示します。

[ 応答エラー ]
このコードは、 パートナーがドキュ メン トの受信確認を行い、 エラーが
あったにもかかわらず、 パートナーがそのドキュ メン ト を受け入れたこ
とを示します。

[ 拒否 ] このコードは、 パートナーがドキュ メン トの受信確認を行い、 エラーが
あったこ とを示します。 パートナーは、 ドキュ メン トの受取を拒否して
います。

[~ 受信確認 ]
この状態は、 このドキュ メン トに対する受信確認が想定どおりに実行さ
れず、 グループまたはインターチェンジのいずれかの一部が受信確認さ
れた場合にのみ表示されます。 パートナーがインターチェンジ レベルま
たはグループ レベルで部分的な受信確認を発行する場合、 その受信確認
では、 受け入れるかまたは拒否するかを ト ランザクシ ョ ン  レベルで示す
必要があ り ます。

[ ネッ ト ワーク上 ]
このコードは、 ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークに正常に配送され
たこ とを示します (COMMERCE:Network を使用してこの状態を取得する
には、 メールボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信できるよ う
に設定しておく必要があ り ます )。

[ 収集済み ]
このコードは、 付加価値ネッ ト ワークを介してドキュ メン トが ト レー
ディング パートナーに正常に配送されたこ とを示します
(COMMERCE:Network を使用してこの状態を取得するには、 メールボッ
クスがデータ書式で 70 のレポート を受信できるよ うに設定しておく必
要があ り ます )。
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状態
( 続き )

[ ネッ ト ワーク警告 ]
このコードは、 ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークへ配送され、 その
ネッ ト ワークでデータに重大ではないエラーが検出されたこ とを示しま
す。 このデータは、 指定された ト レーディング パートナーがデータ収集
の目的に利用できます (COMMERCE:Network を使用してこの状態を取得
するには、 メールボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信できる
よ うに設定しておく必要があ り ます )。

[ ネッ ト ワーク  エラー ]
このコードは、 ドキュ メン トが付加価値ネッ ト ワークへ配送され、 その
ネッ ト ワークでデータに重大なエラーが検出されたこ とを示します。 指
定された ト レーディング パートナーが、 このデータをデータ収集の目的
で利用するこ とはできません (COMMERCE:Network を使用してこの状態
を取得するには、 メールボッ クスがデータ書式で 20 のレポート を受信
できるよ うに設定しておく必要があ り ます )。

[ 送信キュー ]

[ 順番待ち ]
このコードは、 送信準備のためにドキュ メン トが正常にインターチェン
ジされたが、 そのインターチェンジがパートナーに正し く転送されな
かったこ とを示します。 このインターチェンジは、 このパートナーとの
次のコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンの際に自動的に送信されます。

[ 送信準備完了 ]
ドキュ メン ト を送信する準備が完了したが、 送信するデータのメール
ボッ クス  メ ッセージがまだ作成されていないこ とを示します。

[ 送信失敗 ]
コ ミ ュニケーシ ョ ンズ プロセス時のエラーが原因で、 送信に失敗したこ
とを示します。

[ ワークスペース ]

[OK] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダードに完全に適合している
こ とを示します。 この状態のドキュ メン トは、 [ アウ ト  ドキュ メン ト ] 
へポス ト して、 送信するこ とができます。

[ 失敗 ] このコードは、 ドキュ メン トが EDI スタンダード定義に適合していない
こ とを示します。 問題のドキュ メン トについての ト ランスレータ  レポー
ト を表示する と、 適合失敗の原因になったエラーを特定できます。

ステータスバー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのステータス  バーの機能には、 選択、 コマンド、

またはプロセスに関する情報の定義、 各アイテムを反転表示にしたと きのメ
ニュー バー アイテムの定義、 および入力時の現在のキーボード開始モード  ( た
とえば、 "Caps Lock" キーに対しては CAP、 "Num Lock" キーに対しては NUM) の
表示などがあ り ます。
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セグメン ト 有用なデータをやり取りするために組み合わせて用いる、 いくつかのエレ メン
ト。 たとえば、 カタログ定価セグメン トはアイテムの説明、 数量、 価格、 リー
ド  タイムなどのエレ メン トで構成されている と します。 この場合、 これらのエ

レ メン ト自体は有用な情報ではあ り ません。 しかし、 これらのエレ メン ト を組
み合わせるこ とによ り、 そのアイテムが希望に合うかど うか、 または価格が妥
当なものかど うかなどを判断するために必要な情報になり ます。 セグメン トは 
EDI スタンダードによって定義されます。 複数のセグメン トが集まる と ト ランザ

クシ ョ ン セッ トにな り ます。

セッ ト 「 ト ランザクシ ョ ン セッ ト 」 を参照して ください。

送信 この機能を使用する と、 ト レーディング パートナーにデータを送信するための

コ ミ ュニケーシ ョ ン セッシ ョ ンを手動で開始できます。 選択されたドキュ メン

トのみがエンベロープに収められて送信されます。 ドキュ メン トが選択されて
いない場合は、 すべてのドキュ メン トが送信されます。 正常に送信されたド
キュ メン トは、 [ アウ ト  ド ローワ ] へ移動します。

送信キュー この機能を使用する と、 現在送信待ちになっている ドキュ メン トの リ ス ト を表
示できます。

ターンアラウンド
ドキュ メン ト

ソース  ドキュ メン トからのデータ  エレ メン トが、 ターンアラウンド  マップを使

用して自動的に転送される と きの転送先ドキュ メン ト 。

ターンアラウンド  
マップ

インバウンド  ( ソース ) ドキュ メン トからターンアラウンド  ドキュ メン ト  ( ソー

スへの論理的応答ドキュ メン ト ) を作成するために使用される、 一連の命令。

ターンアラウンド  ドキュ メン トは、 ソース  ドキュ メン トからターゲッ ト  ドキュ

メン ト  ( ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ) にデータを転送するこ とによって作

成されます。

タイ トル バー アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのタイ トル バーにはアプリ ケーシ ョ ン名が表示さ

れます。 タイ トル バーを使用して、 デスク ト ップ上の別の場所にウ ィンド ウを

移動できます。
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ダイアログ ボックス ダイアログ ボッ クス  ( またはダイアログ ) で、 処理の実行に必要な追加情報また

はオプシ ョ ンを指定します。 オプシ ョ ンを指定した場合、 コマンドを実行する
ためのボタンを選択できます。 要求された作業を実行できない理由を示す警告
またはメ ッセージが表示されるダイアログ ボッ クスもあ り ます。 ダイアログ 
ボッ クスにタイ トル バーがある場合には、 デスク ト ップの別の場所にそのダイ

アログ ボッ クスを移動するこ とができます。

ダイアログ ボッ クスを閉じるには、 [ コン ト ロール ] メニュー ボッ クスをダブル

ク リ ッ クするか、 または [ ファ イル ] メニューから  [Close Active Window] を選択

します。

ダブルクリ ック ダブルク リ ッ ク とは、 指定されたアイテムの上にカーソルを置き、 第 1 マウス  
ボタンをすばやく  2 回、 押してから離すこ とです。 第 1 マウス  ボタンは、 マウ

スを右きき用にしていても左きき用にしていても、 人差し指を使って押すボタ
ンのこ とです。

ツールバー ツールバーには、 メニュー バーで使用可能なコマンドをグラフ ィ ッ クスで表し

たボタンが表示されます。 この機能によって、 選択された 1 つのドキュ メン トに

ついての ト ラ ッキング情報を表示できます。

定義済み 画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トにおける、 特定のエレ メン トの既定

値。 必要に応じて値を変更できます。

データ表示
ウィンドウ

Gentran:Server には、 次のデータ表示ウ ィンド ウがあ り ます。 オーディ ッ ト  ロ
グ、 ドキュ メン ト  ト ラ ッキング、 インターチェンジ ト ラ ッキング、 インター

チェンジの生データ表示、 およびドキュ メン トの生データ表示。

適合 (compliance) スタンダード仕様のすべての要件を完全に満たす場合に限り、 実装が適合とな
り ます。 特に、 実装によって生成された各ト ランザクシ ョ ン、 アクシ ョ ン、 ま
たはデータ  エレ メン トが、 後述の " 検証 " に定義されているよ うに有効にならな

ければなり ません。 適合テス トは、 実装の操作を指定の要件と比較し、 適合ま
たは不適合のいずれかを判断します。

適合 (compliant) ドキュ メン トが、 ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トで定義されたとおり、 EDI 
スタンダードに準拠している状態のこ とです。
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デスク デスクは、 Gentran:Server がこれを使用して、 Gentran:Server で頻繁に使用するブ

ラウザ、 機能、 およびサブシステムに素早く簡単にアクセスできるよ うに、 グ
ラフ ィカルに表したものです。 ブラウザ、 機能、 またはサブシステムにアクセ
スするには、 それを表す [ デスク ] 上の適切な領域をク リ ッ ク します。 [ イン ド
キュ メン ト ]、 [? イン  ドキュ メン ト ]、 [ ワークスペース ]、 [ アウ ト  ドキュ メン

ト ]、 [? アウ ト  ドキュ メン ト ]、 [ インターチェンジ ]、 [ イン ド ローワ ]、 および 
[ アウ ト  ド ローワ ] の各ブラウザにアクセスできます。 各ブラウザのアイコン

は、 ドキュ メン トの場所にドキュ メン トが存在する場合に、 ドキュ メン トの絵
と して表示されます。 また、 パートナー エディ タ  サブシステム、 ヘルプ システ

ム、 プロセス管理 ( 時計のアイコン )、 および送受信  ( 電話のアイコン ) にデス

クからアクセスできます。 さ らに、 デスクを使用して、 Gentran:Server を終了す

るこ と もできます ( 出口 / ドアのアイコン )。

デスクの表示をオフにするには、 [ 表示 ] メニューの [ デスク ] をク リ ッ ク しま

す。 これによって、 デスクの表示 / 非表示が切り替えられます。 アイテムの横に

チェッ クマークが付いている場合、 そのアイテムは " 表示 " になり ます。

デジタル証明書 デジタル証明書は、 一般的に用いられているアイデンティティの検証方法です。
証明書は、 エンティティ を識別するデータ  セッ トです。 信頼された組織は、 証

明書を個人またはエンティティに証明書および関連する公開鍵を割り当てます。
証明書が発行された個人またはエンティティは、 証明書受領者とな り ます。 証
明書を発行する信頼された組織とは認証局 (CA) であ り、 証明書の発行者と して

知られています。 信頼された CA は、 証明書受領者のアイデンティティ を検証し

てから証明書を発行します。 証明書のデータには、 証明書受領者の一対の公開
鍵 / 秘密鍵のうち公開鍵が含まれています。

デジタル署名 公開鍵暗号方式の本質は、 データが 2 つの鍵を返す複雑な数学の公式でコード化

されるこ とにあ り ます。 最初の鍵でコード化されたデータの復号化には 2 番目の

鍵が必要とな り、 2 番目の鍵でコード化されたデータの復号化には最初の鍵が必

要です。 最初の鍵は公開鍵と して配付し、 2 番目の鍵は自分だけがアクセスでき

る秘密鍵と して保護します。 鍵の相互的な関係によって、 公開鍵を所有する任
意の人によるデータの暗号化と、 秘密鍵による復号化が可能になり ます。 秘密
鍵がない限り、 暗号化されたデータは暗号化した本人でもアクセスできな くな
り ます。 同様に、 秘密鍵でデータを暗号化した場合には、 公開鍵を所有する任
意の人がデータを復号化するこ と もできます。 この場合にはデータのセキュ リ
ティが低下しますが、 データを作成したのは秘密鍵を所有する人であるこ とが
証明できます。

( 次のページへ続く )
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同期 " ラ イブ " のコ ミ ュニケーシ ョ ン  セッシ ョ ンで指定の間隔内に発生する要求応答

ペアを必要とする分散プロセスのコ ミ ュニケーシ ョ ン  コーディネーシ ョ ンの

モード。 

ドキュ メン ト 実データが含まれ、 単一の実体と して処理される  1 つの ト ランザクシ ョ ン セッ

ト 。 ドキュ メン トであるか否かの識別は、 データ量とは関係なく、 単一の実体
と して処理されるかど うかによってのみ判定されます。 たとえば、 発注書に記
載されているアイテムが 1 件であろ う と、 1 万件であろ う と、 それが 1 枚の発注

書でる限り  1 つのドキュ メン ト とな り ます。

10 枚の発注書が含まれるコ ミ ュニケーシ ョ ンを ト レーディング パートナーが送

信した場合、 自社側では 10 のドキュ メン ト を受け取るこ とにな り ます。 コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンに 15 枚の請求書が含まれていれば、 15 のドキュ メン ト を受け取る

こ とにな り ます。

ト ラ ッ ク この機能によって、 選択された 1 つのドキュ メン トについての ト ラ ッキング情報

を表示できます。

ト ランザクシ ョ ン 
セッ ト
( ドキュ メン ト )

スタンダードによって定義されているビジネス書式。 たとえば、 ANSI 850 の発

注書や UCS 880 の請求書などです。 スタンダードでは、 フォームを構成するセ

グメン トおよびエレ メン ト 、 セグメン トやエレ メン トが表示される順序、 およ
び各セグメン トやエレ メン ト間の関係について、 それぞれの ト ランザクシ ョ ン
セッ ト を定義しています。 これはヨーロ ッパでは " メ ッセージ " と も呼ばれてい

ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説 xviii
ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト

特定の ト ランザクシ ョ ン セッ トの入力または出力が確実に存在し、 使用可能な

形で表示されるよ うに設定された、 あらかじめ設計済みの配置。 各パートナー
関係で使用する ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を指定する必要があ り ます。

インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト

ターンアラウンド  : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 ドキュ メン ト受信

時にそのドキュ メン トからできるだけ多くのエレ メン トが含まれる応答ドキュ
メン ト を作成するために使用します。

エクスポート  ファ イル : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トでは、 ドキュ メ

ン トの受信時に、 そのドキュ メン ト を指定されたファイル書式にエクスポート
するよ うに指定します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト  : 
インポート  : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ

イルからデータをインポートする場合に使用します。

印刷 : この ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を使用して、 ドキュ メン ト を印刷

します。

画面入力 : この ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トは、 [ ドキュ メン ト  エディ タ ] 
にデータを入力するために使用します。

ト レーディング 
パートナー

ドキュ メン ト をやり取りする相手先となる企業。 パートナーと も言います。

並べ替え この機能を使用する と、 ドキュ メン ト  ブラウザ内のドキュ メン トの リ ス ト を次

のよ うな順番で並べ替えるこ とができます。 パートナー / 種類 / 名前、 パート

ナー / 名前 / 種類、 または種類 / パートナー / 名前。

認証 保護されている リ ソースやサービスまたは機密情報にアクセスする権限。

ネッ トワーク サード  パーティ  ネッ ト ワークまたは付加価値ネッ ト ワーク  (Value-Added 
Network: VAN) と も呼ばれます。 企業からの伝送を受け入れて ト レーディング 
パートナー側で受け取りの都合がつく まで保持する、 COMMERCE:Network など

のサービスです。

( 次のページへ続く )
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バージ ョ ン 各スタンダード制定団体は、 定期的にスタンダードを更新します。 それぞれの
正式な更新のこ とをバージ ョ ンと呼びます。

パートナー ドキュ メン ト をやり取りする相手先となる企業。 ト レーディング パートナーと

も言います。

パート ナー エディ タ この機能を使用する と、 自社および全ト レーディング パートナーのすべての

パートナー情報を定義、 編集、 および削除できます。

非同期 一定のス ト リームではなく断続的にデータを転送する分散プロセス間のコ ミ ュ
ニケーシ ョ ン。

否認防止 否認防止は、 特定の動作が発生したという偽造不可能な証拠を提示するための、
メ ッセージ転送システムの機能です。 最も一般的な 3 つのタイプの否認防止は、

発信元の否認防止、 提出の否認防止、 配送の否認防止です。 発信元の否認防止
は、 メ ッセージ発信元がメ ッセージの送信を拒否しよ う とする試みを防止しま
す。 提出の否認防止は、 メ ッセージ転送エージェン トが配送のためのメ ッセー
ジ提出を拒否しよ う とする試みを防止します。 配送の否認防止は、 メ ッセージ
受信者がメ ッセージの受信を拒否しよ う とする試みを防止します。

表示 ドキュ メン トの場合、 この機能を使用する と、 選択した書式に応じて EDI デー

タ、 ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トによ り書式化されたドキュ メン ト 、 また

は ト ランスレータ  レポート を表示できます。 インターチェンジの場合、 この機

能を使用する と、 選択した書式に応じて EDI データまたはト ランスレータ  レ
ポート を表示できます。

ファンクシ ョナル 
グループ

関連する ト ランザクシ ョ ン  セッ ト間の互換性を確保する目的で、 スタンダード

制定団体 (ANSI など ) によって定義された ト ランザクシ ョ ン  セッ トのグループ。

たとえば、 すべての購買ト ランザクシ ョ ン  セッ ト をま とめたものと して定義さ

れているファンクシ ョナル グループがあ り ます。

( 次のページへ続く )
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



用語解説 xx
フェイル オーバー フェイル オーバー システムは、 プライマリ  システムが故障したり 、 サービスが

一時的にシャッ ト ダウンされた場合に、 スタンバイしているデータベース、 サー
バー、 またはネッ ト ワークに自動的に切り 替えるバッ クアッ プ操作です。 フェイ
ル オーバーは、 常にアクセスビリ ティ を維持する必要があるミ ッ ショ ン  ク リ

ティ カルなシステムに重要なフォルト  ト レランス  ( 耐障害 ) 機能です。 フェイル 
オーバーは、 ユーザーの要求を、 プライマリ  システムの操作を模倣するバッ ク

アッ プ システムに自動的に ( ユーザーには知らせずに ) リ ダイレク ト します。

複合データ  
エレメン ト

複数のコンポーネン ト  エレ メン トで構成されるデータ  エレ メン ト。

ブラウザ ブラウザは、 ドキュ メン ト  ( ト ランザクシ ョ ンセッ ト )、 インターチェンジ、 ト

ランスレーシ ョ ン オブジェク ト などのアイテムのリ ス ト を表示するウ ィンド ウ

です。 ドキュ メン ト  ブラウザには、 ドキュ メン トのみが表示されます。

ヘッダー データのコンテンツの冒頭に挿入されるコント ロール情報です。 通常は、 データ
の説明またはデータと アプリ ケーショ ンの関係を記述するために使用されます。

ポスト この機能を使用する と、 適合ドキュ メン ト を  [ ワークスペース ] から  [ アウ ト  ド
キュ メン ト ] に移動するこ とができます。

メニュー 選択できるアイテムのリ ス ト 。 各アイテムは、 コマンドを表します。 メニュー
上の使用できないアイテムは、 グレー表示になっています。

メニューバー アプ リ ケーシ ョ ンのメニューのリ ス トが表示されます。

ラベル エレ メン ト、 キーワードのタイ トル、 または情報インジケータ以外の ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク トに関するほとんどの情報の説明。 また、 破線のよ うに、

情報の区切り と して使用するこ と もできます。

ワークスペース [ ワークスペース ] には、 アウ トバウンド  " 処理中 " ドキュ メン トの リ ス トが表

示されます。 最近インポート したドキュ メン トや画面入力ドキュ メン ト も表示
されます。
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